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3 共生のひろば　2016 年３月　

シカの食害から自然環境をどう守るか
・・・菅村定昌・弘中達夫（シカから自然環境等を守る但馬北部連絡会 )

西宮市夙川の生物環境調査－イシマキガイを手がかりに－
　　・・・高田心・鈴木雄大（兵庫県立西宮今津高等学校）

相生湾の干潟のカニ調査
　・・・相生子ども里海クラブ　あいおいカニカニ調査隊

ふるさとの海、相生湾～風味を感じて～
　　・・・あいおい子ども里海クラブ

相生牡蠣の養殖
　・・・相生市立相生小学校　

9 年間の棚田保全や体験、棚田エコ学園の取り組みについて
　　・・・永菅裕一・大朋あゆみ（NPO 法人棚田 LOVER’ s）

ありまふじ公園の生き物を観察する子ども講座「生態学実習」
　　・・・中峰空・廣田編子 ( 三田市有馬富士自然学習センター )・佐々木一将・辻新太 ( 講座受講生代表 )

甲南女子大学ふれあいの森づくり
　・・・特定非営利活動法人　あいな里山茅葺同人

地域の獣害対策を支援して里地里山の恵みをわかちあう「さともん」ネットワーク
　　・・・鈴木克哉（特定非営利活動法人里地里山問題研究所）

市民活動 10 年の振り返りと後継者育成への挑戦
　　・・・大脇巧己（特定非営利活動法人さんぴぃす）

植物画――解剖図の役割
　・・・田地川和子・貴島せい子・肥田陽子（GREEN GRASS） 

コウノトリが生息できる環境づくり
　　・・・上田尚志（NPO コウノトリ市民研究所）・森薫（コウノトリ湿地ネット）

カメラは見た！ニュータウンの森のなかまたち
　　・・・中田一真（ごもくやさん　生き物撮影係）

打出浜干潟の生き物を探そう
　・・・芦屋市立打出浜小学校　３年生

こども植物画教室のとりくみ　
・・・岸本美季・ 中嶋惠子・ 中瀬美絵（レモンリーフ）

Scientific Illustration（サイエンティフィック イラストレーション）を学んで
　　・・・安江尚子（京都大学大学院理学研究科附属植物園）

シンボルフィッシュ「アユ」の遡上観察～武庫川
　　 ・・・佐々木礼子・ 吉田博昭 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会 )

園芸福祉活動での作品成果と公園ボランティアの活動について
　　・・・近藤洋介（国営明石海峡公園）

草葺きの住居に住んでいた －失われゆく兵庫の草葺き屋根－
　・・・山崎敏昭 （ひとはく地域研究員）

໨　　次 兵庫古生物研究会　発足からの一年［活動紹介］
・・・兵庫古生物研究会

淡路島の和泉層群から産出する二枚貝類化
・・・岸本眞五（ひとはく地域研究員・兵庫古生物研究会）

六甲山上の「まちっ子の森」と「散歩道」を活かす
・・・堂馬英二（六甲山を活用する会）

自然物由来の日本画顔料　̶生命を描くということ̶
・・・町田藻映子（京都大学大学院理学研究科植物系統分類学研究室　研究生）

ムクロジの花にきた虫たち
・・・牛島清春・牛島富子（ひとはく地域研究員・兵庫植物同好会）

あびき湿原って凄い !!
・・・山下公明（あびき湿原保存会）

絵本やジオラマで学ぶ環境教育
・・・泉山真寛・赤松真治・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・花谷和志　

いきものずかん（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体）

堺市鉢ヶ峰における 1993 年から 2008 年にかけての鳥類相の変化
・・・楠瀬雄三 （エコシステムリサーチ・ひとはく地域研究員）・福井亘（京都府立大学大学院）

やってみました自主講座　鳴く虫の会の試み
・・・吉田滋弘（ひとはく連携グループ　鳴く虫研究会　きんひばり）

茅葺きの今とこれから
・・・阿部洋平（淡河かやぶき屋根保存会　くさかんむり）

「武庫川がっこう」の目的と活動実績
・・・田村博美・大塚俊光（武庫川がっこう）

企画展示　in  有馬富士公園
・・・里山レンジャー

野生動物保護募金助成を活用した取り組みの一例　～兵庫県のホトケドジョウ保全の取り組み～
・・・丹波地域のホトケドジョウを守る会・神戸市立須磨海浜水族園

だっぴ　ひと皮むけましてん　～昆虫の脱皮と企画展「だっぴ」の紹介～
・・・野本康太（伊丹市昆虫館）

伊丹市昆虫館友の会の活動報告
・・・伊丹市昆虫館友の会（井上治彦・藻川芳彦）

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実
・・・平嶋祐大・木谷亮太・岡田遼太郎・久野透子・奥藤珠希・山田愛子

　　( 兵庫県立大学附属高等学校　自然科学部生物班 )

生きものガイドブック制作と自然講座による教育普及
・・・原口展子（島根大学汽水域研究センター）・三原菜美（鳥取県立博物館）

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設 1 号機・2 号機建設に関する考察～
・・・中山彩乃　沼田悠果（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～
・・・岩田萌花　竹内友佳子（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～
・・・村田薫音・常本京香（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？～選好指数からみたキノコの多様性～
・・・中村雄太郎・阿波田みのり・新保悠里乃・高岡まりあ・林真里菜・廣岡季陽里・飯田龍暉・成将希

西端実弥美・中原雨音・砂川真智子（兵庫県立御影高等学校　環境科学部生物班）

ハヤブサの落とし物（Part5）―教材としての活用―
・・・溝田浩美（ひとはく地域研究員）

但馬沿岸部の流れ藻に付随する魚類の季節的変化を調べる
・・・足立龍星・杞山元康・冨永つゆか （兵庫県立香住高等学校　課題研究・流れ藻）

みんなで育む市民科学者～共生のひろばと学校教育の関係（特に義務教育にこだわって）～
・・・佐々木宏展（摂津市立第二中学校）

みんなでつくるブイブイの森
・・・前中徹・倉本健次・矢津政広（兵庫県三田市公園みどり課）

武庫川上流部の河川改修工事による魚類への影響
・・・豊島直也・森大紀・谷津光太・井月尚・大前明日香・酒井ゆうい・阪中達也・田井彰人

（兵庫県立篠山産業高等学校丹南校　生物部）

身近な生き物を守る－篠山市の取り組み－
・・・篠山市役所

地域資源を有効活用～ありっ竹使い切る！！～
・・・稲元友佳子・圓増まどか・北尾早絵・中佑太・藤田拓海（兵庫県立篠山東雲高等学校　ふるさと特産類型）

超巨大イヌワシの巣
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　かわせみの会

樹脂で作る花の装飾品・イワシ３種
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　封入標本サークル

ダリアで見直す地域活動
・・・岡田照代（ダリアを楽しむ会 代表）

西宮のきのこ封入標本と夙川松の健全化プロジェクト
・・・漆崎文子・河上浩・北川万里・松原久・三上博栄（西宮市きのこクラブＯＢ会）

ホトケドジョウ類の腹部白色線形状による個体識別調査の紹介
・・・青山茂（ひとはく地域研究員）

石ころクラブの活動報告
・・・石ころクラブ勉強会

国際的に通用する高校生の育成の 4 回の貴重な実践経験から得た秘訣、及び

オーストラリア・シドニーにおける国際甲殻類学会（TCSIAA 2015 Sydney）参加・発表報告
・・・丹羽 信彰（神戸市立六甲アイランド高）

幼児期の遊びや学びを豊かにする環境学習支援ツールの制作
・・・内田友梨恵・浜田将宏・池本悠華・池田拓朗・高橋啓太・陳豫皖・嶽山洋志

（兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科）

オオカクツツトビケラはなぜ陸上で産卵するか？
・・・渡辺昌造（ひとはく地域研究員）

2015 年に南西諸島で確認された淡水ガメの分布
　　・・・嶋津信彦 ( しまづ外来魚研究所・兵庫県立長田高等学校生物部 OB)

日本触媒・水源の森（赤西渓谷・兵庫県宍粟市）における植林活動のとりくみと川の生物調査
　　・・・小笹康男・福田正（NPO 法人　ひょうご森の倶楽部）・重安一（株式会社　日本触媒）

　　角絢香・片野泉（兵庫県立大学　環境人間学部）

冬期の姫路市飾東町付近の子嚢菌調査から分かること
　　・・・岡田英士（姫路科学館自然系ジュニア学芸員・兵庫県立姫路飾西高等学校）

地域における外来ガメの防除、および今後の取り組みについて
　　・・・大谷健太朗（姫路科学館自然系ジュニア学芸員）

プラナリアのかんさつ　
　　・・・山崎伊織（京都市立岩倉南小学校）

「市民の視点で武庫川を科学する」－武庫川市民学会の紹介－
・・・武庫川市民学会

武庫川流域市民による特定外来種オオキンケイギクの駆除活動
　　・・・山本義和・上田宏・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）

加古川下流域における魚類種の変化
　　・・・木村聡太・竹内勇貴・岸田周士（兵庫県立農業高等学校　生物部）

人為的攪乱による湿地の変化について
　　・・・柳瀬太・井上美優・下大迫卓矢・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

標識再捕法の精度についての検証実験
　　・・・生月秀幸・酒井敦史・境田稜・垣内柊人・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

環境 DNA 手法を用いた希少種調査捕法の確立　第 2 報
　　・・・喜多山友輔・久次米響・本城将真・松本宗弘・森垣岳 ( 兵庫県立農業高等学校　生物部 )

北摂里山大学
　　・・・重金昭雄（阪神北県民局 県民交流室 環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）

おおばこの会　わたしたちのフィールド　～小野市での活動 2015 ～ 
　　・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄

藤本吉次・松永恵子・山本英夫・吉田士郎 ( おおばこの会 )

里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して～
　　・・・一般社団法人　里山いきもの研究所

尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性
・・・荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校）

尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況
・・・田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校）

草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価
・・・秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校）

鳥類の生息状況調査から考える森づくり
・・・水野竜佑（環境学園専門学校）

宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える～しぜんクラブの活動 2015 ～
・・・稗田 勲・大倉保子・小野恒義・岡田義晴・丸山幸子（しぜんクラブ）・小島華子（フレミラ宝塚）

セミの抜け殻しらべ
・・・八巻晤郎（六甲山自然案内人の会）

川久保渓谷の水生昆虫
・・・森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

水辺の鳥（魚を食べる鳥たち）
・・・高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

南あわじ市・吹上浜の漂着物
・・・安田渉夏・川口心羽・谷間祐月・泊 青夏・金山ひより・荒木穂奈美・楓るみ子（ガールスカウト兵庫県第 95 団）

博物館の山にすむ動物とつどうヒトたち
・・・福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア・鈴木聡（福井市自然史博物館）

西宮市の海岸動物
・・・渡部哲也（西宮市貝類館）

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間 - スマスイのスナメリ調査 -
・・・中村清美（須磨海浜水族園）

ピンこれ ～ピンセットこれくしょん～
・・・長島聖大（伊丹市昆虫館）

とりのたまごコレクション
・・・浜口美幸

あたらしい世界を超高解像度写真（GigaPan）でつかみとる！
・・・マップコンシェルジュ株式会社
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シンボルフィッシュ「アユ」の遡上観察～武庫川
　　 ・・・佐々木礼子・ 吉田博昭 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会 )

園芸福祉活動での作品成果と公園ボランティアの活動について
　　・・・近藤洋介（国営明石海峡公園）

草葺きの住居に住んでいた －失われゆく兵庫の草葺き屋根－
　・・・山崎敏昭 （ひとはく地域研究員）

兵庫古生物研究会　発足からの一年［活動紹介］　　　

　　　・・・兵庫古生物研究会

淡路島の和泉層群から産出する二枚貝類化　　　　

　　・・・岸本眞五（ひとはく地域研究員・兵庫古生物研究会）

六甲山上の「まちっ子の森」と「散歩道」を活かす
・・・堂馬英二（六甲山を活用する会）

自然物由来の日本画顔料　̶生命を描くということ̶
　　・・・町田藻映子（京都大学大学院理学研究科植物系統分類学研究室　研究生）

ムクロジの花にきた虫たち
　　・・・牛島清春・牛島富子（ひとはく地域研究員・兵庫植物同好会）

あびき湿原って凄い !!
　　・・・山下公明（あびき湿原保存会）

絵本やジオラマで学ぶ環境教育　　 

　　・・・泉山真寛・赤松真治・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・花谷和志　
　　いきものずかん（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体）

堺市鉢ヶ峰における 1993 年から 2008 年にかけての鳥類相の変化
　　・・・楠瀬雄三 （エコシステムリサーチ・ひとはく地域研究員）・福井亘（京都府立大学大学院）

やってみました自主講座　鳴く虫の会の試み
　　・・・吉田滋弘（ひとはく連携グループ　鳴く虫研究会　きんひばり）

茅葺きの今とこれから
・・・阿部洋平（淡河かやぶき屋根保存会　くさかんむり）

「武庫川がっこう」の目的と活動実績
・・・田村博美・大塚俊光（武庫川がっこう）

企画展示　in  有馬富士公園
・・・里山レンジャー

野生動物保護募金助成を活用した取り組みの一例　～兵庫県のホトケドジョウ保全の取り組み～
　　・・・丹波地域のホトケドジョウを守る会・神戸市立須磨海浜水族園

だっぴ　ひと皮むけましてん　～昆虫の脱皮と企画展「だっぴ」の紹介～
　　・・・野本康太（伊丹市昆虫館）

伊丹市昆虫館友の会の活動報告
　　・・・伊丹市昆虫館友の会（井上治彦・藻川芳彦）

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実
　　・・・平嶋祐大・木谷亮太・岡田遼太郎・久野透子・奥藤珠希・山田愛子　

　　( 兵庫県立大学附属高等学校　自然科学部生物班 )

生きものガイドブック制作と自然講座による教育普及
　　・・・原口展子（島根大学汽水域研究センター）・三原菜美（鳥取県立博物館）

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設 1 号機・2 号機建設に関する考察～
・・・中山彩乃　沼田悠果（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～
・・・岩田萌花　竹内友佳子（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～
・・・村田薫音・常本京香（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？～選好指数からみたキノコの多様性～
　　・・・中村雄太郎・阿波田みのり・新保悠里乃・高岡まりあ・林真里菜・廣岡季陽里・飯田龍暉・成将希

　　西端実弥美・中原雨音・砂川真智子（兵庫県立御影高等学校　環境科学部生物班）

ハヤブサの落とし物（Part5）―教材としての活用―
　・・・溝田浩美（ひとはく地域研究員）
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みんなでつくるブイブイの森
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　　・・・小笹康男・福田正（NPO 法人　ひょうご森の倶楽部）・重安一（株式会社　日本触媒）

　　角絢香・片野泉（兵庫県立大学　環境人間学部）
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　　・・・岡田英士（姫路科学館自然系ジュニア学芸員・兵庫県立姫路飾西高等学校）

地域における外来ガメの防除、および今後の取り組みについて
　　・・・大谷健太朗（姫路科学館自然系ジュニア学芸員）

プラナリアのかんさつ　
　　・・・山崎伊織（京都市立岩倉南小学校）

「市民の視点で武庫川を科学する」－武庫川市民学会の紹介－
・・・武庫川市民学会

武庫川流域市民による特定外来種オオキンケイギクの駆除活動
　　・・・山本義和・上田宏・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）

加古川下流域における魚類種の変化
　　・・・木村聡太・竹内勇貴・岸田周士（兵庫県立農業高等学校　生物部）

人為的攪乱による湿地の変化について
　　・・・柳瀬太・井上美優・下大迫卓矢・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

標識再捕法の精度についての検証実験
　　・・・生月秀幸・酒井敦史・境田稜・垣内柊人・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

環境 DNA 手法を用いた希少種調査捕法の確立　第 2 報
　　・・・喜多山友輔・久次米響・本城将真・松本宗弘・森垣岳 ( 兵庫県立農業高等学校　生物部 )

北摂里山大学
　　・・・重金昭雄（阪神北県民局 県民交流室 環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）

おおばこの会　わたしたちのフィールド　～小野市での活動 2015 ～ 
　　・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄

藤本吉次・松永恵子・山本英夫・吉田士郎 ( おおばこの会 )

里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して～
　　・・・一般社団法人　里山いきもの研究所

尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性
　　・・・荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校）

尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況
　　・・・田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校）

草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価
　　・・・秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校）

 

鳥類の生息状況調査から考える森づくり
・・・水野竜佑（環境学園専門学校）

宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える～しぜんクラブの活動 2015 ～
　・・・稗田 勲・大倉保子・小野恒義・岡田義晴・丸山幸子（しぜんクラブ）・小島華子（フレミラ宝塚）

セミの抜け殻しらべ
　　・・・八巻晤郎（六甲山自然案内人の会）

川久保渓谷の水生昆虫
　　・・・森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

水辺の鳥（魚を食べる鳥たち）
　　・・・高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

南あわじ市・吹上浜の漂着物
・・・安田渉夏・川口心羽・谷間祐月・泊 青夏・金山ひより・荒木穂奈美・楓るみ子（ガールスカウト兵庫県第 95 団）

博物館の山にすむ動物とつどうヒトたち
　　・・・福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア・鈴木聡（福井市自然史博物館）

西宮市の海岸動物
　　・・・渡部哲也（西宮市貝類館）

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間 - スマスイのスナメリ調査 -
　　・・・中村清美（須磨海浜水族園）

ピンこれ ～ピンセットこれくしょん～
　　・・・長島聖大（伊丹市昆虫館）

とりのたまごコレクション
　　　・・・浜口美幸

あたらしい世界を超高解像度写真（GigaPan）でつかみとる！
　　　　・・・マップコンシェルジュ株式会社
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　・・・特定非営利活動法人　あいな里山茅葺同人

地域の獣害対策を支援して里地里山の恵みをわかちあう「さともん」ネットワーク
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伊丹市昆虫館友の会の活動報告
　　・・・伊丹市昆虫館友の会（井上治彦・藻川芳彦）

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実
　　・・・平嶋祐大・木谷亮太・岡田遼太郎・久野透子・奥藤珠希・山田愛子　

　　( 兵庫県立大学附属高等学校　自然科学部生物班 )

生きものガイドブック制作と自然講座による教育普及
　　・・・原口展子（島根大学汽水域研究センター）・三原菜美（鳥取県立博物館）

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設 1 号機・2 号機建設に関する考察～
・・・中山彩乃　沼田悠果（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～
・・・岩田萌花　竹内友佳子（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～
・・・村田薫音・常本京香（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？～選好指数からみたキノコの多様性～
　　・・・中村雄太郎・阿波田みのり・新保悠里乃・高岡まりあ・林真里菜・廣岡季陽里・飯田龍暉・成将希

　　西端実弥美・中原雨音・砂川真智子（兵庫県立御影高等学校　環境科学部生物班）

ハヤブサの落とし物（Part5）―教材としての活用―
　・・・溝田浩美（ひとはく地域研究員）

但馬沿岸部の流れ藻に付随する魚類の季節的変化を調べる
　　・・・足立龍星・杞山元康・冨永つゆか （兵庫県立香住高等学校　課題研究・流れ藻）

みんなで育む市民科学者～共生のひろばと学校教育の関係（特に義務教育にこだわって）～
　　・・・佐々木宏展（摂津市立第二中学校）

みんなでつくるブイブイの森
　　・・・前中徹・倉本健次・矢津政広（兵庫県三田市公園みどり課）

武庫川上流部の河川改修工事による魚類への影響
　　・・・豊島直也・森大紀・谷津光太・井月尚・大前明日香・酒井ゆうい・阪中達也・田井彰人

　　（兵庫県立篠山産業高等学校丹南校　生物部）

身近な生き物を守る－篠山市の取り組み－
・・・篠山市役所

地域資源を有効活用～ありっ竹使い切る！！～
　　・・・稲元友佳子・圓増まどか・北尾早絵・中佑太・藤田拓海（兵庫県立篠山東雲高等学校　ふるさと特産類型）

超巨大イヌワシの巣
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　かわせみの会

樹脂で作る花の装飾品・イワシ３種
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　封入標本サークル

ダリアで見直す地域活動
・・・岡田照代（ダリアを楽しむ会 代表）

西宮のきのこ封入標本と夙川松の健全化プロジェクト
　　・・・漆崎文子・河上浩・北川万里・松原久・三上博栄（西宮市きのこクラブＯＢ会）

ホトケドジョウ類の腹部白色線形状による個体識別調査の紹介
　　・・・青山茂（ひとはく地域研究員）

石ころクラブの活動報告
・・・石ころクラブ勉強会

国際的に通用する高校生の育成の 4 回の貴重な実践経験から得た秘訣、及び

オーストラリア・シドニーにおける国際甲殻類学会（TCSIAA 2015 Sydney）参加・発表報告
　　・・・丹羽 信彰（神戸市立六甲アイランド高）

幼児期の遊びや学びを豊かにする環境学習支援ツールの制作
　　・・・内田友梨恵・浜田将宏・池本悠華・池田拓朗・高橋啓太・陳豫皖・嶽山洋志

（兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科）

オオカクツツトビケラはなぜ陸上で産卵するか？
・・・渡辺昌造（ひとはく地域研究員）

2015 年に南西諸島で確認された淡水ガメの分布
　　・・・嶋津信彦 ( しまづ外来魚研究所・兵庫県立長田高等学校生物部 OB)

日本触媒・水源の森（赤西渓谷・兵庫県宍粟市）における植林活動のとりくみと川の生物調査
　　・・・小笹康男・福田正（NPO 法人　ひょうご森の倶楽部）・重安一（株式会社　日本触媒）

　　角絢香・片野泉（兵庫県立大学　環境人間学部）

冬期の姫路市飾東町付近の子嚢菌調査から分かること
　　・・・岡田英士（姫路科学館自然系ジュニア学芸員・兵庫県立姫路飾西高等学校）

地域における外来ガメの防除、および今後の取り組みについて
　　・・・大谷健太朗（姫路科学館自然系ジュニア学芸員）

プラナリアのかんさつ　
　　・・・山崎伊織（京都市立岩倉南小学校）

「市民の視点で武庫川を科学する」－武庫川市民学会の紹介－
・・・武庫川市民学会

武庫川流域市民による特定外来種オオキンケイギクの駆除活動
　　・・・山本義和・上田宏・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）

加古川下流域における魚類種の変化
　　・・・木村聡太・竹内勇貴・岸田周士（兵庫県立農業高等学校　生物部）

人為的攪乱による湿地の変化について
　　・・・柳瀬太・井上美優・下大迫卓矢・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

標識再捕法の精度についての検証実験
　　・・・生月秀幸・酒井敦史・境田稜・垣内柊人・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

環境 DNA 手法を用いた希少種調査捕法の確立　第 2 報
　　・・・喜多山友輔・久次米響・本城将真・松本宗弘・森垣岳 ( 兵庫県立農業高等学校　生物部 )

北摂里山大学
　　・・・重金昭雄（阪神北県民局 県民交流室 環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）

おおばこの会　わたしたちのフィールド　～小野市での活動 2015 ～ 
　　・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄

藤本吉次・松永恵子・山本英夫・吉田士郎 ( おおばこの会 )

里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して～
　　・・・一般社団法人　里山いきもの研究所

尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性
　　・・・荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校）

尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況
　　・・・田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校）

草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価
　　・・・秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校）

鳥類の生息状況調査から考える森づくり
・・・水野竜佑（環境学園専門学校）

宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える～しぜんクラブの活動 2015 ～
　・・・稗田 勲・大倉保子・小野恒義・岡田義晴・丸山幸子（しぜんクラブ）・小島華子（フレミラ宝塚）

セミの抜け殻しらべ
　　・・・八巻晤郎（六甲山自然案内人の会）

川久保渓谷の水生昆虫
　　・・・森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

水辺の鳥（魚を食べる鳥たち）
　　・・・高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

南あわじ市・吹上浜の漂着物
・・・安田渉夏・川口心羽・谷間祐月・泊 青夏・金山ひより・荒木穂奈美・楓るみ子（ガールスカウト兵庫県第 95 団）

博物館の山にすむ動物とつどうヒトたち
　　・・・福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア・鈴木聡（福井市自然史博物館）

西宮市の海岸動物
　　・・・渡部哲也（西宮市貝類館）

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間 - スマスイのスナメリ調査 -
　　・・・中村清美（須磨海浜水族園）

ピンこれ ～ピンセットこれくしょん～
　　・・・長島聖大（伊丹市昆虫館）

とりのたまごコレクション
　　　・・・浜口美幸

あたらしい世界を超高解像度写真（GigaPan）でつかみとる！
　　　　・・・マップコンシェルジュ株式会社
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シカの食害から自然環境をどう守るか
・・・菅村定昌・弘中達夫（シカから自然環境等を守る但馬北部連絡会 )

西宮市夙川の生物環境調査－イシマキガイを手がかりに－
　　・・・高田心・鈴木雄大（兵庫県立西宮今津高等学校）

相生湾の干潟のカニ調査
　・・・相生子ども里海クラブ　あいおいカニカニ調査隊

ふるさとの海、相生湾～風味を感じて～
　　・・・あいおい子ども里海クラブ

相生牡蠣の養殖
　・・・相生市立相生小学校　

9 年間の棚田保全や体験、棚田エコ学園の取り組みについて
　　・・・永菅裕一・大朋あゆみ（NPO 法人棚田 LOVER’ s）

ありまふじ公園の生き物を観察する子ども講座「生態学実習」
　　・・・中峰空・廣田編子 ( 三田市有馬富士自然学習センター )・佐々木一将・辻新太 ( 講座受講生代表 )

甲南女子大学ふれあいの森づくり
　・・・特定非営利活動法人　あいな里山茅葺同人

地域の獣害対策を支援して里地里山の恵みをわかちあう「さともん」ネットワーク
　　・・・鈴木克哉（特定非営利活動法人里地里山問題研究所）

市民活動 10 年の振り返りと後継者育成への挑戦
　　・・・大脇巧己（特定非営利活動法人さんぴぃす）

植物画――解剖図の役割
　・・・田地川和子・貴島せい子・肥田陽子（GREEN GRASS） 

コウノトリが生息できる環境づくり
　　・・・上田尚志（NPO コウノトリ市民研究所）・森薫（コウノトリ湿地ネット）

カメラは見た！ニュータウンの森のなかまたち
　　・・・中田一真（ごもくやさん　生き物撮影係）

打出浜干潟の生き物を探そう
　・・・芦屋市立打出浜小学校　３年生

こども植物画教室のとりくみ　
・・・岸本美季・ 中嶋惠子・ 中瀬美絵（レモンリーフ）

Scientific Illustration（サイエンティフィック イラストレーション）を学んで
　　・・・安江尚子（京都大学大学院理学研究科附属植物園）

シンボルフィッシュ「アユ」の遡上観察～武庫川
　　 ・・・佐々木礼子・ 吉田博昭 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会 )

園芸福祉活動での作品成果と公園ボランティアの活動について
　　・・・近藤洋介（国営明石海峡公園）

草葺きの住居に住んでいた －失われゆく兵庫の草葺き屋根－
　・・・山崎敏昭 （ひとはく地域研究員）

兵庫古生物研究会　発足からの一年［活動紹介］　　　

　　　・・・兵庫古生物研究会

淡路島の和泉層群から産出する二枚貝類化　　　　

　　・・・岸本眞五（ひとはく地域研究員・兵庫古生物研究会）

六甲山上の「まちっ子の森」と「散歩道」を活かす
・・・堂馬英二（六甲山を活用する会）

自然物由来の日本画顔料　̶生命を描くということ̶
　　・・・町田藻映子（京都大学大学院理学研究科植物系統分類学研究室　研究生）

ムクロジの花にきた虫たち
　　・・・牛島清春・牛島富子（ひとはく地域研究員・兵庫植物同好会）

あびき湿原って凄い !!
　　・・・山下公明（あびき湿原保存会）

絵本やジオラマで学ぶ環境教育　　 

　　・・・泉山真寛・赤松真治・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・花谷和志　
　　いきものずかん（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体）

堺市鉢ヶ峰における 1993 年から 2008 年にかけての鳥類相の変化
　　・・・楠瀬雄三 （エコシステムリサーチ・ひとはく地域研究員）・福井亘（京都府立大学大学院）

やってみました自主講座　鳴く虫の会の試み
　　・・・吉田滋弘（ひとはく連携グループ　鳴く虫研究会　きんひばり）

茅葺きの今とこれから
・・・阿部洋平（淡河かやぶき屋根保存会　くさかんむり）

「武庫川がっこう」の目的と活動実績
・・・田村博美・大塚俊光（武庫川がっこう）

企画展示　in  有馬富士公園
・・・里山レンジャー

野生動物保護募金助成を活用した取り組みの一例　～兵庫県のホトケドジョウ保全の取り組み～
　　・・・丹波地域のホトケドジョウを守る会・神戸市立須磨海浜水族園

だっぴ　ひと皮むけましてん　～昆虫の脱皮と企画展「だっぴ」の紹介～
　　・・・野本康太（伊丹市昆虫館）

伊丹市昆虫館友の会の活動報告
　　・・・伊丹市昆虫館友の会（井上治彦・藻川芳彦）

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実
　　・・・平嶋祐大・木谷亮太・岡田遼太郎・久野透子・奥藤珠希・山田愛子　

　　( 兵庫県立大学附属高等学校　自然科学部生物班 )

生きものガイドブック制作と自然講座による教育普及
　　・・・原口展子（島根大学汽水域研究センター）・三原菜美（鳥取県立博物館）

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設 1 号機・2 号機建設に関する考察～
・・・中山彩乃　沼田悠果（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～
・・・岩田萌花　竹内友佳子（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～
・・・村田薫音・常本京香（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？～選好指数からみたキノコの多様性～
　　・・・中村雄太郎・阿波田みのり・新保悠里乃・高岡まりあ・林真里菜・廣岡季陽里・飯田龍暉・成将希

　　西端実弥美・中原雨音・砂川真智子（兵庫県立御影高等学校　環境科学部生物班）

ハヤブサの落とし物（Part5）―教材としての活用―
　・・・溝田浩美（ひとはく地域研究員）

但馬沿岸部の流れ藻に付随する魚類の季節的変化を調べる
　　・・・足立龍星・杞山元康・冨永つゆか （兵庫県立香住高等学校　課題研究・流れ藻）

みんなで育む市民科学者～共生のひろばと学校教育の関係（特に義務教育にこだわって）～
　　・・・佐々木宏展（摂津市立第二中学校）

みんなでつくるブイブイの森
　　・・・前中徹・倉本健次・矢津政広（兵庫県三田市公園みどり課）

武庫川上流部の河川改修工事による魚類への影響
　　・・・豊島直也・森大紀・谷津光太・井月尚・大前明日香・酒井ゆうい・阪中達也・田井彰人

　　（兵庫県立篠山産業高等学校丹南校　生物部）

身近な生き物を守る－篠山市の取り組み－
・・・篠山市役所

地域資源を有効活用～ありっ竹使い切る！！～
　　・・・稲元友佳子・圓増まどか・北尾早絵・中佑太・藤田拓海（兵庫県立篠山東雲高等学校　ふるさと特産類型）

超巨大イヌワシの巣
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　かわせみの会

樹脂で作る花の装飾品・イワシ３種
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　封入標本サークル

ダリアで見直す地域活動
・・・岡田照代（ダリアを楽しむ会 代表）

西宮のきのこ封入標本と夙川松の健全化プロジェクト
　　・・・漆崎文子・河上浩・北川万里・松原久・三上博栄（西宮市きのこクラブＯＢ会）

ホトケドジョウ類の腹部白色線形状による個体識別調査の紹介
　　・・・青山茂（ひとはく地域研究員）

石ころクラブの活動報告
・・・石ころクラブ勉強会

国際的に通用する高校生の育成の 4 回の貴重な実践経験から得た秘訣、及び

オーストラリア・シドニーにおける国際甲殻類学会（TCSIAA 2015 Sydney）参加・発表報告
　　・・・丹羽 信彰（神戸市立六甲アイランド高）

幼児期の遊びや学びを豊かにする環境学習支援ツールの制作
　　・・・内田友梨恵・浜田将宏・池本悠華・池田拓朗・高橋啓太・陳豫皖・嶽山洋志

（兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科）

オオカクツツトビケラはなぜ陸上で産卵するか？
・・・渡辺昌造（ひとはく地域研究員）

2015 年に南西諸島で確認された淡水ガメの分布
　　・・・嶋津信彦 ( しまづ外来魚研究所・兵庫県立長田高等学校生物部 OB)

日本触媒・水源の森（赤西渓谷・兵庫県宍粟市）における植林活動のとりくみと川の生物調査
　　・・・小笹康男・福田正（NPO 法人　ひょうご森の倶楽部）・重安一（株式会社　日本触媒）

　　角絢香・片野泉（兵庫県立大学　環境人間学部）

冬期の姫路市飾東町付近の子嚢菌調査から分かること
　　・・・岡田英士（姫路科学館自然系ジュニア学芸員・兵庫県立姫路飾西高等学校）

地域における外来ガメの防除、および今後の取り組みについて
　　・・・大谷健太朗（姫路科学館自然系ジュニア学芸員）

プラナリアのかんさつ　
　　・・・山崎伊織（京都市立岩倉南小学校）

「市民の視点で武庫川を科学する」－武庫川市民学会の紹介－
・・・武庫川市民学会

武庫川流域市民による特定外来種オオキンケイギクの駆除活動
　　・・・山本義和・上田宏・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）

加古川下流域における魚類種の変化
　　・・・木村聡太・竹内勇貴・岸田周士（兵庫県立農業高等学校　生物部）

人為的攪乱による湿地の変化について
　　・・・柳瀬太・井上美優・下大迫卓矢・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

標識再捕法の精度についての検証実験
　　・・・生月秀幸・酒井敦史・境田稜・垣内柊人・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

環境 DNA 手法を用いた希少種調査捕法の確立　第 2 報
　　・・・喜多山友輔・久次米響・本城将真・松本宗弘・森垣岳 ( 兵庫県立農業高等学校　生物部 )

北摂里山大学
　　・・・重金昭雄（阪神北県民局 県民交流室 環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）

おおばこの会　わたしたちのフィールド　～小野市での活動 2015 ～ 
　　・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄

藤本吉次・松永恵子・山本英夫・吉田士郎 ( おおばこの会 )

里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して～
　　・・・一般社団法人　里山いきもの研究所

尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性
　　・・・荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校）

尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況
　　・・・田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校）

草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価
　　・・・秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校）

鳥類の生息状況調査から考える森づくり
・・・水野竜佑（環境学園専門学校）

宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える～しぜんクラブの活動 2015 ～
　・・・稗田 勲・大倉保子・小野恒義・岡田義晴・丸山幸子（しぜんクラブ）・小島華子（フレミラ宝塚）

セミの抜け殻しらべ
　　・・・八巻晤郎（六甲山自然案内人の会）

川久保渓谷の水生昆虫
　　・・・森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

水辺の鳥（魚を食べる鳥たち）
　　・・・高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

南あわじ市・吹上浜の漂着物
・・・安田渉夏・川口心羽・谷間祐月・泊 青夏・金山ひより・荒木穂奈美・楓るみ子（ガールスカウト兵庫県第 95 団）

博物館の山にすむ動物とつどうヒトたち
　　・・・福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア・鈴木聡（福井市自然史博物館）

西宮市の海岸動物
　　・・・渡部哲也（西宮市貝類館）

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間 - スマスイのスナメリ調査 -
　　・・・中村清美（須磨海浜水族園）

ピンこれ ～ピンセットこれくしょん～
　　・・・長島聖大（伊丹市昆虫館）

とりのたまごコレクション
　　　・・・浜口美幸

あたらしい世界を超高解像度写真（GigaPan）でつかみとる！
　　　　・・・マップコンシェルジュ株式会社
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シカの食害から自然環境をどう守るか
・・・菅村定昌・弘中達夫（シカから自然環境等を守る但馬北部連絡会 )

西宮市夙川の生物環境調査－イシマキガイを手がかりに－
　　・・・高田心・鈴木雄大（兵庫県立西宮今津高等学校）

相生湾の干潟のカニ調査
　・・・相生子ども里海クラブ　あいおいカニカニ調査隊

ふるさとの海、相生湾～風味を感じて～
　　・・・あいおい子ども里海クラブ

相生牡蠣の養殖
　・・・相生市立相生小学校　

9 年間の棚田保全や体験、棚田エコ学園の取り組みについて
　　・・・永菅裕一・大朋あゆみ（NPO 法人棚田 LOVER’ s）

ありまふじ公園の生き物を観察する子ども講座「生態学実習」
　　・・・中峰空・廣田編子 ( 三田市有馬富士自然学習センター )・佐々木一将・辻新太 ( 講座受講生代表 )

甲南女子大学ふれあいの森づくり
　・・・特定非営利活動法人　あいな里山茅葺同人

地域の獣害対策を支援して里地里山の恵みをわかちあう「さともん」ネットワーク
　　・・・鈴木克哉（特定非営利活動法人里地里山問題研究所）

市民活動 10 年の振り返りと後継者育成への挑戦
　　・・・大脇巧己（特定非営利活動法人さんぴぃす）

植物画――解剖図の役割
　・・・田地川和子・貴島せい子・肥田陽子（GREEN GRASS） 

コウノトリが生息できる環境づくり
　　・・・上田尚志（NPO コウノトリ市民研究所）・森薫（コウノトリ湿地ネット）

カメラは見た！ニュータウンの森のなかまたち
　　・・・中田一真（ごもくやさん　生き物撮影係）

打出浜干潟の生き物を探そう
　・・・芦屋市立打出浜小学校　３年生

こども植物画教室のとりくみ　
・・・岸本美季・ 中嶋惠子・ 中瀬美絵（レモンリーフ）

Scientific Illustration（サイエンティフィック イラストレーション）を学んで
　　・・・安江尚子（京都大学大学院理学研究科附属植物園）

シンボルフィッシュ「アユ」の遡上観察～武庫川
　　 ・・・佐々木礼子・ 吉田博昭 ( 武庫川づくりと流域連携を進める会 )

園芸福祉活動での作品成果と公園ボランティアの活動について
　　・・・近藤洋介（国営明石海峡公園）

草葺きの住居に住んでいた －失われゆく兵庫の草葺き屋根－
　・・・山崎敏昭 （ひとはく地域研究員）

兵庫古生物研究会　発足からの一年［活動紹介］　　　

　　　・・・兵庫古生物研究会

淡路島の和泉層群から産出する二枚貝類化　　　　

　　・・・岸本眞五（ひとはく地域研究員・兵庫古生物研究会）

六甲山上の「まちっ子の森」と「散歩道」を活かす
・・・堂馬英二（六甲山を活用する会）

自然物由来の日本画顔料　̶生命を描くということ̶
　　・・・町田藻映子（京都大学大学院理学研究科植物系統分類学研究室　研究生）

ムクロジの花にきた虫たち
　　・・・牛島清春・牛島富子（ひとはく地域研究員・兵庫植物同好会）

あびき湿原って凄い !!
　　・・・山下公明（あびき湿原保存会）

絵本やジオラマで学ぶ環境教育　　 

　　・・・泉山真寛・赤松真治・東垣大祐・伊藤波輝・大谷直寛・北村胡桃・柴田理沙・長尾歩実・花谷和志　
　　いきものずかん（兵庫県立大学環境人間学部 EHC 学生団体）

堺市鉢ヶ峰における 1993 年から 2008 年にかけての鳥類相の変化
　　・・・楠瀬雄三 （エコシステムリサーチ・ひとはく地域研究員）・福井亘（京都府立大学大学院）

やってみました自主講座　鳴く虫の会の試み
　　・・・吉田滋弘（ひとはく連携グループ　鳴く虫研究会　きんひばり）

茅葺きの今とこれから
・・・阿部洋平（淡河かやぶき屋根保存会　くさかんむり）

「武庫川がっこう」の目的と活動実績
・・・田村博美・大塚俊光（武庫川がっこう）

企画展示　in  有馬富士公園
・・・里山レンジャー

野生動物保護募金助成を活用した取り組みの一例　～兵庫県のホトケドジョウ保全の取り組み～
　　・・・丹波地域のホトケドジョウを守る会・神戸市立須磨海浜水族園

だっぴ　ひと皮むけましてん　～昆虫の脱皮と企画展「だっぴ」の紹介～
　　・・・野本康太（伊丹市昆虫館）

伊丹市昆虫館友の会の活動報告
　　・・・伊丹市昆虫館友の会（井上治彦・藻川芳彦）

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実
　　・・・平嶋祐大・木谷亮太・岡田遼太郎・久野透子・奥藤珠希・山田愛子　

　　( 兵庫県立大学附属高等学校　自然科学部生物班 )

生きものガイドブック制作と自然講座による教育普及
　　・・・原口展子（島根大学汽水域研究センター）・三原菜美（鳥取県立博物館）

石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設 1 号機・2 号機建設に関する考察～
・・・中山彩乃　沼田悠果（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～
・・・岩田萌花　竹内友佳子（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～
・・・村田薫音・常本京香（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2 年　グローバルスタディ地域環境セミナー）

菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？～選好指数からみたキノコの多様性～
　　・・・中村雄太郎・阿波田みのり・新保悠里乃・高岡まりあ・林真里菜・廣岡季陽里・飯田龍暉・成将希

　　西端実弥美・中原雨音・砂川真智子（兵庫県立御影高等学校　環境科学部生物班）

ハヤブサの落とし物（Part5）―教材としての活用―
　・・・溝田浩美（ひとはく地域研究員）

但馬沿岸部の流れ藻に付随する魚類の季節的変化を調べる
　　・・・足立龍星・杞山元康・冨永つゆか （兵庫県立香住高等学校　課題研究・流れ藻）

みんなで育む市民科学者～共生のひろばと学校教育の関係（特に義務教育にこだわって）～
　　・・・佐々木宏展（摂津市立第二中学校）

みんなでつくるブイブイの森
　　・・・前中徹・倉本健次・矢津政広（兵庫県三田市公園みどり課）

武庫川上流部の河川改修工事による魚類への影響
　　・・・豊島直也・森大紀・谷津光太・井月尚・大前明日香・酒井ゆうい・阪中達也・田井彰人

　　（兵庫県立篠山産業高等学校丹南校　生物部）

身近な生き物を守る－篠山市の取り組み－
・・・篠山市役所

地域資源を有効活用～ありっ竹使い切る！！～
　　・・・稲元友佳子・圓増まどか・北尾早絵・中佑太・藤田拓海（兵庫県立篠山東雲高等学校　ふるさと特産類型）

超巨大イヌワシの巣
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　かわせみの会

樹脂で作る花の装飾品・イワシ３種
・・・ＮＰＯ法人 人と自然の会　封入標本サークル

ダリアで見直す地域活動
・・・岡田照代（ダリアを楽しむ会 代表）

西宮のきのこ封入標本と夙川松の健全化プロジェクト
　　・・・漆崎文子・河上浩・北川万里・松原久・三上博栄（西宮市きのこクラブＯＢ会）

ホトケドジョウ類の腹部白色線形状による個体識別調査の紹介
　　・・・青山茂（ひとはく地域研究員）

石ころクラブの活動報告
・・・石ころクラブ勉強会

国際的に通用する高校生の育成の 4 回の貴重な実践経験から得た秘訣、及び

オーストラリア・シドニーにおける国際甲殻類学会（TCSIAA 2015 Sydney）参加・発表報告
　　・・・丹羽 信彰（神戸市立六甲アイランド高）

幼児期の遊びや学びを豊かにする環境学習支援ツールの制作
　　・・・内田友梨恵・浜田将宏・池本悠華・池田拓朗・高橋啓太・陳豫皖・嶽山洋志

（兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科）

オオカクツツトビケラはなぜ陸上で産卵するか？
・・・渡辺昌造（ひとはく地域研究員）

2015 年に南西諸島で確認された淡水ガメの分布
　　・・・嶋津信彦 ( しまづ外来魚研究所・兵庫県立長田高等学校生物部 OB)

日本触媒・水源の森（赤西渓谷・兵庫県宍粟市）における植林活動のとりくみと川の生物調査
　　・・・小笹康男・福田正（NPO 法人　ひょうご森の倶楽部）・重安一（株式会社　日本触媒）

　　角絢香・片野泉（兵庫県立大学　環境人間学部）

冬期の姫路市飾東町付近の子嚢菌調査から分かること
　　・・・岡田英士（姫路科学館自然系ジュニア学芸員・兵庫県立姫路飾西高等学校）

地域における外来ガメの防除、および今後の取り組みについて
　　・・・大谷健太朗（姫路科学館自然系ジュニア学芸員）

プラナリアのかんさつ　
　　・・・山崎伊織（京都市立岩倉南小学校）

「市民の視点で武庫川を科学する」－武庫川市民学会の紹介－
・・・武庫川市民学会

武庫川流域市民による特定外来種オオキンケイギクの駆除活動
　　・・・山本義和・上田宏・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）

加古川下流域における魚類種の変化
　　・・・木村聡太・竹内勇貴・岸田周士（兵庫県立農業高等学校　生物部）

人為的攪乱による湿地の変化について
　　・・・柳瀬太・井上美優・下大迫卓矢・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

標識再捕法の精度についての検証実験
　　・・・生月秀幸・酒井敦史・境田稜・垣内柊人・松本宗弘・森垣岳（兵庫県立農業高等学校　生物部）

環境 DNA 手法を用いた希少種調査捕法の確立　第 2 報
　　・・・喜多山友輔・久次米響・本城将真・松本宗弘・森垣岳 ( 兵庫県立農業高等学校　生物部 )

北摂里山大学
　　・・・重金昭雄（阪神北県民局 県民交流室 環境課）・中井義光（北摂里山博物館運営協議会）

おおばこの会　わたしたちのフィールド　～小野市での活動 2015 ～ 
　　・・・小林賢二・岡崎聡郎・小林爽子・東一文代・西尾勝彦・藤本國雄

藤本吉次・松永恵子・山本英夫・吉田士郎 ( おおばこの会 )

里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して～
　　・・・一般社団法人　里山いきもの研究所

尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性
　　・・・荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校）

尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況
　　・・・田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校）

草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価
　　・・・秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校）

鳥類の生息状況調査から考える森づくり
・・・水野竜佑（環境学園専門学校）

宝塚市で子どもたちに自然や生き物のおもしろさを伝える～しぜんクラブの活動 2015 ～
　・・・稗田 勲・大倉保子・小野恒義・岡田義晴・丸山幸子（しぜんクラブ）・小島華子（フレミラ宝塚）

セミの抜け殻しらべ
　　・・・八巻晤郎（六甲山自然案内人の会）

川久保渓谷の水生昆虫
　　・・・森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

水辺の鳥（魚を食べる鳥たち）
　　・・・高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）

南あわじ市・吹上浜の漂着物
・・・安田渉夏・川口心羽・谷間祐月・泊 青夏・金山ひより・荒木穂奈美・楓るみ子（ガールスカウト兵庫県第 95 団）

博物館の山にすむ動物とつどうヒトたち
　　・・・福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア・鈴木聡（福井市自然史博物館）

西宮市の海岸動物
　　・・・渡部哲也（西宮市貝類館）

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間 - スマスイのスナメリ調査 -
　　・・・中村清美（須磨海浜水族園）

ピンこれ ～ピンセットこれくしょん～
　　・・・長島聖大（伊丹市昆虫館）

とりのたまごコレクション
　　　・・・浜口美幸

あたらしい世界を超高解像度写真（GigaPan）でつかみとる！
　　　　・・・マップコンシェルジュ株式会社
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※カラー版電子版（PDF）はホームページに掲載しています。バックナンバーもあります。

　　　http://www.hitohaku.jp/publication/book/kyouseinohiroba.html



共生のひろば　2016 年３月　 8

�
����
���������� 

 

ȏƉ定Ż・Ŀ�Ʌď（シカから自然環境等をĘるªɨÔɈ連ǽ会）	

	

��	� 

	 	 ¾ļǠ¿でもシカの急Ćによる食害等が多くăìされているが、大Øは農業や林業に対するȚ害

で自然環境へのȚ害ăìは少ない。ªɨにおいては、ÙɈにĒまる植生Ț害が保護上重要な植物が

集�的に生ȇする�ットス�ット的なĕ在である氷ノ山の高Ɵ高地域に広がり、やがてŅƊシカが

少なかったȮĪİからÔ、À山川からȝの地域においてもɤȓなȚ害が見られるようになった。特

にđ見山からȔƦī、三川山をǻぶ山系のíȼで植生Ț害がȓしく、多くのƗ林では林ĹのȎƈや

«ƆがƽĐした林ĹǤǃがś大し、神鍋高原や三川山など保護上重要な植物を多数ëむ多様な自然

植生にƾ刻な影ɠがȩめられている。同時に林ĹのǤǃÓにより林ĹのȎƈや«Ɔに±ĕする鳥ɥ

やźȕɥへの広ǵな影ɠもŝŨされている。シカによる植生Ț害は、すでにさらにÔ方の香美町や

新温泉町にも見られるようになり、ƼĬをȲるシカも目ũされている。シカによる自然環境へのȚ

害は、生物多様ŌのÛƢであると同時に山Ȑやƒもちなどの自然をŜǾ的にÈ用するűÓのÛƢで

もあり、防災面をëむ生態系サービスの大ĵな«�をŐîする。	

ŅƊ、農業や林業については行政の支援をáけた様々なŶ策・対策が行われてきているが、こう

いった自然環境のȚ害への対ŉは、行政が行うシカɩɕ等があるにはあるが不十分であり、自然環

境へのǞţ的な対策はなされていないに等しい。そこで、ªɨÔɈの環境団体が連携し、自分たち

で取り組める対策を行うことになった。	

	 	  ɵつの取組!	

① 夜間ライトセンサス調査によるシカ生ō分ı調査	
② 希少植物等をシカ柵でĘる。	
③ 自分たちでシカを捕獲する。	

 

����� 

（ɳ）	 夜間ライトセンサス調査によるシカ生ō分ı調査（Ķœɴɷ年ĺ～）	

シカなど多くのð乳動物はライトをŁてると目がßĤしよく目立つ。シカは夜になると採食

のために林ɄやȎ原などのǰ間に出てくるが、それをȸ�の�ッvライトや手ŜちライトでŢ

ǈし目のßĤ数をカ_ントして頭数をƮめる。調査する時ƅは、ɻƁ～ɳɳƁでɛ天時はɇけ、

Ÿ没後ɳɻ時～ɴɵ時とし、Ʉ路Ƴいに出てくるシカや近ȴəのシカはŌÇもÆÇする。なお、

山間Ɉでは林ɄはǍくųĭƳいが多いため、Ȳ行には安全面でƷŐを要するが、山ƾい夜間Ʉ

であるため対面ȸ�が無いのがŭいである。	

	

（ɴ）	 保護上重要な植物等を植生保護柵でĘる。（Ķœɴɷ年ĺ～）	

保護上重要な植物用の植生保護柵は大きく分けて、①金網固定柵、②簡易ネット固定柵、③

メッシ�金網øい柵がある。①がƃましいが、設置費用がƕ段に高いこと、設置に特ÇなŘȗ

が必要なこと、雪のȚ害をáけることから、ほとんどは②③である。保護上重要な植物につい

ては、ģɑĞのŏăなどをもとに連ǽ会団体等が設置している。	

広い面積をøうことは、費用面とメンテナンス面から難しく、íøɳɲɲʂǫĺの�規模な

もの（簡易ネット）から小規模なものはɳʂô方ǫĺ（メッシ�金網）で実Ŷしている。特に

設置が難しいのは斜面である。ɴɹ年ɳɳƁに三川山Ǜ山â（三川ơ現¶）近くの急斜面ɴ�

所（íøɳɲɲʂǫĺ）で、地¸のメン|ーが実ŶしたものがǢりうるǵøではƀ初の¢°で

ある。	
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（ɵ）	 自分たちでシカを捕獲する。（Ķœɴɸ年ĺ～）	

シカのɩɕは主に猟友会の手によって行われているが、近年では会ïの高齢Ó等による担い

手不足があり地域によってはシカのĆÍにȿいつかない現ǋがある。また大きな山īでの鉄砲

猟ではȿわれたシカが多方向に分ůするため捕獲効率がɞĴにŎいǋƴがある。こういったこ

とから近年ではワナによる捕獲（特にクク�ワナ）が主ƹとなっており（�）、Ł連ǽ会の�Ɣ

である神鍋グループがæ自ǌ猟のºȦをとり、猟友会にも入会した上、猟ƅ�に地¸でシカ捕

獲をɒĒした。なお、捕獲作業の安全面と労力ȹǀのため、ĴにȜ数é（ɵ～ɷé）で作業に

Łたっている。	

�ȮĪİのシカ捕獲数（ɴɸ年ĺ有害捕獲）・・鉄砲ɹɹɻ頭、ワナɵɰɴɸɴ頭	

�� 

（ɳ）夜間ライトセンサス調査によるシカ生ō分ı調査	

特ņとして、広域林Ʉ（đ見・ȔƦ・三川Ȁ）Ƴいとそのíȼ地域に高Ġĺで見られ、以前

にはほとんどいなかった神鍋高原がĚ全にシカ天ûÓし、さらにそのÔ方の三川山íȼでもǙ

Ĵとも思える高Ġĺで見られた（ùɳÝǈ）	

なお、上山高原íȼではほとんど見られないが、そのĬǗ川Ƌ¶林Ʉや新温泉町ÔɈのいく

つかの地域でǟŁ数見られるので今後要ƷŐである。	

ɽùɳɾ	 夜間ライトセンサスǻ果（Ôªɨ全域）	
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（ɴ）保護上重要な植物等を植生保護柵でĘる。	

氷ノ山ã生Ʋの簡易ネット柵を先°として、いくつかの植生保護柵設置が行われている（ș

ɴÝǈ）。しかしながら、ªɨにĕ在するほK全ての保護上重要な植物はƇだ植生保護柵で保

護されているȧではなくシカ食害のÛɖにさらされている。植生保護柵の面積ś大が急務であ

る。	

費用的には簡易ネットで�����Àɱʂ、メッシ�金網（ɴʂ�ɳʂ）で���Àɱƍǫĺであ

り高ɣにはならないが、多くの場合、ªɨǠ民ħの生物多様Ō保全Ƹ動支援¢業の補Îをáけ

て実Ŷしている。ŷ設の植生保護柵は、今後、補´、ſ新などȪɢが多い。	

	

	 	 	 ɽșɴɾ	 ªɨ地域	 自然植生をĘるシカ柵設置ǋƴ	

Õ分	 実Ŷ者	 場所	 対象種	 方ľ、年Ƥ等	

	
① 	
	

	
	
Ùªɨの自然を考える会	

	
	

氷ノ山	
ã生Ʋ、ã×ƈǂ地	

`o�ンv_等	
高Ĩǂ原植物	

簡易ネット	
（ã生Ʋ	 ���）	
（ã×ƈǂ地��
）	

②  
	

ハq高原（�ŕÕ）	 �ツcシワ	 簡易ネット	
（��
）	

③	 香美町Ůȇēï会	 Ɏ子がȭ	
�広域林ɄȔƦđ見Ȁ�	

カキツ|タ	 固定金網	
（���）	

④	 ȝªɨの自然を考える会	 新温泉町対Ǘ	
（ƻþɄ路Ľ設地）	

�ツcシワ	 簡易ネット	
���	�	

�	 	
神鍋山野Ȏをőでる会	

神鍋ƿȭ	 ナツ`ビネ	 メッシ�金網（��
）	

�	 大Ī山	 �カ`�n_	 メッシ�金網（��
）	

�	 �場	 �ス�n_	 メッシ�金網（���）	

�	 RとY*跡地	 オキナグサ	 メッシ�金網（���）	

�	 ESう/`hİ民ネット	 朝Ɗİ立Ȉ	 カタク�	 簡易ネット（���）	

�	 上山高原`h��ージア�	 上山高原	 ノハナシ�_�	 簡易ネット（���）	

⑪	 三川ơ現とシ�クナgのɉ
;くり実行ēï会	

三川山�Ɉ	
（ơ現Ăā近く）	

カタク�	 急斜面・簡易ネット	
（���）	

�	 ¾ļ_スイロ}�_�ン�
vキをĘる会	

ハq高原	 	
高�山ǬȀ	

オ�ナ`シ	 簡易ネット�����	

�～⑪はÔɈ連ǽ会Ɲœïによる 
その他、ȮĪİが実Ŷしたɹ�所がある（ʀɴɸ年ĺ、ノアの方Ȋ大作Ŕ） 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
三川山Ǜ山â¦近（カタク�） 上山高原（ノハナシ�_�） 
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（ɶ）	 自分たちでシカを捕獲する。	

Ł連ǽ会のƝœメン|ーが実Ŷした捕獲実績はșɵのとおり。	

	

	 	 	 	 	 ɽșɵɾ	 シカ捕獲実績ș	 	

	 	 Ķœɴɸ年ĺ猟ƅ	 Ķœɴɹ年ĺ猟ƅ	

（ɴɺ年ɴƁɴŸ現在）	

神鍋	

ɬ山の会	

�場・éȋ	 ɳɻ頭	 ɷɳ頭	

ĈƓ・Ʉ場	 ɴɸ頭	 ɴɴ頭	

ĎǗ	 	 	 ・・・・	 ɳɷ頭	

大ȝȍË	 香美町ƉĪ	 	 	 	 ɴ頭	 	 ɸ頭	

三ȭ重³	 ȮĪİƒƯ	 	 	 	 ɹ頭	 	 ɴ頭	

	 	 	 	 	 	 	 合	 	 Ȥ	 	 	 ɷɶ頭	 ɻɸ頭	

	

ɽÝ考ɼɵİ町の捕獲数、ʀɴɸ年ĺɾ	

ȮĪİ	 香美町	 新温泉町	

ɸɰɺɵɸ頭	 ɳɰɹɵɵ頭	 ɳɵɹ頭	
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まとめと考察	

① 夜間ライトセンサス	
	 	 この方法の長所は、何よりシカの実際像を多数見ることができ、様々なシカの実態（時には母子

の授乳、オス同志の喧嘩、路上に座って落ち葉を食べてる等）に遭遇し学ぶことが多い（ただし、

カメラを向けると逃げるため写真撮影は容易ではない）。また、シカ以外の様々な動物に出会うこと

が多く（イノシシ、タヌキ、アナグマ、テン、キツネ、ハクビシン、鳥、まれにクマ）、野生鳥獣の

研究に役立つと思われる。欠点としては、出没頭数が天候や季節、時刻に大きく左右され一定では

ないことがあるが、毎年多く見られる場所では概ねかなりの頭数が観察される。今後は新温泉町な

ど対象を絞って調査することとしている。	

	

②	 シカ柵	

	 	 多くの地域が積雪地域であるので、積雪前に取り外すことができる簡易ネット柵などを採用して

いる（固定金網柵は費用も高い）。防止効果は十分あるが、オスジカの角が掛かると簡単に破損して

しまう欠点があるので、時々は見回る必要がある。また、急斜面にも希少種は生えシカの食害に遭

うがシカ柵の設置が難しく、このたびの⑪（三川山）が初めての試みであるが、作業者の安全用ロ

ープを張るまでが大変難作業であった。今後は、上山高原～小代山系に点在する希少種を保護して

いく予定である。	

	

③	 自主捕獲	

	 神鍋高原などでは、積雪が発生するとシカはいなくなるので（まれにオスジカが掛かる）、その場

合は積雪の無い場所へ移動している。神鍋グループでは素人集団ながら、かなりの実績をあげてい

るが、その原因は①普段からシカの踏み跡を観察しどう動いているか把握している、②先輩猟師の

現場を見学しえさ（糠や柿の実）をまいている、③できるだけ早朝に見回りし掛かってから短時間

で処理するので逃げられることが少ない。なお、捕獲したシカの処理は、電殺棒による安楽死処理

を行い、老齢なシカなどは解体せず近くで浅く埋設するが、大きなシカほど多大な労力を要するこ

とが苦労である。今後はこの取組を他地域へ広げていくため、行政、ＪＡ等と連携し啓発を進める

予定である。	

	 	 	 	 	 	

④	 私たちの主張	

	 ・行政のシカ対策の目的として、農林業だけでなく、自然環境の保護や治山・防災を入れること。	

	 ・特に氷ノ山、上山高原、三川山、神鍋高原など、貴重な自然植生の保護は急務である。	

	 ・猟友会の規模が小さい香美町、新温泉町については、広域的な支援が不可欠である。	

	 ・鉄砲よりワナによる捕獲の方が取組やすく捕獲効率も高いので、地域住民が積極的にワナによる

自衛的捕獲を行うべき。	

	 ・猟友会は、地域住民を積極的に取り込んで共に有害捕獲に取組むことにより、担い手不足を補う

ことができる。	
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図１ 夙川下流部におけるイシマキガイの個体数と殻長の関係 

写真 1 夙川駅ホーム裏付近の夙川 

西宮市夙川の生物環境調査  －イシマキガイを手がかりに－ 

 

高田心・鈴木雄大（兵庫県立西宮今津高等学校） 
 
はじめに 

夙川は、西宮市内を流れる短い河川であるが、

散策や花見などで市民に愛されている。私達は、

本校 3年次「課題研究」において、この夙川に
生息しているゲンジホタルの分布などを調べ、

そのことから水生のゲンジホタルの幼虫および

被食者のカワニナと水質環境の相互作用につい

て考察したいと考えた。しかし、ゲンジホタル

は 1年を通じて調べなければ、成長していくす
べてのデータを収集することはできない。そこ

で、今年度は春から夏にかけての期間で調査で

きるイシマキガイの分布について調べることに

した。 

 

方法 

夙川の河川環境を考察していく上で、川を 3つのゾーンに分け、上流部は獅子ヵ口町 3番地堰堤の

上流側、中流部は宮西町 13番地（阪神電鉄香櫨園駅北 100m）、下流部は川添町 10番地付近河口堰下

流側の 3か所を調査地点とした。そして、それぞれ 5m×5mの 25㎡の範囲で巻貝類を採集し、個体数

と殻長の調査を行なった。 

 

結果と考察 

上流ではカワニナ6個体、中流ではイシマキガイ8個体、下流ではイシマキガイ15個体を採集した。
カワニナとイシマキガイ以外の他の種類の貝は見つけることができなかった。 

調査をするまでは、ゲンジホタルが多数生息しているので、カワニナがいることは予想していた。し

かし、かなりの個体数が見られるという予想は外れた。中流と下流の淡水域では、カワニナと共にゲ

ンジボタルの幼虫に捕食されるイシマキガイが見つかった。またイシマキガイは藻類を主食にしてい

るが、下流部では流れが緩やかで藻類の生育に適した環境と思われ、上流部よりも大きな個体が目立

った。イシマキガイは、水中の生態系に

おける一次消費者として重要な位置を

占めていた。この調査・研究を通じて考

えたことは、夙川の水質を良好に保ち続

けるということは、その伏流水である宮

水の質を保ち続けるということにつな

がるのではないか、ということだった。

河川の生態系と水質を維持することが、

酒造りの文化を守ることになるという

関係まで考えることができるようにな

ったことが、今回の研究の大きな成果だ

と思った。 
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相生�の��の��#� 

	

相生子どもƟŅp��	 	 4いおいカニカニ調査Ƣ	

	

はじめに 

	 相生市では、相生の子ども達に、VるさとのŅで4る相生Ŋ	

を£ąとしたŅを�ーマに環境学習、Ƅœ環境の´全�»生活Ç	

などをíġしている。	

	 その£で、Ķ々な体験をƙCてŅをƂでċC、ä種äĶな生	

ŕが¯\相生ŊのƫÆとřŗを知ることにより、相生Ŋをêり、	

育て、活ŝしていくためにはどうしたaよいかをƀ7させてい	

る。また、この活ÇをƙCてVるさと相生をĊする子ども達が育てUとƦっている。	

	 この活Çの£で、úŎのカニ調査をƉったことがきっかけでúŎのカニにƫ¤され、żŽして調査

をŽけている子ども達がóり、その活ÇßÓをする。	

#��� 

	 調査ĭ間ƽû成２７年９月かaû成２ƻ年１月の間の、«Ģ。	

	 調査場所ƽ相生市に4る３ŷ所のúŎで4るが、Ŗにƌķの小さい１ŷ所を�j�に調査をした。	

	 調査方法ƽ"řÝでšについたúŎのカニをĔŘ、�ケ�に·れ、種Ã調査をƉった。	

#ĔŘのƣには、ũÝ、Ü、łÝ、ôÝのいEれの場所でĔŘしたのかをƐƠした。	

$調査ħに、Ľňをŉì、ƐƠするようにした。（úŎの¾řŏ­については、調査×	

がŏ­ƊにてŪƒ）	

%カニ達の¼ŤもĚĂするようにした。	 	

	 調査×	 ƽ小学２年生、小学１年生の¶ÿ	

 � 

	 １７種のカニをŠ見することができたのでª下にūす。（�部Ź¦ÂğでÂìをƉっているµ体も4

り、また、úŎのカニではŒいŕもÒまれていますが、@¤Đ下さい。）	

Ů	 	 	 名	 Õ	 	 	 名	 学	 	 	 名	 ¹þţǂǁƿ��p	

��ケjガニŮ	 アカ�ガニ	 �����������	������������	 ƿ	

��ケjガニŮ	 p���ケjガニ	 �����������	�������	 ǀ	

��ケjガニŮ	 アv��ガニ	 ������	�������	 ǀ	

��ケjガニŮ	 ��アv��ガニ	 ������	��������	 ƿ	

��ケjガニŮ	 �マガニ	 �������������	��������	 ƿ	

��ケjガニŮ	 pv�ガニ	 	����������	��������	 ƾ	

��ケjガニŮ	 �|�カpガニ	 	����������	
�����	 ƿ	

��ケjガニŮ	 カp��ケjガニ	 	����������	������	 !	

��ケjガニŮ	 ��アカ��ケjガニ	 	����������	�����	 ǀ	

luガニŮ	 �マ�luガニ	 ��������������	���������	 ǀ	

s��キガニŮ	 s��キガニ	 
��������	���
���	 ǀ	

s��キガニŮ	 }tガニ	 �� �����	�������	 ǀ	

�pyガニŮ	 �pyガニ	 �����
���	��������	 !	

�pyガニŮ	 ケ�uj{ガニ	 �����������	������������	 !	

�pyガニŮ	 ��j{ガニ	 �������	���������	 !	

ス�ガニŮ	 ス�ガニ	 �� ����	���������	 ƿ	

ス�ガニŮ	 �pz�vlマ�キ	 ���	������	 ǀ	

 

。また、この活ÇをƙCてVるさと相生をĊする子ども達が育てUとƦっている
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��め�!� 

	 §Úはŭかa½の調査で4ったが、ňýをŉìすることで、どのカニが、どれくaいのĽňで½ť

するのかというšëが分かるものと思われる。しかし、į年は年Įかa年ĥけまではĨ½ということ

も4り、òなかaEカニ達の活ÇにĂƤを¡7たのではないかと思われる。Ğ年間、年間をƙCて調

査をŽけていくことにより、よりĸŪな�ー|が取れ、カニ達のƉÇ�|ー�が見7てくるものと思

われる。ª下に、úŎでŠ見したカニの、ĪĄにŪƒできたĢとそのĽňをūす。	

Ů	 	 	 名	 Õ	 	 	 名	
ĪĄにŪƒ	

できたĢ	
Ľ	 ň	

óたとこe	

ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 アカ�ガニ	 １ƳƲ１ƻ	 １ƻƱ７	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 p���ケjガニ	 １ƳƲ２Ƹ	 ２ƳƱ１	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 アv��ガニ	 １１Ʋ２２	 １６Ʊ１	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 ��アv��ガニ	 １ƳƲ２Ƹ	 ２ƳƱ１	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 �マガニ	 １１Ʋ２２	 １６Ʊ１	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 pv�ガニ	 １２Ʋ２Ʒ	 １３Ʊ９	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 �|�カpガニ	 １１Ʋ２２	 １６Ʊ１	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 カp��ケjガニ	 １ƳƲ１２	 １９Ʊ６	 ũ�Ü�ł�ô	

��ケjガニŮ	 ��アカ��ケjガニ	 １ƳƲ１２	 １９Ʊ６	 ũ�Ü�ł�ô	

luガニŮ	 �マ�luガニ	 １Ʋ３	 １２Ʊ２	 ũ�Ü�ł�ô	

s��キガニŮ	 s��キガニ	 １ƳƲ１ƻ	 １ƻƱ７	 ũ�Ü�ł�ô	

s��キガニŮ	 }tガニ	 １ƳƲ１ƻ	 １ƻƱ７	 ũ�Ü�ł�ô	

�pyガニŮ	 �pyガニ	 １ƳƲ２Ƹ	 ２ƳƱ１	 ũ�Ü�ł�ô	

�pyガニŮ	 ケ�uj{ガニ	 １Ʋ９	 ９ƱƳ	 ũ�Ü�ł�ô	

�pyガニŮ	 ��j{ガニ	 １Ʋ９	 ９ƱƳ	 ũ�Ü�ł�ô	

ス�ガニŮ	 ス�ガニ	 １ƳƲ１ƻ	 １ƻƱ７	 ũ�Ü�ł�ô	

ス�ガニŮ	 �pz�vlマ�キ	 １ƳƲ１ƻ	 １ƻƱ７	 ũ�Ü�ł�ô	

	

	 調査をしたċĉとして、小ÞのũÝ付Ƙに¯\カニ（s��キ	

ガニŮ、ス�ガニŮ）（Û１）の方が、ĽňのãÈ（®下）にĜ	

ċで、èŸのƚƉがņまるにつれ見かけなくなるのがģかったよ	

うに思われる。また、úŎではåÞのカニ（��ケjガニŮ）に	

ついても、ÐĶの¥がƏ7る。	

	 ĽňのãÈ（®下）にĀいと思われたのが、łÝかaô場にか	

けて生ćしているカニ（luガニŮ、�pyガニŮ）（Û２）で、	

１月ÁĤのÉĄかaの調査では、活ÇしているとこeがŪƒでき	

た。	

§Úの調査で子ども達がĽLいたことが4り、１２月、１月の	

調査で、Ľňとカニ達のŠ見ŗĿについてで4るが、ÉÄ£の調	

査ħのĽňと、ÉĄかaの調査ħのĽňとがÐCĽňで4っても、	

ÉÄはŠ見できなかったが、ÉĄかaで4れUŠ見できた、とい	

うもので4る。これは、ÊĢůýĢがāたったĄのúŎの方が、	

カニ達の体ňや、Ü£のňýがĨまり、活ÇできたのではないかとĘŉできる。	

§Ąの調査で4るが、§Úíġした調査をżŽしつつ、"§Úの活Çで見つけていないカニを見つ

ける#Ħはいつ@eかa活Çをするのか$いつƥかaÌをēつようになるのか%アカ�ガニのŜÌƉ

Çをƍðする、としている。	

	

Û１（ス�ガニ）	

Û２（�マ�luガニ）	
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��の��相生�&$���じ�& 

	

4いおい子どもƟŅp��	

	

	 û成２７年ýíġ¥業について	

í	 ġ	 ¥	 業	 º	 	 î	

"úŎの生ŕ調査	 úŎのカニの調査と、ŻŌËĈ種について	

#ŞĴ7体験	 Ų作を体験する	

$���~vュŐĎº、ŰƬのěńと相生Ŋの	

Ƭのつか[取り	

ŅõŇĕと���のŰƬěń、相生ŊのƬのつ

か[どり	

%ĢįŅス�ーケ��q調査	 ス�ーケルを²って、ŐĎºŅとĢįŅの生ŕ

のƜいを調Yる	

&い7しまks�アー	 体験合ï（１ŀ２Ģ	 カ�~p、生ŕ調査ŵ）	

'}�����ス|ーをėせ	 工場見学、}���ƝÃ、Ƭのå¦と子³のƜ

いを学W	

(おわん島環境体験	 島ºĝŶ、´ëİについて、ŅƇのđしƆ作り	

)�ー}p�kjv��	 おわん島でĒったƗĺなどで、作Öを作る	

*Øƅ島ŏ­体験	 ŏのúŋの¨組[を学W、カ���をƨす	

+Ƭの年Ʈ調査とáLくり	 ƭ、ƁŨかaƬの年Ʈを調Yる、ĢįŅ、ŐĎ

ºŅのƷÝőのŅ水かaáを作り、ÔĻY	

,ŲÀり体験	 ŲのÀり取り作業	

-カキとĩaす生ŕ調査	 カキに付Ŧしている生ŕをĖ取し、分Ƨする	

.相生市子ども環境会Ɩ	 １年間の活ÇßÓ会	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

	

	

	

	

	 	

	

 

ĢįŅス�ーケ��q調査より い7しまks�アーより 

おわん島環境体験より Øƅ島ŏ­体験より 
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相生牡蠣の養殖 

	

相生市立相生小学校	

	

はじめに 

	 相生市立相生小学校３年生は、漁師さんや漁業組合の方、相生市役所環境課の方々にお世話になっ

て、「牡蠣」を育てる体験をさせていただきました。	

相生の牡蠣はとても有名だということは知っていても牡蠣はどうやって育つのか、牡蠣を育てるに

はどのような工夫がいるのかは、よく知りませんでした。	

そこで、これまで取り組んできた学習の成果を、「養殖マニュアル」として、全編２６ページにまと

めました。そこでは、牡蠣の養殖方法や、その生態、子ども達が牡蠣について思った疑問など、分か

りやすく解説しています。なお、「養殖マニュアル」については、相生市市民生活部環境課へお問い合

わせ下さい。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

相生小学校牡蠣養殖年間スケジュール	

６月種付け作業	

７月カキについての学習会	

９月生育調査とおわん島体験	

１１月生育調査と工場見学、カキ剥き体験	

１月水揚げ体験（収穫祭）	

種付け作業 種ガキ 

育成調査 カキ剥き体験 

水揚げ体験 
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9 年間の棚田保全や体験、棚田エコ学園の取り組みについて 

	

永菅裕一・大朋あゆみ（NPO 法人棚田 LOVER’s）	

	

はじめに 

NPO 法人棚田 LOVER’s は過疎化・労働力不足・赤字の経営・鳥獣被害等により棚田が放棄され

失われているという生の声を代表が聞き、学生や社会人の有志が棚田を保全するために集まった

NPO 法人で、美しい棚田を未来へつなぐために、「自然やいのちに感謝」、「愛の心を育み、楽しむ」

をキーワードに 2007 年から活動している。	 192 名の都市や農村の会員（当初５名）とともに、

兵庫県神崎郡市川町を中心に香美町・姫路市・神戸市、大阪府にて、田植え、稲刈り、講座、試

食会などの活動をしている。（下記に市川町の棚田の写真を掲載）	

	

調査方法 

生態系保全・持続可能な循環型社会の創出のためには、農地や景観価値・治水機能による地滑

り防止作用、生態系保全、食の生産地などの価値を有する棚田を保全することが必要である。特

に、棚田は平田に比べ、在来種数が多く、貴重種が存在していることも研究されている。（出口詩

乃,	鷲谷いづみ 2008「畦畔植生の評価」東京大学）。	

その中で、現状を知るために、当団体が 2011 年にアンケート調査「所有する農地の後を継ぐ

人がいるかどうか」、を地域住民全体（153軒）に実施した。	
	

結果 

153 軒のうち 88 軒の回答（71.4％）で、34 軒がいないし探していない、9 軒がいないが探し	 	 	

ているという結果（下記表）が得られ、今後放棄田が増えることは明らかである。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

まとめと考察 
上記の結果からもわかるように、棚田の保全と活用、地域活性化、都市と農村交流の普及啓発・

促進を行い、担い手を育成することが急務である。	

	 そこで、本団体は田植え,稲刈り・種まき・料理体験、婚活、古民家・石垣再生、棚田保全の 5

か条の作成も行っている。そして、2014 年に気づき・知識を深め・主体的に実践し・次世代へと

受け継ぐ教育者を養成するまでの環境教育機関である「棚田エコ学園」を開園し、担い手育成に

重点を置いている。また、2016 年の共生の広場では稲わらで作ったリースも展示させていただい

ている。	
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n½ĝfÊčĪ¬	�ičÂìŤ±¥ĲĄ学ĬOePg�	

x々îh¶fŏ新ª	 �講È受講生uĹ�	

	

�)%� ,���5 

小学ŭ年生以上を対象に月ū�、h年をőしてŌŐな生き物をĻ³する
FッYg»の生Ö学¯Ĭ�

を¯æしている。ĲĄや生き物にĳ�を持!}ğがś1り、�;�;がĲ分のēで学-場となること

をēđとしている。�のた3、受講生はĲ分でďĺした4のをĻ³し、ľŖを�る作ùを毎�ĸい、

Ĳ8学.る\dHa^となる7�Á«している。 

 

'-�*+

Å成 14年Ç～21年Ç1では
FッYg»の生Ö学¯Ĭ�の�Ōとなる小学 4年生以上を対象とし
た
FッNėĜ員�pùをºř。年Ç�とに�ĤĪf上ĤĪと�°を¦êし、1たµŘ分野�とにć

分けをĸ�こと4�った。Å成 18年に
�ÉĔĉ£学Ĭĉ£à育¡ðåŕ�がĠ定�;、小学 3年生
を対象とするyť ĉ£à育pùのÝŒがÞ�8;たた322年Ç�8は対象学年を3年生以上に¦ê
し
FッYg»の生Ö学¯Ĭ�としてh年をőして様々な生き物を学-pùºřをĸっている。

 

�#2��� &�! 

Ů月
èのìŤ±¥�èの生き物をÜśfÜ�し、Z>g[bをČいてĻ³fスケッチ。

ů月
ìŤ±¥Đ»�ìŤ±¥にの0り、�会�生物のĻ³をする。

Ű月
CCKeL`AACのĻ³�hĴ社�ā人�ÉĔĲĄ|Ņ�会の��の4と、ičÂ小öīò

¿でCCKeL`AACのŃõfĻ³をĸ�。Ļ³をĥえ小ö野§活動OePgにてŀしい生Ö

を学-。

ű月
\aeGSeのĻ³�ìŤ±¥公��に�るę¾©Ā�,÷čにて\aeGSeをÜś。\c

XagSの作成åāやŠÒŗのÙいåを学-と�に]GdのlĎにĽ;る。

Ų月
T@SW@G�qÕを{ってũ�ķやDBbなど¨に活動する生き物をĻ³する。

ų月
PUüð作り�+っ!�ěやīの!いたěなどをÜśしě¬áÃ をļŁ。ěのüð作成。

ūŪ月
FVJのĻ³�ĚのFVJをÜśf�定をĸ�。スケッチをしなが8FVJの仕組みをĻ³。

Ķšの生ÖĢでのÎ�を学-。

ūū月
ìŤ±¥公�の/に6�るい��ošにŀしい§œ講ÄをÚき、ÿĒやŞŦをØに�りなが

8Ļ³。�ošのňŉをĻ³し、Ėıでとる。

ūŬ月
�¤生物のĻ³��Ňしをする�¤çķをĻ³するた3ô;îや�の�Ŏの�をÜ�し、�

¤çķをnÓにĻ³をĸ�。分ļĮのÎ�を学-。

ū月
�ŨのĻ³�ę¾©ĀにŢóするD_や野ŨのĻ³。

Ŭ月
�ĵのĻ³�èをÐ!ø物をĻ³するた3、�ĵのěšをþōしZ>g[bをČいてĵŧのÌ

Ćや�ãŜをĻ³。

ŭ月
m生šの��がし��²íにċ�する?DEBbやDス]KeL`AACの�や成yのĻ³を 

	 	 	 ĸ�。 

 

/��04 

この活動はřţ7りģ 15年、¬ど4たちにĲĄや生き物を7りă�ĕって48�た3に続け8;て
きた。受講生がéをħて�,óţすること4�る。Ï8に·(てみると
FッYg»の生Ö学¯Ĭ�

が�yťとなり、後の人生の¼Ŋに¹な�8�Íŝをkえていることが��がえる。Ĉ�では、Ë�
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の受講生が学生や社会人となり、様々な分野で活躍している。今後の課題は、巣立った受講生たちが

新しい人材育成に関わる場を設けるなど、持続可能な活動維持の仕組みを構築することと考えている。

募集について 

	 毎年2月～3月末に小学3年生以上を対象に公募。生き物の作文とスケッチを描き応募。定員20名。	
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⏥༡ዪᏊ኱Ꮫ࠸࠶ࢀࡩの᳃࡙ࡾࡃ 

特定非営利活動法人 あいな里山茅葺同人 

 

ᅋయの⤂௓ 

 私たちはᖹ成 16年にあいな里山බᅬで開催された茅葺きㅮᗙのཷㅮ生が中ᚰのᅋ体で、බᅬの㐠営

に市Ẹཧ画ᅋ体としてⲡ地や樹林の⟶⌮にཧຍしてきました。 そこで培った▱㆑・⤒験を活かし、

地域の里山ᬒほの保全を㏻したࢿッ࣡ࢺークのᵓ⠏を┠ᣦしてᖹ成 20年 10月に特定非営利活動法人

をタ❧しました。 

 活動┠ᶆは里山ᬒほの保全と生物多様性の環境ᨵၿを図り、そこでは子どもたちが⩌れて遊び、ᚰ

身の೺全化に促進できる場づくりのල体化です。スࢱーࢺ᫬Ⅼは 60ṓ௨ୖがṤどのᅋ体でしたが、地

域஺ὶ親子教室࣋࢖ンࢺを重ねることでⱝいお父さんやお母さんのධ会があって、16人の⪁ⱝ⏨女で

ᴦしく取り組んでいます。 

     

 

活動の⤒⦋ 

 私たちがᖹ成21年からフ࢕ーࣝドとしている甲南女子大学ふれあいの森はභ甲山㯄の㛩㟼なఫᏯ地

に㞄᥋し㇏かな自然がṧされた⣙ 2.5ha の里山林です。ᑠ学ᰯやᗂ⛶ᅬが近㞄にあり、子どもたちに

とっては身近でアクࢭスのࡼいࣟࢣーションにあります。里山林を整備することで㝧当たり、㢼㏻し

をᨵၿして生物多様性の᚟元おࡼびᅬ㊰ならびに⡆᫆᪋タを⥔ᣢ⿵ಟしています。また、大学の◊✲

室やᑐእ༠ຊࢭンࢱーなどとඹ催で身近な自然環境にふれあえる地域஺ὶ࣋࢖ンࢺも㐠営しています。  

 

活動のෆᐜ 

 甲南女子大学ふれあいの森は樹齢が 50 年௨ୖの

ア࣐࣋キが୺体の落葉樹林がഴ斜地にあるため、山

を୍㒊๐り安ᚰして集えるウッドࢹッキの野እ教室

を大学生とඹ同作ᴗでᖹ成 

23年に᏶成しました。 

 私たちの林相整備の間伐やୗⲡสりにࡼって、ර

ᗜ┴の⤯⁛༴᝹植物の㹁ࣛンクにᣦ定されている࢜

の生⫱を☜ㄆしています、௒後もୗⲡสりを継ࣛࢣ

続することで、ಶ体ᩘがቑえ 

いくのではないかとᮇᚅしています。 

 大学生の࣋࢖ンࢺ企画をල体化するための、キノ

コ栽培場やࢺࣈ࢝⹸ࢺ࢜ࣅーࣉなどの整備も⾜っています。特に᫓と⛅の地域஺ὶ࣋࢖ンࢺキノコ栽

ᖹᡂ 21ᖺ⏥༡ዪᏊ大䜅䜜䛒䛔の᳃づくりጞ  ື

ウッ䝗䝕ッ䜻で䜻䝜䝁⅕䛥んヨ㣗఍ 

地ᇦ஺ὶ䜻䝜䝁᱂ᇵぶᏊᩍᐊ䜲䝧ン䝖 
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培親子教室では、キノコの植え付けと 1.5 か月後の収穫・炊さん試食会と合わせて大学生が企画する

里山あそび体験を開催しています。 

 これまでの里山あそび体験のメニューとして、女子大生ならではのユニークな落ち葉のファッショ

ンショー、拾い集めたドングリや落ち葉などを使った工作教室、ススキの秘密基地づくりでは子ども

のノコギリ初体験を見てお母さんの方が喜んでくれました。なかでも、私たちにとって嬉しかったこ

とは転がりながらも何回も繰り返して落ち葉にまみれながら斜面をすべる子どもたちの元気な姿と、

歓声が帰りの道すがらでも長く続いて聞こえていたことです。 また、子どもやお父さん達には大阪

湾が眺望できるツリーハウスアーはとても好評でありました。 

   
 

    
 
活動の展望 

 甲南女子大学ふれあいの森は落葉樹が樹齢を重ねて森全体の高齢・高木化が進んでいく中で、安全

性と快適性を念頭においた林相の整備活動は生物多様性の保全促進を図るとともに、長い年月をかけ

て成長した間伐材はできるだけ木工などに活用したいです。ならびに身近な自然環境の中で地域のお

母さんと子どもたちが遊びながら話し合える場となる、ふれあいの森づくりに継続して取り組みます。 

 また、大学生と連携を高めて落ち葉堆肥やキノコ栽培場などの充実を図り、循環型の森の恵みの普

及促進を視野に森の空間利用を展開したいと思います。 

 

特定非営利活動法人 あいな里山茅葺同人 

〒651-1121 神戸市北区星和台 7-19-1      TEL(FAX) 078-594-1923 

HP http://www.kankyo.atnifty.com/~kayabuki/ 
担当者 星島 明 (携帯電話) 080-3833-1923 

  

大はしゃぎの落ち葉すべり 落ち葉のファッションショー 

みんなで秘密基地づくり ツリーハウスツアー 
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地域の獣害対策を支援して里地里山の恵みをわかちあう 

「さともん」ネットワーク 
	

鈴木克哉（特定非営利活動	法人里地里山問題研究所）	

	

はじめに 

近年、全国の農山村でサルやシカ・イノシシ等の野生動物による「獣害問題」が深刻な問題と

なっています。とくに山際に立地している地域は野生動物の被害にあいやすく、多大な負担が強

いられていますが、多くの農山村では人口減少や高齢化が進行しているため、意欲や体力が減退

しており、今後の人口減少社会においては、獣害管理の担い手や財源の確保がさらに難しくなる

と危惧されています。今問題化している地域で獣害対策が継続できなくなると、今後野生動物の

分布はさらに都市部へと拡大することが予想されます。見方を変えれば、被害を受けている地域

が最前線となって野生動物のそれ以上の進入を食い止めている状況であるといえますが、このよ

うな農山村の問題の内実は都市部ではあまり知られていない現状があります。	

 

さともんが目指すこと ～獣害を美味しく、楽しく解決する～ 

そこで私たちは、豊かな自然と調和した人の暮らしが紡がれる里地里山を持続的に継承してい

くために、農山村の最も深刻な課題の一つである獣害問題の解決に向けた支援を通じて、地域に

存在する豊かな「里の恵み（さともん）」をさまざまな人で共に守り、わかちあい、継承するネッ

トワークづくりを行っています。関心を持ってくれる方に対して、さまざまな関わりの場を用意

し、地域を応援するしくみをつくります。獣害対策をきっかけに地域を元気にしていくとともに、

獣害から守り継承したい魅力的な地域資源を発掘して、都会のニーズと結びつけることで、地域

と支援者を Win-Win の関係で結んでいきます。このような取り組みで、野生動物を含む多様な自

然と持続的に共生できる地域社会の創生に寄与することを目指しています。	

	
獣害対策に頑張る地域を応援したくなったら 

 あなたも応援がしたくなったら、まずは、さともん HP から「しるもん」（情報会員：無料）に

なって知ることからはじめてください。さともん Facebook ページでいいね！を押してください。

いろんな情報をシェアして拡散したり、人に伝えていただくことが獣害に頑張る地域の応援へと

つながります。	
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	5 êÀの���法人のǅǃĽと解散Ľ（ÀǧđƛƿǍľより） 

����10年の�
(
��#%&�への�� 

	

÷ƪĉĊ（űýǰäÅ活動法人さんぴぃす） 
 

��� 

Ė法人は、平成 1	 年 � 月に§ĥ

ç体の「ＮＰＯさんぴぃす」として	

ǆ生し、ƣ年（平成 1
 年）の 
 月

に法人ǅǃを受け、űýǰäÅ活動

法人さんぴぃす（以下、さんぴぃす

と記す）となった。	

設立ĖÄは事Íĩも持た8、�イ

ンとなるpタッフがŎ業の±らで

さんぴぃすの活動もおこなってい

た。	

	

Ŏŕ的な事業Ǥøは、法人ǅǃのƣ年の平成1�年の�月にĂęƧáを2Üơいてからになる。	

共生のNaばとのつながりは、ƱĆċÀの自ůを活用したă中学生を対ǌとした体験í環境学Ƥであ

る「ƱĆĈĳŖǫ」（ŵëは、アシ�ンo�ーとÜを変え継続実Ł中）の活動を学Ʋáの�Ś先生に	

3Ò力ǲいたことがきっかけであり、ÔŰǹとのĴŬはùEもを対ǌとした生きŰƼĀであるが、Ė

法人のŎŐの事業は、次世代育成のための人材育成½Ưである。	

	 共生のNaばが10年間継続してǤ³してきたƚő、11年目以ǩのǤ³については、多くのĥƹが出

され、新たなǄみのもとǤ³されたように、Ė法人もこのƔ目をśに、これまでの10年間の活動をı

りǖると共に、この先、ņなる10年をEのように活動していくSきかを考えたことをここにまとめて

みた。	

	 ìîやç体との共生、多様Ģについては、この10年で活動自体も多様化し、共生も生まれたと思う。	

しかし、10 年間の活動をĖç体だけでなく、他ç体のŵŲもÞめÿƼ的にƹた時に、EうしてもŤに

なることが１つある。それは、EんなにŊĥƢな活動やŘしい活動をおこなってきているç体にも、	

必8ǁれる共通の課題であり、いつかはƓえを出さないといけないâ題であり、活動が充実していれ

ばいるTE、その時にはŤAかない課題だとĦ6たので、これまでの共生のNaばでのŻ表ǏŃとは

ĄしǟうƺŬではあるが、活動の継続Ģより思うとこaをŇかせてもらいたいと思う。	

共生のNaばにÕËするç体の多くは、§ĥç体であり、法人ŕをŊしていたとしても、その法人

でĂęƧáをơくようなç体はƌだと思うので、Ė法人のこれまでの活動が、½てそのまま活用ǲけ

るとは思わないが、ìîとのÒµや事業（または、事業とまでƾわないまでも、それ;れのç体がƶ

っている活動）を今後も継続していくǬのÕ考ƍĒにはなると思うので、そのつもりで�ǈǲければ

ďいである。	

	

*,+の!  

	 łŎのＮＰＯはŽさんも3ú6の通り、1

	 年にŻ生したǨƉ÷ǯūの時に活Ǒしたě興ボランテ

ィアの活動によりＮＰＯ活動がêţにǅƃされ、その後ÆýされたűýǰäÅ活動ĵ進法（通ƋȁＮ

ＰＯ法）によりＮＰＯ法人が生まれ、今łにƬっている。ń年Ē、ǯūより20年が経ǝし、êÀのＮ

ＰＯ法人もそのĽを着実にóやしてきた。平成2
年の12月にはついにƗ積ǅǃĽが	�法人をǎえ	

（é１）、そのĽは、êÀの÷手 7 ƈのmン~ニエンppトアーのĐƮĽとTU同6Ľに達したとƾ

われている。しかし、mン~ニエンppトアーは身Ǖな場に多ĽŬëすることを自ƻしていても、Ｎ
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	２ ���
.ンター%��$
す'*ン,ー1 ą業年Ľとこれまでのċţ活動経験について 

	7 ���
.ンター��が��'��� 

ＰＯ法人がこれと同6くらいúëすることは、あまりĥǋにない。ＮＰＯ活動をおこなっているのは

法人ŕを持っているç体だけではないので、§ĥç体もËえれば、mン~ニエンppトアーの 2 °の

ĽではǐりH可能ĢもÑÂある。このため、ＮＰＯ自体のǅƃĒはǻくなっているものの、ＮＰＯに

対する正しい理解はあまり進ま8、�ＮＰＯってボランティアのこと6ZないんですかȂ	 �ＮＰＯ

って、¸けちZいけないん6ZないですかȂ	 といったǇ解がōだに多くšっている。	

また、Úç体がƈ¨的にǣ要なėÈをőたす�ニークかつ独É的な活動をしているものの、それ;れ

の活動をおこなうだけに手いっMいで、事業を継続するために必要な経済的ïžのĕ化や人材の育成

といったǱにはなかなかŦ力出Ő8、Ů·ボランティアやĄǶのŊ·アル}イトなEにǴるç体ǜä

を«¶なくされているのがŵŲである。	

	

	 さんぴぃすが 2012 年にǨƉìî、

ĸ磨ìîで活Ǒしている中間ĹĶq

ンターのpタッフに対して実Łした

アンlートǊœ（é２、Ȁ）でも、ì

îのＮＰＯをĹĶするpタッフ自体

が自らの経験�ǐやƃǋ�ǐ、ŎŐし

なければならない仕事以õの業Íが

Ğしく、中間ĹĶ業ÍにĂĠできない

といったâ題Ŭをİ1ている。	

	

	

	

このƚőは、Óにpッタッフの経験�ǐとƾうだけでなく、実はその組Ơの後継者育成とも÷きく

かかわるものである。実は法人ŕのŊŮにǪら8、活動の継続に÷Ãな後継者が多くのＮＰＯで育成

できていないことのあらわれでもある。	

	 ¿ēƁにおけるＮＰＯ法人に関わる人々にこんなàびŀがあるのを3ú6だaうか。ƒ�世代、ƒ

�世代、ƒ�世代・・・。さんぴぃすは、ǯū後
年目の200�年に法人ǅǃを受けたƒ�世代のＮＰ

Ｏであり、表１にあるようにǯū以ÇよりＮＰＯ活動をおこない、ＮＰＯ法設立にもŦ力した�ーダ

ー達をƒ�世代。そのƒ�世代の�ーダーの¹で、活動を続けてきたpタッフやƧáをƒ�世代とà

Q。	
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表5 ���$お�'8:9$�('��%����� 

	 ŵë、多くのƒ�世代の�ーダー達がĔǗもしくは、次の�ーダーへと世代�代の時Ōをǔえてい

るが、多くのƒ�世代のpタッフは、ƒ�世代の�ーダーと同年代の事が多く、後継者�ǐにģまさ

れているのがŵŲである。	 そして、ƒ�世代の我々も次の10年が経ǝするまでの間に、同6ように

後継者をEうするかといったâ題にƀǱするのは間ǟいないことである。	

	

	

	

さんぴぃすのこれまでの10年の活動やŵëにƬる経Ɵについては、下記にwータをơくので興味があ

るŀは、ƅǅください。	 ���������������������201
0211���������	

	

�"�����$������ 

	 さんぴぃすは、ƒ 2 æの共生のNaばからÕËしているが、この間、新しいç体も多くÕËしてく

れているし、Úç体の活動もĖÄよりも多ćにわたってきているŤがする。しかし、その�ŀでČǚ

としてŢæ共生のNaばにÕËされているç体のŽさんの多くが、Ɗたちより年Ǣの上に、そのĖ時

より10ş年を取った。活動より10年が経ǝした我々も、次の10年を考える時、今は我々が中Ĝとな

り様々な活動を続けているが、我々が活動をŝめてしまったǘƑに、これまで積みǣIてきた活動も

ŝまることにŤ付いた。生きŰのäみからすれば、そこで種がǘƜえるのと実は同6ことではなかa

うか。生きŰの世źでもは、種がǘƜえるのと同時に新たな種が生まれる。	

	 ＮＰＯ活動も同6でNとつの活動ç体が活動をŝめたとして、ƒå、ƒ�世代といった新たな活動

をøめる人がŵれる可能Ģもあるだaうが、もし、種がƜえる事をŋんでいないのであれば、他の生

きŰのように、環境に§せるだけでなく、環境を変え継続できるŀ法を考えるのが我々人である。	

	 ＮＰＯの活動は、EれもĥƢを持ったǣ要なものが多いので、活動をおこなっているň中はその活

動をƶうことにǣきをơきす.る´向があり、そのため、共生のためのĤðŻ®やネットワーク化と

いった活動を継続するために÷Ãなことが、活動に関わるŴいƕèの人にのみとなってしまうことが

多々ある。これが、実は20年ǕいŠÙを持ち、Ľ・種Ǹ共に多様化してきたＮＰＯが、ōだにċţに

正しく理解されていないŵŲを生み出しているのだとƾえる。	
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表２ さんぴぃすがおこなうインターンシップ 

次の10年への課題 

	 今、活動が充実している時だからこそ、これからの10年に向けた準備が必要になる。そこでさんぴ

ぃすでは、以下２つの課題にこれから取り組んでいく。	

１）拡散から集約	 	 ２）後継者育成	

	

１）拡散から集約	 に関しては、これまでの10年間に続けてきた活動を取捨選択し、学校教育なら

びに包括的な人材育成事業をさんぴぃすから独立させる為、平成27年7月にＮＰＯ法人アクティブ・

ラーニング・アソシエーション（ＡＬＡ）を設立した。これにより、活動に対する適正な対価を得ら

れる仕組みを生み出し、今後、我々と共に活動をしたいと願う若者の雇用も可能な経済力を目指す。	

その上で、２）後継者育成	 をさんぴぃすとして進める。これまでさんぴぃすでも、他のＮＰＯ同

様活動に興味を持つ学生をボランティアとして受け入れ、様々な事業のお手伝いをしてもらってきた

が、ボランティアの募集だと応募する学生自体にも「お手伝い」として指示された事だけを着実にこ

なせば良いとの考えが先立ち、受動的な経験しか身に付かないことが多い。そこで、互いの関係をよ

りＷｉｎ・Ｗｉｎとするために、ボランティアからインターンシップ（表２）へと学生の受入れを変

え、より能動的な体験から経験を積んでもらうことにより、ＮＰＯ活動に対する理解を深めた学生達

を育てていきたいと考えている。	

	

	

これにより、ＮＰＯに携わる多くの人々の共通課題である下記の項目の改善を続けていきたいと考

えている。	

	

	

	

	

	

ダイヤモンドが、ダイヤモンドでしか研磨できないように、人は人の中でしか磨かれない。	

我々は、これからの新たな10年、次世代の後継者の種を蒔き続け、蒔いた種が芽を出すことができる

「場」や「環境」を今後も守り続けていきたいと思っている。	

ベテラン	→	プロフェッショナル		

お手伝い	→	人材育成		

個の活動	→	ネットワーク	

時代の変化に柔軟に適応	
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�����解剖図の役割 

	

¿��~�^æ�せい�^Õ¿ñ�（�	���	�	�

）	

 
����
 

植物画とは、¨©は科学ÁÇËを目Áとして描かれたÒをさします。植物を細�で正確に描きなが

ら、Ø術�をもiせもったÒ画といえます。 
Yー\Qパで�まったこれらのÒは、Û学Ìのç�となる図åとして描かれ、大Öµ¥代（15bÍ
§þ16bÍux）には»しい植物を記録する手段として、また 17，18bÍにはºjæ¢の«しみと
して人�の�を�えてきました。 
£¨では、e£Áな�}での植物画が描かれるようになったのは、²�¥代にmってからです。Y

ー\Qパと同様に、写�Áな植物画は¨Ù学（Û物をÇËする学�）の必要から描かれました。¤³

¥代になって植物のÇËがÂんになり、それとnに植物画も�く描かれるようになりました。 
 
e、植物画はØ術�をもった しいÒ画の分íとして�Åしつつあります。 

 

 
 
解剖図���� 

植物画は植物学Áに正確に描くÒ画です。そのためにÔ眼では見えにくい微細な¸�や¬êを解り

やすく描くことも必要になります。花やÊ�のp部、Úの±の¾えo{な8植物の¸�を目に見える

ように分解^拡大して画òに描き込んだものが「解剖図」です。植物画を¬�する大きな要Ïといえ

ます。 
 
解剖図の��� 

解剖図t作には、ま.描く植物のÆäが必要になります。描き�めるuに植物図ðな8でaã>を

したうえで、 
 

     
ソラマメ（�����	��
�	��）	 	ニンニク（������	�������	��）	 	イネ（�����	������	 ��）	

¿��~�	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 æ�せい�	 	 	 	 	 	 	 	 		 	 Õ¿ñ�	
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１，	 描くことが必要な部分をパーツごとに切って、解剖していきます。 
２，	 切ったパーツを方眼紙上に載せると大きさが正確に解ります。 
３，	 拡大したい大きさ（倍率）に方眼紙に縦横の四角を取ります。 
４，	 その四角の中に、方眼紙上のパーツをルーペや顕微鏡で見ながら写しとります。 
５，	 同様に、必要なパーツの数だけ解剖図を作っておきます。 
６，	 描き終えた植物画に、最後に各パーツの解剖図を描き込みます。 

 
解剖図の役割 

かつて植物を記録する手段としては、描く以外方法がありませんでした。ところが、科学技術の進

んだ現代、より正確な情報を記録する方法はたくさんあります。ただ、人の目と手でわかりやすく微

細に描かれる植物画の「解剖図」は、植物への理解をより深めるもので、科学技術による情報には代

えられない働きと魅力とがあると言えるでしょう。 
 
 

 
	 	 	 	 	 	 ソラマメの花 
 

 
	 	 	 	 	 	  	 イネの花 

 
	 	    	 	  ニンニクの花 
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コウノトリが生息できる環境づくり 

	

上田尚志（NPOコウノトリ市民研究所）・森薫（コウノトリ湿地ネット）  
 
はじめに 

NPO コウノトリ市民研究所・コウノトリ湿地

ネットは、日本では一度野生絶滅したコウノト

リがもう一度里で暮らせるよう、環境や湿地再

生に取り組んでいる市民団体で、豊岡市を中心

に全国の個人、研究者、企業等で構成されてい

る。	

	 コウノトリの直接の餌場となる湿地づくりを

行って生きものを増やすことを基本とし、コウ

ノトリと餌生物の調査、子どもたちへの環境教

育、普及啓発活動などを行なっている。その活

動の様子を紹介することにより、コウノトリ野

生復帰のことを広く知ってもらうとともに、ひろばに参加されている方たちとの交流を深め、できれ

ば豊岡の湿地作りの輪に参加してほしいと願って出展した。	

 

方法 

NPOコウノトリ市民研究所は、開設当時から豊岡市周辺の生きもの調査をした結果を冊子にまとめて

資料を配布。コウノトリ湿地ネットはラムサール条約に認定された円山川下流域を中心とした自然や、

コウノトリの餌場づくりの映像を映しポスターを掲示した。	

 

結果と考察 

NPOコウノトリ市民研究所の、植物の分布などのパンフレットや田んぼのフイールドノートは好評で

多くの方が持ち帰られた。コウノトリ湿地ネットの餌場づくりや餌生物のポスターは、コウノトリの

食性や生息できる環境の理解へとつながり、コウノトリの生息できる環境づくりについて関心をえら

れた。引き続き人博４階の「ひとはくサロン」で４月３日まで展示されている。	

 

 

 

展示ブースの様子 	 	 	 	 	 	 ビデオ上映の様子 
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中ð一õ（�6�8さ@� î�æÊ·�） 

 
,．�	��に 

nð³中§��0�ÉnðウSVBタウンのëħ�に�<ĭùĂ����
�の��*#��の一´0Y

fータウンĥó�、Î�ĶĲ¶x3*ģ°+!)�ïされ)�3!た��

�6�8さ@0、中§��?中ºにģ°þíkîæ¤×½の��に�;Ą4aランテBアグルー`

*#�÷0、$のî�æÊ·�+!)、Á�れのĠ4Ó+、$�に�ì#<�Ôæ?ĕ®k記録kÊ

·!、¡¢コミfYテBę8Čäĕ®{、インターネSトü*ăv!)�3#��

 
-．�&��!)自動���による動"撮影* 

¥Đ½の6の�¤�、ĕ®!に��哺乳類?記録#<た5、ĴĲĳĲ¶ķÐyĩ、Č�カメラに9

<¬ãÊ·?Ćć!)�3#�¹�にĘĉ�Ë?£8!、ì 0スチールカメラĵ�、�ñïトレー

ルカメラĴ�?µĘ�ØÒ0ğĳ�ãÕ!、Vータ��8ĬÝsÇ?Đ()�3#��

（ØÒのÖĒ、ĘĉéÞ）�

�スチールカメラĹĨèït¿Pンサー?ßï!、�æの|âに�»!)VMタル一öレ_カメラの

シeSター��れ<wÅ�?Č}��

êġĴýÀ（
���	������ĺ、
����	������ĺ）、ÜĝĳýÀ（
���	������ĺ）にµĘ��

�

��������������������������
�����������������������
����

�トレールカメラĹ³Ěの6の?~ï��

アナグマの±ú�ĴýÀ（
����	������ĺ、
����	������ĺ）にµĘ��

�
�������������������� � ����
�����������������������������
�����

（ØÒの�õ0ÙðÏ一ÛÊ·） 

 
.．�結果 

Ăĸ¶間の¬ãÊ·に9;、哺乳類ĳĳø（イヌ、ネコ�4）、į類ĵķø?記録!3!た（đ �

�å）��

çに哺乳類0�れ3*ā8ěĜ-,のòĜ*î¾0Æ¬され)�た6のの、­æのĕ®��ī&(

た$の¨?、Ì�+!)記録#<�+�*�3!た�Í¶から¯�!たトレールカメラに0、アナグ

マĔ©の"7れ��¨8、±úÄ;Đ�、Ď'ďĪ5Đ��記録された2か、±ú�に×�-哺乳類

�ėれ、中?ē�Ğ@&;�(た;#<č�à�¨6記録され)�3#��
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（đĳĹČ�Ê·*記録された哺乳類、į類� ������Ñì ）�

 
/．�����' 

Ććôに記録#<�+*、¶に9;、ªÿに9;、�ì#<øの£á��<�+��か()�3!

た��æた'のĐ�0中§��&�*«ą!)�<>�*0-�、Yfータウン�ĈのÓに6��;

!-�ら、一|+!)�ï!)�<6の+¼>れ3#�u¸、�ċ*�れ1、�ĈのÓに6ĕ®Ā�

?Ã¦!、�YfータウンのÓの-か3た'�のĐ�?、9;û|ôにÂÈ!)、ăv!)��た�+

Ċ�)�3#��

1 2 3 Ｔ１ Ｔ２

けもの道 けもの道 水辺 巣穴前 巣穴前

2010.5- 2013.2- 2013.5- 2015.5- 2015.6-

1 キツネ ○ ○ ○ ○

2 タヌキ ○ ○ ○ ○ ○

3 イヌ ○

4 ネコ ○ ○ ○ ○

5 アライグマ ○ ○ ○ ○ ○

6 テン ○ ○ ○ ○ ○

7 イタチSP ○ ○ ○

8 アナグマ ○ ○ ○ ○ ○

9 ハクビシン ○ ○

10 ノウサギ ○ ○

11 アカネズミ ○ ○ ○ ○ ○

1 カイツブリ ○

2 ミゾゴイ ○

3 ゴイサギ ○

4 ササゴイ ○

5 オシドリ ○ ○ ○

6 マガモ ○

7 カルガモ ○

8 ハイタカ ○

9 キジ ○

10 ヤマシギ ○ ○ ○

11 キジバト ○ ○ ○ ○

12 カワセミ ○

13 ヒヨドリ ○ ○

14 ノゴマ ○

15 コルリ ○

16 ルリビタキ ○ ○ ○

17 ジョウビタキ ○

18 トラツグミ ○ ○ ○ ○

19 クロツグミ ○ ○

20 アカハラ ○

21 シロハラ ○ ○ ○ ○ ○

22 マミチャジナイ ○

23 ツグミ ○

24 ウグイス ○ ○

25 センダイムシクイ ○

26 キビタキ ○

27 エナガ ○

28 ヤマガラ ○ ○ ○

29 シジュウカラ ○ ○ ○ ○

30 メジロ ○

31 アオジ ○

32 カワラヒワ ○ ○

33 スズメ ○

34 カケス ○ ○

35 ハシブトガラス ○ ○

哺
乳
類

鳥
類

設置場所

設置時期

カメラＮｏ
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５．自動撮影による撮影結果 

 
スチールカメラに記録された哺乳類の一部 

（左列上テン、下タヌキ、右列上段アナグマ、中段左からキツネ、ノウサギ、下段左からハクビシン、アライグマ） 

 
トレールカメラに記録された哺乳類の一部 

（上段左から、タヌキ、ネコ、アカネズミ、中段左からテン、アナグマ、アナグマ、 

下段左からイタチの仲間、キツネ、アライグマ） 



共生のひろば　2016 年３月　 34

�
����������� 

	

ĥ屋¶ĕ打出浜小学校	 ３¹生	

 

	�め� 

打出浜小学校は、ĥ屋¶のáĖにq置し、�めĕて�	

に½てられた学校です。三ÓをZcシ^cにáŉは海に	

�まれており、自然が¯ない環境にあります。その中で

環境教育の取り組みとして、ĥ屋川のįªやojÖħ館

でÖħのįª等を行ってきました。３¹�に人と自然の

博物館の三橋¿¥先生に�Î­いただき、学校éの江尻

川河口が生き物の¦¼で自然įªに良い場所であること

を知りました。	

Ø¹度からは三橋¿¥先生と和田¹�先生に�Î­い

ただき、生き物のįªを行っています。	

 

���� 

	 m¹度の取り組みは活動を４回ĲĈしました。	

第１回	 Ř月	 「打出浜干潟へ行こう」	 	 	 	 場所	 打出浜干潟	 	

	 第２回	 ７月	 「海の生き物について知ろう」	 場所	 打出浜小学校	 ĭ聴Į¨	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 第３回	 ９月	 「カニの標本を作ろう」	 	 	 	 場所	 打出浜小学校	 WbQB�	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

第４回１０月	 「ひとはくで学ぼう」	 	 	 	 	 場所	 人と自然の博物館	

�� 

第１回「打出浜干潟へ行こう」はŘ月３日（水）に実施しました。干潮時に河口へ下りて生き物を	

探しました。水のひいたĄい河口に９０人の子ども達が下り、

ďのīを見たり´�のĂĨをįªしたりďをひっくりľした

りして、たくさんのカニとヤドカリを見つけました。取った

カニはコcQナに入れていましたが、あっという間にいっ)

いになりました。三橋先生と和田先生に、カニがケフサイソ

ガニという��であることや、ĂĨが海のõ�にÁĕってい

ることを教えて頂きました。カニを一人１�入れ物に入れて

持ち·り、水を入れてyzにしました。	

感想をĶみますと、たくさんカニをÏまえて しかったこと、

Yドbっ1いòがついてĢったことやドbドbになったのがいやだったこと、たくさんのカニが±て

びっくりしたこと、カニの��がケフサイソガニと知ったこと、�を持っているカニがいたŎき、カ

ニにオスや\スがいること、持てなかったカニをıれるようになった�び等�、子ども達のŎきやĉ

見など貴重な体ōになった様子がわかりました。	

	 第２回「海の生き物について知ろう」は７月２日（木）に打出浜小学校へ和田先生に来ていただい

て実施しました。x真を見�ていただきながら、カニやイカ

など、海の生き物について�Àしました。感想文には、カニ

のつくりを�にİ説nきでĪしたり、初めて知った生き物の

生Çなどが書かれており、子ども達がカニやイカなど、ļĽ

な海の生き物に興味を持ったことがよくわかります。	
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ĥ屋¶ĕ打出浜小学校	 ３¹生	

 

	�め� 

打出浜小学校は、ĥ屋¶のáĖにq置し、�めĕて�	

に½てられた学校です。三ÓをZcシ^cにáŉは海に	

�まれており、自然が¯ない環境にあります。その中で

環境教育の取り組みとして、ĥ屋川のįªやojÖħ館

でÖħのįª等を行ってきました。３¹�に人と自然の

博物館の三橋¿¥先生に�Î­いただき、学校éの江尻

川河口が生き物の¦¼で自然įªに良い場所であること

を知りました。	

Ø¹度からは三橋¿¥先生と和田¹�先生に�Î­い

ただき、生き物のįªを行っています。	

 

���� 

	 m¹度の取り組みは活動を４回ĲĈしました。	

第１回	 Ř月	 「打出浜干潟へ行こう」	 	 	 	 場所	 打出浜干潟	 	

	 第２回	 ７月	 「海の生き物について知ろう」	 場所	 打出浜小学校	 ĭ聴Į¨	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 第３回	 ９月	 「カニの標本を作ろう」	 	 	 	 場所	 打出浜小学校	 WbQB�	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

第４回１０月	 「ひとはくで学ぼう」	 	 	 	 	 場所	 人と自然の博物館	

�� 

第１回「打出浜干潟へ行こう」はŘ月３日（水）に実施しました。干潮時に河口へ下りて生き物を	

探しました。水のひいたĄい河口に９０人の子ども達が下り、

ďのīを見たり´�のĂĨをįªしたりďをひっくりľした

りして、たくさんのカニとヤドカリを見つけました。取った

カニはコcQナに入れていましたが、あっという間にいっ)

いになりました。三橋先生と和田先生に、カニがケフサイソ

ガニという��であることや、ĂĨが海のõ�にÁĕってい

ることを教えて頂きました。カニを一人１�入れ物に入れて

持ち·り、水を入れてyzにしました。	

感想をĶみますと、たくさんカニをÏまえて しかったこと、

Yドbっ1いòがついてĢったことやドbドbになったのがいやだったこと、たくさんのカニが±て

びっくりしたこと、カニの��がケフサイソガニと知ったこと、�を持っているカニがいたŎき、カ

ニにオスや\スがいること、持てなかったカニをıれるようになった�び等�、子ども達のŎきやĉ

見など貴重な体ōになった様子がわかりました。	

	 第２回「海の生き物について知ろう」は７月２日（木）に打出浜小学校へ和田先生に来ていただい

て実施しました。x真を見�ていただきながら、カニやイカ

など、海の生き物について�Àしました。感想文には、カニ

のつくりを�にİ説nきでĪしたり、初めて知った生き物の

生Çなどが書かれており、子ども達がカニやイカなど、ļĽ

な海の生き物に興味を持ったことがよくわかります。	

	

	 第３回「カニの標本を作ろう」は９月１７日（木）学校	

で実施しました。あいにく天気が悪かったので、雨のかか	

らない屋外で作業しました。２種類の液を混ぜて樹脂を作	

ります。アルコール漬けになっているカニを入れ物から取	

り出し、樹脂につけて体中が樹脂におおわれているように	

した後、タッパーに置きました。その上から樹脂をかけて、	

カニ全体が樹脂の中にどっぷりと浸かるように樹脂を満た	

して完成です。自分のカニ標本を作るので、子ども達は三	

橋先生の説明を聞く時も作業をする時も大変真剣に、そし	

て慎重に行っていました。	

感想文には、樹脂を初めて扱うことの大変さと、三橋先生や和田先生の知識に感心したこと、カニの	

扱いに苦労したことなどを書いていましたが、どの子どももカニ標本の完成をとても楽しみにしてい

る様子がよくわかる感想文でした。	

第４回「ひとはくで学ぼう」は１０月２３日（金）に人と

自然の博物館へ行きました。三橋先生と和田先生に海の生き

物についてスライドを使って話をしていただきました。タカ

ノケフサイソガニとケフサイソガニの違いやダイオウイカの

話、カニにはもっとたくさんの種類があることなどを聴き、

そのあと、お楽しみにしていた自分のカニ標本をいただきま

した。話を聞いた後のひとはくの見学は、海の生き物だけで

なく、自然環境についてや生き物に対する興味関心が深まっ	

たようでした。もう一度ひとはくに来てゆっくりと展示物を見たいとか、家の人と一緒に来たい等の

感想がたくさん書かれていました。	

	

まとめと考察 

江尻川河口は校区にありながら、暗渠になっている小さな小さな川の河口で、普段は子ども達が入

らない場所ですが、生き物探しをすることで、たくさんの生き物が棲んでいるという事実を知りまし

た。また、活動時に三橋先生や和田先生に専門的な知識をお話し頂いたことで、干潟や生き物や海に

興味を持つ良い機会になりました。人と自然の博物館では、三橋先生と和田先生が楽しくわかりやす

く研究されていることや研究成果についてお話をしてくださったので、研究することの楽しさを感じ

ることができました。	

このたびの環境教育の取り組みをきっかけとして、子ども達は、通学路から見る打出浜干潟は、潮

の満ち引きがあり、潮が引くとたくさんのカニやヤドカリやフナムシがいて、砂の中には貝などが棲

んでおり、潮が満ちているときには魚が泳いでいるなど、自然の営みが行われている場所であること

に気づきました。登下校の途中で干潟を見て、「水が引いていたよ」とか、「白い鳥がいたよ」とか、「魚

が見えたよ」とか、教えてくれるようになりました。興味関心が広がって自分で詳しく調べる子ども

も増えました。貴重な打出浜干潟の自然を守るのも、壊すのも人間です。打出浜干潟をきっかけに、

自然を大切にする子ども達が多く育ってほしいと考えて取り組んでいます。	
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�も植物?4)�とり�� 

 
£Ðć�	 中¤¶子	 中çć絵 

ľレTンVーPĿ	

	

は��に	

植物画とは、植物をďĕと科学のôで描く絵のことをさします。

私たちレTンVーPは、dとĊèの博物館で毎年��Îに、そして

�i5にはù戸¥立ØÓ植物�で、¢学 � 年生から中学 � 年生を

対象とした「こども植物画教室」をÀ¬して �� 年ôになります。

そのとりく5をごĂeします。	

 

 

<%#* 
私たちの植物画教室は、Ï、描く植物を子どもĨがĩぶとこ>

から�まります。色鮮やかなđĎやおいしそうな実をhけたÕな

ど、博物館の先生方が採集してくださった植物はどれもļ�的。

「何を描こうかなŀ」と5んな真�なĖ´でĩびます。こちらも

Ć«する瞬間です。ôをĢかせながら描きたい植物を見つけた時

は、ほっとします。そして©¦について、c感をsかせしっかり観察します。 
 
 

この©¦もtªや�Ĩどうしが�じFループになら

ないようになど、描くことに集中できるようī»して

います。ÝにÛ�を考え、デッサンから彩色2と進ん

でいきますが、子どもたちのDUDUした��心に�

りäいながらのBMNイIを心がけています。低学年

は一Éでf上げ、高学年Z中学生はbÉ続けての}作

です。 
 
 

 
 
Û�Zデッサンは、ま�植物をよく観察するとこ>か

ら�まります。博物館の先生にĜÊを�けながら、ルー

Sや時には実mĸ®įなどを使い、その植物のê¯をつ

かんでいきます。Ďや葉っ/だけでなく×っこやÔ実な

ど、実Ĳの大きさに²実に、またはÁ大して、鉛筆でし

っかりと描いていきます。彩色は私たちの作った色見Ð

を参考に、実Ĳの植物の色に近$けるよう絵のxをã�、

うす�りで色を重+ていきます。êに¢学生の絵のxはñ色Čく作られているため、植物Ð来の色を

a~にã色して作った色見Ðは、子qたちにĜÊするための±Ĵ品となっています。 
  

+(２->�作&です 
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神戸市立森林植物園 提供 

せっかく描いたデッサンがつぶれないように、水の量を	 	  
加減しながら慎重に進めていきます。慣れない面相筆を使	  
っての彩色に、最初は戸惑っていた子どもたちも、だんだ 
ん筆使いが上手になっていきます。低学年で筆がまだ上手 
く使えない場合は、色鉛筆を使ったりもします。葉脈や茎 
に生えた毛など、細   
かい部分に至るま 
でしっかり描いて 
ようやく完成です。 
色々な過程があり

ますが、見たままを描くこと、観察することが何より重要で

す。一生懸命観察すればするほど、筆が進まなくなることも

あるくらいです。絵が上手下手ということより、探求する姿

勢が一番大切だと考えています。 
 
そして、出来上がった作品は、植物と対話しながら描きあげた素晴らしいものとなります。子ども

たちも私たちもわくわくする瞬間です。絵とともに、誇らしげな顔も印象的です。続けて来てくれる

子どもたちもいます。低学年の頃は、他のイベントに参加してしまい途中でいなくなったり、パレッ

トがプールのように色の洪水になったりと、私たちをびっくりさせていた子どもたちも、会うたびに

身長も高く、描く姿勢も落ち着いてきて、その成長には驚かされます。そして、作品も年を追うごと

にしっかりとしたものとなり、毎年国立科学博物館で行われる「植物画コンクール」で入賞する子ど

ももいます。私たちも成長する場となっています。 
 

おわりに 

学校の授業で絵を描く機会はありますが、植物だけに集中して取り組めるこの教室は、他にない貴

重な時間を与えてくれると思います。子どもたちには、植物を身近に感じ、真っ白だった画用紙から、

完成した作品を見たときの充実感を味わってもらえたら、またそのお手伝いができれば、何より幸せ

です。植物画は画材となる植物がとても重要です。いつも色々な植物を採集し、新鮮な状態で準備し

てくださる博物館の先生方に、心より感謝申し上げます。 

休憩中は気分転換も・・ 

皆、集中しています！ 採集作業は下見もかねると２～３日かかり、 

水あげも心配です。 
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ÛĢçØƢ�ƈÔ学Ô学ƕĵ学ŁŊ科Ɠé植物Ëƣ	

 

*$,に 

	 ďĕでもíく知られる[うになり、üÖŞが多くなっているボタニカルアートは、植物学的な

Ƣ�otanicalƣ絵画Ƣ
rtƣというûÃで、科学úとŤ術úb©AĆった絵のことです。	

	 BのĞ¾は¼く、¼¢からŧťbŮ³8るたXに描かれて6ました。Bして����	�ŒのÔš

ĥĒ¢には、�ー�v}のÊ*がĎたにĹŮしたÔƖZê*でŮG8たĳしい植物bŵƏするĂ

ğとして、植物学Şと植物画家がƃċし植物のİõbĝłにūした絵として描かれました。	

	 ďĕでもĢĀĒ¢、ĕť学ƢŧťbŁŊする学ÆƣのĹèとともに植物Éźが描かれ×Xまし

た。BしてđĤĒ¢には、ĕť学が植物学SとÒaり、植物のŁŊがƄèするとともに植物画も

多く描かれる[うになったのです。�����ŉƝ£�の植物bÅÂし、ďĕの植物³Ɲ学のÏŃb

Őいた�人として知られるĮƋàÕƆの-Ôďĕ植物÷.は�ĸにŷるÉźであり、植物³Ɲの

ƙÔÿである-ĮƋďĕ植物ÉƑ.は、現在までČŴbƊN、ďĕでĔも多く·Ķされて6た植

物ÉƑの�Gとしてíく知られています。	

	 現在では、科学ú[りもŤ術úbġXたボタニカルアートが描かれることが多い[うですが、

fk�qのj�ーĲŋ植物ËƢ��e	�o%al	�otanic	
ar�ens�	�e$ƣなKでは、専éのボタニカル

アーweqトƢ植物画家ƣが在őして3り、植物学Şのćńb»8ながら、植物のĘƂbĝłに

ŶŔに描くことでŉのÁÝƢŮ³8ることƣにñŋてるという、科学úにƊĪb3いた	

Scientific	IllustrationƢ科学的な植物画ƣb描いています。ųいĊえると³Ɲ学のたXのÉ

とųえます。	

	 ĮƋàÕƆの植物画も科学úにƊĪb3いた植物画といえます。この[うな	Scientific		

Illustration には植物の に、ĐŨ、¹物、ƠƝ、ƟƝなKb描いたものがあります。	

  

izZUx)Sh 

 
5EKkndjT~��� 	���� ������
 �������� Kew） 
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	 Ņは、j�ーĲŋ植物Ëで、Scientific	Illustrationのćäb»8る機会bóました。Ņが

これまで描いていた植物画のƛÎbはるかにŽえるŗƞでしたので、Bの�Ōが紹介で6ればと

思っています。	

	 j�ーĲŋ植物Ëでは、��	�ìから植物学Şと植物画家のƃċに[る	�otanical	�a�a&ine	

Ƣボタニカル�ip�ƣb´ũし、現在も	�urtis's	�otanical	�a�a&ineƢカーweqボタニ

カル�ip�ƣとしてŚいています。°§®はðŢですが、ïý学的なİõはąÔし、��ơf

�lで描くという	Scientific	Illustrationの¥ŘもÒaりまAん。ďĕの植物もč多く描かれ

ています。	

5EKkndjT[\)B;?3H/K=0:> 

�������� ������
�� ��������~3K=0: B;?3H C49J�)ro' 

������
�� ���R+

�������
 ������������)_uAK9 
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�������
 ������������-`�wm 

	 Ņがj�ーĲŋ植物Ëで	Scientific	Illustrationのćäb»8たのは、��科bŁŊしてい	

る植物学Şとjl科bŁŊしている植物学Şからでした。	

	 Scientific	Illustrationb描くƅňb、BのĒのŗƞbRまえてŹđしたいと思います。	

	

	 ま@、植物学ŞからŁŊáŻのĚĕbĨされると、Ĕµに+�a�itƢ{~vトƣ,とÄばれる

Ŏ­の°§®b描6ます。ĚĕはĄしŦにされているたXしばしば�Šīなïになっていること

がありますが、BっくりBのまま描くのではなく、で6るƔりŠīなęØで、�GİõがƘれて

いるƇ³はŮえる[うにア��pして描6ます。	

	 Bのò、ţの³űÉなKのƇ³Éb描6ますが、これはあらか>X植物学ŞからŵƏすT6İ

õbşいてqmvuしてい6ます。	Ěĕには、ţZŦなKの¬¶のƇ¦が½œにżり¡8られ

たâŏに«存されているのですが、ţの³űÉはBれらbĶいて描6ます。	

	 ţの³űはŠ³でũうのですが、Ěĕの�ĭしているţb³űするには、ま@Bのţb3ĩで

āすとこ`から×まります。j�ーĲŋ植物Ëには専Ķの機Çがあり、とてもåさな��f}�

ÍのƎなTにĠと�ĭしたţb¯れ、Bの機Çに�AるとčĺîのĬとŔかいĈ¹でţがĖらか

くなります。Ėらかくなったţbºり²し³űしますが、ƚëにåさいţなKは��}�ートに

žA、ƜôƐbů6ながら��svトとƌの[うなyf�で³űしてい6ます。³űしたBれC

れのƇ¦はƜôƐbªってąÔして描6ます。	

	

	

5EKkndjT)gaY 
ga 

}]{&s%56ldj)c| Qt#%CDldj)q 
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	 Scientific	Illustrationには必@ĝłな­ı、もしくはqmール|ーƢÞƗのÔ6さbńす

たXにÉまたは写真の�にē6¸えるľśƣbŵžするので、³űÉbqmvuしているĒは、

ąÔしたnfrbĝłに描6、­ıbøれ@��して3くことがƊ要となります。	

	 すTてのqmvuは、植物学Şのugvlb»8ます。植物学Şのł認がħWと、BれCれの

qmvubト�ーqœに写し、BれらbŖVÀaAてƉŝしĘÉbģXるのです。	

	 すTてのÉが描6写Aたら、��で��9てũ6ます。ƍōの[うに¨îもĦして描6ľAる

a8ではないので、�ĕ�ĕのśbþƊに描6ſんでい6ます。	

	 Ĕòに、描6�がったBれCれのÉのěにƍōでqmール|ーbē6ſんでÜÿです。qmー

ル|ーE8ではなく、œのŬに¿Éのj��o���Ƈ¦のÂŇ�­ıŎ�bēくÐÀもありま

す。	

	 Á>科の植物b�ƁのƅňbŜりƀして描くことで、Bの科の植物のİõb知り、植物学Şが

必要とするBの植物のƇ³ÉƢƊ要なƇ¦ƣがŠīとaかる[うにもなるのです。	

	

yQS-P#%>IK:o'NL vM)p X^#%p 

Oeb)fV 
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さいごに 

	 ボタニカルアートはこれからますますたくさんの人に親しまれていく絵であり、皆さんの目に

触れる機会も増えるのではないかと思っています。	

	 今回ご紹介した	Scientific	Illustrationという科学的な植物画が、写真という技術がある現

在でも必要とされていて、専門に描く画家が少ないながらも存在するということ知ってもらい、

これから少しでも多くの人に	Scientific	Illustrationが認知されればと思っています。	
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@JDHB;A@F�:G�の»M³察Ç�}川 

 

.!めに

µ��� 

�� ��めc¸VにU�¥²によ7:Gの»Mµ�とe水»Mµ� 

�_cをÃ/·,7:G 
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�� :Gの£]z&�りと#の~の»M:Gの�[µ� 

©  � 

�� ��めc¸VにU�¥²によ7:Gの»Mµ�とe水»Mµ� 

����めc¸VにU�¥²によ7:Gの»Mµ�

 

��e水»Mµ�

� ¬  � 

¸V '�7��めc 

c¸V(大��な%た�_z�の¯tをÃ/·,7:G 仁川合流Tº ªれ(:G�§´されたの.Zめ' 
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X}¦のµ�©�ÆlquのR� � ���水½Å�、 

°huのR� � ���水½y¾ 	�� L �、 

��
 _R�Æ�o、�oと3 �(�水�Wにより、

e水\ '�7� 

�jpの �� _R�Æ�o. �(�水�Wによりe

水\ '�7�、�o(.�水�Wによ7e水\.

´め5れな�� 

�Äm�水dTº � _R�Æ�o、�oと3�水�W

によ7e水\.´め5れな���¦ 
� より� 

xv�の��めc�大�w��� sQ¸VOの��めc 
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�� :Gの£]z&�りと#の~の»M:Gの�[µ�

aN水を�みM�7Äm�水d 

¼®��d�aN水を�みM�7� ¤のR�EJCkn 

���O�:Gの£]z&�り  �_z�sN流(川{を

��'KÂを±�=I@<>?を¿� 

Á�¨�の���=I@<>? 
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まとめと考察 

謝  辞 

参考文献 

大雨の出水により度々攪乱され、新たな自然環境を生

み出す仁川合流域 
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園芸福祉活動	の $成果と"園������の活動��いて 

	

ėĄ	Û介Ĩ��ÈïÝ©}園ĩ	

	

���� 

	 ��ÈïÝ©}園ĨÞē��ĩは����­にオープンし、ù����の®大な園内に�¤»�のÔ�な

植物や、ÞēªのĢいÝとóが®がり、ĞÃ感のあるÊ観を提供している。	

その²、����­には«Øと�同を進めボランティア�xであるÞēª��ÈïÝ©}園EラYĨ·

òĪÝ©フレンLĩをČô�れた。Čô°�から園芸福祉、}園DAS、園芸活動、A[ンRwåを

Ðとして活動を進めている。	

s�は園芸福祉にスポッRを°て、活動のÔ£やボランティアサポーターの声を紹介する。	

	

「園芸福祉」と� 

	 ��ÈïÝ©}園でąっている園芸福祉はÞēª内のġがい者ÂÀMンター「0った�」のÆた%

に×Ì活動に参加してもらい、植物を使ったEラフRxħや花植え、園内散策などをして一緒に楽し

む活動である。活動にĠして~¯ë園芸療法士のÆをĖえることでプロの視âからアSWAスをもら

い、äきた植物をûÎにr感を�áするようなプログラムを実Çしている。また、参加者との¾しÆ

などに'いてアSWAスをもらっている。	

	

園芸福祉�����の�! 

	 【植物を使ったリース作り】	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 

 

   

 

 

 

 

	

●VーR�リース作りのĐÈ 

s�はローL^リーを��にして

リース作りをした。äきたローL^

リーの感Ċや、Ħりを楽しんでもら

える。 

●リース¥成²の記念�ì 

●参加者が制作したリース 
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【園内散策	 コスモスの観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「園芸福祉」活動のねらい 

	 園芸福祉では、植物を使ったプログラムを楽しむ中で参加者に癒しの場を提供することで、以下の

効果をもたらすよう活動を進めている。	

l 参加者のコミュニケーション・作業能力の向上	

l 参加者同士の親睦を深める	

l ボランティアサポーターも一緒に楽しんで元気をもらう	

	

「園芸福祉」の成果として ～サポーターの声～ 

園芸福祉の活動においては、上記のようなコミュニケーション・作業能力などの向上を常に意識し

て園芸療法を実践しているのではなく、基本的には皆で楽しく過ごしてリフレッシュすることを重視

している。ゆえにデータを記録しておらず、その成果を実証することはできないが、サポーターの声

を抜粋し活動がもたらす可能性として紹介をする。	

l ずっと返答をしてくれなかった参加者がどこに押し花シールを貼るか聞いたら「ここ」と教えて

くれた。	

l 七夕の飾り付けで、短冊に好きな単語を書くことができた。七夕の歌も歌えて成長を感じた。	

l ある参加者は食事制限があり、普段は笑顔が少ないそうだが園芸福祉のときは微笑んでいた。	

l サポーターによるオカリナ演奏のとき、参加者の大好きな歌が始まると踊りや手話をしてくれて、

とても楽しかった。	

	 	

●紅葉を見ながらコスモス畑へ向かう ●コスモス畑で記念撮影 
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草葺きの住居に住んでいた [3 れ��兵庫の草葺き屋根[ 

 
/とはく地域研究¸	 山崎	 敏昭 

 
 �.は�めに 

Ůは、/とはく地域研究¸として、三田市域を中ĀにĎŨ地域や丹波地域、丹ü地域の草屋根をƠ

ねてƟƻしています。数g年にさかの5るŮたちと草屋根のおつきあい。まだまだ�Àと思わせる、

人や住居、地域との出会いに�ļ$けられています。	

さて、「草葺民家」についてŢさんはどういうH]ePを持つでし=うか。今の田園風景のなかのİ

ŏで屋根を葺いた建ŏを、「茅葺民家」と¶1ŢさんがÍいことでし=う。それもĶƞです。今ある民

家の屋根のŽĤは「茅ǐJ^Ǒ」のものがほとんどだからです。 
QQKůのİŏの通Űである「茅」は、草のなかでもhÏでƼ持ちする屋根葺きに持ってこいのŽ

Ĥでした。けれども、ÎきなJ^場がない地域では、少ないJ^をŋめておいてŤ互にやりくりし、

lƪした分はà�をćってƨ�しなけれ.なりませんでした。 
そうした理由もあって、昭和までは、いろいろなŽĤで葺かれた屋根がありました。Îきな川など

がある場所やŊがある地ĕでは川¦やŊéにƇřする「ƒ」を�い、田ん5やşのÍい地域では「Ų

わら」や「Ǎわら」、Ÿや1がÍい地域では「Ÿ」などが�われていました。また、Ƙ面が「茅」であ

っても屋根の[a_e\をÊすためにŲやǍわらを�っている家がĜ通でした。©Ŵの時、MンXH

ンなどのĴĭで「わら」をžかく�んでしまう今では¥って「わら」を集めるĕが、「茅」を集めるよ

りもÎ変かもしれません。 
今回は、こうしたİŏで葺かれた屋根を「草葺ǐくさ1きǑ」屋根としてお話をưめます。草屋根の

ķ­は¬く、おそらくŮたちのū�がĢのjのř活から、草¦2とř活の場を移した数¡g年からの

ķ­があると思われます。また、日本だけでなくħǛħ£GPG、`ebTY、GZaJ等、òく世

Ş各地でいろいろな草葺き屋根がƛられます。 
 

�.�とは�,Tの草葺き屋根 

	 /とはくǐ�÷ťŶ人とƌŎの¤ŏǉǑが�Ɔする�÷ť三田市µƭは、「摂丹型ǐせったんがたǑ

民家」と¶.れる民家Ǉ型の分ï½の西Ƅに�Ɔします。摂丹型民家は、屋�の¿ƽとój部分をƅ

割りにし、ój部分をĶ面から「IンLǐƄ�Ǒ」、「NOKǐöēǑ」、「SHVMǐ居ƽǑ」、「WンVǐż

戸・ÝØǑ」と一�にƷƆする民家のǇ型です。また�Ĺ屋屋根の三ƝúのÑ�をĶ面にƛせることも

Őÿとされています。このǇ型の分ïは、明ŀ時代までの地域区分であった、摂ņ国の北部から丹

波国、xƶ市Ɨを含8山Ä国の一部に/ろがり、

Őに数Íくみられる北摂ņから丹波ǋ¦の地域

摂摂摂丹丹丹型型型民民民家家家ののの分分分ïïï

域域域   

�とは�の$M 
 

図\ W らとVGRいの草葺き民家N 

  ǐ三田市ǋð地区Ǒ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ǐ®ǑA"/民家の(;0 
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名にちなみ、1970年代ü¢から「摂
丹ǐせったんǑ」型と¶.れるように

なりました。 
 

�.草葺屋根の.0? 

	 今日の建築学や民�学で用いられ

ている民家のǇ型は、部屋のƷƆに

よる分ǇがÆ本となっています。け

れども�÷v国ǐ摂ņ・ĎŨ・丹波・

�Ǌ・ňƫǑや、ǀČのxƶô丹ü、

丹波地域の民家をƠねてみますと、

ð面だけでなく屋根のúも地域それ

ぞれにƲっています。 
	 ơみに、/とはくµƭの「摂丹型

民家」の屋根をũしますǐ» 2Ǜ5Ǒ。
�Ĺ屋屋根のá屋根部分を「破風ǐは

0Ǒといいますが、その部分にŅţ

していただくと、xƶô、Îƿô、

�÷ťとおも8きが変わっているこ

とがわかります。また、�÷ť�で

もĎŨに近い三田市µƭのĘġǊƴ

と丹波地域、Îƿôに近いƿ神地域

の西摂ðƸとではĳÒが変わってい

ます。破風をùƤすることが摂丹型

民家のŐÿとされていますが、×は

分ï½のなかでÎきくĳŤがƲって

いました。 

	  
»ǔ：摂丹型民家の破風のĘ観	 Îƿô域 

ÎƿôƋ�町Ęł家住Ôǐí：�þü、®：移築ƞ�中・破風板のªり|けőŁ

がよく観ÞできるǑǒ§考文Ŕより 

Ǔ

ǔ 

Ǖ ǖ 

»Ǖ：摂丹型民家の破風のĘ観	 xƶô域 

ǓƂ部市ǐĘ地ŗų町ǑèƎ家住Ôǐ�理�Ǒ、ǔrè市Ĭ家住Ô、Ǖrè市中

川家住Ô	 ǖĘ園部町áĪ家住Ô、	

ǒ§考文Ŕより 
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	 こうしたĳŤのƲいについてÎìさんにƉいても

ƍく分かりませんでした。そしていろいろとƤ3る

と、どうやら屋根の葺きĕがƾわっているというこ

とがわかりました。ľ戸時代の文Ŕや¬文ğには、

ĎŨの三ĢのÎìさんが丹波や丹ü、xƶにでかけ

ておßや神Ū、民家を建てていたことがƟされてい

ます。また、三Ģ~ÌにƏŒやÜ山のÎìさんも来

ていたようです。けれども屋根葺きはこうしたÎì

さんƱのǅ域ではなく、屋根職と地域の人たちが一

ƃにやっていたということが、今残っている民家の

屋根のĆŃやƟƻからうかがえます。 
 

 

 

Ǔ 

ǔ Ǖ	 	

ǖ Ǘ

ǘ Ǚ 
»ǖ：摂丹型民家の破風のĘ観	 �÷ť域ǐǓǑ 

Ǔ丹波市Ę̈ w家住Ôǐ�理�Ǒ、ǔ篠山市二qÂの住Ô、Ǖ宝塚市近谷家住

Ô、ǖ猪名川町ŉĽ谷家住Ô、Ǘã崎市ðŌ家住Ô、ǘ川西市ŉĽ家住Ô、�

川西市ŭ田家住Ô	 	 ǒ§考文Ŕより 

Ǔ 

ǔ 

Ǖ 

ǖ 
»Ǘ：摂丹型民家の破風のĘ観	 	 �÷ť域ǐǔǑ 

ĘġǊƴ域のőŁ 

Ǔ神戸市¹ǌ家住Ô、ǔ西Ù市Į本家住Ô、Ǖ三田市Ʃ

Ĩ家住Ô、ǖ三田市Ƨā地区�の住Ôǐ�破風«がないǑ

ǒ§考文Ŕより 
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4.屋根は変化する？！ 

	 屋根葺きの職人さんに伺いますと、昭和の中ごろまでは、各村に一人くらいの割合で屋根葺き

の職人が居たといいます。何故なら、村々で少ない茅をお互いに融通したり、わらを持ち寄り、

毎年どこかの家で葺き替えの仕事があったからだそうです。また、屋根の葺き替えも今みたいに

一度に全面というものではなく、今回はこの面、次はその面とそれぞれに傷んだ場所から順を決

めて部分ごとに、屋根の点検を兼ねて葺いていたそうです。 
	 やがて、蓄えの出来た家から瓦葺きとなって行き、そうしたつながりから一軒、また一軒と抜

けて行き、互いの茅やわらの融通も難しくなり、屋根職さんも屋根の板金屋さんに変わり、今や

トタンや鋼板覆いの家がほとんどで、草葺の家は数えるほどになっています。 
 

5.草葺屋根のこれから―「草葺きの住居に住んでいた」過去形にしないために― 

	 今なお、三田市や神戸市北区、篠山市、丹波市、猪名川町、宝塚市西谷地域、川西市北部は、

鋼板で覆われた草屋根も含めて 3000棟近くが残る、全国でも屈指の草葺屋根民家地域です。こ
れらの草葺民家は、建替え等で徐々に失われつつあります。 
草葺屋根が失われることについて、いろいろと話題になります。人の暮らしとともに草屋根が

どのように守り伝えられてきたのか、そのあたりの所を明らかにすることが、次の世代に継承す

るしくみ作りに寄与するのではないかと考えています。 
日本の伝統的な田園風景を伝えるもの、なつかしさを感じさせるものとして語られる草葺き民

家のうち文化財や観光地化などで活用されているものはごくわずかです。ほとんどの民家は今も

現役の家です。その屋根の下にはそれぞれの家族の暮らしがあります。	

時代とともに暮らしは移り変わります。文化財の遺構としてではなく、人が住み続けている理

由について、また住み継いでゆく理由について、考えて行きたいと思います。	

 

引用参考文献：山崎敏昭・黒田龍二 2014.06「摂丹型民家における破風考」『日本建築学会近畿支部研究報告集』	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
第 54号 

	  
図６兵庫県指定有形民俗文化財旧東家住宅（宝塚市）の今と昔 



共生のひろば　2016 年３月　 54

兵庫古生物研究会 発足からの一年［活動紹介］ 

  

兵庫古生物ďē会 
	

はじめに 

æ年９月に「ひとはく連携グループ」になったばかりで、�回の共生のひろばには初めての参加とな

ります。ÍÛ27年Ő月に発足した出来Ĕてほやほやのďē会です。	

ことの発ĕはæ年の共生のひろばでのことです。代表の岸本が来館者のä�とįをする中で、地�兵

庫県の化石産地をめ)るセミナーが÷どないこと。化石を発見した時のęèらしい�ŋをより¶くの

ä�と共ëしたいこと。4Xな思いからëÖœ名で兵庫古生物ďē会をĔち}+ました。大学やďē

員の先生äにň問をおņいし、19名（本年１月ć°）の会員で活動をしています。Á学生～aニYま

での、化石採集や古生物が大¹きな人たちばかりの集まりです。最近、化石採集をºめた人から30年

以}も化石とつき合っている人までô�です。ĊØもいれば¸Øもいます。Àå�員で参加されてい

るご一Àもあります。以下にこの一年間の会の活動をĚ�します。	

第11回『共生のひろば』には、会員所蔵の化石展示で参加させていただきました。会員一人ひとりの

思い出いっEいの標本です。	

 

2015活動紹介 

�2015年Ő月	「兵庫古生物ďē会」の発足	

ひとはく連携活動グループをīĿに�れながら、ëÖœ名で兵庫古生物ďē会を発足させました。		

	

★第１回例会	（2015/3/22）	 	 	[参加者７名]	

『和泉層群北阿万層（淡路島）での化石調査会』	

代表の岸本が自分のďē・調査のためのmィールドの一つとしている淡路島の和泉層群（Č�

紀後ì）での化石採集会です。初めての例会で、7名と参加者は少なかった

ですがYンrナ[fや[jセs

qb��ï貝�、bナrグtのă

などの化石を採集することがで

きました。	

	

☆４月定例調査（2015/	/18）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

本会では、年間に３回đ度の例会（採集会やď�会など）をÝちたいとĞ"ていますが、ここ

でĭ!「定例調査」とは、「例会」とい!位Ĝづけではなく、岸本代表�人の調査・ďēのた

めのÉ検に同行するとい!Òをとっています。	

	

☆œ月定例調査（2015/5/31）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

★第Ő回例会（2015/6/13）	 	 	[参加者5名]	

『人と自然の博物館セミナーĠĳ「生物āûģ	

Yンrナ[fのĲ」と収蔵庫見学』	

	 	 	 セミナーでは、Yンrナ[fの殻のóĺなどの	

	 	 	 おįや化石のvプt]づくりをしました。	
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	 	 	 セミナー終了後、菊池先生のご案内で収蔵庫の見学をさせていただきました。	

	

☆７月定例調査（2015/7/26）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

☆９月定例調査（2015/9/13）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

★第３回例会（2015/9/27）	 	 	 	 [参加者10名]	

『兵庫県養父市関宮での化石採集会』	

この地域には新生代	新第三紀	中新世（約2300 万年前～約500万年前）の北但層群が分布し

ています。近くのコンビニで待ち合わせをし、車で産地の近くまで行きました。山道を歩くこ

と約10 分。この地は、貝殻が溶けてしまっていて、いわゆる印象化石で特徴づけられる化石

産地です。１ｍ位もある岩塊を大

ハンマーで割り、岩の中から化石

を探しました。	

	

	

☆10月定例調査（2015/10/18）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

☆11月定例調査（2015/11/15）	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

■『古生物喫茶』（2015/12/13）	 	 [参加者11名]	

岸本代表宅にて、同氏所蔵化石標本類の見学と解説。化石産地の情報交換や来年度の採集地検討な

どについての意見交換を行いました。おにぎり

やサンドウィッチ、菓子類をつまみながら和気

あいあいとした時間を過ごすことができまし

た。最後にくじ引きで代表や会員から化石を頂

きました。	

	

☆１月定例調査（2016/1/17）[参加者12名]	

―淡路島の和泉層群北阿万層ほか―	

	

	

★第４回例会（2016/2/11）	

『人と自然の博物館	 第11回「共生のひろば」へ参加	』	

	 連携活動グループとしての積み重ねも少ない本会ですが、化石標本の展示で第11回共生のひろ

ばに参加しました。兵庫県内産の化石標本を展示できればよかったのですが、何しろ発足以来一年

ですので、県の内外を問わず会員所蔵の「思い出の化石」を並べてみました。『腰を下ろしたとき、

足先にあった化石。帰り間際の最後の一撃で見つけた化石。何回も何回も採集に行き、やっと見つ

けた化石。初めての採集での大物・・・。』	 	“	思い出は	 priceless ！”	
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.ÉŦĈ1Õq2?+-īC(ƌƏ.ī±.4Łũ.�B/"D41��"C@3n.=大野.¸©

3�B Corbula sp.(��ſČ 1996�4đĎ´3ĭ»を示すrÿŭ.�yâ¡ĭ»をś�Bj.ſŤ1
Ťŕ.�B�9(ėý×3�ž3��ĕ岩層�内田ĕ岩層e¶ŏ 1990��@4�1990 Ú}�@¼�3
ĚăĮħř3į��ļ@C-�B�"/2ĄħƑåŊXUcPJbSƐJZL[Ɛ>\PPJbS

ƐeƓ長Ŋ10大³ĚĮĥšƐ3į��ļ@C-�B�"C@/�2¼�3rÿŭƐ3į�をťB�

Inoceramus shikotanensis, Periploma ambigus, Nanonavis amakusensis ŎをöŶ2į$�
Inoceramus Ì3仲Ƅ4ċá 50gŵ�=39.ť@C(�Acila sp.,Ostrea sp., A. (A.) obsoleta, A. 
(Microtrigonia) amanoi, A. (M.) minima, Eriphyla sp. Leptosolen japonica, Amakusatapes ovatus , 

Periploma sp.10をŧB�'C@4£ċ.3įĩ�¼��"3"/4ĚÜ3ĭß�ħ3ĮĴ�ľ�¼
�ŧ@CB"//�2·Ňĭ»をíÇすBſŤ1ìć/1B� 
�� �,# 

淡ŲÑ3ªē層ř3øjž層/#CB下灘層4�下灘ĶŝQbTŰĕ岩層/ł岩層3s層�Û��Ø

$-�B��ľ4ĚÐ3ųľł�WR^fb��@¼�ť,�+-�A��Â3Ŝ�=3�¼��下灘

ĚÐ.=西地´3仁頃e地野.4ĶŝQbTŰĕ岩層��Ø$-�A�仁頃.4Eriphyla (Eriphyla) 
japonica を¼į$�Periplomya grandis 3£ċをöŶ29(Panopea sp., Panopea (Myopsis) cf. 
nagaoi HayamiをŅ2:B�地野.4S`dYŹ�2?A.�(/ä�B�ł(rip-up clasts)を§;O
dNafQ_d�$(層ĝ�@4¼�3rÿŭƐをįすBE. Japonica, P. grandis 4$5$5§9C
-�B� 
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	 地野3þže大川3ĕ岩層�@4Nucula sp., Acila sp.Ŏをį$�9(地野þž3ĚÐųľ2Řŝ3
ĕ岩をµŰ(matrix)/$(ł岩2大Ɓ3ƊÞ3Nanonavis splendensを§G)=3��B� 
	 払川>Îý3ÎƄž3Ē2ĕ岩層3ƌƏ�¼�īC-�B�ą$-�ľ3§ù4Ê1��払川.4

Ĩ2 Inoceramus ? awajiensis を¼�į$�"C@3ƊÞ3=3�ÅƉ$(®º=ť@CB� 
þž地´3¤野e黒岩3ĚÐ.4 50cm ~j=�BWR^fb�ź+-4ĚÐ2Ĕę2?+-é*j
!@C-�"C@2Hd\VITƐ10/�2rÿŭƐを§G.�(�Ĩ2Nanonavis splendens4
WR^fbn2£ċ.§9CB��Ɗ�æ���4¯Ƌ1=3�¼�� 
9(ĄħĦを¼�§G)WR^fb24PortlandiaÌ>CorbulaÌをƊÞ.ÅƉ$-§G.�B"/
��B� 
��.��/��� 

産 出 化 石 リ ス ト   

� 化   石   名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  淡路島の和泉層群での産出層準 

FAMILY 学      名	  西淡層 阿那賀層 北阿万層 下灘層 

1 ƹƼƥǂƺƣǇƟń Nucula cf. amanoi Tashiro   �  

2  Nucula (Leionucula) shichensis (Ichikawa & Maeda)  � �  � 

3  Nucula (Leionucula) azenotanensis (Ichikawa & Maeda)  �  � 

4  Nucula (s.l.) izumensis Ichikawa & Maeda    � 

5  Acila (Truncacila) yoshidai Tashiro & Otsuka �   � 

6  Acila sp. �  � � 

7 ǄƠƵǇƟƣǇƟń Portlandia izumensis Ichikawa & Maeda � �  � 

8  Portlandia cuneistriata Ichikawa & Maeda �   � 

9  Portlandia obliquistriata (Amano)    � 

10  Portlandia forcata Ichikawa & Maeda  �?   

11 ƩƧǄơƣǇƟń Nanonavis awajianus Ichikawa & Maeda �  � � 

12  Nanonavis turgida Tashiro ?    

13  Nanonavis amakusensis Tashiro & Otsuka � � �  

14  Nanonavis elongatus (Nagao & Otatume)    � 

15  Nanonavis splendens (Ichikawa & Maeda) �   � 

16  Nanonavis sp.   �  

17 ƩǀƪƱƣǇƟń Limopsis kogata (Ichikawa & Maeda)    � 

18 ƬƹƤƣǇƟń Glycymeris kogata Ichikawa & Maeda  �  � 

19  Glycymeris shimonadensis Ichikawa & Maeda     � 

20  Glycymeris shichensis Ichikawa & Maeda  �   

21 ƟƣǇƟń Brachidontes nankoi Ichikawa & Maeda �    

22  Septifer sp.    � 

23 ƶƵǇǁƣǇƟvń Modiolus shimonadensis Ichikawa & Maeda    � 

24 Ɵƴƫǀƻƪń Inoceramus ? awajiensis Matsumoto    �? 

25  Inoceramus balticus balticus Bohm �  � � 

26  Inoceramus balticus toyajoanus Nagao & Matsumoto  �   

27  Inoceramus shikotanensis Nagao & Matsumoto   �  

28  Inoceramus miyahisai Noda   � � 

29  Inoceramus hetonaianus Matsumoto    � 

30  Inoceramus sp.    � 

31 ƟƬƾƣǇƟń Nippononectes cf. kozaii Tashiro & Matsuda   �  

32  Micronectes bellaturus Ichikawa & Maeda � � �  
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33  Propeamussium awajiense Ichikawa & Maeda � �   

34 ƱƺƹƣǇƩǅń Anomia sp. �  � � 

35 ƣƤ3仲Ƅ �1 Ostrea sp. � � � � 

36 ƨǆƣƥƣǇƟń Apiotrigonia (Apiotrigonia) obsoleta Nakano � � �  

37  Apiotrigonia (Apiotrigonia) tubeculata Nakano   �   

38  Apiotrigonia (Apiotrigonia) minor (Yabe & Nagao) � � �  

39  Apiotrigonia (Microtrigonia) amanoi (Nakano)   �  

40  Apiotrigonia (Microtrigonia) postonodosa Nakano � �   

41  Apiotrigonia (Microtrigonia) minima (Nakano)   �  

42  Yaadia obsoleta (Kobayashi & Amano) �    

43  Yaadia japonica (Yehara)     

44 ƮƤƣǇƟń Myrtea (Myrtea) angutaris Tashiro �    

45  Myrtea ezoensis (Nagao)   �  

46  Lucinoma sp. �    

47 ƹƥưǄƺƯǇƛƞń Clisocolus (Clisocolus) japonica Tashiro & Otsuka   � � 

48  Clisocolus (Clisocolus) crenulatus Ichikawa & Maeda �  � � 

49 ưƹƾƣǇƟń Izumicardia parva Ichikawa & Maeda    � 

50 ơǁƷƜǀń Eriphyla (Eriphyla) japonica Ichikawa & Maeda   � � 

51  Eriphyla (Eriphyla) elegans Ichikawa & Maeda    � 

52 ƨǇǂƣǇƟń Protocardia sp.    � 

53  Protocardia (Protocardia) koshikijimensis Amano    � 

54 ƿƤƴƞƩƬƣǇƟń Leptosolen japonica Ichikawa & Maeda  � � � 

55 ƨƥǀƣǇƟń Linearia sp.   � � 

56  Agnomyax elegans Tashiro   �  

57 ƹǂƪƬǇǃƣǇƟń Tenea japonica Ichikawa & Maeda  � �  

58  Izumia trapezoidalis Ichikawa & Maeda  �  � 

59 ƿƠƣƦǇƵƹƥǇǁvń Aphrodina izumrnsis Ichikawa & Maeda    � 

60  Loxo japonica (Amano)    � 

61  Amakusatapes ovatus Tashiro & Otsuka   �  

62 ƥƭƸǇƲƣǇƟń Corbula (Bicorbula) ushibukensis Tashiro & Otsuka    � 

63  Corbula sp.   � � 

64 ƤƳƹưƟƣǇƟń Panopea sp.    � 

65  Panopea (Myopsis) cf. nagaoi Hayami    � 

66  Panopea (Myopsis) elongata Tashiro & Kozai    � 

67 ƷƱƥƟƻƩń Teredo sp. �  � � 

68 ƢƤƱƣǇƟń Periplomya nagaoi nagaoi Ichikawa & Maeda    � 

69  Periplomya nagaoi brevis Ichikawa & Maeda    � 

70  Periplomya grandis Ichikawa & Maeda    � 

71  Periplomya sp.    � 

72 ǁƝƠƥǇƠƵƧǇǄƽƣǇƟń Periploma ambigus Tshiro   �  

73  Periploma (Periploma) nagaiyana Tshiro   �  

74  Periploma sp.   �  

�	 � : ¼į	 	 � : öŶ	 	 � : Ņį	 	 � : ¸©�A	 	 ģ� : üŁũ 

�1	 KM3仲Ƅ2ƅ$-4�Ì¦をĐ<�(�=3�¼��÷Äķ2Ostrea sp.2ïĬ$-�B� 
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標本図版3%               �    � 10mmを示す� 

Fig.1   Nucula cf. amanoi Tashiro 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.2   Nucula (Leionucula) azenotanensis (Ichikawa & Maeda)	 	 下灘層	 	 地野 
Fig.3   Acila sp.	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.4   Portlandia cuneistriata Ichikawa & Maeda	 	 	 	 西淡層	 	 倭人長田 
Fig.5   Nanonavis amakusensis Tashiro & Otsuka	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 

Fig.6   Portlandia sp.	  	 下灘層	 	 黒岩 

Fig.7   Portlandia izumensis Ichikawa & Maeda	 	 	 下灘層	 	 大川	  
Fig.8   Nanonavis awajianus Ichikawa & Maeda	 	 	 西淡層	 	 仲野 
Fig.9   Nanonavis awajianus Ichikawa & Maeda	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.10  Septifer sp.	 	 	 	 下灘層	 	 仁頃 
Fig.11  Apiotrigonia (Apiotrigonia) obsoleta Nakano	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.12  Brachidontes nankoi Ichikawa & Maeda	 	 	 	 西淡層	 	 倭人長田 
Fig.13  Modiolus shimonadensis Ichikawa & Maeda	 	 	 下灘層	 	 払川	  
Fig.14  Nanonavis elongatus (Nagao & Otatume)	 	 	 	 下灘層	 	 黒岩 
Fig.15  Nanonavis splendens (Ichikawa & Maeda)	 	 	 	 下灘層	 	 黒岩 
Fig.16  Apiotrigonia (Microtrigonia) amanoi (Nakano)	 	 	 北阿万層	 	 内田	  
Fig.17  Eriphyla (Eriphyla) japonica Ichikawa & Maeda	 	 	 	 下灘層	 	 仁頃 
Fig.18  Nippononectes cf. kozaii Tashiro & Matsuda	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.19  Inoceramus ? awajiensis Matsumoto	 	 	 下灘層	 	 払川	  
Fig.20  Inoceramus balticus balticus Bohm	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.21  Inoceramus shikotanensis Nagao & Matsumoto	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.22  Inoceramus miyahisai Noda	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.23  Clisocolus (Clisocolus) crenulatus Ichikawa & Maeda	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.24  Panopea sp.	 	 	 	 下灘層	 	 仁頃 
Fig.25  Panopea (Myopsis) cf. nagaoi Hayami	 	 	 	  下灘層	 	 仁頃  
Fig.26  Leptosolen japonica Ichikawa & Maeda	 	 	 	 北阿万層	 	 内田 
Fig.27  Periplomya grandis Ichikawa & Maeda	 	 	 	 下灘層	 	 仁頃 
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標本図版 
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六甲山%の「��っ,の;」と「散歩G」�?
� 

	

�ş	 Ĩ[Ŧ六甲山を活用する_ŧ	

	

J．J３0の28の9は「;と>*の散歩G」� 

Ĵ立\ßŨū±目で、六甲山ĳºċ��ņに「六甲山ŚT森とî�の散歩道」を¥ýして、そ

のŋ用を�るという きな¥ńÁáをÈげている。「散歩道」とV体の「まちっ子の森」は、Îğ

山林�したŘÞ林を六甲山上で�Vといえる環境¤ġ林に整備し、自然体šに活用している。そ

の¢ëになっているのは「アセビ伐採に1る森林x生のĽâ」の試みでý�も継続している。	

これらのĤÙに、「六甲山ţ力x発見市民セLDU」ŨŪÝŨũū�の継続開nが	る。六甲山

を³くまたõく知ることを¥ńし、Ū±ïに�六甲山ûĺŨŭū�を発{している。「六甲山発ŏ

土ĸづくり」とıえる¥ĞやF<G<は、地�を¤)ś�でs�的にもアIUル�ĥだ。	

「アセビ伐採Ľâ」に1ってÖの六甲山のŐ山ŝÙをxýできたが、森の��をĊÝŖでæĶ

することはřしいので、地道な観ªĽâを継続している。とこ6が、éøのĽâ=CPUBでの

「¥生Ó芽生ģĽâ」Ū±目で、ē然にe±のŬh\上という Œの¥生Ó芽が発芽した。「アセ

ビ伐採Ľâ」のÁáになるoiを目にして、pŠ事eをまとめて発ĬするñŋをŢめている。	

「散歩道づくり」をŉ�て試īŔĻし、い6んなÐĲやF<G<も�った。「まちっ子の森」や

「散歩道」をûþ的にùæT整備することと�Øに、¥ńŌĐでĪ積した知見や情�を`えるこ

とも課題にしている。山Ťの市民や¤生KPS@;アな$、次の「Æい手」をŞÁしつつ、山Ť

市民や²­r§Õを「散歩道」の有力な「dい手」にģ-つもりで案内している。	

	

	

	

	

	

	

 

 

K．「六甲山はDの�のM」と+い
�� 

�立t�内で、Ď有のŘÞ林でアセビを伐採し、ŇĄ自然歩道で山道整備を続�てきた。環境

ĈやčÂ市に「Þĕの伐採ĵ�」をăľし、地ê者とのŁj¢ėを±次ÚÓし、活動資œをđ�

の~Ápにòめ、有¹を�って活動してきた。市民�体がY¬してÊ進する事çとしては、�が

�くĩがőい。Č_的な課題に対して>OUBQQUJのつもりで©Xしてきたが、この活動を

ďŀしていくpが見·たらない。六甲山上の地�=LNE@;はa民がöりŢť�し、環境gs

に関わるcĭがない、地�の事ç者からの�力やÍÌもÝ¸できない、īÏ]せにもならない。	

	

Ďたちの取りęみのã´には「六甲山は市民にとってこそ zだ」という認識が	る。
¦�

んとして六甲山でèし-だ�ではこの1うな意識は芽生えない。六甲山の �はĎ有地が�有し

������「.7��」'H�ア$ �����	 -@6C@BE: ������ 六甲山健康散歩 
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ている状態で、土地所有者でない利用者は傍観者的な見方に立ちやすい。しかし、「市民の山だ。

市民共有の環境資源だ」という意識が芽生えると、自発的な関わり方に転換できる。この「散歩

道」づくりは、「六甲山は自分のものだ」と体感して認識を共有するという意義も宿している。	

 

３．次の「逸手
いって

」は「アセビ伐採モデル」と「六甲山健康散歩」 

これまでの整備活動を単純に維持継続するためにも、知恵や工夫を迫られる。対境関係や内部

事情から克服すべき課題も山積している。そんな状況を打開するため、次に打つ手を思案してい

る。「まちっ子の森」を活かす方向では、「アセビ伐採モデル」をまとめて、六甲山上の森林整備

にアセビ伐採を反映したい。「散歩道」を活かす方向では、「六甲山健康散歩」を取り上げている。

六甲山の持つ自然資源をそのまま生かせる「散歩」に、有力な方策と効用を補強したい。これら

を足がかかりに、市民の目線で六甲山の自然環境を自ら活かす試みを進める。	
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自然/1,の日本画F( �0!�'�とい��と� 
 

øöĦÇ子ŝ_都大�大�Ŏò�ĄĊćÒ物đĘ分ř�ĄĊ£	 ĄĊ生Ş 
 

���に 
	 日本画とは、©絵具ŝいわえのぐŞという画材をlってÉかれている絵画です。©絵具は、

ÅÙ時代にØ絵が日本に入ってくるよりもずっとÆから日本でlわれてきた画材で、もともとは

大ŏからgわったものでした。ÅÙfŌ、ĬÛから入ってきたØ絵と�{するために、それまで

日本で¿かれていた絵画ŝ©絵具をlった絵画Şを�日本画�と�2ようになりました。 
現�では、©絵具を扱うための¼Úも多¨にわたり、作¤�ん一人1とりが独ìの表現¼Úを

用いて絵画を¿いています。 
	 日本画画材のÊたるì¯は、す3て自然物からできていることにあります。a�はその�材

Âや、それを扱う作¤の独ìな感İについて、私の}作のおĵを^えながら、少しだけĖbを�

せていただきます。 
 
日本画の画材に�い
 
 日本画でlわれている©絵具とは、�őĂやĥňŇなど色のあるŇ物をąいてč状にしたも

のです。これらのŇ物は¡Ăとしても扱われるものなので、絵の具はÆからからŖªに貴重なも

のでした。また、Ň物f�にも、ðó、ķ、ħやÒ物ÑÂから作られている絵の具もあります。

PUDSなどは、ń�ņを�んだ�そのものが絵の具になっています。 
	 一ĉřのŇ物からはĒ10
15ĉřの絵の具が作られます。色の違いは粒子の大き�で決まり、
粒子がģいと、åくŚやかな色になります。粒子が細かくなると、色はýっ4くßくなっていき

ます。 
 

 
 
 
 

 
 
 

#D3 9EG���
��Hとい�8の�に�る  

6い5"       7かい5" 

=A@ :Eとい�8の�に�る 5;  
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 日本画の絵の具は粒状なので、ēに絵の具を定着�せるために、膠ŝにかわŞという定着材

を用います。膠とは、êやśなどの�物のÿをèĴめてxてきたGSWゲUです。ISJUÏの

ように]é�せてo存できるようにしてあります。lうときは、水でÞi状に¹します。生もの

なので、一度水に¹したら、oČ時はĭ冷Ĥ。長くても一Ľ間がl用Ëōです。 
	 このように、日本画の画材は、自然úに存�するあら:るものが�材Âになっています。�©

絵具�と1とまとめに�0れていますが、色�とに�材Âがûなるので、Ý�では©絵具をlっ

た絵画は�mixed-mediaŝī合Ĕ材Ş�と表ĳ�れることもあります。日本画画材に¾している
と、ずっとÆの人�は、自然の中で色になるものはjでも|用したのだということを実感できる

ように思います。実はľ��のăなどでも、きちんとĐĪすれ0絵の具として|用できるものに

なるのです。 
 
日本画の制作過程 
��t絵画のÔuではないので、}作ÃÚは作¤によってûなる�合があります。 
 
	 絵画}作の�本þなºŘとして、まずzめに、RJWOをĮてu生ŝHEKJŞをĨいます。

u生は、�生をuす	というように、対Ķの本Ĺがいかなるものかをāるための大変重ĭな作業

です。mえ0、RJWOがĢであれ0、�ĢをĢとして¸ċ�せているものVこと	をòıして

いくための作業になります。u生は、絵を作るためのµ�Œめのようなものです。 
 

 
 
 
 
 
 
	 私にとっては、そのような}作ĿĈがŖªにŗýく感�られ、生物というものの本ĹをĻÖ

すること自iが}作のLWQになるÊzのきっかけとなりました。 
	 u生がâんだら、絵画を¿くために、絵の具のl用ºŘをěえます。 
	 ©絵具をlうときは、�本þに粒子のďいものをÊzに塗り、®�に細かい粒子の絵の具を

Zに重-て塗って:きます。そうすることでďい粒子の間に細かい粒子が入りĺみ、画ŗに絵の

具がしっかり定着し、ü色もĚŜになります。また、粒子と粒子の間から、[に塗った色がわず

かにĮえŐれすることで、独ìの深い色�が表現できます。 
	 その効Ðをxすために、Êzに[�に塗る絵の具、中間でlう絵の具、cZ�にlう絵の具

を、あるĈ度Ĳ画をċてることが必ĭになります。 

@/の�0 -/の�0 
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さいごに——日本画画材に見る人間と自然の関係性 
	 この絵の具は自然物であるだけに、どうしても思い通りにいかないことが多くあります。 
	 膠は、夏にはすぐに腐ってしまいます。冬には温度が低いと、作業中でもすぐにゲル状に固

まってしまいます。また、水との配合を間違えると、塗った絵の具がうまく定着しなかったり、

厚塗りした部分にヒビが入ってしまったりします。膠が強すぎると、数年経って絵画にカビが

生えてしまうこともあります。また、細かい粒子の絵の具は、膠と均一に混ぜることが難しく、

丁寧に少しずつ指で溶いていかなくてはなりません。時には、一色を用意するのに 30分かかる
こともあります。このように作業効率は決して良いわけではありません。 
	 しかし、絵の具を溶くだけの長い時間は、自分のやっていたことからいったん離れ、自らに

対して冷静になれる貴重な時間でもあります。また、自分の都合で力ずくに独りよがりに扱うの

ではなく、画材にきちんと耳を傾けることで、必ず他には代え難い深みのある表現が生まれます。 
	 人間の生活において、自然と共存していくことは、時に難しく大変厳しいものではあります。

しかし、自然の声を無視せず、きちんと耳を傾けることで、私たちは大変ありがたい恩恵を受け

ることもできる。自然物由来の日本画の画材を扱っていると、そのような人間と自然との関係性

をも改めて実感することができるように思います。 

制作過程から完成まで 

過程１             過程２             過程３ 

完成 
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	 	 	 	 	 	 	 	  œ 1	 ŏ%&/ƄćşĊĄų	 	 ¤ß/Ōà/Þ·�	 	 (�~	 ý) 

前期雄花

期間

花なし
無性期

雌花
期間

後期雄花

期間

訪虫あり 虫いない

2013 6/18 7 3 2 8 19

2014 6/17 8 2 2 9 21

2015 6/11 7 3 3 7 20

2014 6/17 欠測 0 3 10 13

2015 6/11 7 3 2 6 17

②の木

⑨の木

調査
開始日

調査年
区分

調査木
番号

訪虫あり

調査
期間合計
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木

番号
生育地

標高

m

幹周り

㎝

① 猪名川大路次川右岸 155 52

② 川西一庫ダム右岸 150 ーー

③ 大阪府高代寺山 420 215

④ 大阪府高代寺山 420 113

⑤ 大阪府高代寺山 410 86

⑥ 大阪府高代寺山 250 22・46

⑦ 大阪府初谷川沿い 180 113

⑧ 大阪府初谷入口 210 ーー

⑨ 川西一庫山道-1 135
36・.53

・65・68

⑩ 川西一庫山道-2 140 207

⑪ 川西芋川右岸 80 26

⑫ 川西芋川右岸 80 52

⑬ 川西多田神社境内 60 492
 

	 	 	 	    ³Ǝ	 Ī¦ÙtĜ¹/şĊ³ � � � � � � � � � � � � � Ě�	ÂÇ0şĊą?ķ!�

 

���� 

��� Ō.ć)�%ŏ	 ß�ŜŏĩĘ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
œƐ	 Ō.�%ŏ	 ���� ß		řÐą	 �ĭ	 	

観察日
観察
時刻

天気 虫の和名 虫の状況 開花の状態

6/18 11:30～ 曇り→晴れ 少ない 少数の花序に前期雄花開く

6/20 11:00～ 強い雨 少ない 前期雄花少ない

6/22 14:50～ 晴れ曇り 少ない 前期雄花やや多い

6/23～24 10:15～ 曇り→晴れ 蜜蜂非常に多い 前期雄花多い

6/25 10:30～ 晴れ→雨 少ない 前期雄花少ない

6/26 14:00～ 豪雨→晴れ

6/27 10:20～ 晴れ

6/28 10:20～ 晴れ

6/29 10:20～ 晴れ 少数の蜜蜂が来る　　 雌花開く 後期雄花極少数

6/30
10:20～
15:00～

薄晴れ
午前少数の蜜蜂、
午後昆虫いない

雌花開く後期雄花極少数

7/1 12:20～ 晴れ 午後昆虫はいない 後期雄花非常に多い（満開）

7/2 10:10～ 晴れ 蜜蜂が非常に多い 　　　　　　〃

7/3 9:45～ 小雨強雨 　　　　〃　 後期雄花多い

7/4 9:50～ 雨 　　　　〃　 　　　〃

7/5 10:45～ 曇り 　　　　〃　 　　　〃

7/6 11:00～ 曇り夜強風 　　　　〃　 残りの蕾開花、昆虫採集

7/7 9:30～ 晴れ・酷暑 蜜蜂は少い、 　　　〃　　　　　　　〃

7/8 9:30～ 晴れ・酷暑 昆虫殆どいない 残りの蕾開花終わる

アザミウマ仲間、タイワンメダカカミキリ、
アオハナムグリ、ナミテントウ、
ベニカミキリ、 ニホンミツバチ、
セイヨウミツバチ、コハナバチの仲間、
キオビツチバチ、　キムネクマバチ、
キイロスズメバチ、オオフタオビドロバチ、
アブの仲間、セセリチョウの仲間、
クチバの仲間、
◎午後昆虫殆どいない

アザミウマの仲間 、ニホンミツバチ、
セイヨウミツバチ、コハナバチの仲間、
キオビツチバチ、　キムネクマバチ、
キイロスズメバチ、アブの仲間、カノコガ、
セセリチョウの仲間、　カラスアゲハの仲間、

◎チョウは１１時頃まで、
◎午後昆虫殆どいない

昆虫はいない 花はない無性期

			œƏ	 Ī¦ÙtĜ¹/Ĭŉ¶	
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œƑ	 Ō.�%ŏ	 ���	 ß	 řÐą	 �ĭq�ĭ	

 

標本採集
月日

採集
時刻

天候 虫和名 虫の状況 開花の状態

6/22 14:00～ 雨 ニホンミツバチ 多い 前期雄花非常に多い

6/25 11:30～ 晴れ-夕立 ニホンミツバチ、キムネクマバチ 非状に多い 〃　（一部無性期）

6/27 9:50～ 曇り夜雨
ホソクチゾウムシ、フナガタクチキムシ、サルハムシの仲間、

ニホンミツバチ、キイロスズメバチ
多い

雌花開く
前期雄花少ない

7/1 12:00～ 晴れ
カスミカメムシの仲間、オオメナガカメムシ、
ケシキスイの仲間、サルハムシの仲間、ニホンミツバチ、

キムネクマバチ、ハエの仲間、
多い

雌花少数
後期雄花非常に多い

7/2 10:30～ 晴れ曇り コアオハナムグリ、テングチョウ、ルリシジミ 少ない 雌花極少数、後期雄花多い

7/5 10:30～ 曇り雨 ニホンミツバチ 　〃 後期雄花やや多い

6/17 11:50～ 曇り ニホンミツバチ 少ない 雌花多い

6/20 〃 晴れ ニホンミツバチ 多い 後期雄花非常に多い

6/21 11:20～ 曇り雨 キムネクマバチ、ツヤハナバチの仲間  〃 　　　　　　〃

6/23 10:00～ 曇り

アザミウマの仲間、ツマジロカメムシ、ヒメホシカメムシ、
コアオハナムグリ、キイロトラカミキリ、ニホンミツバチ、
オオハキリバチ、キオビツチバチ、カノコガ、
コケガの仲間

多い 後期雄花多い　　　　　　

6/24 〃 晴れ ハナムグリ　   〃 　　　〃

6/25 〃 晴れ夕立 キムネクマバチ、ナミテントウ 多い 後期雄花少ない

6/27 9:50～ 曇り夜雨
サルハムシの仲間、ハエの仲間、メイガの仲間、
シヤクトリムシ（ガの幼虫）、クモの仲間、

少ない
後期雄花少ない
終わり近い

　2014年-②番

　2014年-⑨番

 
œƒ	 Ō.�%ŏ	 ���
 ß	 	 řÐą	 �ĭ	

標本採集
月日

採集
時刻

天候 虫和名 虫の状況 開花の状態

6/23 11:00～ 晴れ曇り ニホンミツバチ、ツマグロキンバエ 非常に多い 前期雄花多い雌花開く

6/27 10:30～ 薄晴れ曇り
メンガタカスミカメムシ、フナガタクチキムシ、コガタスズメバチ、キ

ムネクマバチ、ヒメハナバチの仲間、ユスリカの仲間
多い

遅い雌花極少数開く
後期雄花非常に多い

6/28 10:20～ 曇り晴れ
クロウリハムシ、ニホンミツバチ、キムネクマバチ、
ハチの仲間、ヤドリバエの仲間、
クロバネキノコバエの仲間、クモの仲間

非常に多い 後期雄花非常に多い（満開）

6/29 11:20～ 曇り
テントムシの仲間幼虫、タイワンメダカカミキリ、
フナガタクチキムシ、
キオビツチバチ♀、キオビツチバチ♂、

少ない 後期雄花多い

6/30 10:00～ 〃
アザミウマ、ニホンミツバチ、キオビツチバチ、
ハエの仲間、クモの仲間

多い 後期雄花多い

7/4 9:15～ 〃
アオハナムグリ、アカビロウドコガネ、ニホンミツバチ、
ルリシジミ

　〃
殆どの雄花終わり近い
遅れていた花序満開

7/8 9:45～ 小雨 クロバエの仲間 少ない 後期雄花終わりに近い                                                                                     
 

(2) ŲŌ+Ŝŏ	  
	 ĢŲ/ý0�_V�VlB-,¿�ĺ/ŏ�Ƅć!;���ç.0�ŏ0Ô-�-;��<0

Ō�9�;ő�Ōľ/ŭ.Ŵ��)�;6/+ņ�9<;�3%�Ō�«�)�-�ģëĄ/ý
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œƓ	 ß�Ŝŏ/ĺƃ+ĩĘ�82Ŗ¯	

2013年 2014年-１ 2014年-２ 2015年

区分 ②番の木 ②番の木 ⑨番の木 ②番の木

昆虫類 アザミウマ アザミウマの仲間 多い 多い 多い 花の蜜花粉 食害者

カメムシ カスミカメムシの仲間 少ない

オオメナガカメムシ 〃

ヒメホシカメムシ 少ない

ツマジロカメムシ 〃

メンガタカスミカメムシ 少ない

コウチュウ コアオハナムグリ 少ない 多い

アオハナムグリ 少ない　 〃 多い

タイワンメダカカミキリ 〃

ナミテントウ 少ない 少ない 他の虫を捕る 捕食者

ホソクチゾウムシ 少ない 〃

クロウリハムシ 〃 葉

サルハムシの仲間 ㊢ 少ない 少ない 葉

キイロトラカミキリの仲間 〃 少ない 花粉、枯れた幹枝

アカビロウドコガネ 〃 若い果実

フナガタクチキムシ 少ない 〃 花の蜜花粉

ベニカミキリ ㊢ 少ない 花粉、枯れた幹枝

ケシキスイの仲間 少ない 若い果実

ハチ ニホンミツバチ 非常に多い 非常に多い 非常に多い 非常に多い

セイヨウミツバチ 少ない 少ない

キオビツチバチ 〃 少ない 〃

キムネクマバチ 多い 多い 多い 多い

ツヤハナバチの仲間 〃

コハナバチの仲間 少ない

オオハキリバチ ㊢ 少ない

ヒメハナバチの仲間 少ない

オオフタオビドロバチ ㊢ 少ない

コガタスズメバチ 〃 多い 多い

キイロスズメバチ 〃 〃 〃

ハエ・カ クロバネキノコバエの仲間 多い 多い 少ない 花の蜜花粉 送花粉者

クロバエの仲間 〃

ヤドリバエの仲間 〃

ツマグロキンバエ 〃

ユスリカの仲間 〃

アブの仲間 少ない 少ない 少ない 〃

チョウ・ガ カノコガ ㊢ 少ない

コケガの仲間 〃

クチバの仲間 少ない 〃

シャクトリムシ(ガの幼虫) 〃 花葉 食害者

キマダラセセリ ㊢ 少ない

アゲハモドキ ㊢ 稀

アオスジアゲハ ㊢ 〃 稀

カラスアゲハ ㊢ 少ない 〃

テングチョウ ㊢ 少ない

ルリシジミ 多い 少ない

クモ類 クモの仲間 少ない 少ない 花葉の近く 捕食者

目区分 種和名

訪虫の状況

送花粉者

花に来る要因

虫の行動集まる場所と要因

無脊椎
動物

花の蜜花粉
若い果実

花、木の蜜、花粉

花の蜜・虫を捕る

花の蜜花粉

食害者

他の虫を捕る

花の蜜花粉 送花粉者

送花粉者花の蜜花粉

送花粉者

捕食者

食害者

捕食者

	

	 	 Ě�	 	 ĺª¦Ē��ģ�0ĐĆôŹ�%6/�㊢0�Ĵ*ĶŞ�%6/	
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2013年 ２０１４年-1 ２０１４年-2 2015年

アザミウマ 1 1 1 1

カメムシ 2 2 1 5

コウチュウ 3 5 5 7 12

ハチ 8 4 5 7 11

ハエ、カ、アブ 1 2 2 6 6

チョウ、ガ 3 2 7 2 10

クモ 1 1 1

16 15 23 25 46種および、その仲間数計

種および、その仲間数 種および、その仲間数
重複を除く　合計

類区分 目区分

昆虫
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花にきた虫の写真 

  
図F ����� 201�/7/4	 	 図G 6;E=ツバチ�
� 6/30 

	   
³Ɠ	 DDcTDbZo`VqL@D_[hIn 7/4 

 
図H チA"D5&%?>, 7/10      図I キ>7(マバチ 6/2�    図 10 *&0-.?バチ 7/4 

                                                                 gW`V?óƅ	 	 	  
	  

 
図 4 ���ア+=#マ 6/17 

���	����������  

	 	 	 	  
³ƒ HoBn_hO 6/28 

 
³Ɣ [gXpYB 7/2 
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図 11 キオビツチバチ 6/30	   図 12 アゲハモドキ  7/2	  	 	    図 13 キマダラセセリ 7/4 
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あびき湿原-.凄い!! 

	

あびき湿原¢×�	 �ŏ	 	 ã�¨ă	

 
	あびき湿原N´ŐåM¸Ďŭ%¶ČŰŪłìŹ0Z

ľ 
�� ��MšŵLあ\©ëĲĆÑőĕM湿原H>&

§4M÷F0?MŴĊďĤóMŊ原_%çõ 

 è 11

ć0Z¢§Ġµ_ps�x<%çõ 
� è 1 ćL)あ

びき湿原¢×�*_ĹD�7S<B&(ĥÊ�Ã 

 ¿)	

SB%çõ 
� è � ćLNあびき湿原IAMÂťMņ

ĢĦÎMĿąZ<:1ŗVZ]%AM¢řMBVL´

ŐåI<GN¯VGM'´Őåůħħģ¢řË·(L

ùÚ:]%8MĿąZ<-ņĢĦÎ_¢ř>\µき1

ÕS[S<B&	

A`KSCŗĴ:]G0Z¤0M湿原H>1%I`HWK-)«-湿原*HWあ\MH>��	

 

[あびき湿原の凄さ その�]  
	 Ë¥M��ïM���vbaM÷H¢§Ġµ1ÛĀ:]G-\

湿原H>&	

湿原L¦\ãŪ%�Ò_Ėý>\úļMĊŪW%Ôð_ÀU���
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[あびき湿原の凄さ その ] 
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[あびき湿原の凄さ その!] 
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k('}�scldt(L¾ĄL¬Ũ/\MN%©ëĲHN8Mあび
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[あびき湿原の凄さ その④] 

	 ¯Ï0Zķ»SH ű 
 q�tMĳEşK|ut�dx��1Ň-%� ćL

N½ôKxhrdŃħËXŉŋŌM原ħĸHあ\ŀM{|zn�d�1�Ĺ>

\&ĳÏLNċíLĳEĭKmirdMŉ1ŸびÅ\Y.LŃħ>\&Ŕ]\

BびLA`KòµL¬Ũ/\��	 <0WA]Z1�uyw�s�ujLŤEG

-\æàµĒģ��		あびき湿原EGXEP[«-��	

 

[あびき湿原の凄さ その⑤] 

	 A`KċģMņĢ-EP-M÷¡[M湿原Mé:1%K`I©ëĲĆÑőĕCEBMH>��		

第 
・第 3 湿原Nņħ>\ĒģMū-LY[­ŷ:]G-S>1ũŁ>\湿原H>&�FMũŁ

>\湿原Mé:I<GN%Ųū-K4©ëĲ�Mőĕ_Ŗ[S>��		

 

凄いあびき湿原の「観察会」は? 

	 ěè%èûÅNあびき湿原ŒÜ�1ÛĀ:]G-S>&çõ 
� èê0ZË¥MßØĐ_N=V

´Őå内MßØħMņĢØńMÞśËÌI<GWœī:]G-S>&�ňMŒÜ�W � ć¯ĂI

� ć�ĂL�Ú:]G-S>&íāNzt���pxĻMgcy1案内>\�ÚLKEG-S>&
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����	����	 �		�!!�����"���"�" �!������	

 

凄いあびき湿原はこんな「評価」も!! 


�1
 è 3 ć	 āċņĢ¢řÑŞL¦Ŭ<S<B&	


�1
 è � ć	 ©ëĲħģÐĔð¢§��oejxLŗÚ:]S<B&	


�1� è	 	 	 ¶ČŰŪłìŹ0Zあびき湿原SHMŪ1	

	 	 	 	 	 	 )þāċę4ŪĽŎ 1�� Ŭ(v���	ĜťMŪ)*LŬÚ:]S<B&	

 

凄いあびき湿原の「問い合わせ先」は? 

	 8`Kあびき湿原_あKBWŔ]GTS@`0�	ċģM

ņĢMĿąZ<:L¬�-LčZ]S@`0�	

・Ŷţ#¶ČŰŪ'łìŹ(0Zľ 
�� ��&îęľ 
� ­&	

・ţ#ãųņµţŪ'´¼ä¶c�s�(¬»0Zľ 1
 ­&		

※	 ĥÊ%湿原内Lxc�19;-S@`&łìŹ・¸łì

¨�Í・´ŐĨēÆË¨É内Mxc�_°ĩ4C:-&	

 問合せ先   

 ・加西市環境課 

+��
�
3�
	 ©ëĲ´Őå¶ČĪĖá 1�� ĬË	

	 	 $	 ������
���1�	

・あびき湿原保存会 代表  山下公明 

    メールアドレス xinc94675@zeus.eonet.ne.jp 

 ・九会地区ふるさと創造会議 事務局 

    メールアドレス kuefurusato@gaia.eonet.ne.jp 
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あびき湿原案内図	

(第 1 湿原～第 3 湿原・奥池)	
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+!��������'� -	 	  

��;の#�FƳ�äŏŝÅË環境zƧËƢ���ËŃ¹�ƴ 
įÛŐÑ�ƓęŐĮ�Ę¿Åŕ��ŹİƗ�ÅƍōÑ� 

¦ĕŰğ�ĜŅŁĭ�ƥ×ħÎ�ŵƍµê	

 
�．��
	 2活動#/2 

 
��;の#�F2�Ê.;た(をÔƎ0���@<"�環境教育をŌù +�A�äŏŝÅ環境z

ƧËƢEHCƳKO^fnマl¾ÀƛþUlXnƴöÚのËŃ¹�,"Ƴ��2�PSSの²ř,ĳ¤ 
+�7 た�ƴ「海と空の約束」と��ŢŴØを使��PSSč�と°D$+{7,約 5àƧ�ÈƔ<Ŗ
õ/.の教育ćƆ<ĪĈƮ,ĳ¤ +�7 た�đƙ,2�「環境ジオラマ」を�� �>@ÎƕŊ/

環境教育の教ĔをƦňt,"� 
 

 
～�B7,のu/ĳ¤	 ƳŽƍ�F海空ajジJN[と§�ƴ～ 
mƬŔ海ĶĪĈ¼,ŢŴØ 
mÈƔŉĶの海,環境教育Ƴ3ÕËĞ°±wġƴ 
mÆƬŔ�¼`JSX,ŢŴØ 
mŖõÞの�ŞƮ,_オ[naĄ�ƲŢŴØ&Ń�ľƂÒ 
mŖõÞŃŅÝ/ƣƏÝ/ŗŅÝ,環境教育ƲŢŴØ	 	 	 	 	 	 	 	 }�Äă 
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�．&�(の)"������の*.�活動��の�,�� 

 
	 「海と空の約束	 (ŖõąŮmook)」�ðř 
�海空�2�ĊŒÞ½�のŧē�Ïm環境教 
育OnZH\nXn,�AŽƍÑ�F��ó 
�Bた�ŲĽ環境のÅ��を��mŭ�Aた 
:のŧēmŢŴØ,"�Žƍ�F2ŀ½�海 
と空の約束ajジJN[と��ÞĨĳ¤を 
ÙƦ�B+�7"� 
	 ;と;と2ô�Êのた:0ƌ8Ů�$ń0 
�った �ŞƉ,�%B0Ēĕ Ũ�Fのŧを 
¢��のŧēmŢŴØ�,�7 た�環境教育 
の教Ĕと +ư�ƈ�を­��»ƛŃľÄģì 
の 10àĉēÇ¶�ûŸºĐ0ơ3B+�7"�7た�海空のĳ¤2ŃľÄģìGNQglÅƑのÓĝ
¶Ƒを­�+�7"��?0�ŶƊの6�ƵƵƅƊ0Ƈ�B�JICA<オISMをƚ!+�海空�2s
ņ0â�っ+�7"� 
	 ľƊ2「海」と「空」をÿz¥ +ÙƦ�B��y�0£�°�/�?Ń�ľƞとď? «îを育

F,��と���Ê.;�ų´をø(�ñîŚ� ċ�Ɖ0/っ+�7"�,"��%のt0Ń�ľ

�ħF,�たƜ¥のƝの@<ƙàのĸ�/海Ĳīě0>AŃľのĹÖ�ŲĽņのŲĵ�ńとƅったž

ţ�ŋ@Ƙ7B+�7"� 
	 Îƪの教育ŀÁ,2�ŢŴØをpĻ"A'�,/�ŢŴØŤvç2�Ð0ƨƛ た·���<NI

Tを� 7"�%�"A�と,�.�"B3海と%のŃ�ľをÌっ+��Aの�と��wを>@ĸ�

ŭ�mŁƃ �Îƕ,�A�と��A>�0/@7"�ĳ¤Áöと +2�ŞƮ<�育¼máś¼m

ÕËĞ<¾ÀIbl[/.�ßâ�¬@ť8を +�7"� 
	 と�C,�]kncIl[şのaiVlYnQglW`[�Ďª たČ{0��+��āD�D�

ŢÉ�,�AŢŴØ0�'DAの��と��ïſをøたBAĆ;Ä�とëDB7"�œ�0�%のĆ

�OS[をÍ�"Aw�,�7" �ŀ0Ż£Ŋ0aiVlYnQglW`[をń�AÁ°;�@7

"� 
 � /�?�Ų�のƖ�>@#っとÅ�/Ţ0ľƊ�ü�B+�Aと��¨Ǝ<�Ţ�ú?BA

%のőƧのĩ�のưý2ŢŴØĿĒの�´�,�7たÊ�をæ�å�~�A;の,"�%B0¢��

ƤÛ�Ý©�海ÜとŲĽ�Ư,�AÁö,ƫÊĥ¸をń�#ŢŴØ;,�Aと��w�Å�/æ8,

"�ŲĽのt,pĻ�BAŢŴØ2z
のé0æ�¨Ǝをr�A0Ɵ�/�, =��7た��のŲ

Ľ02�の>�/Ńľ��Aの�とÎñ +;?�た@�ŲĽをÌ@た�と��ĩø(<%のÎƕ0

*�+>@��Ŋ0Ë5Aの,2/�, =��� 
	 �B�?;��;の#�F2Žƍ�Fと§¡ /�?��海空�のƱ¡とŲĽ<ĪのÅ��を��+

��7"� 
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�．'�����の�� 

 
2015 àã～2016 àã���;の#�F2環境教育のËŬ教ĔƦňのo環と +「環境ジオラマ」
の��0¬@ť87 た�環境ジオラマと2�ģ
/ŃòŠをĢóžţと +¬@�B�¯ŃòŠ<

%のŪ�@Ć0*�+ƋĊ"Aジオラマ,"��B7,�ジオラマを環境教育の教Ĕと +ń�た�

�2Ö/���B�?のĳ¤0;®űì��@7"� 
 
ジオラマを使�ŌŊ2��qの 3*をÊ.;ƞ0D�@<"���ŠŊ0��A�と,"� 
 
�ŃòŠ±ÃのŪ�@ƳŇ/AŲĽ環境4のŁƃƴ 
	 	 Řた(2海<Û<Ý�ƤÛ�た:Ĭ/.�ģŎのŇ/AŲĽ環境0ƄB+�7"�%�02�ģ


/Ń�ľ�Ńí +�7"�%B?のŲĽ環境,2��y�0.の>�/ŃòŠƨ���Aの��

と���とをŝ�Ŋ0ƀƁ¥ 7"� 
 
	Īのè環ƳĪ2.��?ė+�.�4³��の�ƴ 
ÝのĪ�ĴB+海0ı��%��?ŷň +��?0Û0Ʃ@ı��ĠĚをƚっ+7たÝ0ĴB

Ƙ9と��「Īのè環」を>@ōñŊ0Łƃ,�A>�0/@7"�「海と空の約束」;ľƊの/�

,Īのè環;÷っ+�Aの,��ń"A�と;®ű,"� 
 


zƧĳ¤とŲĽ環境とのƠ�/ƨD@ĆƳŲĽとの�Ńƴ 
zƧ;ŲĽ環境��Ŧ"Aģ
/Ɛĺを�ń +�7"� � �ĉē»�,;xĦĚのĀū<

Pe·ƭmĪƒīļ/.�ŲĽとのƨD@Ć0·ƭ�źB+�7"�%�,��の環境ジオラマ,

2�ŲĽ環境とのƠ�/ƨD@ĆをŭÒ,�A>�/|ť8;ć +��7"Ƴ�のƢ�2�ŀ½

;ż�t,"ƴ� 
 

 

 
�環境ジオラマƳũƴ	 	 �環境ジオラマƳĤƴ 
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４．活動の様子 

 
～「海と空の約束」を使った環境教育～ 

	  

	  
～環境ジオラマを使った環境教育～ 
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堺市鉢ヶ峰における 1993年から 2008年にかけての鳥類相の変化 

楠瀬雄三 1)・福井亘 2) 

（エコシステムリサーチ／ひとはく地域研究員 1)・京都府立大学大学院 2)） 

 
はじめに 

堺市鉢ヶ峯において日本野鳥の会大阪支部が行っている探鳥会の 1993年から 2008年の記録から，

15年間における鳥類相の変化を調べた． 

調査方法 

探鳥会は，8月および雨天を除き，毎月 1回行われるが，参加者が毎回ほぼ同じルートを歩きなが

ら目視観察によって出現種を記録していた．そこで本研究では，出現種の月ごとの在・不在データを

解析に用いた．また，大阪府において夏鳥，冬鳥とされる種の出現傾向を基に，1年を 5月から 7月

の繁殖期と，11月から 4月の越冬期に分け，そして，5月に始まり 4月に終わる 1年間を「年度」と

呼ぶことにする．いっぽう土地利用の変化は，1985年，1999年，2007年撮影の航空写真を用いて，

調査地の中心から半径 2 kmの円内を調べた． 

調査結果 

 各年度の鳥類相を比較すると，1996 年度については，繁殖期にスズメ，ウグイス，エナガなど 14

種，越冬期にスズメ，ヒヨドリ，シロハラなど 17種の出現頻度が，他年度の出現頻度よりも 40％以

上低かった．この年を除くと，1993年度から 2008年度にかけての出現頻度の変化には，繁殖期には

ヤマガラ，ヤブサメ，キビタキなどの増加，ゴイサギの減少がみられた．一方，越冬期にはケリ，ジ

ョウビタキ，ヒバリ，ミサゴの増加，エナガ，ゴイサギ，キジの減少がみられた．これらの種では，

キジを除くと，年数の経過と出現頻度との間に有意な相関関係が得られた．土地利用の変化には，1985

年から 1999年にかけて樹林や農地の減少がみられたが，1999年から 2007年にかけては土地利用に大

きな変化はみられなかった． 

考察 

繁殖期および越冬期のいずれかに出現頻度が減少したゴイサギとエナガについて，堺市，大阪府，

環境省のそれぞれのレッドリストを調べたところ，ゴイサギとキジが堺市レッドリストの絶滅危惧種

に指定され，大阪府，環境省のそれにはしていされていなかったので，やや広域における個体数の減

少が要因となって出現頻度の低下につながったと考えられる．一方，エナガはいずれのレッドリスト

にも掲載されていなかったことから，局所的な個体数の減少により出現頻度が減少したと考えられる．

そのほかの種の出現頻度の増加には樹林の階層構造や耕作形態，種の分布域の変化が要因として考え

られる． 

図 1 調査地．赤線は調査ルートを，

白丸は半径 2kmを示す． 
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図 2．越冬期と繁殖期における年数の経過と観察頻度の

相関．a）繁殖期 b）越冬期．Ⅰ：1993～1995年度，Ⅱ：

1997～1998 年度，Ⅲ：1999～2000 年度，Ⅳ：2001～2002

年度，Ⅴ：2003～2004 年度，Ⅵ：2005～2006 年度，Ⅶ：

2007～2008年度． 

 

a） b） 
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やってみました自主講座 鳴く虫の会の試み 

 

吉田	 滋弘（ひとはく連携グループ	 鳴く虫研究会「きんひばり」） 
 
はじめに 

鳴く虫研究会「きんひばり」は『より多くの人を「鳴く虫が奏でる優美で幻想的な世界」へ誘い、

その美しさを知らせ、昔ながらのゆとりある豊かな気持ちを広めていく』ことを目的に、人博の「鳴

く虫インストラクター養成講座」の修了生が集い活動をおこなっています。 
ここ 2年間は人博内で自主的に鳴く虫の講座を開きました。特に 2015年度には従来と違う対象者 
別の講座を開きましたので、その内容をご紹介します。 

	

方法 

（１）2014年度は従来からのインストラクター養成講座を継続	 	

5名参加。2名がインストラクター登録するも、参加人数は増えない。（よくありがちな状況、

工夫が必要と考えました。）	

	 （２）そこで対象者をしぼった講座を実施してみることに	

	 	 	 １）6/16	 初心者のための鳴く虫観察会	 参加者4名	

	 	 	 	 	 種類がまだ少なくて聞き分けてもらいやすい6月に実施できました。	

	 	 	 ２）9/5	 	小さい子どものための秋の鳴く虫観察会	 参加者20名	

	 	 	 	 	 夜の虫の観察を十分楽しんでもらえました	

	 	 	 ３）9/26	 大人のための秋の鳴く虫観察会	 参加者3名	

	 	 	 	 	 小泉八雲「虫の演奏家」、詩花和歌集「虫のなみだ」の紹介	

	

	 	
	 	 写真1	 小さい子どものための観察会											写真2	 ペットボトルによる採集	

						

結果と考察 

（１）	対象者をしぼることで講座の内容がはっきりできて、うまく伝えられる様になった。	

（２）	参加者が何を求めて来られているかをつかんでおくと良いと思われる。	

（３）	子どもには子どもの特性があるので、無理に虫の名前と鳴き声を結びつけようとしないで肩

の力を抜いた講座内容にしたい。	

（４）	参加者の理解を進めるための工夫として、「鳴く虫カード」を利用してみたい。	

（５）	今後、広報の仕方に工夫の余地がある。何らかの形でネット上に広報が出来るようにしたい。	
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茅葺きの-��'�$ 

	

ĐčÒ�	

ēÔÐか5.き屋根`�\く�かん2りĔ	

 

�は� �� 

	 私たちは茅葺き屋根をĉして、¶Ì、Wとó×、Ď�とĆ¾、´と今など繋がりが�ùになっ

てしまってい9ものの、新しいď_性をêいていくことをâ©して活kして�ります。	

f]àには、å¦�mnまち#くり«ĊĀ5å¦�¬ò{\文化ĂĀなどとovしたりしなが

ら、茅iり5屋根葺き]đのOQBCLGJ、か5.き屋根の�VÙ�ü�\5、か5.き民家

を活Üした?KPHなどを[Þ�²しています。	

そこで¥�9のは、茅葺きにôxがあ9W、茅葺きにÿれて|んでくれ9W、茅葺きの»¿に

ďわってくれ9Wなどがたく�んい9ということです。	

そんな�があ-れ9茅葺きのことを、もっとäって1てく��い。	

	

?5�は茅葺きが
��
EE 

	 å¦�にはmnをU¡にë ���

ÅZSの茅葺き民家ēHEP葺き

もw2Ĕがあ9んです。	

ÔÐÝには¸ĈのāÃでも ��� Å

ZSもËってい9ことがhかりま

した。ûにĈい茅葺きとしてはc

~¹­です。もっとĄĈに¥�て

もら�たらうれしいと思い活kし

ています。	

 
 
 
 
 
茅葺き/<�� 茅が�
H 
"�茅F**)Gは>3�1����� 

 今はc~àに茅を�5していこ
うという取りí1がáんになって

きました。	

å¦でもÔÐを�3d�5úČで

も、大ýÉな活kとしてはÀ��æ	

�のDDA÷p} 活kがあり、ã

gではRº�ÆÁe�5Ēpu�

などでもÈ�な取りí1が�れて

ます。	
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茅葺き/<H�A,が
�
H
"�B6+.!7��1����� 

	 c~àに茅を�5していこうと

いう取りí1がáんになってきま

した。å¦でもÔÐを�3d�5ú

Čでも、大ýÉな活kとしてはÀ�

�æ�のDDA÷p} 活kがあ

り、ãgでもRº�ÆÁe�5Ēp

u�などでもÈ�な取りí1が�

れてます。	

 
 
 
 
 
 
 
 

;�
0%@�(
�!E 

	 DDAでè���を^って1た

り、éわらで�屋を^って1たり。	

�どもたちがó×の素½にÿれて

üてÇしんで。そういう]đをþ5

�qċとしていくことで、茅葺きの

¨つÕか15なんとなくz26う

なõ�を¥�てă�96うにÍ�

い;んな�§でÏ�のWたちと?

KPHをしています。	

	

 

 

 

 

=2�!茅葺きは	%��#E 

	 茅葺きは日本�けのものではな

く、Ù�もTßUにあります。	

しかも	古民家
とy,れ96うな

ものではなく、ININのÙ�で日

�のÛ活にÖけćんでます。	

@MPFなどは茅葺きのbĊ~とい

�9/ど、Ñ®aなどがĊ1Âąな

�¢で素¯な�Øなども�く新ê�

れています。	
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茅葺きの未来は明るく広がる 

	 日本でも、今は古民家の活性化など茅葺きを取り巻く環境が大きく変化しつつあります。私た

ちは縄文時代から続くこの素晴らしい屋根をきちんと受け継ぎ、次に繋げていきます。	

そうしながらまた、形式に捉われず日本らしい新しいものも創りたいと思ってます。	
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図 3 武庫川スケッチ入選作品の一部 

図 1 当会の活動理念と実践 

図２ 実施してきた事業概要 

図 3 武庫川スケッチ入選作品の一部

図３ 武庫川スケッチ入選作品の一部 

「武庫川がっこう」の目的と活動実績 

 

田村博美・大塚俊光（武庫川がっこう） 
 
はじめに 

市民活動団体「武庫川がっこう」は設立3年半ほどの組織で	

あるが、一般的な環境側面からの調査や分析などとはひと味違	

た活動を目的としている。活動範囲は武庫川を中心として周り	

の街や田園、集落、自然など幅広い。	

活動理念と目的 

当会の活動理念は＜武庫川とまちは一体＞であり、武庫川が	

良くなるとまちも良くなり、街が美しく魅力的になると武庫川	

の環境や景観もよくなることを目指している。	

河川についてはややもすると自然科学的な側面からの活動が

多い。当会では武庫川とまちの景観・風景、河川敷地の有効活

用と地域をよく知るといった側面から活動している。河川は県	

管理、まちはそれぞれの市管理という縦割りによる制約も起因	

し、流域を見渡しても周りの土地利用と河川空間の一体的活用	

という視点からの地域づくりの事例は少ない。このような中で	

武庫川に関心を持ち、暮らしや教育の中で武庫川の河川空間を	

実感・活用し、災害時においても自助、共助の対応が出来、	

しいては武庫川づくりの担い手育成やより魅力的な地域づくり	

が進むことを期待し活動している。	

方法 

武庫川に関心を持ってもらい幅広い活動に参画してもらう方法として、①守る②育てる③活かす④

学ぶという 4 つの視点から活動を行っている。その拠点として武庫川下流域に数多く立地している福

祉施設や福祉系学校、民間福祉施設群と河川空間の結びつけに着目し、河川敷地に「むこにゃん広場

」を整備し活動拠点とした。広場や花畑整備は県市とアドプト制度による提携を行い実施している。	

広場を利用し、市民や福祉施設入所者、学校などが楽しく交流できるイベント「武庫川のへそカー

ニバル」を2回/年実施、「こども川博士講座」を設け武庫川や流域の自然環境に親しみ体験できる活

動、武庫川のカヌー大会、プロジェクトウエットによる環境やリスク回避体験なども実施している。	

また、近くの小学校低学年を対象とした「

環境学習支援」、市民対象の「武庫川探訪」

「武庫川とまちの勉強会」も実施している。	

2014年度には「第1回武庫川のええとこス

ケッチ作品」を募集し、203 点の応募作品の

中から沿川4市での展示、市民投票を経て入

選作品を選定した。延べ1000名以上の市民が

訪れ高い評価であった。	

結果と考察 

環境という概念を幅広く捉え、「地域の魅

力づくり」といった視点から幅広い複合的活

動も必須であると確信し、今後ともこのよう

な地域づくりの視点から活動を継続したい。	
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企画展示  in   有馬富士公園 

	

里山レンジャー	

	

「クワガタ・カブトムシ展」を2015年 7月19日～8月1日、	

県立有馬富士公園パークセンターにて、開催しました。	
	

	 子どもたちの大好きな昆虫を通して、「里山の自然に興味	

を持ってもらいたい。」また、世界のクワガタ・カブトムシ	

を展示することで「自然が生み出す生き物の多様性を感じ	

てもらいたい。」との思いを持って、初の大型企画展に挑戦	

しました。展示期間中の来場者数（パークセンター利用者数）	

はのべ2万人！	
	

展示の目玉はずらりと並んだ水槽に、有馬富士公園にいるクワガタ・

カブトムシと、外国産31種類（コガネムシ含む）、合わせて42種類の

クワガタ・カブトムシの生体展示。	
	
	

他にも、クワガタ・カブト大水槽（写真１）や昼と夜それぞれに	

樹液に集まる昆虫のミニジオラマ展示、ペットボトルを使ったトラ		

ップ作りコーナー、折り紙で昆虫を折るコーナー（写真2）、有馬富	

士公園の写真を背景にヘラクレス・ヘラクレスを持って記念撮影す	

るコーナー、クワガタ・カブトムシの飼育教室及び飼育キット等の	

販売コーナー、里山レンジャーキッズが園内で採集してきた昆虫の	

生態展示コーナー（写真3）等を設け、会場は大いに賑わいました。	

図鑑でしか見たことのなかったお気に入りのカブトムシを見つめ	

る男の子、飼育に挑戦したいとニジイロクワガタを誕生日プレゼン	

トに買ってもらった女の子、「園内にもクワガタいますか？」という	

質問の答えからお話しし、里山レンジャーの活動に興味を持たれる	

親御さんも。	

	

	

クワガタ・カブトムシへの興味と共に“それらが自然界で生きる	

ために必要な環境にも目を向けてほしい”そう願って、里山レンジ	

ャーでは、ビオトープの整備などの活動も1年を通じて行っていま	

す。	
	
	

また、クワガタ・カブトムシ展は来年も開催予定です。それ以外に

もこの企画展に使用した手作りの展示台を利用して、有馬富士公園

パークセンターでは、季節に応じた昆虫や魚類、ゲンゴロウなどの水

生昆虫の展示、セミの標本展示（写真 4）、昆虫フィギュアを利用し

た展示なども行っています。是非ご覧下さい。	

（写真１）	

（写真 2） 

（写真 3） 

（写真4）	
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�．生A地のbB 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 bB@f生A地kiL地g 写真 6 bB@ 6 'Ff生A地kiL地g 

写真 
 bB@f生A地jiOJag

WJaW 

写真 � bB@ 6 'Ff生A地jiOJag 
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5．普及啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．まとめと考察 

写真 9 地元の小学校にて飼育指導 

写真 11 第 10 回「共生のひろば」での活動発表 

 

写真 10 小学校にて紙芝居の読み聞かせ 
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だっぴ 8と皮<けましてん �q�の脱皮と[zi�だっぴ�の�Z� 

	

ǌ本ĝÿ（伊丹市昆虫館） 
 

は'=に 

	 皆さんは脱皮というƵƦをƞにしたことがありますか？それは、ľĆどおり皮をぬぐことです。

昆虫は皮をぬいで大きくなり、皮をぬいで変ǀ（変態）します。セミやチョウが脱皮をして成虫

になるſ間を見たことのある方もýいのではないでしjうか。そのăはƉたちに生ñのƈƊをĬ

EさHます。またŘされたぬけがらは、昆虫の体そのままのƒėさ、ƚしさを持っています。/も

ぬけのから0/ƍƪ0/ひと皮むける0/ぬけがらのようになる0などのƵƦは、脱皮やぬけがらが

人間にǀǂLったからこそ生まれたのでしjう。このě、伊丹市昆虫館では¿Ŵ展/Lっ_〜ひ

と皮むけましてん〜0を開催しております（2016.1.27〜4.18）。昆虫はもちpん、エビやクモ、

は虫類などýœな生きもののぬけがらに、ØżやņÍなどを·えて脱皮の不思議にHまります。

Ó生のひpばでは昆虫の脱皮について、そして¿Ŵ展/Lっ_0の�ミ�を紹介します。	

 

脱皮って]だ？ 

	 脱皮とは、体のƬǗにある古い皮を脱;すて、新しい皮を持った

体になることです。昆虫は脱皮なしでは成長できG、生きていけま

Hん。脱皮でŘされた古い皮は、/ぬけがら0とよばれます。ぬけが

らにはその昆虫のūĥがしっかりŘされているので、Èえばセミの

ようにぬけがらLけでƋ類を見分けられることもあります。ではÅ

Ļ昆虫は脱皮するのでしjう？それは体の皮がÃ^ないからです。

昆虫の体のƬǗはクチク¨とよばれるƃい皮（üǡŒ）でĈられて

います。クチク¨はđししかÃ^ないので、エ�をたくさんǞbて

も体を大きくできまHん。そこで、小さくなった古い皮をぬ;すて、

新しい大きめの皮をÆるのです。幼虫からƩや成虫に変ǀ�変態�す

る時も、°ěÆった皮はÃ^たり変形したりできないので新しい皮

をÆって脱皮するĦƮがあります。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ト��マバッタの脱皮（ƛâ）	

k�脱皮と変態脱皮 

	 脱皮には幼虫脱皮と変態脱皮があります。小さな幼虫から大きな幼虫へ成長するときの脱皮を

/幼虫脱皮0、幼虫からさな;や成虫に変ǀするときの脱皮を/変態脱皮0とよ^ます。チョウの

ようにæ・幼虫・さな;・成虫と変ǀする場合、幼虫からさな;への脱皮（ようâ）、�ナ|から

成虫への脱皮（ƛâ）が/変態脱皮0です。	

			 	

ク«ア��の幼虫脱皮（Ė）と変態脱皮（ようâ）（中）	 ナミア��の変態脱皮（ƛâ）（ë）	
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変態って]だ？ 

	 昆虫がæから`âして成長し、成虫へと体の形を大きく変えることを変態とよ^ます。さな;

にならG、成虫になるものを不完全変態、さな;になってから成虫になるものを完全変態とよ^

ます。どちらも成虫になると、それ½上の脱皮はしまHん。不完全変態をする昆虫にはトンボŹ、

バッタŹ、ナナ�シŹ、ゴキブリŹ、カマキリŹ、カ¢ムシŹなどの¾間がいます。これらの¾

間は幼虫と成虫の体の形、Ǟbているエ�や生ŢœĞがLいたいíEです。完全変態をする昆虫

には、�ウチ¦ウŹ、�エŹ、チョウŹ、�チŹなどの¾間がいます。これらの¾間は幼虫と成

虫は体の形が大きくちがい、Ǟbているエ�や生ŢœĞもガ¨ッと変わることがýいです。	

	 	 	

	 	 不完全変態の昆虫（バッタ）の°生	 	 	 	 	 	 	 完全変態の昆虫（チョウ）の°生	

	

脱皮のXm�に�る[zi�だっぴ 8と皮<けましてん�のPQN 

	 	

	 皮をぬいで大きくなり、皮をぬいで変ǀする昆虫

たち。昆虫はなI脱皮するの？どうやって脱皮する

の？虫はÅ回脱皮するの？さな;の中味は�«�«

って本ğ？など脱皮の不思議を展示することで、昆

虫たちの生きCまや自ũのā深さを知ってŖしい。

長ŏ 2 つ分の小さな展示がひと皮むけて¿Ŵ展へと

成長するまでには長いǉのりがありました。そんな

¿Ŵ展/Lっ_	 ひと皮むけましてん0の�ミ�を

đし紹介します。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ¿Ŵ展/Lっ_0のエント¨ンス	

	

PQN� いつからu^していたの？ � おA) 10 jcからです  

	 2005 年Ǚから虫のぬけがらを����Ǔめつつ、2007 年ç^ 2010 年に小ưŕな展示を行い内

čをŕƓしました。2013 年にīĄ県にあるǗŠĔĕåŪ館のぬけがら展に展示ãÞし、そのģよ

りÎĊした内čをいたこんバージョンにŵ展さHることをşĪしました。¿Ŵ展開催を 3 ­月ģ

にĸえた 2015 年 10 月Ǚ、ついにĴğƝのĒに火がつきます。ƹしい展示内čや展示ċのǕó気、

かつての小さな展示ではĊŮできなかった体Ǡしながら脱皮のことを学bる»ƕeなどスタッ�

皆でźƻし 2016 年 1 月/ひと皮むけましてん0開催にいたりました。昆虫館ŭ自にǓめたƾ料に

ßえ、¼のåŪ館や水ł館、Ê人やƁƌƝ、ØżČやク¨�トÆČの方からのƾ料ĹÉ、展示�

ザuンÂƆの方などýくの方々のãÞなしにはĊŮしなかった¿Ŵでもあります。	
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PQN� U{h変だったのは？ � 脱皮のb}?r_のol	

	 脱皮のようすをリアルに紹介するためには、ぬけがらにßえて脱皮のØżやņÍがĦƮでした。

エ�のǞbÕ合や体のœąから脱皮しそうな虫たちをŸƱしƙけ、ĺġにĶįしました。大ĳの

昆虫は脱皮がǂPくとエ�をǞbなくなり、そわそわとƥちžかGàき回ります。そしてǊğな

場所を見つけると、Eっとしてàかなくなります。Ĥ々に新しい体がüからǅけて見えてくるこ

ともあります。そのŬ態でしばらくĢっているとおĒの方からǚのÏの方にïかって体がšĲち

Ăめます。体の中味をǚの方にïかってƗりÙすような、そんなàきです。脱皮ūŋのこのàき

によってǚからƠ中にかけての皮がƂれ、新しい皮をもった体がÙてきます。でも脱皮のĺġは

そう簡単にうまく行きまHん。Å時間もĢったあげく、ちjっとŹをǔしたスキに脱皮されてし

まったり、Ž気にáてG、ŌŹがƲめると、時Ńにǈしということもý々ありました。ĺġは本

ğに大変でしたが、やはり展示前の 1 ­月間はあれやこれやの大ħしでした。	

	

PQN� だっぴiのおすす=は？ � 200 � 30�000 vの4けがらと\�fi�	

	 ¿Ŵ展がŨ事オー�ンし、展示しているぬけがらのƋ類と数をƄƺしたとこp 206 Ƌ 32�036

ŧもありました。Ƌ類の内Ʒは昆虫 179 Ƌ、クモ 3 Ƌ、�ジ 1 Ƌ、甲殻類 15 Ƌ、は虫類 8 Ƌで、

ŧ数 32�036 ŧの内 31�728 ŧは大Ǒ市Ǝ自ũêåŪ館からおËりしたアブ¨�ミとクマ�ミのぬ

けがらです。ūに昆虫 179 Ƌについては昆虫Ŕ本と、そのぬけ

がらŔ本のセットで展示しており、これLけのƋ類を°ķにご

Ƴǘける展示は¼にないと思われます。	

	 体Ǡしながら脱皮について知ってǘける体Ǡ÷展示（�ンズ

オン展示）もおすすめです。脱皮中の昆虫たちのǆƙØżとƴ

Ď�¢ントをつけた/\ら\ら脱皮Ƙ本0、たまごのぬいぐるe

のチャックを開けると幼虫がÙてきて、さらにチャックを開け

ていくとさな;や成虫に変ǀしていく/変ǀぬいぐるe0、脱皮

中のセミやア��チョウになりきる/変態ǜ�¢0（Ûî：ƛâ

るǜ�¢、またのîをひと皮むけるǜ�¢）などごűĪしてお

ります。	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 変態ǜ�¢（ĺġģにŴÍをëに 90 ě回ǁする）	

	 	 	

	 	 	 	 昆虫Ŕ本とぬけがらŔ本のセット展示	 	 アブ¨�ミとオンブバッタの変ǀぬいぐるe	

	

おFりに	

	 ここでは脱皮と変態について簡単に紹介しましたが、¿Ŵ展/Lっ_	 ひと皮むけましてん0

の中では、脱皮にǐわる�ルモンや新しい皮ができ古い皮を脱ぐまでの»ƕe、昆虫とはちjっ
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とちがう甲殻類の脱皮、ヘビやカエルの脱皮、脱皮を邪魔する殺虫剤、ぬけがらの漢方薬などの

話題も取り上げています。知れば知るほど謎が深まる？不思議な脱皮。2016 年 4 月 18 日まで開

催しております。皆さんも是非見にいらして下さいね。	

	

おまけ あなたならどう答える？だっぴアンケート 

	 展示の導入に使うために昆虫館に来館された方々に事前アンケートを行いました。その結果を

簡単にご紹介します。大変興味深く、にっこり笑ってしまうような回答もあります。あなたなら

どう答えますか？回答数は 79 人です。	

	

Q1 脱皮という言葉を聞いたことがありますか？ 

   脱皮について知っていることがあれば教えて下さい（自由記述） 

Q2 脱皮を見たことがありますか？ 

   どんな生きものの脱皮を見ましたか？（自由記述） 

Q3 変態とという言葉を聞いたことがありますか？ 

   変態について知っていることがあれば教えてください（自由記述） 

Q4 もし脱皮できるなら、あなたは脱皮したいですか？  

   したい理由、したくない理由があれば教えてください（自由記述） 

Q5 お風呂に入る時、服は上から脱ぐ？下から脱ぐ？ 

   上下べつべつに脱皮するダンゴムシは、下半身を先に脱ぎます。 

 

A1 ある（79 人） ない（0 人） 

脱皮について知っていること（自由記述）：昆虫が皮をぬぐ・脱皮して大きくなる？・古い体が新

しくなる・成長するときにする・幼虫が成虫になる・ヘビやザリガニの皮がめくれる・チョウに

なる・セミになる・など	

A2 ある（61 人） ない（17 人） 

脱皮を見たことのある生きもの（自由記述）：セミ（29）・チョウ（22）・ヘビ（9）・ザリガニ（7）・

カブトムシ（4）・バッタ・トンボ・カマキリ・スズムシ・ダンゴムシ・カニ・ヤモリ・カナヘビ・

など	

A3 ある（61 人） ない（17 人） 

変態について知っていること（自由記述）：完全変態と不完全変態・成長の時期によって虫の形が

かわる・昆虫が幼虫から成虫になること・ヤゴがトンボになること・オタマジャクシがカエルに

なる・変な人（複数）・など	

A4 したい（31 人） したくない（47 人） 

したい理由（自由記述）：新しい自分に変わりたい（複数）・肌がきれいになりそう、若返りそう

（複数）・はやく大きくなりたい・ひと皮むけたい・など	 したくない理由（自由記述）：失敗し

たら死んでしまう・気持ちわるい・いたそう・めんどくさそうで時間がとられる・へんなかっこ

うになりたくない・今のままで満足など	

A5 上から（52 人） 下から（8 人） ないしょ（16 人） 

	

伊丹市昆虫館基本情報	

所在地：〒664-0015	 兵庫県伊丹市昆陽池 3-1	 昆陽池公園内	 	

休館日：毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）	

入館料：大人 400 円、中高生 200 円、3 才〜小学生 100 円	

TEL：072-785-3582		FAX：072-785-2306	 E-mail：ge7n-skmt@asahi-net.or.jp	

HP：http//www.itakon.com/	
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�������の�の活動�� 

伊丹市ģƌƽÀの�（��Ņā�Ƌöƈā）

【�	

】 

伊丹市ģƌƽÀの�:�ģƌƽJŭķŠ7¯ř&2自然4Ɠ&@�åſ&D�4'G��7D/2

źž%H��Ìţ�のƓťJŊA�ģƌƽ4ƪę&00�自然Ūåのş展7é�'G>"（Àの�ƒ

ŵŲ�Į）����� û（úč�	û）�Ĩ �Ģ7şƦ&たÐ�で'��ƕûþ:�Ĩ �Ģ7á?F��Ĩ

��Ģ7ŹわF（Àの�ƒŵŲ��Į）?'ので�ûƶのŇ¶B�ƕûþ7合わ)2い?'�	

¦�Š7:��ĨのŻ�で�±ûþńŴ4�ûþ�ŴJëƟ~ďƚ&�±ûþの�ĶØÉ4�ûþの

Ň¶ƕŞĖĴJƍい�ûƶのŇ¶のス^ート4&?'�*のă:�ûƶ 
 ÏのĂÌ�（ƫÎâÌ�）

JƵき�ŕÔ:��ÈのĂÌで（ƫÎ=のƷわFĠ:¹÷�®で' ）�のƫÎJƍ/2い?'�ŕÔ

の�ÌĜ:���È46/2い?'�?た�����û �ĨのŻ�:�²Ű��ÊûのƖćŻ�4&2š大7

Ƶ�&?&た�	

Ā�:�ƀƊŜà�­ąƂ�Eプ{ŷの�?で�ÝŬÝĹで'�@ん6 *H+Hのレnルでĸ&

んで�F�47�"�Lットoーrで�のƼÑŁ ŸħE&いの 自Ċで'�	

	

【�����の活動��】 

Ǉ．自然観察ハイキング~qfハイキング�Ķ	

Ƨƨ6ƱõC¥Óų7出�#�自然観察Jƍい��Ìţ�の�ňJ図/た�	 	


ƾĻÓŉハイキングǏ���
	

�Śõ森İ¥ÓハイキングǏ	�
	

�きずきの森でライトトラップǏ
���	

�伊丹市内縦断ハイキングǏ����	

�ǂľのvY½Ǐ�����	

ǈ．ŧ��Ķ	

ģƌųのこ4JƘ&"調>�ĝŖ&たい�ÌのたAのŧ�ųJƍ/た�	


�ÌのŧŮčıの展ũ~şƎǏ����	

�í£ĺĬ1"FǏ����~���	

�ģƌĺĬの�FĠƞÿǏ
���	

�き&わ-自然ƤĞƽƑåǏ�����	

ǉ．ýØ�Ķ	

�ÌƶのĈØ�ė�Àの�のŇ¶ØÉCƍ�のĴ内ųJƍ/た�	


Àの�fuースŲ��ÅのşƍǏ�Ĩ	

�Àの�fuースŲ��ÅのşƍǏ��Ĩ	

�Ň¶Ĵ内のşƍǏ�Ĩ	

４．調査~観察�Ķ	
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�Ì4ģƌƽス^ッフ º³&2ŘきŐの調査4¾´Ƃƶの�ňJƍ/た�	


ģƹ池¥ÓRlトrYの'@�1"FǏ����	

�ĥのģƹ池いきBの&E>Ǐƻß�Ľ	

�いたこん合宿（ġǐびわ湖バレイ）Ǐ
���Ǔ���	

�WOtx観察�Ǐ����	

�ģƹ池ビオトープ水8き調査Ǐ�����	

５．��Ķ=の出展¾´�*の�	

	 Àの�のŇ¶JLjール&��のźž4の�ňJ図/た�	 	


Àの�Ż�~�ň��ƞō�のƵ�Ǐ����	

�œÈöUxーン�Ď=の¾´Ǐ��
	

�ģƌƽÛīő®展īƶ�7Àの� 出展（オxZeルキーoル_ーƣÚ）Ǐ�������	

�大阪バードフェスティバル（ġǏ大阪市Ű自然Ä»Őƽ）7出展Ǐ�����ǅ��	

�ģƌƽ�Ķ（ƞÿ~観察�ų）7ĂÌC�Ì ƫÎス^ッフ4&2¾´	

��ǁ"ƌ4Ʈŝ�ス\rYųのưƓプ{ZェUトų=のº³	

�いたこん"E<のŇ¶ĚĘǏƫÎâÌ�	

	

【特徴のある活動】 

Ǉ．	いたこん"E<のƅč~ƫÎ	

Àの��Ìで�DFîƴŠ7åſ&D�4'G�åŘ~ǀĳŘJìƠ7����� ûþ7şƦ%)たź

žで�Ų � īのsンバー:�ǀĳŘ76G4大åÂƿJĕ��ļ�� £/2こ6いこ44ţ?/2

�ŤŒĉ46/た�*のă�Ų�īのsンバー 自然şŘŠ7出2きた����ûþ�EŇ¶JªƵ&た�	

�Ň¶の�E?&	


±Ï:�őæのåƉÌのơđ 大き�/たこ4JÂ#�このたび:�sンバーの自�Š~自ŰŠ

6Ň¶J�&�Àの�ĂÌの��JđĀůÃ4&�ƽのƄÌ4Àの�ĂÌ:�ơđ76E6いD

�7Ň¶JXpート'GD�7&2いG�	

�sンバー�Èの�.�	È グループJ�F�ģƹ池¥Óのģƌţの調査Jƍ/2いG�	

�Àの�fuース7�いたこん"E<のŇ¶ØÉWーeーJƗ#��Ì7Ň¶内çJÊŦ&2BE

�D�7&2いG�	

�Àの�ƍ�ųで�いたこん"E<のsンバー ñåŘ��の­ąƂのã5Bた.7ì&�ģƌĔ

ƺ~ĺĬ�Əųの自然=のƷわFĠのイ{ハJ¡&"ĒðできGD�7ƅč&2い"�*の��

E�ïįのƫÎĂ46GsンバーJşē'G�	

	

ǈ．	Àの�ĂÌ4ƽのåƉス^ッフ4のº�	

Àの�ĂÌのĩĆ4åƉÌĩĆ4で`ーrJ�F�µčƳJĄ2�SイドlッUJ�©（Ï）�č

&た�	

�ģƹ池¥Óのģƌ観察SイドĥǓÛ�����û �Ĩşƍ（WnルW自然ŗÙ�¤×Ƴµč�Ķ）	

�ģƹ池¥Óの自然観察Sイド�����û �Ĩşƍ（�ƇƢÐņ�]lンイレlンƖćƢÐµč�Ķ）	
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�ŢŠ	


Àの�の³ƲJǀA�åƉÌ4のº�のčıJÍ�たA�ĩĆのĂÌ 	 È4ƽのåƉÌ �

Èで調査~ŧŮŇ¶Jƍ�こ44&た�	

�ÜƬのµčÐ�のƤƳJŔĄ&�©ã（SイドlッU）J�č&��Ƈ市ŀ=Ư�&�Ň

ř&2BE��?た�*のこ47DF�ƽ4Àの�のäÔ¿び*のŇ¶の�űJÊŦ'G�	

�4F"@内ç（�ģƹ池¥Óの自然観察Sイド��čĦ）	


µčƳśƝ70い2:�ƽ4Àの��E*H+H � Èず0�ÆŬśƝĶ·7ċHたsンバ

ーJůÃ（�·ò）4&2Ķ·の¨Ō¸J図/た�	

�µčƳ��内æă:�ĿĨ �Ǔ� Ï調査ĢJƗ#�ƤĞのƺŭJƍい�şƍ±のĜ}Ĩ:

żƺ~�čのたAの�ƟJĿĨĜÏƵ�&た�	

�óÜでの�řJƁČ&�*H7ƃ��GŶƥ~¼°ËƥųJƁČ&た�	

�şƍ7Ʒ&2�市のýØŶ�ÕÖqfWqƙųでýØ�?た�ÕÖěƩò（Ǒǒいた@）

のÁĭųで��Ƈ市ŀのĠ7�č~Ư�のÊŦJ図G�	

�ùĪƂ7:�Ŏ でƯ�&Ňř&2BE��（ƭƩĞの@ơđ����©4'G）	

�伊丹市内のüūÓ�ñåĳ��åĳの¤ĳÓ7Ư�&（�ĳ�たFƐĜ©）�ŗÙåſų

でŇř&2いた-"�	

	 	 ↓	
市ŀCåĳ~Ó7Ư�'G±7:�Àの�ƍ�（ģƹ池¥Óでの観察�）で�ř&�ƛĤĂ

（観察�のĴ内�） い6"2B¢¬7ŇřできGこ4JŨƚ&た�	

	

	

図Ǉ．í£ĺĬ1"F

図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図ǈ．ƾĻÓŉ自然観察ハイキンング

図ǉ．ģƌĺĬの�FĠƞÿ
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図４．きずきの森でライトトラップ

	

図５．いたこん合宿（びわ湖バレイ）

図６．伊丹市内縦断自然観察ハイキング

図７．ビオトープ池の水抜き調査

	

図８．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図８．大阪バードフェスティバル出展



共生のひろば　2016 年３月　 100

	

「アサザ発見！」ってホンマか？ 有性生殖の新事実 

	

¦�ó�YÀĚb�Y�ãĠ�ġY_Ĥğ子Y�ēÞ£Y�ã°子	 	

�pªíù��ĩ�高等�È	 自Ùô�Ģ生Úß�	

	

はじめに 

	 2014 年相生市のため池で生Úßはアサザを発見した。アサザは

pªíVッOMータĵTンクにµ�されているĄ×{¯植Úであ

る。íqでは÷ćæの�Ö�池など¸か´しか自生地はîられてい

ない。近年に発見されたアサザ生育地の�くは、栽培で増えた株が

移入されたものである。そこで、相生市のアサザが自Ù分¢か移入

かを調べることにした。もし人Ø的に移入されたのであれば、自家

^��性のため有性生殖はできない。個i¸は�くてもクローンと

考えられる。	

Âñøでは発見されたアサザの花型や結実率にÔëして、ė�と

実験に取りāCだ。その結果、アサザの有性生殖のºÓに+いてこ

れまでとèなる`実を発見した。						 	

� 
	

 ①	 ため池でアサザが結実しているか調べる。結実していれば、花型が２型以上あり、クローンでは

ない。自Ù分¢と考えられる。	

	 ②	 結実しているのであれば、ため池に短花柱花、長花柱花が存在しているのか、確認する。	

	 ③	 短花柱花だ でも、結実するのか人工交配によって確認する。	

	 ④	 ため池で種子によってアサザはĆ殖しているのか調べる。	

	 �	 相生市のアサザは受粉しやすい特tな系統かもしれない。インターネットでz[の花型で結実

するkがないか調べる。	

 �	 �ĝ農家の人にアサザの生育を確認した年eなどの聞き取り調査をする。	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果と考察 

 ため池を 10Ķ"とにyvĳwç、ÄĕĴwç、の

4
 wç�１wçは陸地�にわ 、ボートを使用し、�

wçに生育するアサザの花型とú２üめの花¨�ú

２花¨�の結実率を調べた。	

	

	

写真� アサザ	

写真� ��	�	 写真� ��	�	

�� アサザの��の��	
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結果は、すべての花が短花柱花であった。アサザは花型

が２型存在しないと正常に結実しないといわれているが、

確認した開花後の子房 440 個のうち、94 個で結実が確認さ

れた。結実率は 21.4％であった。ボートの調査で長花柱花

を見落とした可能性もありうるので、これらのアサザを栽

培条件下で人工授粉することで結実するか確認した。27 回

の交配実験をおこなったが、結実したのは１回のみであっ

た。結実率は3.7％であった。人工交配で結実率が低かった

原因として以下のような理由が考えられた。	 	

①	 人工交配したアサザがクローンまたは近縁だった。	

②	 開花末期の昼では柱頭の状態が悪く受精できない。	

③	 容器のポリバケツが小さく水の量が少ないため、水の温度が高くなりすぎた。	

④	 移植後、発根や新しい葉の形成など、成長に養分が優先的に使われ、受粉後の胚の成長のため

の養分が十分でなかった。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

アサザは、短花柱花どうしで種子ができることは確認できた。そこで、ため池で種子が発芽成長し

ているのか実生苗を探したところ、砂州の水と陸地の移行帯で実生苗が確認できた。	

相生市の短花柱花のアサザは等花柱花のように、自家受粉でも結実率の高い特殊な系統かもしれな

い。可能であれば、他の生育地もボートで調査するべきだが、時間や費用がかかる。そこでインター

ネットでアサザの果実や種子を検索した。結果、栽培しているアサザが結実することはすくなくない

ことがわかった。	

以上の結果から、アサザは短花柱花間で種子を形成し有性生殖をおこなうことがわかった。	

なお、この生育地が自生地ではないことが聞き取り調査の結果判明した。ため池を利用している農

家の男性が2006年頃に他の生育地から移入した株が増殖したということであった。	

写真４ アサザの果実	

写真５ 交配実験用アサザ	 写真６ アサザの実生苗	
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��展«Š¾å大¬îí域čđQンSーšnq�īĝŠ鳥取ĈĒ博物館š 

 
���に 

山陰海岸の海には¦種¦éな生きものがくらしています。これらの生きもの

は、¤xみの自ăčđや海岸2の÷Ċ物、海íóでのÒþなどによって、¦く

のtの興味の対Ŀになってきました。生きものに対するÿĵを深める手ìのţ

つに、図鑑ēで種�や生ñ�などをļ3る方ðがあります。しかし、図鑑や専

門Üを使ってļ3ることは、ふだん生きものにŘâみのないtにとってŒしく、

ę¹Aからないまま、関心がŅě�てしまうといった�œ点があります。また，

鳥取ĈĒ博物館	山陰海岸¬Ġ館
では、野外観察yの参加者や地域の«ども

たち、¬äēから、身近な生きものを紹介するガイドブックを作って4しいと

いうİÞがありました。そこで、¬ĩ�らが地ņにļãnčđしてきたķŊを

もとに、ÓŃ種やĹœを身近なものにĚったガイドブックを作Êしました。 
本ガイドブックは，山陰海岸¬Ġ館のbーeaーOより PDF をùÕでTFンkードでき，¦くの
方々にñĂいただけるようになっていますŠhttp://site5.tori-info.co.jp/~museum/gakusyukan/š。 
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	 山陰海岸の¦éな生きものを取りまくï岸Ā¢は，「Ď場」，「Ĭ場」，「Čò」に大�されます。それ

�れが大�なÂ�をáたし，ï岸生ÉĕをèĔしています。ガイドブックでは，�Ā¢でħく見かけ

る生きものを�]ートに分けて紹介しています。 
 
�．?.でJ	� >8に��わ��B03C 

	 ê本�ĉでは，海中でのé«を想�するのがŒしい場合があります。また，̄ Őの生きものたちは，

¼のrにいたり，¼ĐからŔを�したり，Ğれでいたりします。そこでガイドブックでは生|�ĉ，

すなAち「生きた�ĉ」にこだAることで，生きものたちの魅力をz�ることに�めました。�ĉの

¦くは，地�のTイ\ーの方々にÔ�いただきました。 
 
 
 
 
 
3．B
�の��の%+(-* 

	 一Ħ的なガイドブックでは，生きものの�ĉと��を紹介するだけのも

のもあります。しかし，生きものたちには知られていないG_Rードや観

察ポイントがたくさんあります。そこで，本ガイドブックでは，海で観察

するのが楽しくなるようなĹœをőめ，「観察してみようş」や「コhe」

のコーYーで紹介しています。 
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H@K:に� <G=5 

山陰海岸¬Ġ館では，「Ďの観察y」，「ŜのŁちゃんļ3」，「§のöでPYガZの観察」，「海Ĭ観察

に�かけようş」，「Íちr�ŀで®さがし」ēで，山陰海岸の身近な海の生きものをVーdに，その

魅力をz�てきました。また，野外だけでなく°内で楽しく¬1�自然講座�も行っており，ただĹ

をĢくだけではなく，¯Őに生きものに触れ，観察する機yも設けています。講座によっては，Hi

OYjの作�を作ることもあります。今回は，発表者らの行ってきたコアな自然講座を紹介します。 
 
�．「J��わ��?IをDろう！」 

この講座では，海Ĭの知られざるªを|感していただくことをモットーに開催しました。海Ĭは，

身近なŖàとして親しまれていますが，¯Őの海でくらすªや形はあまり知られていません。本講座

では，海Ĭの色のひみつや海でのÂ�をおz�し，参加者の方々にはたくさんの海Ĭに触れていただ

きました。Ŗ3るÙにはĜ色のlIfはĪ色の海Ĭのなかま。ĉっŞな^OKは海のæをつくるĪ色

の海Ĭのなかま。´©はĖい海Ĭのなかま。いろいろな種類があるアH[iのなかまなどなど。海Ĭ

の知られていないG_Rードを専門家ならではの視点からおz�しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�．「?Iお��」 

この講座では，海Ĭのĝしいªとアートとしての魅力を¯感していただくことをモットーに開催し

ました。「海Ĭおしば」は，「ê本」と「アート」に大�できます。参加者の方々には，ひとつの海Ĭ

をきれいに広�，じっくり観察していただきながら，��も

ļ3，ê本作りを|řしていただきました。そして，いろい

ろな海Ĭを使ってのアート作�にも挑戦していただきました。

ただ作�を作るだけでなく，「見てさAって海Ĭを知ろうş」

の講座�é，海Ĭ博£だからこそz�ることのできる，海Ĭ

の魅力についてもûくĺりました。そして，ėÛらしい作�

がたくさんでき，参加者の方々の高いQンPに¦くのことを

¬/ました。 
 

 
 

 
 

参加者の作�の一ň 
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3．「鳥の羽で図鑑を作ろう！」 

	 この講座ではさまざまな鳥の羽を使って、いつもとは違った視

点から野鳥に親しんでもらうことをモットーに開催しました。野

鳥は街中や野外で見られる身近な生きものですが、ふだんは近寄

って見たり、触ったりすることはできません。本講座では、鳥の

一番の特徴である羽を手に取って観察していただいたあと、その

機能について説明しました。さらに、もし野外で羽を拾った場合

に興味が広がるよう、羽から鳥の種類を特定するためのポイント

(大きさ、色、形など)を説明し、最後に本物の羽を使って図鑑を作
りました。講座後のアンケートでは「もっと鳥のことを知りたく

なった」「他の羽も図鑑にしたら楽しいだろうな」などの感想があ

り、参加者の野鳥に対する関心を高めることができたようです。 
 
 
おわりに 

	 身近な生きものについて，興味を持っている方はたくさんいらっしゃると思います。山陰海岸のそ

ばにくらす方々はもちろんのこと，他の地域にお住いの方々にもこのガイドブックをきっかけに，生

きものに関して興味関心を深めていただければと思っています。 
また，今回紹介させていただいた自然講座は，その分野の深い知識を持った専門家が行っているコ

アな講座として、より深みのある内容を目指しました。発表者らは今後もさらに発展的な講座に挑戦

していこうと思っています。生きものに興味のある方はもちろん、生きものに興味のない方も，博物

館施設が行う普及講座にぜひ参加してみてください。そして，少しでも生きものの魅力を感じていた

だければと思っています。 
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石炭火力発電所建設は是か非か？～神鋼発電新設1号機・2号機建設に関する考察～ 

 

中山彩乃	 沼田悠果	

（兵庫県立御影高等学校総合人文コース2年	 グローバルスタディ地域環境セミナー）	

 
はじめに 

総合人文コース2年生におけるGS課題研究の選択講座「地域環境セミナー」では、地域の環境や自

然に関わる研究・調査を行っている。私たちの班は学校の近くに新たに建設が予定されている、神戸

製鋼の石炭火力発電所に興味を持った。神戸製鋼ではすでに140万ＫＷ級の超臨界圧型石炭火力発電2

機が稼働している。今後さらに130万ＫＷ級の超超臨界圧型石炭火力発電2機が、平成33年の稼働を

目指して建設準備中である。そこで私たちは以下の疑問点から調査した。	

①なぜ環境への影響が大きい石炭火力発電所を新たに作る必要があるのか。	

②地域環境への影響はないのか。	

③地域の住民はどのように思っているのか。	

調査方法 

○神戸製鉄所火力発電所への取材と現地視察	

○有識者（兵庫県立人と自然の博物館）からの聞き取り	

○周辺住民への街頭アンケート調査	

○在校生徒への意識アンケート調査	

検証結果 

①震災以降の復興に伴う赤字、外国鋼材との競争などによる経営悪化により、神戸での製鉄事業を

撤退し、発電による関西電力への売電によって経営再建をはかることが大きな理由であった。ま

た製鉄事業では石炭を原料としていたため、既設設備の発電所への転用が可能で、コストダウン

が期待できた。さらに都市型発電により、送電ロスを無くした高効率の電力を安定供給できるこ

と、などが建設の理由であった。	

②	

	 ③近隣住民への街頭アンケートでは、気になる人の割合が半数以下であったが、本校生へのアンケ

ートでは、過半数を超えた。	

考察 

資源の枯渇問題、原子力発電所の事故の教訓などから、将来的には私たちは再生可能エネルギーに

よる電力自給を目指さなくてはいけない。しかし資源の少ない日本では、その実現にはまだ時間がか

かる。石炭は安くて供給環境も安定しているので、環境対策を万全にすれば、利用価値は高いかもし

れない。今回の調査で、石炭火力発電の技術は予想以上に進んでいることが分かった。しかしＣＯ２対

策はこのままでは不十分だ。ＣＯＰ２１の目標値を達成するためにも、国の指示を待つのではなく、

企業自ら率先して取り組むべきだと感じた。またそのような取り組みを、地域や国にしっかりと発信

し、石炭火発も含めた日本のエネルギー問題全体を、国民でしっかりと考えていくべきだと思った。	
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プラナリアは永遠に生きるのか？～分裂条件からみた寿命～ 

 

岩田萌花	 竹内友佳子	

（兵庫県立御影高等学校総合人文コース2年	 グローバルスタディ地域環境セミナー）	

 
はじめに 

本校総合人文コースにおける総合学習の講座、グローバルスタディ・地域環境セミナーでは平成24

年度から石屋川のプラナリアの調査を行っている。石屋川は都市部の住宅街を流れる河川にもかかわ

らず、清流で見られるプラナリアが生息している。プラナリアの生態調査を通じて、地域の環境を見

守っていくことが目的である。	

	 今回は、毎回観察されるプラナリアが、同じ個体なのか

どうかに興味を持ち、プラナリアの寿命について、以下の

観点から調査した。	

①観察個体の寿命	 	

②分裂した個体のグループとしての寿命	 	

調査方法 

 採集した8個体のプラナリアを実験室内で、水替えの時	

		期、給餌（アカムシ）の時期等の飼育条件を一定にして経時観察を行った。	

結果 

①観察個体の生存グラフの作成	

	 各個体の生存期間を調査した。また分裂した

個体は区別し、次の分裂までの日数を記録し

た。その結果、ほとんどの個体で複数回の分

裂が確認できた。	

②新規で再生した個体の寿命	

	 分裂した個体が生存する日数を記録した。そ

の結果、採集した日から130 日までで、分裂

した個体も含めた約 7割が生存し続け、その

平均寿命は68日であった（1月18日の時点）。	

③分裂間隔と水温の関係（図１）	

	 初めて分裂して再生した個体の、次の分裂までの日数

と水温の関係を調べると、21～22℃で最も分裂し、16℃

以下、25℃以上では分裂が見られなかった。また分裂

周期は3～4週間の長期型と1週間前後の短期型に別れ

た。短期型は長期型に比べ小さな個体が多かった。さらに同じ系統のプラナリアでも短期型と長

期型が見られた。	

考察 

採集してから120日以上たっても約7割の個体が生存し続けた。また生存しながら分裂も繰り返し

ており、同じ遺伝子の個体が短期間で増えると考えられる。一方分裂間隔を調べると、1週間前後の短

期型（図１グループⅠ）と3～4週間の長期型（図１グループⅡ）に別れた。またグループⅠは全般に

小さな個体が多く、分裂間隔の決定要因は、親の大きさに依存している可能性がある。分裂間隔の違

いにより、短期型は個体数を短期間で増やし、生息領域を拡散させる。一方長期型は、1個体が同じ場

所に留まって、移動よりも成長を優先させていると考えられる。このように同じ遺伝子系統にもかか

わらず分裂の時期をずらすことは、環境変化に対応できる多様性につながると思われる。	

図１ 分裂間隔と水温の関係 

＊赤線は最低観察水温と最高観察水温を示す 

＊Ｃ→Ｃ６はＣ個体からＣ６個体が再生したことを示す   

＊外は外来種個体を示す 
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ＬＥＤライトはプラナリアにどう影響するのか？～忌避行動と体色変化から探る～ 

 

村田薫音・常本京香 

（兵庫県立御影高等学校総合人文コース 2年 グローバルスタディ地域環境セミナー） 

 
はじめに 

本校総合人文コースにおける総合学習の講座、グローバルスタディ・地域環境セミナーでは平成 24

年度から石屋川のプラナリアの調査を行っている。石屋川は都市部の住宅街を流れる河川にもかかわ

らず、清流で見られるプラナリアが生息している。プラナリアの生態調査を通じて、地域の環境を見

守っていくことが目的である。 

 先行研究で、プラナリアはＬＥＤの光を当てると体色が

淡化することが判明している。そこで本年度は何色のＬＥ

Ｄが淡化現象に影響しているのかを調査した。 

調査方法 

 ①ＬＥＤの色と忌避行動の関係 

  5匹のプラナリアに白、赤、青、緑のＬＥＤを 5分間照 

  射（3回）して、忌避行動をとるプラナリアの割合を調 

 べた。 

②ＬＥＤの色と体色変化の関係 

 採取したプラナリアを色指標のスケールを用いて、濃いグループ（色指標８～９）と薄いグルー 

プ（色指標４～６）に分けた。次に赤、青、緑のＬＥＤをそれぞれのグループに、太陽の出てい

る時間に合わせて照射し、65日後の体色を観察した。なお各グループ、ＬＥＤ1色につき 3匹の

個体を用意し、その平均を記録した。また暗黒条件で飼育したものを比較個体として準備した。

なお、餌は牛ミンチを週 1回あたえ、その後水を交換して飼育条件を一定にした。 

結果 

①ＬＥＤの色と忌避行動の関係 

 白、赤、緑のＬＥＤでは 70～80％の

個体が忌避行動を示したが、青ＬＥ

Ｄでは忌避率は 50％を下回った。 

②ＬＥＤの色と体色変化の関係 

  体色の濃いグループ、薄いグループ

ともに青ＬＥＤの照射で最も淡化

が進んだ（図１）。なお暗黒で飼育

したものは全て色が濃くなった。 

考察 

赤色光は青色光に比べ水深の浅

いところにしか届かず、プラナリア

は水面に近いと判断して忌避効果が高まったのかもしれない。また緑色ＬＥＤより赤色ＬＥＤの

方が忌避率の高いところから、赤外線に近い色を嫌っている可能性もある。このような忌避行動

から赤色ＬＥＤが保護色として体色淡化を促すと予想したが、結果は青色ＬＥＤによる淡化が著

しかった。このことから光の波長で、保護色として淡化するのではなく、青色ＬＥＤのもつエネ

ルギーそのものが影響していると考えた。実際に美容分野では、青色ＬＥＤによるメラニン合成

阻害で、美白効果が期待されるという報告がある。青色ＬＥＤの影響が体色淡化だけにとどまる

のかどうか、今後さらに調査する必要がある。 

図１ ＬＥＤの色と体色変化の関係 
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菌根菌と腐生菌で発生環境に違いがあるのか？ 

～選好指数からみたキノコの多様性～ 

中村雄太郎	 阿波田みのり	 新保悠里乃	 高岡まりあ	 林真里菜	 廣岡季陽里	 飯田龍暉	
成将希	 西端実弥美	 中原雨音	 砂川真智子（兵庫県立御影高等学校	 環境科学部生物班） 

はじめに 

本校では平成20年度から兵庫県立人と自然の博物

館・兵庫きのこ研究会と協力しながら六甲山のキノコ

の調査を行っている。六甲山の再度公園（ふたたびこ

うえん）のキノコの多様性を標本作成や生態分析から

明らかにし、生物多様性を多くの人に伝えることが活

動の目的である。今回は菌根菌や腐生菌、毒キノコや

可食キノコの出現に、気温や降水量がどのように関係

しているのかを、選好指数を用いて明らかにした。	

調査方法 

①2001～2014 までのキノコの観察記録から、出現頻度の高いキノコ111種をエクセルのピボットテー

ブル機能を用いて選出した。

②キノコごとに気温と降水量の選好性をJacobsの式で算出した。

③キノコごとに選好指数が0～1の好みの環境を、菌根菌・腐生菌、可食キノコ・毒キノコで分析した。

結果と考察 

菌根菌は腐生菌に比べ、高温多雨環境を好むことが判明した（図１）。これは共生相手の植物の光合

成に有利な環境に依存しているためと考えられる。一方腐生菌では温度、降水量の好みに多様性が見

られた。特に木材腐朽菌は、気温、降水量の感受性に幅があった。これは木から生えるキノコが、外

気温の変化や乾燥の影響を直接受けないためと考えられる。そのため、季節を通して多種のキノコが

木の分解に関わることが出来ると思われる。また可食、毒キノコについても整理すると、可食、毒キ

ノコともに、全体の傾向と同様、菌根菌が高温多雨環境を好んだ。実際に盛夏の観察会では、多くの

菌根菌の可食、毒キノコが観察される。	

以上の結果から、キノコは好みの気象条件に多様性を持たせながら森林環境の形成に深くかかわっ

ていることが分かった。	

菌根菌 腐生菌

図１	 菌根菌と腐生菌における好みの気温・降水量の関係＊バブルの大きさは種数の多さを表す
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“ハヤブサの落とし物” の羽やğの標本 

2015.11.20	 s¶ă立Ĩ¥甲山高Ĕ学校 
甲高自然ī¦YーHーŐÃ講座

����の �	�!�����" 

����	ての活�� 

ìúêě（人と自然の�物館��ąĐ�）

�
�に 

ハヤブサは鳥ōを`なőとしているÕ行性óĉōである。o然が重なり 2002年 10月から自¡zの
ł�をòりの場としてy用しているハヤブサのī¦や、őとなった鳥ōの羽などの回収をすることに

なった。ī¦は 2009年の 7月まで続き、気の向いたときにÐ続的にとったī¦Oートは 25tに、回
収した羽などもかなりのŁになった。

これらを�r生の,ろば�においてē 1回からē 4回まで“ハヤブサの落とし物”として発表して
きた。Part1としてOートにËきëめた捕食鳥ōのãŔのス@ッIを、Part2として“体羽”を、Part3
として“ŎĞ羽”を、Part4として“ãŔのはく製”
を製作しªĆしてきた。

これらのªĆ物は、自然のĕ×らしさや、ĹĻな

環境に関¾を持っていただく教材としてŋ¯にº立

った。“,とはく��ąĐ�”として 10年、どのよ
うな形で��にĶôできるのかĭ行Ńİしてきた中

で、Øも活用してきた“ハヤブサの落とし物”を中

¾に今までの活動をまとめてみた。

活動�� 

これまで、幼児から社会人まで°´く活動の§Ĵとしてきた。Øも多くの{合をしめたのは小学生

で、áいで高校生であった。これはė続的に活動できたことが大きい。

神戸市立有野児童館では、2007年から 2012年までの 5年間、“人と自然の�物館”の先生方にも
�|していただきながら 25回もの体験�の環境学習“おもしろõ科教室”をおこなった。この中で“ハ
ヤブサの落とし物”は©し�つ形を変え 3回ÿ場させた。これらの活動から生き物に関¾を持った子
どもたちと一緒に、�物館の“いきものかわらば<”に 2年連続出�でき、ĸもいただいた。 
ń谷¬先生にįっていただいたs¶

ă立Ĩ¥甲山高Ĕ学校の“甲高自然ī¦

YーHーŐÃ講座”には、2010年から
年Í回講®として参加し 6年になる。自
然に恵まれた高校の立�を活かした、n

Ġ�、幼Č園教ı、小学校教ıをāÇす

生徒たちĂ手の講座である。ここでも

“ハヤブサの落とし物”はä年ķ重な

教材となっている。
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2009.6.23	 甲子園学院小学校	 “夕焼けセミナー”  

 

2010.3.31 神戸大学サイエンスショップ 
	 “市民の科学ミニミニ発表会”  

小学校での講座としては甲子園学院小学校の“夕焼けセミナー”に 2008年、2009年と行かせてい
ただいた。この時初めて教材の羽と下敷きを使ったゲーム形式の羽当てクイズを製作した。子どもた

ちは積極的に参加してくれ、実物の標本に興味津々だった。 
 

 
 
 
2010年には神戸大学サイエンスショップの“市

民の科学ミニミニ発表会”で、大学生や社会人向

けに“ハヤブサの落とし物”の話をする機会を得

た。子どもたちとはまた違った雰囲気の中、大学

の先生方を交え、いろいろな話ができた。 
2012年には文一総合出版からハヤブサの原稿

依頼があり、BIRDERの 9月号に“食痕からハヤ
ブサの食性を探る”というタイトルで掲載してい

ただけた。 
2013年の有野台児童館での“夜間開館”や、

2014年のユースステーション北神（NPO法人
S-pace）での “夏休みおたのしみ教室”では、 
幼児を含む親子の参加が多く、歌やゲームを交 
えての環境学習の場となった。 
“ハヤブサの落とし物”以外では、大谷先生と一緒に、佐用町昆虫館のスタッフや神戸市立道場小

学校の自然学校へ標本づくりのお手伝いなど、さまざまな昆虫関連の講座や活動に参加する機会をい

ただいた。これらの経験は私の大きな財産となり、本当に幸せな時間であった。 
 

今後の活動に向けて 

“ハヤブサの落とし物”の講座も興味を持って参加してもらえるようクイズ形式にしたり、実際に

触ってみたり、自分たちで同定したり、実際に体感できることを大切にしてきた。それを野外の活動

につなげることができればと思う。先日、甲山高校での講座の後、野外で捕食された鳥の羽を実際に

回収する機会に恵まれ、今まで何気なく見ていたものが生徒たちの中で変わる瞬間を見て感激した。

小さな積み重ねではあるが、今までも多くの方々との出会いの中で活動を続けることができた。今後

もまた新たな出会いの中で、小さな種をまけたらと思う。 
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但馬沿岸部の流れ藻に付随する魚類の季節的変化を調べる 

	

çÍ	 ý�U¢�	 g�Uk¯	 �(か 
þj�ÅÍù`ûÏ�¦	 äöÆÌU流れ藻ÿ 

 
はじめに 

j�Å�¡´沿岸部は�ò´岸ジ3F

V6にもã��れており、水Yでは、多数

のGSダRNÉ藻類が×Üし、��な4N

モ場を��している。沿岸部では�の藻類

がnれて´õを¸�流れ藻が多数#�け

られる。	

¡調査では小型�ØÛ�しり���から、

流れ藻を採取し、�れらに付随�る魚類の、水¶や季節に)る変éを�Çに�ることをÃÂとした。	

	

方法 

ÛWでÞ�c©ĉÛWから流れ藻を�Ñし、流れ藻を見�けた後、Ä�ĆĄ;S@の>モÕを用い

て採取�る。u�に採取xºのÖ�Ò�、水¶、水µをì�にâí�る。藻を¹
、Yの生物をl�。

�の後魚種�とにá数�る。	

óWでÞ�c©ĉóWでは、IP=Vや9ャVQに採取した魚種をhれ、§W数、è£数、a型の

­¼を用いて¨Ñ図îでu��る。�の後調査xº�とにAV>を"とめる。	

	

調査xº	

調査xºはÎì°からb部°の水µăĀċ１ąĀĊのxºでĂĈfの流れ藻を採取し、藻の採

取xºのÖ�Ò�U水µU水¶をâíし、藻にBSEOS7をÞった。 

	

結果とÙ�	

	 Ą月から１１月のĆT月ðの調査でáăą１fa、１ă種の魚類が採取�れた。l½した魚類と�

 のñeを^XにÈした。Ą月には、メEP類が流れ藻に付随しているがć月には採取�れなかった。

モジャコはĄ月後sの#の採取となった。ą月、Ć月はメジBが多く見られたが、ć月には見られな

くなった。"た、Ć月から１１月のï ðにわたり0IメD5が多く採取�れた。ć月から１１月に

かけてCジ5SHが見られた。Ĉ月、１Ā月には�数ながら�れ�れDB3コ<とM2ジ23が見ら

れた。イ9ダイはĆ月、Ĉ月に見られたが、�れ^}の月には見られなかった。Ą月は�も多くの魚

種が見られ、«いでć月、Ĉ月とい�結果になった。ą月、１１月が�も採取�れた魚種が�なかっ

た。 
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流れ藻には、小型甲殻類や魚類を初めとした多数の生物が付随しており、生育場所や摂餌場所

として使用していた。季節が変わると共に、魚類層も変化し様々な魚類の仔稚魚が流れ藻に付随

していた。流れ藻は、多くの生物資源を育む重要な場所になっていた。今回の調査で得た結果を

基にモジャコやメダイといった水産主要種も但馬沿岸部に見られることが分かり、今後は調査を

続けると共に利用法なども探っていきたい。

図１月別魚種採取数
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���
J�5<D2I 

W-B�����2:8J�R,U?
G/8J
����	VW 

 
ƈƺ市立ǮÃ中学ƣ	 佐4ƛĿ展（同ɣĞ）	

 

���
U$�)'"���( QV 

	 フィールド�イ~ン�Ɋで_、「自分の生まt育TたƣĆn市ĆǒƝの生態ǳを科学的[態şで見Ľ

る市民を育źすること」をǙ的として、フィールドワー�とOtにとも[うȔ現ƻ動をǸǹしてきた3

ŤƣのęȽ環境_、ØŋnŔĬA多く、ɋ市的[環境で;る3łŷを¤ー�とした体ɦをどのpうに

ſ保していくかということ_、学ƣのȠǼǋAɨく、自然体ɦAÁしいɋ市ɊでこO考えていくůȗ

A;る3ゆえに、一Ȋ的にɌȗ[自然環境で_[いĬŻ（自然保ȱĆnモニタリング�イ�ɰɯɯɯ

[どで_[いという意味）で;るA、生ŪにとTての地êというĬŻでÛAできるのかということを

ȡ行Ɏȥし[Aらǩみ»Gていくこと_、同ǯの課題をžえた学ƣに多Ŋ[りともȴǊできる可能性

A;る3	

今Ġ_、教řのǙǺで、Ɋƻ動Aどのpうに展ɒJtてきたのか、また、学ƣ教育から見たñ生の

au`というĬŻA、どのpう[意ǾをƁつのか、ä人的見ȝで_;るA、こtをƫ会にȟɏして?

きたい3���n ���・�
�[どǉú[ƂŁをうけてい[いƕɀの学ƣAどこでもǛÖできる安à[ƻ動

モデルをƦǱしていくこと_、��­¯ル���リーのſい手を育źすることにŊし_ŧにたつのか

もしt[い3	

=.%!'UFT� #�&'V 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

.  
 

1 

0  

/  
7�P� 

K>*T 

L.OC 

MA 
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K>*T 

	 自然体ɦに?いて_、Ǿă教育Ưɘで;ることを考Źすると、できるɖり地êの自然と関わること

を大øにしたいし、またOうしてきた3もSux、地êといTても、近ɚの市ǒƝ[ども行動Ĥ内で

_;るので、出向くĬĖも;る3加えて、フィールドに?いてƗもɌȗ[こと_、+Ğい,AȨの+Ğ

い,で;るかということで;る（和井田����）3教řA、+nらNたい,;るい_、+ƂňAできる,ņ

ȳをɇxでしまうと、教řの+Ğい,A学びの�ター�と[TてƂňをしていくことに[る3こt_、

¿体的に探求していく生Ūを育jというț点から_、fどと?いƂǠŨSの生Ūを育źしてしまうこ

とに[るRuう3	

もSux、すでにȉ味関心Aƙり、教řの+Ğい,と生Ūの+Ğい,Afg一Ȉしているので;t

`、+ȨのĞい,で;るかということ_考Źするůȗ性_[いと考える3フィールドにɁtて行くƔに、

どこにɁtて行くかということ_、教řの意ģAďƓJtるとこuで;るA、Ǹǹ的[探求と学びを

ſ保するために_、生Ū自Ⱥに生Lた+Ğい,ということAɌȗで;る3	

また、フィールドに?いて_、+遊ぶ,というț点をɌȗșしている（佐伯	 ����）3遊ぶ中で発見

したこと_、生Ū同士でñƙをしている様子AÕえるし、中に_教řに話にくることA多い3また、

ÎüのǶɦとƱȻしてOのɅいを生Ū同士でȦƒしている様子[xかもÕえる3つまり、ņȳAëł

していt`、多くの発見と探求をɌ]ているので;る3»ȟに?いて、このpう[ǶɦをɌ]ること

で、生Ū[りのĞいA生まtてくるものと考える3pTて、教ř_、考えをつ[Eことn、ȷĞする

こと、発見をñƙすることにŭするŧþ、つまりフyシリ�ーター的[ŧþA、フィールドワー�の

əに_Ɍȗで;る3	

Ɨũに、Ƃňしているəのłŷで;るA、ŤùÛもǶɦしてい[いときの「考えること」のモ�¤

ーシ®ンと、ǶɦをへたときのȔ現の「考えること」のモ�¤ーシ®ン_ĥå的にǔ[Tていた3n

プ³�� ]らい 備考 ƻ用�ール 教řのŧþ 

.  

フィールド 

ワー� 

 

 

 

関心のťź 

生Ūの関心のz��©ン� 

フィールドで遊ぶ 

（-łŷ・Ⱥ体ŷȚのɌș） 
ɃČのǶɦと現Ħの体ɦをつ[E 

地êの生態ǳへのŶǜのťź 

関心をťźするため

に、教řA生態ǳをɇ

ぶという意ģÎı_、

ǉŁのǨにǷら[い3 

GPS Ìきカ©

¯・携帯 

フyシリー�ーター・

インタープリター 

/  まとめる 

¥�ターのÜり方を学ぶ 

体ɦをƃりȿる（リフ²�シ®

ン） 

学Ğとつ[Gる 

データをɀして協同

的にȰ論する3 

PPT・QGIS・ 

携帯フ��シ

�� ・̈~��

ル・ワード 

�ィー�ング 

0  
学内・地域で 

Ȕ現 

自Ŗの学びAŧに立つłŷ 

（自Ňŷ情） 

Ƴづき（½ć分J・ 

新た[zイデz・）のťź 

モ�¤ーシ®ンのťź 

 

まSづくりのWS・市

民環境フ}��ィ�

ル・文化発Ȕ会・自然

情報ÆƆ会・自然țń

会・自然ēǳĉ物館 

[ど 

* 
�ー�ング 

�ィー�ング 

1  

ƞśşの行動の 

ȞǓを立てる 

 

関心をǙƨにつ[Gる 

協è性の育ź 
 

思考�ール 

（ßえ`、tocfe kj

法[ど） 
フyシリ�ーター 
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_り、物Âを考えていくときの+体ɦnǶɦ,_、自然を考えることをƥしjうえでとても大ø[こ

とで;るというłŷA;る3»ȟのこともȹまえて、¹Ņに関心をz��©ン�することAɌȗと考

えている3	

 
7�P� 

Ƕɦをzーカイ¢する3Ɋƻ動[ので、Łƚ的にすEƃりȿるということAĢɜ[ĬĖA多4;る3

Oこで、×Ǽ情報AɌȗ[ŧþをƠたす3生物A分Řする×Ǽ情報を取ūし、地ģ»にzーカイ¢し

て?くことで、Ƕɦを再び思い出しnすく[る3こt_グーグル¦�プでもpいし（三橋����）、携帯

フ��シ��¨（大澤����）でもpい3本Ɋƻ_、携帯フ��シ��¨をƻ用JNてもらTている3

とにかく携帯nカ©¯の
��をÞTて×Ǽ情報をとTて?くと、
��[どをÞTて地ģ»で遊べる（Ü

Ĝɛ参ǅ）のでɞǗいし、	

Ƕɦの備Űɏ（�$$!
��##&�	������#�����"��� ��!��#(#$������!�� '�� �� ���#�$$#%）として、	

ìȼのŢきǸCとして、;るい_Oのままプ²�ンのȵƍとして、学ƣのÆƼとしてもŧに立つ3ま

た、こtらの生物分Ř情報_���»にオープンデータとしてðɒJtている3	

 

MA�� 

Ȕ現するĬŻ_、できるRけ地域に出向く3生物分Ř情報をñƙすることA、地域のŧにたつłŷ

をできるɖりſ保する3ßえ`、まSづくりのワー�シ®�プn、市民AÐǓする環境フ}��ィ�

ルn、ð民館でɒかtるƶœの情報ÆƆ会[どA;る3加えて、自然ēǳĉ物館A市民にɒくĬ[ど

A;る3また、学内で_文化発Ȕ会[どA;る3文化発Ȕ会_、ǃ関心ōへのƕĎとしてのāƠAƚ

Ũできる3 
 

L.OC�E	� 

自然体ɦn、協同的にまとめるǶɦ、データを整理するǶɦ、Ȕ現するǶɦをɀして、うまくいT

たことnうまくいか[かTたこと、こうすt`pかTたこと[どA認ȯとしてȐǩJtる3このpう

[ことをƃりȿり、pりpい取ǵにしていくために、4 Ƙから 5 ƘIuに行動ȞǓをÜźする（ģ）3

この行動ȞǓをÜźするときに、zン�シ«�ター����リーという思考�ールA;り（岸良 2014）、
ǲáかつ¿体的に行動ȞǓを立てることAできる�ールとしてƙāで;る3もSux、多様[方法論

A;るので、pりすEtたものA;t`Otでpい3 
 
2:8J��N�-B���� 

ñ生のau`_、自然を探求しǹけている+ǆの;る市民,と出会うĬŻと考えている3OtPt

にフィールドをƁS[Aら、発見nƳづきをプ²�ンするĸ_、生ŪにとTてみt`、自分の地êの

自然をƄえ直すĵƫと[るRuう3 
また、ñ生のau`のǛɧɟ_多様[立ĬA一同に会することで;る3Oして、生ŪもȔ現として

参加することで;る3Ȕ現をɀして、ɰ）自分の学びAŧに立つこと、ɱ）自分の理ȝのƽ_かJに

Ƴづくこと、３）地êRけで_ƄえることAでき[かTた自然の多様性にƳづくこと、ɳ）źɐのł

ŷをūることAできる、[ど多くの内ɞ的モ�¤ーシ®ンにつ[Aるものと考えらtる3 
ñ生のau`の参加_、教řという立ĬRけで[く、ǦもƴȽのフィールド§­ー�z¨研究会

（http://ameblo.jp/mizubefmk/）という団体で発ȔȀとしてǖĮしたǶɦA;る3このƔに多くの人

と出会い、自分の考えn、ËȀの考えをÆわすことをɀして、大好き[自然を考えつづけ、ƾめるƫ

会をūることAできた3このƔに出会TたÏ間_自ȺにとTて、大き[źɐをłŷJNてくtるもの

で;Tた3今教ȭとしてɊĝにÒえているȔ現のÊ方_、ここでのǶɦにpるとこuA大きい3 
科学ɊのɣĞのこのɠ_、本Ťに生ŪAȔ現するĬŻA[いとŷLていた3Îüz�プしたƮē;

る日本学生科学ȶも、地方大会で_、ÜĜを展ǠするRけ3生ŪたS_、źɐのłŷA[いし、ɞǗ
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く[いRuう[とŷLていた3OのƔに、出会TたのA、人と自然のĉ物館でưśłƐしているñ生

のau`3ĉ物館で遊び[Aら、自分もȔ現Ȁとして関わり、生ŪもȔ現Ȁとして関わるĬ3Oこに

_研究ȀのĊn、行Ɖの人もいt`、生き物をɤ育している?`SmxA発Ȕしていたり、ɨƣ生・

大学生もいて、小中学生もいた3��­¯ル���リーということを¤ー�に、立ĬnƩĹに関â[

く、プ²�ンをする3ɨƣ生の方A、プ²�ンAうまかTたりして、ǭい[Aら学xRのをȚえてい

る3こtからもǸǹしてfしいĬで;る3 
 
63FT4; 

śş ņȳ フィールド ȶ（大ɕŞ学生科学ȶ） 

2010 śş §�ン� 学ƣのプール 
Ɨé秀ȶ 

（大ɕ科学技術�ンターȶ） 

2012 śş ɭ ɭ ɭ 

2013 śş ヤ� 大ɕŞ三őɉ	 ƴǃ瀬œ Ɨé秀ȶ（ȧİ新聞社ȶ） 

2014 śş §シシ� zカ§§�© ƈƺ市の用ƴȸ ÝÜ 

2015 śş 
イシ�©・§シシ� zカ

§§�©・カワz��・�

�§���シ 

ƈƺ市の大Ƭœ 
ƈƺ市の用ƴȸ 

ƣĆ 

é秀ȶ 
（大ɕŞ教育ķĝȶ） 

2016 śş 
オオ�ン�イ��・イシ�

©・��§���シ 
ƈƺ市の大Ƭœ 

Ɨé秀ȶ 
（ȧİ新聞社ȶ） 

 
 
 
 
 
+1S 
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»ĚƘ�Ə市¹éみどりǙ	 Ã�Ħ・­本¯次・ƛŹŊĖ 

 
��め� 
�ブイブイの森�は�Ə市のÌǲ、p��ーaNンに¢ƺする約 15ha の里山林で�る。Wj

�やKswRなどǄǅȍśでĖくǍわれ、生物多様性を保全するǴǌなñĶとして�ƏƆ�dド

gーaブdTでは B�ンTに指Ă!れている。地域にſいを�え、自然とº生するまちづくりを
Ǭめる�でůか&ないまちなかの里山林で�る。一方、�のǻわりは薄く、ķ入れが行�čかな

くな,た事によりƅǅŭやYY、aVなどのȂƤがľú。里山林としての§®はŅなわれつつ�

,た。 
里山林としての§®をĉ来:Ĝ�Ʊ�為には従来からの行Ŋ�Ċíのƪ理、活Ǝではなく、ī

ĭを�Õする市民をはじめ行Ŋ、ƝƥŮǻがºにķをņえながら次�:ǟかな自然環境と生物多

様性をƱĹしていくĨǌが�る。ǋȆの�みんなでつくる�とはÃǩした多様な�¤のË³によ

る里山林づくりを指し、本�vーhは'の過Ƣについて集約したもので�る。 
 
ED���� 

	 ブイブイの森の植生はWj�やKsw

Rなどの夏緑ȍśが多ŋをÎめ、'のÄ

Úは全¤の 55ȏに�る。'の他、Wj�
林:{N_NcTが侵入するƻǄが約

14ȏをÎめている。{N_NcTȒwb
Vで構ĵ!れるȍĆĘのaVƻǄは 4%
とな,ている。'の他約 10ȏは�đ的に
植ţ!れたKPwe林や\SȒヒmR林。

É°のĕ線ǯǤŷいはニ^KPZKなら

びにhNl]x{cなどの�đ林がÎめ

る。林½にÿëするため池à辺では全¤

ȂƤにĈするÄÚは£いが、nンmR、

[|}jSなどがƻǄをğĵし、Ž地に

生息する植物やŒǇなどい�もののǴǌな生息ñとな,ている。 
 
HM���� 

林½で多ŋをÎめるWj�ȒKswRƻǄ½にはƪ理のŉƺによりYYȇやe�性植物など

がƸǃしている。また{N_NcTやwbVなどaVȇもȍいĆĘで侵入している。ưš的に林

½の¶Ƕ�ǣをĽ�、種多様性の£�、里山景観の

Į化などのĮĠȃをÓ;している。侵ƒ的外来種で

�るニ^KPZK、hNl]x{cについてはƊŕ

Ɓでのľúはǎられないがĉ来的に侵入žとなるÖ

ǀ性が�る。 
 
 
 
;K���� O72P=/�#(8@C����"�N�,-	�A5 

�ま
��J6 '$*���E3I> 
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�Ə市½には�ȍējjweの森�、�観Ɵ

Ȑかん9くȑの森�、�řȊćô¹é�など多

くのŌ±!れた里山林がÿëする。 れらは

u�ンfLKç¤や�ŧ、ƝƥŮǻなどがƤ

Ũ的にǻわりを持つ事でƱƲ的に保全がèら

れている。ブイブイの森については市Ìǲの

市Ǌ地に¢ƺし、à辺からのKr�ーcもą

Ŕで�り、まちなかのƦ地を活かした里山づ

くりをńǬする事とした。 
l ブイブイの森の§®をƳ持、óǬする

為、œるく、種多様性のȍい里山林:

ǗĊで�る夏緑ȍ林方ěでのƪ理を

行う。 
l 夏緑ȍ林方ěȐ�Ə方ěȑとはWj�

などの夏緑ȍśを保全し、_�X、ヒ

YPRなどのƅǅŭ、YYȇやe�性

植物などを市民Ò画によりǱĻ�Ń

する。 
l 市民Ò画íの里山ƪ理を行い、ƪ理活

動をǪじた�Ż、地域Wx~ニfLー

のñとしての活Ǝとºに、訪れた市民

が林½で自然環境を学び、楽しむñと

する。 
l 取組に�た,ては市民、ƝƥŮǻ、行

Ŋが�¢一¤とな,てǫņし、'れ(

れに�ÖůなǡŊ的・�的・ĺǉ的な

ǌƬのļいķとなり、Ë³での実Őを

ńǬする。 
l 市民ÒÅについては行ŊのWーgL

lーhとƝƥŮǻのYvーhによりǜ習会を実Őし、里山林にǻするƪ理、環境学習のñ

を�画する。 
 
 

1F���� 

 方針に基づ�行ŊȐ�Ə市ȑとƝƥŮǻȐƘ

Ʀ�と自然のÍ物ȉȑにより里山林ƪ理の市

民ÒÅにÝけた�ŝƿĵr�グ�yをƩĂ。

ǜę½ąは①里山の基ƞƜǝ、②植生ǚŢ、

③ā全ĈƩ、④�Ń実習、⑤ƴĿを一年Ǻか

けてĎ¬する。新ǏのļいķをƿĵするĨǌ

が�る事からĞȂのǺはŲ年開²とした。Ü

Ơは�まちなか里山^xjー�とし、本^x

jーの¬�生をĈ象に実際にブイブイの森で

活動するç¤:のÅ入をâびかける事とした。	
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B0���� 

	 まちなか里山^xjーがȕŚ目をƭえた ���� 年 �� Ř、実際に森で活動する�Ȑ�Ơȑブイブイ

の森活動ç¤�が �� �の会員とºに発ǣした。Ãǩのと�り^xjーでのÒÅを©して�た事か

ら多くのÒÅが�,た。会員の��構ĵとしては �� �が多いものの、Čなから%û性やƊġ��

からのÒÅが�,た。ÒÅの理Ɛとしては、�他で里山活動を経Ȍżみでブイブイの森:のǻħが

ĝい�というものや、�経Ȍは全く無いが¥かを始めたか,た�というものがųǦ的多く、'の他、

特ĥ的な声としては�ǐþでŒǇŃ取がで�るようなœるく楽しい森にしたい�、�þどものȄに

ǭん*里山のȈ景を思い¾しながら取り組みたい�など¼¤的なイzー[をも,てÒÅするもの

まで様�で�,た。活動に際しては実際にÐǿな¦ŧが¡うとºに、活動:の動ŮづけのıáÚ

いもÞめ、Ù自でłǷをŇĸうğで�»ĚƘu�ンfLK・市民活動ƀĄºż�:のÅ入をƼÇ

�けた。	

	

	

94.<���� 

森での活動開始後、会員Ûôのǐƚと活動のįð発

«をèる事を目的に、Ų¦ŧ後に会ðǖを発行して�

た。���� 年ȕŘの第１ØをƕÀりにŘ１ȘȕæのȅĘ

でƊëȐ���� 年１Řȑまで �� Øを発行した。Â¦は

Ɗëのと G行ŊȐ�Ə市ȑがļ,ている。½ąは¦

ŧȈ景、会員からの声、�後の¦ŧに活か&るňäƁ、

森の変化の様þなど多種多様にƖりǨんでいる。�後

は他の里山ƪ理ç¤等との�ŻǢōとしての活Ǝも考

えられている。	

	

	

+LG:����!*%)����� 

活動組織の発ǣから約Ê年後の ���� 年ȗŘ、Ɗ地で

の活動をǥまえ、ブイブイの森のǕǒèとなるゾーニ

ングŤについて会員ǺでǞ論を�わした。Ǟ論のê×

とな,たŤについては、Ù種Ş�や活動ƉŸを考ĳし

ÑŤを行ŊȐ�Ə市ȑで¦ĵ。ǚŌをƝƥŮǻȐƘƦ

�と自然のÍ物ȉȑで行な,た。	

会員からは�里山としての活Ǝのみ

なら%、¹éとして�をâびǨむŐƩ

がĨǌ�とのıǎから�ǘもが訪れる

事がで�る�Ĵ\tー\のǕƺ�など

がŤとして¾!れた。また活動する�

での�Ǝ¼保ƪĚやhイ�のǕƺȐƊ

ëはǕƺżみȑ�、�野鳥の生息地を残

す�などより¼¤的なıǎも�,た。

実ƊのÖǀ性はÁとして�KPwe林

がÿëする事からweaV林をĤ活�

や�Ɗ地の植生�外の新たな植ŭ�な

どもıǎとして¾!れた。Ǟ論を経て

ú�くは�ǓȖつのゾーンに¿けた。	
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①エドヒガン保全ゾーン…森に残るエドヒガンの保全。	

②野生動物生息環境保全・学習ゾーン…野鳥や小動物の営巣などの為、自然遷移に委ねる。	

③植物の多様性優先保全・学

習ゾーン…多様な夏緑性の植

物を優先して保全する。	

④水辺環境・景観保全ゾーン

…水際の植物を保全し、ため

池の景観を楽しむ。	

⑤外来種駆除ゾーン…外来植

物の侵入を防ぎ、駆除する。	

	

	

	

	

まとめ 

構想から活動開始１年後までの経過を集約した。ブイブイの森では既に林床から新たな植生が

芽生え始め、活動による変化の息吹が感じられている。会員はもとより森を訪れる市民が変化を

実感する事により、薄暗い森の印象も次第に変化して行くものと思われる。また、他の里山林に

は無いまちなか
．．．．

という特性から、ややもすると組織の論理に陥りがちな活動とは一線を画し、地

域からの声を取り入れながら活動に活かして行けるものと考えられる。基本方針ならびにゾーニ

ング等、基本的な指標は持ちながらも、従来からの考え方や行動に縛られる事なく新たな発想や

着目で、みんなでつくる
．．．．．．．

森づくりを目指したい。	
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<31%?Lの=17(2'に��ON�の4M 

	

į®直pfâ	大ĕfĮî�¡fs月	«f大�ÔÓŉfĺs7�いfŁ中Ķpfþs»人	

Ō兵庫県Đē­ýã高等学校n�校	 生物部ō	

 

1.���に 

学校近くの武庫川上ð部は、ë川Ì{の工事があまり行われていないために、自然環境がz全され、

メダカやタナゴなどの魚類が多く生息している。しかし、ðれが¹いため大ŅがŃるとï水になるこ

とがあった。そこで、Ė10年�から自然環境にĹÂした工事が行われている。	

�年に·きĚき、ċた'は、工事からŎ年経ったë川と工事直後と工事�のë川の魚類の調査を行

い、工事がlえる¼響を調査した。	

 

�.9> 

(1)調査Ó	

²成�
年�月��Ó(水)Ŕ��Ó(月)、	

	 	 	 	 	 �月 
Ó(水)Ŕ��Ó(Û)	

²成��年�月��Ó(Ľ)Ŕ��Ó(月)Ŕ�9Ó(水)、	

	 	 	 	 	 �月 �Ó(õ)Ŕ19Ó(水)	

(�)調査場所	

	 武庫川上ðŌē­±ºļō	

Ａ地点ŏĢô橋上ðĖ100�(図 1)	

Ｂ地点ŏĢô橋の�ĳŌ図�ō	

Ｃ地点ŏĢô橋kðĖ100�Ō図�ō	

	 	 Ａ地点は、まだ工事はされていない。水òは

10œ1�0��。川底はĆとíでñい所には、オオカ

ナダ^がĝĤしている。	

	 	 Ｂ地点は、²成��年1œ�月に工事された(図�)。水òは10

œ100��。川底はąとĆとĔ�。	

	 	 Ｃ地点は、²成�
年1œ�月に工事され、1年が経過してい

る。水òは10œ�0��。川底はĆとí。	

(�)調査Òì	

	 	�でÇě(図	)およ2タ^ěで�0分ŀ、魚類を採集し、採

集した魚類の種類と個体数をīľした。この調査を�地点で�

回")行い、その合Īをęßとした。	

 

�.E:�H/ 

	 調査したęßを表1に示す。	

Ａ地点は1	種、Ｂ地点は11種、Ｃ地点は19種が採集できた。	

Ａ地点では、今年ÑたにカワYFイ(図
)、カネYラ、ギギŌ´

魚ōが採集でき、�年と合わ#た種数は 19 種だった。一Ò、工

事直後のＢ地点ではオイカワ(´魚)、カワムツ、メダカ(図�)が

ùに多数採集することができた。工事後Ŏ年が経過したＣ地点で

は水òがñく、オイカワ(図�)やカマツカ、ヤリタナゴ、メダカなど19種が採集

できた。�年の� 場所では1�種だったが、1年で種類が多くなった。	

図
 5F 

図� カワ!�イ 

図1 P.A�I@橋%?� 図� Q.A�I@橋の,K� 

図4 =12'�Q.A� 図� R.A�I@橋&?� 
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表１　　調査結果（採集できた種と個体数）

地　点

種　名 科　名 平成２６年 平成２７年 平成２６年 平成２７年 平成２６年 平成２７年

オイカワ コイ科 11 6 26 49 24

オイカワ(幼魚） コイ科 3 3 136 41 36

カワムツ コイ科 4 6 66 1 7

カワムツ(幼魚） コイ科 0 0 0 1 4

3 ヌマムツ コイ科 3 1 2 2 1

カマツカ コイ科 12 7 11 4 70

カマツカ(幼魚） コイ科 7 0 0 17 1

5 モツゴ(幼魚） コイ科 1 0 0 0 2

ムギツク コイ科 2 1 4 1 10

ムギツク（幼魚） コイ科 1 3 0 1 1

7 カワヒガイ コイ科 0 5 3 0 6

タモロコ コイ科 2 0 0 0 1

タモロコ(幼魚) コイ科 0 1 0 0 0

イトモロコ コイ科 1 1 3 0 2

イトモロコ(幼魚） コイ科 3 0 0 5 0

ヤリタナゴ コイ科 6 0 6 6 47

ヤリタナゴ(幼魚) コイ科 0 1 4 0 2

アブラボテ コイ科 3 3 0 1 1

アブラボテ(幼魚） コイ科 3 4 0 0 0

タイリクバラタナゴ コイ科 0 0 0 2 0

タイリクバラタナゴ(幼魚) コイ科 0 0 1 0 0

13 カネヒラ コイ科 0 1 0 0 1

14 ギンブナ コイ科 0 0 0 0 2

ドジョウ ドジョウ科 4 7 0 0 12

ドジョウ(幼魚） ドジョウ科 2 0 0 0 0

16 シマドジョウ ドジョウ科 1 0 0 0 0

17 ナマズ ナマズ科 3 0 0 0 0

18 ギギ(幼魚) ギギ科 0 3 0 0 1

19 メダカ メダカ科 3 26 33 5 53

20 オオクチバス バス科 0 0 0 0 2

ヨシノボリ ハゼ科 0 0 1 1 2

ヨシノボリ(幼魚） ハゼ科 4 0 0 1 0

ドンコ ドンコ科 5 0 0 0 2

ドンコ(幼魚） ドンコ科 1 2 0 0 1

85 81 296 138 291

60 64 155 72 243

25 17 141 66 48

16 15 11 12 19

未工事 未工事 未調査 工事直後 工事直後 工事１年目

1

2

4

Ａ Ｂ Ｃ

6

8

9

10

11

15

12

備　考

21

22

個体数（合計）

個体数（成魚）

個体数（幼魚）

種　数
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このことより工事の行われていないＡ地点と、工事の行われたＢ地点とＣ地点の種数を比較す

ると工事直後は減るものの1年で戻ることがわかった。これは近くに工事していない場所がある

から魚類が移動することができるためと考えた。	

しかし、個体数で比較すると、工事直後には、オイカワ、カワムツ、メダカなどが増え、1 年

が経過すると、オイカワが減り、カマツカ、ムギツク、ヤリタナゴ、ドジョウなどが増え、全体

の個体数も増えた。これは大型の魚種が生息していないため、大型の魚種を天敵とする小型の魚

種にとっては工事直後の場所はとても良い環境だと考えられる。	

調査地点の景観は、未工事の場所と工事後の場所は全く違っているが、工事後1年が経過する

と魚類相は戻ることがわかった。これは、魚種が移動する範囲に未工事部分があるため、復元で

きたものだと考えられる。	

	

4.おわりに 

調査場所の堤防や川底は、工事後でもコンク

リートになっていないため、多くの生き物が生

息している。しかし、外来種も見られたので、

これらは減っていくことを望んでいる。	

今回採集できた魚類の一部は、人と自然の博

物館の三橋弘宗先生の指導のもと、プラスチッ

ク封入標本とプラスティネーション標本にす

ることにした(図 9)。プラスチック封入標本

は、多くの人がすでに作っているため、よく見

かけることがあるが、プラスティネーション標

本はまだ作る人が少なく珍しい標本である。こ

の標本はサンプルの中の水分を抜いて、その代

りにシリコンに置き換えたもので、乾くと半永

久的に固定され、素手でもさわることができ

る。作成した標本を昨年の 11 月に行われた兵

庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会

で展示したところ多くの反響があり、好評であ

った(図 10)。武庫川の生物を標本として実物

を残すことは、意義のあることで今後の貴重な

資料となることが期待できる。最後になりまし

たが、研究の助言と標本作成の指導をしていた

だいた三橋弘宗先生にお礼を申し上げます。	

	

図9 三橋先生の指導 

図8 オイカワ 図7 メダカ 

図10 総合文化祭での発表 
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GI�生き物�)るR篠山-の取り組みR 

	 	

（篠山市ÉÖ）	

	

１．���に 

メIカ、OEa8、サンシa88;、カ9d、Xタd、ササ`リ・・・篠山の生き物の'�ん

どは、農地やř山に生息し、r�のîらしのなかで生活を¢んでいます。	

篠山の生物多様性は、rが山やĘん(に�り、手を��るこ�で守られてきました。しかし、

¦¯整備により農作業の�Ēがよ�なり、化ĢĎæをz用するこ�で生活は豊かになったjèで、

水路はコンクリート化され、山の手�れはされな�なり、篠山でも生き物の生息¯Öは½な�な

っています。そのため、生き物にğを�けるþ会はċり、大rもµどもも生きものへの関Íがv

�なっています。	

篠山市§wで、Ŧŝ類学のmĚĞý´で�るĄ�ťŤĀのĸï「½年�物Ŀ」を­にしたëę

「øの学ö」では、ì��ñの篠山の豊かな自然がßかれています。	

そのŧの自然豊かな環境を取りÕすため、平成２５年、市の生物多様性の保全に関するè針を

Ĥした「øの学ö復活大作Óů生物多様性ささやまÓěů」をĩ¸し、市のoĽ施ĩ�して取り

組んでいます。	

平成２６年度より、農ó業に関する事�をÖÝする農ŗ�ŒŖに「農ŗ環境Ł」をçľしまし

た。これにより関{Ŗı�の連携をÇ化し、農ó業に携わる市民へのí及啓発、水路改修を希望

する地域団体に環境配慮型工法を提案するなど、j体Ğに生物多様性の保全に取り組んでいます。	

	

２．生物多様性の保全にO�る取り組み 

（１）-8�の/E&>�生物多様性�J;$C#M� 

生き物の生息環境を守るため、tĴĘR;トープやă（掘りk

�）に年Šを通して水をňめ、ķ�等のİÚĪĔを行う市民、ま

た、生き物に関するí及啓発や環境整備を行う市民や団体に対し

て補助金をqsし、生物多様性の保全に関する取り組みをÅめて

います。	

（２）-8�の/E&>\GI�5物D*�\ 

Ęん(のĜやř山に生息する身近なù物（カeラPMシコ、_

UカンG8など）にğを�けてもらおう�、ļĬ�・Ĺ©地�で

のù物調査や市外での希½なù物生息地�のÿŎなどを通して、

篠山市のù物の生息Đąを学Ĳしました。	

（３）'4?からGI�生きもの�)る 

	 篠山市でも、ミシシッSアカミミガメ、Udー?d、;;>ン

ケイ?ク等の外来種が、§来種の生息環境をĵかしています。	

	 平成２６年度より、篠山城跡において、QXンイシガメの生息

環境を保全するため、アカミミガメの防除に取り組んでいます。	

	 平成２７年度からは「農ŗささやま外来生物対ĩ協議会」を

ľħ、行ä・市民・事業者・大学が連携し、アカミミガメの捕

獲・処分体�をģħしました。また、µども�保Ņ者をo対象

�した外来ū捕獲体ũイWントや外来種に関するĈ意¡ŉJラ

シを配Áするなど、意識啓発にも取り組んでいます。	

	 環境Ġの補助金によりľħした「農ŗささやま外来生物対ĩ
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協議会」は、市・市民・神戸大学・㈱自然回復から構成され、各専門分野（アカミミガメの防除

及び処分・外来種に対する意識啓発）で連携しながら取り組みを進めています。	

	

【篠山城跡堀におけるアカミミガメの防除調査結果】	

	
平成２７年度	

（全ての堀で実施）	

平成２６年度	

（南堀のみ実施）	
捕獲後の取扱い	

アカミミガメ	 ４９６匹	 ３２６匹	 冷凍・焼却処分	

クサガメ	 ５２０匹	 ３７８匹	 再放流	

イシガメ	 ２５匹	 ９匹	 再放流	

	

（４）農業分野における生物多様性保全対策 

	 農業従事者の高齢化や担い手不足により、生き物が豊かに生息

する素掘り水路からコンクリート水路への改修が、各地域で行わ

れています。そこで、生き物の生息環境を守るため、国の補助金

を活用して水路改修を希望する地域団体に対して、環境配慮型工

法の提案を行っています。また、生き物に関するアンケートや生

き物マップの作成を通して、農業に携わる市民に生物多様性の保

全に関する意識啓発を行っています。	

	 	 	

３．これからの取り組み 

（１）生物多様性に配慮した水路整備方針の作成 

	 「生物多様性に配慮した水路整備指針」を作成し、事業者を対

象に環境配慮型工法の現地説明会・生き物調査を実施するなど、

市内で実施する水路工事において、生物の生息環境を保全する取

り組みを進めます。	

	

（２）丹波篠山いきもの４８（ＴＳＩ４８） 

	 篠山の身近な生き物にスポットライトを当て、その大切さを知

ってもらう・・・それが「丹波篠山いきもの（ＴＳＩ48）」です。

身近な生き物のイラストを作成し、小学生へのアンケート等によ

り守りたい生き物４８種類を選出、ポスター・Ｔシャツ等の作成

や生物多様性フォーラムを開催し、意識啓発に取り組んでいきま

す。	
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��#������%�������
$$% 

	

ũ�	 ·�×{ÈÏ	 まどか{±ê	 ēź{中	 �Ô{ƋŘ	 Ąĺ	

ǌ�óşŬ篠山ĠƻǇŮÙħ	 DるさとŎŖǀËǍ	

	

��め� 

私たちのÙħは�óşの中Ġƫ、篠山市に�置している。篠山市は、žしいƍ�GJı¼ŜõƦō

がČÒくØ在する。しかし、Ƣð市内に放置さPた竹林がÏ¬し、Ď化ƚのţÐJ山林の�ǁ、ŕō

Òĭýのľéを­Ƴしている。	

	 5こで、このžしいƍ、篠山のĘƐとŔÎをÚるたHに私たちは、竹林を地域とともに整備するc

ーr、�しののH竹林j`bーa をŸĀし、�Ćした竹を有効利用するĒ法の研究も¿ėに`bーf

した。	

	

"�������� 

ǐǍ放置竹林のƗĥ	

	 	 �篠山市内の放置竹林をƗĥするたH、�����のƅū¢Šと現地Ɨĥを行い地Æ上にmydfした。	

ǑǍYーegz\Ůの資Ğとして活用	

	 	 �竹を¹り�Pたe^イzを考Ĩする。	

	

ǒǍ竹cdmに¬íして活用	

	 ��ĳ¤œƪŧで発ŕする、�ŋĴķのƃĲƟľ	

	 	 �篠山市の�ĳ¤œƪŧから発ŕするĴķを�ŋさせた�ŋĴķ。ðƶ
���ą¥さP、Ŗīôĩ

ōとなっている。ƀĐśƲはしているものの、øņなþƃで利用がÅƺである。5こで、竹c

dmを利用してƃĲƟľがで*ないかĪƔした。	

T	 Ĵķと竹cdmのļÂのª¾をÑえたƖǅ²をƓ-、	

úŕōの発Ưが�さPるL%にĳ¦をǔǏǋにƗ整。ǌ½¢ŠǍ	

	 	 イ	 �ƨƶ0とに切りƣしを行い、Ŀò、
�ǒŃòをŀÞ。	

	

	 �竹ŲとĻšńを¸üさせる、ĳŶ発ŕƎ置のƵ発	

	 	 �Ƣð、šĵを�ęする資源としてĳŶにĸ目がƸまっている。đしいWhwZーとしてのĳŶ

利用法も研究さPている。5こで、űĖなƎ置をƏ作し、竹のŉ¦ƑY`化を行った。	

	 	 	 有İōŉ¦ƑY`に¬ŉĳƊĲを¬えてĳŶŕĀ¸üをƝこす。¸üöは��のƥり。	

�ǎ����ǎ��������ǒǎ��
Ǒ	

	 	 	 5のたH、����で¸üがƝこせるL%なĬƦを作った。ǌ竹Ų��{Ļšń��Ǎǌ�ÆǍ	

	 	 T	 ŊĐは竹を利用。	

	 	 イ	 ¸üさせるŅはqgoznを利用。竹をŊJすŊŇŅはvサイ[wの}ďż。	

	 	 V	 çůLりĳŶをą¥	

	 	 W	 £³しƸĲ。	

	 	 �Û�ýをƭÿし、Ŵİ�ťにć¾ƫのłćを�ƿした。	

	

	 �ářǌǈJŌなどǍのǂĐ化	

	 	 �Ç内のǂĐƂŹŐは��し、EとSどƠ�にƿっている。さらに5のǂĐ�もǇǆし、řŖá

はÓ*なĂĉをº-ている。5こで、¡ŕ»ƁなÇŖ資源として竹をǂĐ化する研究をƵ始し

た。この研究は農研İĬřŖƇ地研究āとƧĈして行っているものである。	
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!Ē法"	

	 T	 �Ć後す,にcdm化した竹にĳ¦を¬え、ǓǏǋのğ�にしたものに、�ưƈǌサイp`

bーǍを¬え、ÖĲğ�にし、�かĚŧò�Ø。	

	 	 イ	 Ć´ǈにǒǋ{ǓǋĽ¬し、Ć´Ő、��ǌiVugdf�ǍをŀÞ。	

	 	 	 ǌĽ¬は竹cdmǌ���Ǎと、úŲĝǌ�����Ǎの�Ũǀで行ったǍ	

また、先行研究があるたH、5Pを¶考にđたなƖǅƓÞを行った。ǌ中ář�上をåƙǍ竹を

ñとĤƉに¦-、5P6P、åň²、�ưƈĽ¬²、ƮųĽ¬²ǌŖīôĩōを有効利用Ǎ、�ư

ƈǎƮųĽ¬²に¦-実ǅをƵ始した。この研究にƷしては、現在実ǅ中である。しかし、先行

研究で竹の栄養価などが明らかになっているので、さらに良質なサイレージを作りだし、実用化

したいと考える。	

	

 �と!� 

ǐǍ�ĳ¤œƪŧで発ŕする、�ŋĴķのƃĲƟľ	

ǒ;のƖǅ²でĿòが上Ĕし、ƽƗに発ƯがƩSだ。TztgTのŃòも��し、ÝƁƖǅに'い

てもƃĲがƟľした。ǌ�ÆǍ	

	

	

	

	

	

	

	

	

!考ä"	

	 ĳ¦を���にƗ整したことで、úŕōの�*が活発になり、竹JĴķをWhwZー源として発ƯがƩ

Sだと考えらPる。5のŸģ、�ŋĴķのŏŎのƃĲがƟľした。ÍƀのÃ質は、XvÁƱが�くÍ

ƀとしてはőしいúƱûƾ�ŶがářŵÍƀ�GとæƴáLりƘƕをƼいた。	

	

ǑǍ竹ŲとĻšńを¸üさせる、ĳŶ発ŕƎ置のƵ発	

ƸĲしたlzをƄǉǇæにƤ�し、¦ġを行っていただいた。内âōはūĲが	ª、ĳŶが�ªŧ

ò5のEかsbzJưŶが�ªとなった。	

!考ä"	

	 ĳŶの発ŕƪŧで、ūĲがļ�してしまったが、ĳŶが発ŕしたことも¦かった。ūĲのļ�µÄ

として、�Ǝ置のkイmなど、ć¾ƫのKるG�竹ŲとĻšńのĊăが�Ü�であったことにLる発

ŕ�ƞが考えらPる。今後はĬƦをŤ実にし、ĳŶのGを¦ƹしたい。	

	

ǒǍářǌǈJŌなどǍのǂĐ化 

	 �かĚ、ƥïŹǄのƭ¾ǂĐに竹cdmをĽ¬したとこQ、	

竹cdmĽ¬²でŖ´Ő、���がÀ上した。ǌ½ÆǍ	

!考äと今後の展Ĝ"	

	 èář用のǂĐとしては有効であると考えらPるたH、÷*続*ŹǄを続-、ǂĐ�の©ľにもã

�したい。	

	 Óář用のサイレージは、先行研究があるたH、5Pを¶考にđたなƖǅƓÞを行った。竹をñと

ĤƉに¦-、5P6P、åň²、�ưƈĽ¬²、ƮųĽ¬²ǌŖīôĩōを有効利用Ǎ、�ưƈǎƮų

Ľ¬²に¦-実ǅをƵ始した。この研究にƷしては、現在実ǅ中である。	

!考ä"

èář用のǂĐとしては有効であると考えらPるたH、÷*続*ŹǄを続-、ǂĐ�の©ľにもã
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	 しかし、先行研究で竹の栄養価などが明らかになっているので、さらに良質なサイレージを作りだ

し、実用化したいと考える。	

	

まとめ 

 篠山市内の放置竹林を整備し、竹の有効利用法を模索することから私たちの研究は始まった。今後

は現在研究中のものを発展させ、実用化することを目標にしたい。農都宣言を行った篠山市を竹の力

で盛り上げたい。地域資源を有効活用！！ありっ竹使い切る。私たちの活動は続く！	
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超巨大イヌワシの巣 

 
ſƉƋƊĔww(ņĝ,|j�A�5,|ƀ 

ş�Čîj¯v1�»jŐÿĳ»jŅ��ĶjŌ�ĠœjŽš�Újýÿ�sjŐŪĕÙ 
ī��ųj¶Ő�§jĚĤ�い»jÏÌ��5jr�§ãj橋þĕ§jnĽăljāÔ» 

tåljŊýbN»j三¿ìųjĤpňwj­łĴö 
 

�  
� xÓÖ-/(-��ŋŜïÊ�¾Cでż�るąþÊ��Ů��?4した。Įた"-�Ğź,ÑŖÊ
Ĭ,ąþz´に��Ųį$ąþをÊĬで�*い�をŀ�4した。ė�Cで�た,�ŠÎ¶FZhO,

Íです。布野先生,指導,8(ÁÆ¶,FZhO,Íを製作し、/(-�にÊĬする�(に*#た,

です。ƂƁÓůÑŖÊĬしていただ�ąþをħ指して��製作Ůºです。 
 
� ƈûoô�<DIaV,Ă?ýŴめをºめ4した。Ôい*�(に深Ĥ�¬-DIaV,Ă?ý�ś

Äでした。ƂƁw�=でđをĖし*�<ƅƏƆò3)wĘçŎでŴめ4した。ƂƁû,�めに-�A

�5,|で{¦Ë2FZhO,ŔÅにō�、Ûü,FZhOに�|い4した。µ�,Ă?ý�Þő*

,でņqĥに£ņ,Ã,Ţ�でĂ?ýをŴめて/(-�2é#てĀて8<い4した。Í,ÊĬだ�で

-Fi\KXにĉ�る,で、Í,ń後にÁĞ¶,FZhO,�ĩをŸる�(にし4した。�Ö8�ŷ

いし、9#(·ňĨ®},©Â½İĎ,�ĩを��=する�(�で�4した。ƂƂûƂƁò9#(F

ZhO,Í,製作です。�,ò-ƂƄ¥,ð�Ŵ4=4した。�µß,三橋先生に台座を作#ていた

だ�、Ƅű�¡yŢにFZhO,ÍをŖľし4す。č_kfƅƁĲ�=をŦ0�5、ĆÒƄƎƃƁƍ

ƎƏ¸ō�ƄƎ、Ż�ƇƁRiU,Œu*ÍをƂòでÀæ��る�(�で�4した。Í,ń後,FZ

hO,�ĩ��<にţ�を��して�?てい4す。ƂƂûƂƅò,YekcQTPHQ^Odfで-

ĀźŁ,ð�に�ØĨ,FZhO,�ĈĥğēをŕŘし、ŰÝをé#ていただ�た(àい4す。 
 
��生,/@.��Ţ%いて�4した。lŇÏď,ð�に8#(8#(FZhOにŰÝをé#てċ

しい(,àい�<、	ŠÎ¶FZhO,Í
で��生,/@.�に��する�(に*=4した。Ƃûƅ

ò,�A�5,|,bkWEiLで、»)8ũで8A�=9すいÊĬをMiR]Xにする�(�Ē4

=4した。`QTkに-�ĩをµ��い、î¼-¶��ĵĜにする、È�»-Ãñでřめる;
に、

FZhO,生ä(�ĈĥğēをĻ(ŕŘでA�=9す�4(める�(に�め4した。9#(,�(で

5C*で`QTk(È�»を作=n�る�(�で�4した。 
ƃûƂƂò,��生,/@.�ÊĬ|°で-Ā°�?たĦĄにFZhO,�(を8#(Ī#ていた

だ�;
に|¨5C*でŘõし4した。4た`QTk8È�»8¶³¹ŗでした。È�»に$いて-

�ØĨį¶¾,¾生ª~�い�8,��C�,ð�<÷Ŷ�?をķŉÉにして/(-�で�Ø,FZ

hO,�(をÕ�Ƌƌしてい�4�C�(,²を8<い4した。 
�  
ġ®�ØĨに}6FZhO-ƇĿ(,�(です。$�い-ƃĸし�ŔÅ�?てい4�C。â@しい

�(にŵ�Ń#たí-ƃƁÓ�=でSgž�,44で-�Ø,FZhO-ļěしてし4い4す。ť�

?ó�?�«,FZhO8¤�Ũをた)る�8し?4�C。FZhO,Ź(*る[GNJ,}めるĢ

±ſūËƀを�生してい�*�?..=4�C。[GNJ,}めるĢ±���生ĞµĄá,Żいś�

*ņĝ*,です。 
ņ¿にいる(、ƂƇøŧ�に、布野先生�<�źŭŞを Şし4した;�(,��<?*いŤĺ�

�=4した。|¨lw/(=,��,ŝĞ,Ĺù�èĭ�?たð�にŗ��?た,でし:
。xで8

��<?*いĐé"です。 
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最後に指導をいただいた布野先生、台座を製作していただいた三橋先生に改めて深謝する次第です。 
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樹脂で作る花の装飾品・イワシ３種 

 

���ę��とŘħの会	 封入標本サークル	

 
Ĝ­£Ô：ė生ÿŠElvX_H]クďŕE�)て封入標本E¨�すること�らÌたĜ­です（2000

ã�ら。流Ä・生ĜĽŉOルーl/�ĐéÒ�生指Ù）。ÿŠ、śƗœČ、Ň物（ŻŴŷµ
Ŏ）、魚ƈまでÖūEä�ました。ŮŰに標本Eóăすることによ)て、ŘħのŴëのŒし

 ・�îŪ にĖ�くM]カPになれ3とƇ)ています。 
�ďŕで�るśのŤƊº 
	 ¨�手ƅ	  

�  ¥¹きのśEシwカQルでÕ封す

る（�ŵ間Ņæ） 

 
 
 
 

� シwカQルEÑ�にöいŞす 
（ċ�いŋなどE�い） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
� śEÁ¯ġにĠ�る 
（ĭēÇïďŕ<żĶ�>） 

 

 
	 śEŘħ乾Ī %てÑñ 

 
 

 
lwUーkajvワーとしてìŚのものがありますが、�´ĻŚなのでŭとしてもう 
�*とい)たð"です。śのŘħ&のままのŒし EűĘして�Àø戦してみました。 
ş)4のしな<� のð"もţĮでき&うなので、kzーチ�ÈのĲŲもあり&うです。 
[wア・^eM・XイYン・hKv、Āの�ŝの�ŹEŨしてみました。 
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�イワシƘņ 
	 ¨�手ƅ	 �鮮æのよいものEėěいしてgyEÛしてnルマwンġEÅ�する（ƌ£） 
	 	 	 	 	 	 �nルマwンġ（10Ɣ）にĠす（3þŅæ）（ƌ£） 
	 	 	 	 	 	 �ėěいしてアルRールġ（70Ɣ）にĠす（ƌ£）	  
	 	 	 	 	 	 	 	 ƅđ 80Ɣ�90Ɣ�99ƔにĠす（2ƚ3þĔ）（ƌ£） 
	 	 	 	 	 	 	ũµ れたďŕE 3ƚ4Ýに¥�てĚ入する（żûŊ間） 
	 	 	 	 	 	 	 Ô¾：pwlziyンť	 	  

ďŕ：「uiカ」/「fーメ]ク N」	 ĢµÔňĕ	 100：1 
	 	 	 	 	 	 
�ŵ間後	 ŗÃしたものEėmーfーでƅđĽ���ていく 
	 	 	 	 	 	 	 	 Ɠ100�Ɠ400�Ɠ1000�Ɠ2000（¢のźæ	 ėEùえる） 

	 	 ��ĲĿき«「Wk」EM]チンmーfーに·ま%てMt]	 Mt]とƄが 
	 	 	 出るまでĿいて��がり	 	 ĸØþ�EŸ�て�Ïします 

 
 
 
 
 
	

	 	

	 Ŕのƃい魚は�èにřいと れĭに「イワシはğの�²」ともいDれるほどで、EPA、DHA
がÉく·まれ（­Ŗľ¯�ƀ）手軽にú³できるサlwメン`は�Ėがあります。し�しŰãは

čÈƉĆとしてÓçでũį れることはÚなく大š魚とŧDれながらĵŶにな)ているようで

うす。 
	 �$マイワシ（ĺ鰯・ĺƐ）です。 
英名：Spotline	 sardineニシン亜目ニシン科マイワシ属。¸ń：þ本ğ�ではgvゴ、žĈで
はbb^oシ、đのカタクチイワシにĕ5ると�ち=7´です。åƆではƒがÈれてüĦがĮれ

るので¦§し<すい。出�魚でReイワシ（8ƚ12cm）、 
チtウeイワシ（12ƚ18cm）、KKeイワシ（20cmƚ）と名前がÇ¯します。阪神間では鮮魚
として、ėı¬à物としては「目刺し」でáŬ れています。北Ƃ地方（ĭにŁ�Ĺ）ではdカ

Ĥ�にしたものが「こん�いDし」としてƉ5őがれています。 
đはカタクチイワシ（ī´鰯）です。 

英名：Halfmouth sardine ニシン亜目カタクチイワシ科カタクチイワシ属。高ļĹでは「どC
め」として�Ėがあります。�あ�が´±¥大きくżくのでこの名がある。カ^KģのƋである。 
ėı¬à物として�な"みですが・・・。「煮干し」、�ōの「�まめ」「た� く」、「しらす」 



135 共生のひろば　2016 年３月　

（軽く乾したもの）「ちりめん」（強く干したもの）、「アゴ刺し」等々。終戦前後阪神間で両天秤

で「打出の浜の手手カムイワシ」と威勢よく囃しながら行商で売られていたのはカタクチイワシ

でした。 
最後はウルメイワシ（潤目鰯）です。 

英名：Round herringニシン亜目ニシン科ウルメイワシ属。目が大きく潤んでいるように見える
のでこの名がある。鮮魚は地元のみでほとんどが高級干物として流通しています。「目指し」はマ

イワシより高級物で通ります。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

	 	 	 	 	 	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
封入標本サークル会員：宇陀公正・岡田照代・北方唯男・神山久枝・松生昭子・木村公之 

マイワシ カタクチ（煮干し） 
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�������地域活動 

	

ßĵĩ�（ダリアを楽しむ会	�š）	

	

��
	 

 }ĵ市からĎ北?約１５Vロ、宝塚市北部の上佐曽利地区は８０年以上の歴史を持つ、全国ĉ数の

ダリア球根生産地です（約ƛ００品ň・年間約８０|球）。この地域はę高が約２００Ƣあり、³部の

市ş地にĞ@て夏は２ƣ４�ġħが�いので、¤Ħなġ�をÐむダリアの栽培にƀしています。 
ダリアは、VWŅの多年ŜでnVシコ、Xアテマラなど中³ōの高地が´産地です。 
フランス、Tランダなどで品ňüřが進み、ĭ在では約ƛ|品ň以上にも上るさまざまなêとŚのダ

リアが創り¥されています。Ă本でもĝ年新しい品ňが発šされています。 
 
�����し��の活動 

	

本会は２００５年から、宝塚市の特産品であるダリアの花や球根について市民の関心を高め、生活

の中でさまざまに利用することをĻ的に以�のような活動を続けています。	

（１）ダリアの花を使ったďŚやÚ入ę本づくりなどの普及啓発	

（２）ダリアの栽培及>§り花利用の普及	

（ƛ）ダリアの食用に関する試作など新たな利用のůĐŀŊ	

 
� 宝塚市内のこども園や小学校でƂÃ学ŕや環É学ŕを支援しています。 

	 	 	 	 	  

 

	 	 	  
           

宝塚市西谷こども園で�ダリアの花>ら 
ďめ��Ƒ学ŕをùÛ（2011/11/11）	

宝塚市西谷小学校でƂÃ学ŕとしてダリアの 
球根植え付けをùÛ	(200
/05/12)	 
 

西谷小学校でダリアの花のÚ入ę本づくりをùÛ	(200�/11/1�)	
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� 宝塚市西谷の¶ŉŃ・ダリアまつり・アート展などでダリアの魅力を広くアhール 

           

 
� ダリアの球根を使った料理の試作と試食会の開� 

	 	  
 	  
 
� ダリアをŮƋとした�Ĥ会等による「人の環づくり」 

   	   	  
 

�	県立公園や民間企業での協働による楽しい啓発動。	

			宝塚市西谷¶ŉŃでダリアの花絨毯づくりとフラwーアレンジnントýØ	(201�/11/�)	

 

宝塚市Ď公民ƏサマースWールでダリアのフラwーアレンジnントýØ	(2015/�/2�)	

 

ダリアの球根や花>らを使ったÙ¹やıƃづけなどの試食会	(2015/�/�)	

ダリアを活用したĶ こしôŰ会(2015/0�/1�)	 �� Ïó会でフラwーボトルýØ開�	(2015/0
/01)	
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⑤県立公園や民間企業での協働による楽しい啓発活動	

 

地域活動としての成果 

	 普及活動などを１０年以上続けてきたこともあって、宝塚北部・西谷地区ではダリア栽培を中心と

した「花の里」づくりの機運が盛り上がっています。	

特に２０１４年度（平成２６年）には、宝塚市が市制６０周年記念事業の一環として「ダリアで彩

る花のまちづくり事業」を実施しました。市内の主な公園・緑地や４９の小学校・幼稚園の校庭にダ

リアの球根約５０００球が植えられ夏から秋にかけて華麗な花が市内各所を彩ったことや、宝塚駅前

での大規模な「ダリアの花飾り」イベント等で市民の関心が広がったと評価しています。	

また近年、西谷地区に在住のアーティスト達がダリアをモチーフにして写真、スケッチ、版画、壁

画などの創作に取り組み、作品を上佐曽利地区の生協店舗の一角に展示しています。さらに、ダリア

を使った化粧水・乳液、石鹸などの開発販売などの動きもあります。	

これらダリアを利用したさまざまな事業や活動の応援やつなぎ役として、本会の存在が少しは役立

ってきたものと自負しています。	

 

今後の展望 

 

 宝塚市北部地域（旧西谷村）はここ数年で大きな転機を迎えます。大きな要因は２０１７年春に予
定されている新名神高速道路の宝塚北スマートインターチェンジ（仮称）の開設です。今まで静かだ

った村にも、他府県から多くの車や人が入ってくるでしょう。住民にとっては不安要素もありますが、

地元の資源や人材を活かすチャンスにもなります。８０年以上の歴史を持ち全国的にも優れた栽培技

術と販路を持つダリアとその活用は最大の地域資源と言えます。 
これを活かすには、さらに知名度を上げること、そして他の農産物やサービスと組み合わせた新た

な付加価値を見つけだす必要があります。例えばダリアを使った料理の試作は飲食関係のプロも関心

を示し、本格的な検討が始まろうとしています。	 	 	 	

本会が進めてきたダリアに関する多面的な評価や他分野とのコラボレーションが地域資源としての

魅力アップと新たな展開につながることを期待しながら、今後も地道な活動を続けていきたいと考え

ています。	

	

県立明石公園のまちづくりガーデンショーで	

ダリアなどの花の衣装をまとう(2014/10/04) 
宝塚ガーデンフィールズと協働で干支にちな	

むダリアの花絨毯などを制作	(2011/11/5) 
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西宮のきのこ封入標本と夙川松の健全化プロジェクト 

	

漆崎文子・河上浩・北川万里・松原久・三上博栄	 （西宮市きのこクラブＯＢ会）	

 

はじめに 

	 西宮市きのこクラブＯＢ会は、西宮市が主催する市民講座「きの

こクラブ」の受講修了者で構成され、西宮市の甲山におけるきのこ

の定点観察を月1～2回、周辺地域での観察を月1回行っています。	

	 採集したきのこは、乾燥標本または凍結乾燥（フリ－ズドライ）

後に樹脂封入標本にし、西宮市北山緑化植物園に常設展示していま

す。また、一部のきのこについては継代培養を行っています。 
	 夙川松の健全化プロジェクトは、夙川河川敷の松（クロマツ）に

有効な菌根菌を共生させて樹勢を回復させることを目指し、西宮市

との協働事業として2010年に着手しました。	

	

方法 

	 クロマツの樹勢を回復するためには、菌根菌と共生した発根の促

進が必要であり、そのために効果のある土壌改良資材を選定する目

的で、西宮市と協働してつぎの活動を行っています。	

①	共生させる菌根菌の胞子液の作成	

菌根菌の子実体（きのこ）を夙川河川敷で採取する。	

松の根に共生させるための胞子液を作成し、資材化する。	

②	菌根菌胞子液の散布	

松が着床している土壌を数十cm掘り、土壌改良資材を入れる。	

菌根菌の胞子液をジョウロで散布し、埋め戻す。	

③	確認と評価	

翌年または 4 年後などの時点で掘り返し、松の根と菌根菌の共

生状況を確認し、土壌改良資材の評価を行う。	

 

結果と考察 

	 以上の活動により、松に共生させる土壌改良資材と施用手法が確立できれば、各地の松並木や松林

にも適用でき、全国の松樹の健全育成が期待できます。	

	 西宮市では、これまでに効果を検証できた菌根菌と確認できた手法による本格施用を、一昨年度よ

り実施し、さらに施用範囲を広げる事業に取り組んでいます。	

	 当会は、これらの活動に対して、これからも協働による支援を行う予定です。	

	

松根に活着した菌根 

 菌根菌胞子液の散布 

ポスター発表 
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ホトケドジョウ類の腹部白色線形状による個体識別調査の紹介 

 
青山	 茂（ひとはく地域研究員） 

 
はじめに 

兵庫県にはナガレホトケドジョウとホトケドジョウが分布する。前者は山間の浅くて流れの穏やか

な細流に生息し、後者は湧水を水源とする細流、湿原や水田周りの小溝に生息するが、両種ともに生

息環境の悪化によって急速に減少している。そのため、環境省レッドデータブックでは両種共に絶滅

危惧ⅠB類に、兵庫県レッドデータブックでは前者がBランクに後者がAランクに選定されている。両

種の腹部には白色線が左右 2 本あり、その形状変異による個体識別が可能である。今回、この個体識

別法による調査について紹介する。	

 

調査方法 

ナガレホトケドジョウについては 1995 年から、ホトケドジョウについては 1999 年から、加古川水

系のそれぞれの生息地で随時採集し、体長測定と個体識別のための腹部の写真撮影を行っている。そ

れぞれの写真から目視によって腹部白色線の形状を確認し、個体識別した。	

	

結果 

ナガレホトケドジョウについては、個体の成長を追うことで、雌が雄より大きくなる体サイズの性

的二型が認められ、それは雄の成長率が雌のそれより先に下がることに起因すること、寿命は10年以

上であることなどがわかった。ホトケドジョウについても、成長の一部と、寿命が 6 年以上であるこ

と、ナガレホトケドジョウより早く成長することがわかった。	

 

まとめ 

この個体識別法の課題としては次のようなものがある。①毎月の調査で撮影した写真から腹部白色

線形状の照合を目視で行っているが、個体数が増えてくると非常に煩雑である。②毎月の調査でけっ

こうデータが取れるので、それを整理し、報告としてまとめるのに時間がかかる。③これまでに成長

の一部しか報告しておらず、今後、寿命や移動、個体群動態についても報告する必要がある。	

 

ナガレホトケドジョウの腹部白色線 

ナガレホトケドジョウ ホトケドジョウ 
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石ころクラブの活動報告 

	

石ころクラブ勉強会	

	

山陰海岸ジオパークの地形・地質模型（石ころクラブ グループＡ） 

	

２００９年度より作成を始めた『山陰ジオパーク地形・地質模型』作りも、いよいよ本年２０

１５年度に完成しました。	

この立体の地形・地質模型は等高線で山陸の高さはもちろん、地形・地質・地層・断層や岩石

の種類などが色分けされていて特徴がよく分かります。	

７年かけて完成した作品を是非ご覧ください。	

	

	

	

見て、ふれよう、みんなで集めた石や砂（石ころクラブ グループＢ） 

	

石ころクラブではみんなで野外観察会（現地へ出掛けて地質などの見学および可能であれば石

や砂などを採集します）へ行きます、また、個人やグループで日本全国の石や砂を集めました。	

本日は、石ころクラブのみんなで集めた『山陰ジオパーク』と野外観察会（京都府笠置町、木津川の河

原）と日本全国の石や砂を、見て、ふれてみてください。	
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TCSIAA 2015 Sydney

The know-hows I gained from the four times of experience working with high school 
students who have given their presentations abroad at The Crustacean Society, and a report of
The Crustacean Society International Association of Astacology in Sydney held on July 19-23, 
2015.   

�Ĺ	信â	 （神戸×Ĭ�甲アイランj高） 
Nobuaki Niwa  (Kobe Municipal Rokko Island Senior High School) 

 
	 	 世に Innovation とGlobalªがÅ高にµ?れている。またActive learningが加Oった。要するに理ħ
Ĳ・ôħĲを»O0世界ĞにĐŠできる�ÿの育ëである。本校がôŦħ学ġの 

�（スーパーサイエ

ンスnイスクール）のðÍを³けて今年で最ĳ年の
年Ġになる。本校の SSHのĠĉに�国内外の発表
をţしてřかなuレcンhー_{ンľ¦をŲ"�、Ÿ国際ĞなŉŨとêŊを育Eċ会の¥�Ź�理ħ英語の

カリキzラx開発�など、様�なöĎをţしてŸ国際ĞにţĚするħ学技術Ĳ�ÿを育ëすることŹがあ

る。報告者はこれまでŒDのコfu 10（¶´Ó）をğ¡りに、n�イ、Yリ_ャ、コスタリカ、þÚの
4 回にOたって国際甲殻類学会に高校生をàĖして、参加させ英語で発表させてきた。い0れも大きな
ミスやトラtルもなくë§Ņにťëできた。この 4回の実şĴųから得られたś重なノーnTを検Őし
てĶïを行い、今後にãĬてたい。	

2003年 6月Ê路のŁ生川でエビに付ģするÈÉな生物を発見���œしいŖĄの結果、�国¬東Ŧにし
かいないヒルミミズであることが£ø。日本¢報告となるとともに、兵庫県Ê路のŁ生川±@�甲ア

イランj高校が世界�に知れēる。�	 Ċđ国大外Āĩリスクő�会Ř（2004年ヒルミミズ発見を世

界に発表。）国際甲殻類学会ŷ�	 東京海洋大学大会�200���	 �国ŮÔ大会(2010)�n�イ大会(2011)	
�	 �Yリ_ャアhl大会(2012) �	 ��İコスタリカ大会(2013) �	 �	 jイgフランクフルト大
会(2014)�日本þÚ大会(2014)	�	 �Vーストラリア_jニー大会(2015)��	 ®は高校生のàĖûり�	
	

	

	

	

	

	

	

	

Ò今回は、SSH 5年Ġで�įĸ小に�い、高校生のàĖはなかった。4回の実ş
をţ.て学ん4高校生の国際発表のë果とĨŏŷ世界にŰ@�して、外国を見て

ŉŨをÝ*る。eャレン`ı神�¤へ�るキfカケになる。それには、周りの理

ō・«¦がç要。¢年度はőÍÛÀ� 4.9のトfuクラスの生åで�本校生は英
語BらBら�の®Śを�えた。TOEIC、TOEFLĮのŜĆはĔķで、生åのŝら
ないíをóØが補"。英語が�Āてエビ・カニにĿ¹があり、現Ãにáくて、	
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飼育技術に長けている、そんな理想の高校生は望めない。そこでこの欠けるところをHamad Al-Yahya
博士など周りの者が補って助ける。結論として、とにかく柔軟に考え、海外へ連れて行き、海外の見

学でなく研究内容を高校生が世界に発信することが何より肝要である。35年に亘るNeocaridinaの研究
と本校の SSH取得が丁度重なって、4回もの国際学会への高校生の英語発表が実現した。併せて、7
月 19日-23日にAustralia NSW州 SydneyのAustralia Museumで開催された、国際甲殻類学会（TCSIAA	
2015	 Sydney）に参加・発表した様子を報告した。発表内容は、現在、Branchiobdellidanのヒルミミズ
Holtodrilus truncatus (Liang, 1963) (Annelida: Clitellata)発見の2003年から2014年までの観察ノートから、
採集したホストのエビ（Neocaridina spp.）とヒルミミズとスクタリエラ Temnocephalidan, scutariellid 
Scutariella japonica (Matjašič, 1990)	の共生関係を探っているが、今回はスクタリエラの卵サイズについ
て、コスタリカ大会でも発表したが、その後、卵サイズに関して、大卵と小卵に分けられ、親にも大

型個体と小型個体が認められ、その関連に関して再検討した結果をお知らせした。また、最新のエビ・

カニ情報、Fish Marketや帰りの空路ケアンズ付近のグレートバリアーリーフの様子などを併せて報告
した。	 	

	

	

	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 						 	

	

  

	

	

本発表・報告は、東京海洋大学品川キャンパスにおいて 2015年 10月 10日（土）
に開催された日本甲殻類学会第 53回大会において発表した。また、神戸大学に
おいて 11月 15日（日）に開催された兵庫県生物学会第 19回研究発表会におい
て発表した。	
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幼児期の遊びや学びを豊かにする環境学習支援ツールの制作 

内田友梨恵・浜田将宏・池本悠華・池田拓朗・高橋啓太・陳豫皖・嶽山洋志 

（兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科） 

はじめに 

幼児にとって自然や動植物とのかかわりは、その対象を命あるものとしてとらえ、心を動かし、多

くのことに気づく経験に繋がる。幼稚園・保育所ではこのような幼児が自ら「気づく」活動を大切に

考える必要があり、そのような学びの支援ツールの開発は重要であるといえる。そんな中、公園に立

地するネイチャーセンターや自然史系の博物館などではオリジナルの環境学習支援ツールを制作する

動きがみられ、例えば伊丹市昆虫館ではチョウの変態を学習できるぬいぐるみや、チョウの生態が理

解できる紙芝居などが制作されている。キット化されていることから、幼稚園や保育所などに貸し出

すことも可能だろう。本研究科でもこのような環境学習支援ツールの制作および貸し出し事業に取り

組んでいることから、ここではそれらの一部を紹介したい。 

取り組み内容 

・里山のくらし体験キット（写真 1）：本キットは、里山、集落、里海の 3つのゾーンで構成される布

製の模型キットであり、幼児がままごとをしながら里山・集落・里海のつながりを感覚的に知ること

ができる仕掛けを施している。例えば「里山で伐採した材は薪となり、また落ち葉掻きをして集めた

葉や浜でとれた海藻は燃料や肥料にして使うことができる」「集落の背後にある竹林から竹を切り出

し、それで竹竿を作り、魚を釣ったり火吹き竹にして火をおこしたりすることができる」「里山でと

れたキノコや海の魚、集落で育てたサツマイモなどを調理して食べる遊びができる」などである。折

り畳み可能なので移動も容易である。また大人の介入は重要であり、それぞれの行為が持つ意味を大

人が伝えることで子ども達は各ゾーンが関わり合っていることに気付くようになる。

・食物連鎖を学ぶパズル（写真 2）：本パズルは、タカのお腹にヘビのピースが、ヘビのお腹にカマキ

リのピースが、カマキリのお腹にバッタのピースが、バッタのお腹に葉っぱのピースが入るといった

“食う－食われる”の関係をパズルで表現した教材である。実践では餌となるピースを園内に隠し上

位の動物としてそれらを探しにいく遊びを行った。もちろん自由遊びの時間にパズルとして普通に遊

ぶこともでき、幼児は生き物の繋がりを遊びの中で学ぶことができる。

・口にこだわった昆虫のお面（写真 3）：昆虫の口はかむ（バッタ、トンボ）、吸う（蚊、蝶、セミ）

、舐める（カブトムシ、ハエ）など、いろいろあることを学ぶ教材である。それぞれのお面をつけて

餌を食べる様子を子どもたちに表現してもらう。例えばチョウは花壇に飛んでいき蜜を吸う、セミは

樹木に飛んでいき樹液を吸う、ハエは飛んでいき動物の糞をなめる、バッタは草むらに飛んでいき草

をかむ、などである。

・イシマキガイの暮らし絵本（写真 4）：河口付近の淡水と海水が混じる所から川の中流ほどの範囲に

生息するイシマキガイの一生を絵本で表現した。生息環境や餌などの情報に加え、子どもたちが飽き

ずに楽しめるよう間違い探しなどの遊びを入れ込み作成した。

おわりに 

このようなシミュレーション体験ができる教材を使用することで、複雑化した自然環境や暮らしの

仕組みやつながりについてポイントを押さえて、短時間で伝えることができると考えるといったメリ

ットがあると言えるだろう。また里山だけでなく自然や環境にさほど興味のない子ども達に、ゲーム

や遊び（おままごと）というところから興味を引き出す効果もあると考えられる。なおこれらのツー

ルは実体験と連動させながら用いることで、より効果のある学びになると考えられる。 
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 写真 1 里山のくらし体験キット 

写真 3 口にこだわった昆虫のお面 

写真 4 イシマキガイの暮らし絵本 

写真 2 食物連鎖を学ぶパズル 
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2015年に南西諸島で確認された淡水ガメの分布 

	

嶋津信彦(しまづ外来魚研究所・兵庫県立長田高等学校生物部OB)	

	

はじめに 

南西諸島は、九州南端から台湾北東にかけて位置す

る島嶼群である。南西諸島に分布する陸生･陸水生カメ

類は、イシガメ科のクサガメ、ニホンイシガメ、ミナ

ミイシガメ、セマルハコガメ、リュウキュウヤマガメ、

ヌマガメ科のアカミミガメ、スッポン科のニホンスッ

ポンの計3科7種が文献等で35島から報告されている。

またイシガメ科では、交雑したと推定される個体も見

つかっている。分布情報は、外来カメ類の定着、影響

などを評価するために不可欠であるが、在来カメ類の

分布域や鹿児島県の島嶼および大東諸島では近年の詳

細な記録が不足している。本研究では、現地調査によ

り南西諸島における陸生･陸水生カメ類の分布を明ら

かにした。	

 

材料と方法 

2015 年 5–10 月に南西諸島 43 島で陸生･陸水生カメ

類の分布を調査した（図1）。カニ網による採集を主と

し、カニ網設置地点と他の河川流程の各一部における

手網または素手による採集、および調査･移動中、一部

夜間早朝の山地などにおける踏査で目視により分布を

確認した。カニ網では、誘引餌のサンマと溺死防止用

のペットボトルをそれぞれ入れ、計 2,070 地点で原則

各 1 回、1 個を午後に設置して翌日午前に回収した。

確認された分布をそれぞれ基準地域メッシュ（日本測

地系2000）に同定し、図化した。	

	

結果と考察 

陸生･陸水生カメ類は、31 島 369 メッシュから延べ

2,031 個体が確認された。外来カメ類は、セマルハコ

ガメとリュウキュウヤマガメを除く各種で、初記録も

含め複数の成体や幼体が認められた島嶼があり、それ

ぞれ定着や分布拡大が示唆される。クサガメとミナミ

イシガメが沖縄島北部、クサガメが石垣島から採集さ

れており、これらの駆除とともに交雑・競争によるリ

ュウキュウヤマガメとミナミイシガメの各在来個体群

への影響について、詳細な調査が必要と考えられる（図

2）。	 	 	

図1．2015 年に現地調査された南西諸島43島 

図 2．2015 年に現地調査で確認された南西諸島

におけるミナミイシガメの分布．自然分布域

では■，域外では■で示す．本種は，22島135

メッシュから延べ1,219 個体が確認された． 

 

本研究は、一般財団法人沖縄美ら島財団

の助成を受け行われました。	
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*+>#�14の.C赤西3@��)8%<(D���る 

/,活動のとりくみと川の生物?- 

¨ü	 ¸ð，øï	 Ö（NPOÜ人	 ,4うご森の}楽ġ）， 
ģ¡	 m（Î¹会社	 日本触媒），Ė	 ăİ，çĤ	 Û（兵庫県û��	 ë�人Ĩ�ġ） 

�*+>#�14の.�と� 

	 日本触媒kØäの森は，Á|川のnß域にwąす8¢ā²ĜēãĚのØäàĮ林です。mĔ，

�然林にもĔえ8，_OUeやHbEなどのčĎ広ĎÔが,:が8ćしい森があり，�れをĄう

ようにĜē川がßれています。ČĊやÅďをは�1，Ĳkék@KFなどの生½のñĝなどもĔ

られ8，生物多様¼を|!ě�な森といえます。

	 Ĝēの森は，Æ�ら多くの人たちに�îされ8とともに，��に られてきました。Æ�ら木

地³kタタe³などの¦ħ¤ī団は，m£の�îの後は森を回»す8た1にsの�¾にú8など

して，ÿ¶あ8�îÃÜがĐ;れてきました。また�È林として�にú管された後も，NFkY

WEのÐ林，木Ë生íをĐうmÃ，広ĎÔの森は��に|�されてきました。Çに，地�k�ī

čではĢ会の人たちとpßして広ĎÔをÐえ，Ħ広âp林を!く8�力をģ(ています。�のs

にも，人工林のĨu，ğ×Ġの整備，森の観察会，Ø生生物調査がĐ;れています。

赤西川と生物 

	 Ĝē川は，Ýx�«やĜē«などの

����� をこえ8«�と森によって，ě

�なßĥをm£に|っています（写真

�）。	

�のßØは，森のě�なÐ生によって

àĮされてい8た1，多©のĪĬでも

âåす8ことがありま�=。また，川

­の¬や±öはċ0し，¡£したßÚ

を物Ęっています。林ĠÙいの	し/

�し
にはRc@がīまり，¨さなØたまりを作ってや

8と，CAgのí�が/られます。森�らし/�した¬

ónの	したたり
にはCiSZHeùの¯が観察でき

ます（写真 �）。このように，Ĝē川では，Ø生生物の多

様な生½ë�が|たれています。	

	 たとえ+，子どもたちの観察会では，BBb^CiI

e，GeCHCiIeなどの��のCiIeĭ，YIU

DCiSZHe，b^SZHeなどのSZHeĭ，多様

なCIh@，DDン]，YeタTh`L，\タgĭ（I

ンM]タgt�に，森林¼のGh^T]タg），XJVK

ンLc@@Bや>CXe?afýのo生ĭや，dLW]

f，>[eXbªýのıĭなど，様�な生物を観察して

います（写真 �）。	

写真 � 赤西川と37, 

写真 � ������;の' 
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私達のとりくみ，これまでとこれから 

	 日本触媒では年３回の森林整備や自然観

察会をおこなっています。子どもが自然と

ふれあう機会として，木工細工の製作や川

の生き物調査もおこなっています。夏の活

動は，子どもたちも多く参加して，楽しい

ものになっています（写真 4）。これらの活
動は，兵庫森林管理署，人と自然の博物館，

兵庫県森林林業技術センターの皆様にもご

指導ご協力をいただいています。今後も，

地域社会や各団体の皆様とより深い関係を

築き，活動の輪をさらに広げていきたいと

考えています。 
 

写真 3 赤西川でみられる生物 

写真 4 夏の活動の様子 
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���� �"��
!������������と 

	

�³Ïxð姫路科学館自然Æ;D?ア学芸員Ib�ºÄ姫路ìÓîÅ学£ñ	

	

��め� 

Áが調査をしている姫路�ì µV近には、山、�、äiなどの自然が近くに多くありそのKつ

に[良pの§�神社、大§神社があります。その神社は、姫路tPïç�Û神が¾られ姫路tO

�òWÑOÉ¡Àæが神社nをonしたとYえられています。その§�神社、大§神社èのjâª

いに¶生したきのこを採集しました。また、�|菌と|r菌で種�を¨ßしました。	

	

���� 

���� � �� �ó���	 � � �にかけて� �回,どの回�で§�神社と大§神社èのjâªいに¶生

したきのこを採集し同定できるものにéしては同定した。またKãの|r菌、�|菌Åを採集I

ØåしQ°¦�として]}した。	

	

�� 

� H�èで× 
 回調査をÒった。予想していたよりも多くの種がÖ�された。またk��とにÕ

ると|r菌の¶生は�定しているが�|菌の¶生は¬�しているðグEA���ñ、そしてa\をá

しても�|菌より|r菌の,うが多いðグEA���ñ。	
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�� 

グEA���、���をÕて6かることは、�|菌より|r菌の,うが�ないことが分ります。これは

©­が下がるにつれ�|菌類�ÊÜの|�\を��するもの�は活gがZ下し|r菌類���なも

のや»Üの|�\を��するもの�がwえてきたことによると思6れる。	
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まとめ 

今回の調査では、あまり目をつけない冬場のきのこを調べるにあたって予想よりも多くの種に出

会えて良かった。また、今回の調査では不明種が多く、それらも引き続き調査していきたいと思

います。神社など身近な環境に様々な種が生息していることがあらためて分りました。これは人々

の生活環境のそばで多種多様な菌類が生きているその自然環境を大事にする必要性を示している

と思う。	

最後に、今回のレポートを書くにあたって採集した種の同定に協力してくれましたきのこグルー

プの平山吉澄先生や会員の皆様、また色々なアドバイスをして下さった姫路科学館学芸員相楽充

紀様に、この場をお借りして感謝を申し上げます。	
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	 	 	 	 	 dÌ４ĉ79BKĊ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 dÌ５ĉD559?.0DD1EĊ 
 
 
結果 
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���ĉ� \Y¢�À�´Í��１３āĊ	
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79BK�����C/2J89A�'*\Yîi�wÿ��$�\Yîi�á������	
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()'*&のかん
� 

	

pr[�（Z�u�q]fol�） 
	  
	 �くの_iでs�-をしていたら�のYからwべったい生き�がaてきました。この生き�はプラ

ナリアといいます。プラナリアは、体がちぎれても�なないし、ちぎれた体のかけらからでも再生で

きるというすごい生き�だとKVNでやっていました。3くは、プラナリアが�yにちぎれた体から

再生できるのかを�かめてみたいと思いました。	

	

8．()'*&の
ら� 

プラナリアが'んなふうにくらしているのかを�えました。	

�4�けた1と��� 

	 ２¨１­x３月２®日	Z�utZeq]mW�_i（q]s）	

	 ２¨１­x®月¯日	 	 hじj{	 	 	

②�ん�とこ#�+ん�いたか 

sの�いとこ?の大きめの�のYにいました。�は9っくり�

れていました。�はごつごつしてなくて、すべすべしていました。	

③,$6�!のか 

nに}ってvって�べてみたら、プラナリアはお�とかを食べ

ると�いてありました。とり�のかけらをあ�たら食べました。

口はおなかにありました。	

�考えたこと 

・�くて�れが9るいj{は�んだ¥とかのDFがたまるのか	

	 もしれないと思いました。	

・�のYにいたのは��のがY|だから隠れていたんだと思いました。	

・すべすべの�にいた��はbかりま�ん。	

�5�たこと 

プラナリアにはい?んな�¢があります。®月につかまえたプラナ

リアは¡の�がとがっていたので、アメリEJMCIQGです。アメ

リEから�たプラナリアです。３月のプラナリアの�¢はbかりま�

んでした。	

	

9．()'*&$.ってみ! 

	 ®月につかまえたプラナリアを切ってみました。�yに再生できる

のかを�べました。	

�5�0 

�いj{で¤いました。���のPHにプラナリアを 1 ぴきか 2

ひき入れて�べました。DFは�dの日だけあ�ました。8月9日か

ら�べはじめて8月２１日に�べるのをやめました。	

	



共生のひろば　2016 年３月　 162

	

②再生実けんのけっか 

	 はじめの日（8月9日）	 →	 さいごの日（8月21日）	 メモ	

Ａ	 １ぴきをたてに２つに切

った	

→	 １ぴきになった	 もう１つは食べ

られたのかもし

れない	

Ｂ	 １ぴきをよこに３つに切

った	

→	 ２ひきになった	 もう１つは食べ

られたのかもし

れない	

Ｃ	 １ぴきをよこに３つに切

った	

→	 ２ひきになった	 もう１つは食べ

られたのかもし

れない	

Ｄ	 １ぴきをよこに４つに切

った	

→	 １ぴきになった	 のこりは食べら

れたのかもしれ

ない	

Ｅ	 １ぴきに１つのきずをつ

けて入れた	

→	 きずがなおっていた	 	

Ｆ	 １ぴきに３つのきずをつ

けて入れた	

→	 きずがなおっていた	 	

Ｇ	 １ぴき入れただけ	 →	 １ぴきのままだった	 	

Ｈ	 ２ひきいれただけ	 →	 ２ひきのままだった	 	

	

③けっかのまとめと考えたこと 

	 ・プラナリアは体にきずができてもなおりました（ＥとＦ）。	

	 ・ちぎれたかけらからでも再生できました（Ａ〜Ｄ）。	

	 ・プラナリアは体がちぎれることでかずがふえました（ＢとＣ）。	

	 ・切ったかずよりすくなくなるのは、食べられたかけらがあるからだと思いました（Ａ〜Ｄ）。 

	 	 口のないほうのかけらが食べられやすいんだと思いました。 

	 ・３月のプラナリアは体を切らなくてもかずがふえていました。たまごはなかったので、じぶんで 

	 	 体をちぎってふえたんだと思いました。体が大きくなりすぎたら隠れられないからだと思いまし 

	 	 た。 

	

３．これからやってみたいこと 

	 プラナリアはたまごでもふえると聞きました。たまごがみたいです。	
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�市民	0#�����(学�
�8���市民学会	,�8 

	

武庫川市民学会	

 

1*	-. 

ŋÔ市の{ĞÔ¹をģとし�庫Ļ§ĉƋを流れ大ƖĢに流�する武庫川は，Ć川流ſƑ66km，流域

¸ƙŅ5�0km2（下流ƋæÇĖĦ域Ŏ�0km2を±G）を有する}Ő河川で，ĖĦ域を±G流域¸にはŋÔ

市，vĲ市，Łê市（¢£），È¿市，�{市，šÊ市，ÒÖ市の
市&よC大ƖÜŜ ĳのtƋが±

まれ，Ŏ140u~がĀしています。下流ƋæÇĖĦ域の~¬Ŏ110u~，ŀ会ŻĆŎ1��円はtŐ河

川を±G�·の河川の第10�です。	

この武庫川のz流Ƌ武庫川ġŶに，1�
�年ƚよりĚĕのtįとしてĻ営ĚĕZム（ũĴ初ĄはÂ目

的Zム）のß設がũĴされました。し'し，市民によるªÎ運動がŽったため，õđ河川Ĝ（1��
）

に基9き市民のçţをªþさ2る武庫川流域Ä員会（2004）がĻによって設ŗされ，行政，ÏƒË，

市民のƔで6年¥にQたりŵ論が行Qれました。		

	 そのzで，流域Ä員会はZムにƛらないŕ®Ěĕのú°äを「ñŨā」（2006）にまとめました。Ļ

もこれをÑƍするú°DとúƏをƁòしましたが，「ñŨā」のzには，市民のçţを«り�れるだ+

ではなく流域市民ŝ�が参ĴしƆóすることなくしてļの川9くり・ま69くりはできない，との観

ħがĸりƅまれました。「ñŨā」は，その後のŪŵをœて，Ļがまとめた「武庫川ĕō河川÷�基Ć

úƏ」（200�）のƝĎとなり，「基ĆúƏ」を基とし·も¯çした「武庫川ĕō河川÷�ũĴ」（2011）

に&いて，「参Ĵと¦�」による武庫川9くりがýĿされました。		

この「参Ĵと¦�」のŌŁに�り「流域ŝĚ」をÉƀするために，流域Ä員会のÏƒÄ員jqaー

をzãにŔ成された「武庫川9くりと流域ƆóをƇめる会（武庫流会）」（200
）ŉがčとなり，流域

ƆóのċになるyƄの組Ŗとして，「武庫川流域¸`ットpーS」（2011）とともに「武庫川市民学会」

が2012年 5Ăに設立されました。	 		

	

1*	&%�!� 

	 武庫川市民学会は，「科学のŌŁに�り，武庫川流域¸の市民&よCĆ会のžüにż¯するŚが，武

庫川流域¸&よC関Ɔする"らKるŝĩ現象やŀ会現象についてŝらîėし，そのĽŴ・成果をÛく

ŀ会に�%Âくの市民がそれを�有することにより，~とŝĩが�生したよりŷ'な武庫川を創る¾

とする（ŤŎ第2ć）」ことを目的としています。	

すなQ6，武庫川流域¸のŝĩ現象，ŀ会現象について，市民ŝらが学Ř・調査・研究したŔ果を

Ïƒ的なţ¹'らもř察し，その科学的なĽţを他の市民に�%，よりÂくの市民が武庫川を科学的

にĮŧすることによって，武庫川の川9くり・ま69くりをïƇする¾になることを目ìしています。	

市民学会では，��的な活動として研究発Š会やYh_ーを開�し市民学会誌「武庫川の科学」を

発行しています。また，武庫流会と�¯で武庫川下流ƋÀĕƉw調査などのįÁ調査をÉ施していま

す。研究発Š会は，年1µのŕ会に®Q22012年よりこれまで4µ開�しました。流域で行Qれてい

る市民，学生，ÏƒËの調査Ŕ果やŝĩ観察Ŕ果が発Šされています。	

Yh_ーでは流域のƍ要な問題を]ーgにしたųĤ会を開�しています。第1µ「武庫川流域に&

+る調査・研究活動をř%る」（201	），第2µ「ĥĐ¼ô¨に伴$Ų問題とÐĈの武庫川流域のÅ	 そ

の1」（201	），第	µ「¤ŞĕģĘを±G武庫川z流Ƌの河川įÁ」（2014），第4µ「武庫川のÿ観ď

ąとĚĕ」（2015），第5µ「武庫川流域¸に&+る~とƎ生生物との関�をř%る」（2015）を開�し

ました。4Ăには第6µ「武庫川のƊı 武庫川ÕŶ!をŏŧく」の開�を|Çしています。また，第

4µには武庫川のďąを]ーgにした�ļ展を�設しましたが，第6µにも武庫川ÕŶのƞ�を]ーg

にした�ļ・スTッ[展の�設を|Çしています。	
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市民学会誌については，創刊第1号の64ページを別にすれば40ページ前後のボリュームでこれま

で5号を発行しています。「寄稿」，「研究・活動紹介」，「コラム・雑感」，「流域施策紹介」などの肩の

凝らない読み物とともに，「論文」，「研究・観察レポート」，「論説」など調査・研究活動の成果が掲載

されています。特に，第4号では武庫川の発泡現象に関する特集を組み，他の河川でも問題となって

いる泡の発生状況や要因について科学的に掘り下げました。	

	

	 武庫川市民学会は，市民が気軽に参加できることをモットーに，設立当初より会費無料の登録制で

運営されてきましたが，活動のさらなる展開のため，財政基盤を強化する目的で2014年度より会費制

（年会費1,000円：学生会員無料）に移行しました。それに伴いホームページ，「市民学会情報」など

で情報発信を拡大するとともに，有料会員には市民学会誌を無料配布し，会員サービスを強化してい

ます。	

詳しくはホームページ（http://muko-citsoc.jimdo.com/）をご覧ください。	

市民学会誌第5号（左図）・第4回研究発表会講演集（中図）・第5回セミナー資料集（右図） 



165 共生のひろば　2016 年３月　

���$��!に
�%���'オオキンケイギクの駆除活動 

	

ýŊƶÊ・{Ƃ	 í・白神理平（武庫川流域圏ネットワーク）	

	

��	に 
武庫川のį川で�る仁川の河川敷やǙ岸には、特定外来生物にĩ定されているオオキンケイギ

クが大ưŢしている。このままİƲしておくと生ĢƦにĝđȈを¼CすÂƼĚがȓく、ǰ切なĬ

Ʋをとるė要が�る。	

外来種は、その種のŊ来の分ă域をǟえて、それまでに生ěしていなかった地域に¡ってきた

生物種をƖす。外来種によって生,るÍ題はŚ々で�るが、�人の�Ċに対するđȈ、�生物多

ŚĚ@のđȈ、�ǤŎ・ŧƀ業に¼CすđȈ、に分Ȍされる。特定外来生物とは、外来生物ū（特

定外来生物による生ĢƦơに係るǊóの防除に関するūĔ）によって、žÞƎによりĩ定された

特にđȈ力のĎい生物のことで�り、その多くは外Óからのƚ¡種で�る。ĩ定された生物は、

ȏƻ、ŕÚ、�Ƣ、ǫĭ、Ǜá、ǘű、ǣ¡、ǳ外にİ5ことがƘ止され、ǯ½時にはģƳがƙ

せられることになっている。	

オオキンケイギクは、´SmqWºƀのキクƙの多年ǂで�る。5～7 月に\スnスに�たƍē

が 5～7țȝの黄色い花をǁの先ƟにËかせる。ǅはƨ長いipŻをしており、ǅの両Ȇにはǃい

ťが生えている。ȓさは 30～70țȝになる。Ďȇでよく生ƻすることから、か5ては道ǡĀ事の

ȁのūȆĎ³やƯ³に�Ɓされたり、ǷǝƁとしてǀがǛáされたりしていた。しかし、いった

R定ƒするとÖ来のǳǂの生ƻÜĥをèい、周辺のžÞを大きくâえてしまうために、2006	年に

特定外来生物にĩ定された。そのz方では、河川敷きなどで黄色い花をzķにËかせることから、

地域の住民にǎしまれているÜ合も�る。	

		 	 	 	 	 	

���のオオキンケイギクの( &"	

仁川は、¤ƃýōǱの�Ɣの宝Ť��Ǧをų流とし、ƃýのǋǳからć河º、阪急電ǵ�仁川

駅�をƬて、武庫川に合流する¢長 9�3Ȝȝのù河川で�る。2014 年 5 月ŉから 7月­ŀにか&

て、武庫川との合流ŵから{流の地すAりǜĸȐまでの約 4ȜȝをǏöし、そのưŢŻŪをǑ録

した。	

ǖŐのƭŏ、�ŧ敷き、ȓŧ敷き、Ǚ岸でオオキンケイギクのƵǄが多数ƕǔされた。ȓ密Ĉ

のとこOでは 1yに 10 ŒBどオオキンケイギクがưŢしているとこOもǔめられた。また、ƔƝ

みǙ岸のȀǻにœをčっているオオキンケイギクも数多くǏöされた。ńに{流の�ć河º�で

は、オオキンケイギクをƕǔできなかったので、ż時ŵでは仁川の{流域までは分ăをć'てい

ないとĘわれる。オオキンケイギクは地中ŰくにĎȇなœをčり、Ãȍや大ŭŧでもBとRど流

©していない。また、ŭŧによって種子がćƤÒにćがり、ưŢがよりzü�Ǫされるƭŏをħ

いたと考えられる。武庫川のŊ川では流域がćいので、}ŁなǱ分も多いが、宝塚大śより下流

Ǳではĥ々でǔめられるƛĈで�る。オオキンケイギクが特定外来生物にĩ定される�前には、

武庫川河川敷の花ßにオオキンケイギクが植えられていた。その種子やœがšり、今のŻĢにƭ

び5いているのかもしれない。	

§ƐșȘ仁川の河川敷の

オオキンケイギク	
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武庫川流域圏ネットワークでは、2014 年 6 月Ǻ催の�第 
回武庫川河川敷お掃除会�において、

仁川の合流ŵǦくでオオキンケイギクのǏö会を行い、参加者 130 名に特定外来生物Í題をƩ�

した。市民がオオキンケイギクの防除を行おうとするÜ合に、その�Ƣやǫĭにおいて外来生物

ūにǯ½することが¸ğされてきたが、2015 年 1 月 9 日�&でžÞƎから��特定外来植物を¨

分する目Ɖで焼却ÜまでǫĭȘ�ǫĭ中のǄ下や種子のȎ散防止のĬƲȘ�特定外来生物の防除

Ů±で�ることの£ǈ�の 3 ŋ�をŲたす時には外来生物ūのǰƁをÀ&ない�とのǧƓがでた。

このžÞƎからのǧƓによって、市民はオオキンケイギクの防除Ů±にŔţ取ƫみやすくなった。	

オオキンケイギクの駆除活動 

武庫川流域圏ネットワークでは、ǰ切な時ň・Üĥ・方ūで、市民が行政と協�してオオキン

ケイギクの駆除に取りƫF計Ƅをたて、兵庫県Ćの自ŶžÞ課と武庫川Ʈ合治ŧñをǒÍして、

žÞƎからのǧƓの主Ŀ、駆除�業でのƅ意ŵなどのĞÛをĖた。また、阪神¶県民`ンタ－、

西宮市、宝塚市の関係Ǳƴをǒ<て、駆除したオオキンケイギクのǫĭや焼却ÜでのŅƪ¨分を

依頼した。	

2015 年には計 4回の駆除Ů±を行ったので、その概要を�下にƖす。	

1）2015 年 3 月 
 日ðļ	

武庫川流域圏ネットワーク主催の�第 10 回武庫川河川敷お掃除会�において、下流Ǳの仁川

Áśā岸のúし{流Ǳの河川敷 200ȝで�業を行った。事前にŇ日ĺƹと神Ĥĺƹから、オオキ

ンケイギク駆除の取ƫみをƩ�いただき、中学生、大学生、学校ĳƺÌ、兵庫県や流域市のƺÌ、

企業の方、ご家族連れなど 130 名が参加された。河川敷と道ǡのƔØからス\ッhơをƁいてœ

からČきĦいたオオキンケイギクの子Œは、3000 にもǮし、参加者zÇから大Şàが�がった。

回収したオオキンケイギクは、ǉに密ǹ後、西宮市Ēĥにǫĭ・焼却¨分をおȋいした。	

2）2015 年 6 月 14 日ðļ（その概要はŝjー^を参Ÿ）	

	 阪急電車仁川駅の河川敷でðļ。対象地域はオオキンケイギクの黄色い花でŴれていた。ćÛ

の過ƛや当日、�きれいな黄色い花を何故摘み取るのですか？特定外来生物とは？�というテー

マで地�の方々と対話のŜ会が何回も�った。参加者は事前登録が 60 名、当日参加が 40 名で、

地域の方々から多くのご協力をĖた。今回は蕾、花、種子を回収する方ūをƁいたので、河川敷

の眺めは黄色からƯ色にâ³した。しかしながら、2ǩǻBどƬ過すると¦び花がËき、黄色と

なった。このことから�業は大âで�るが、オオキンケイギクの駆除はœ�からČきĦく方ūが

ǰしていることがわかる。	

3）2015 年 9 月 27 日ðļ	

	 仁川駅Ǧくの河川敷両岸各 500ȝで 50 名が参加して行った。花のêƣはƪわり、ãÜに行われ

た行政のǂ¬り後、ȓさ 10～30 xに�びたŒをœからīりǞこして、ÕÐǉ 59 ǉ、ǲǴ 427kg、

を回収した。今回より、Ä岸ではkpンテTS協力の�Œ�oマ]žÞに回収したオオキンケイギ

クを西宮市の焼却Üまでǫĭいただいた。ā岸では宝塚市Ēĥに依頼した。	

4）2015 年 11 月 15 日ðļ	

	 雨çで 1ǩǻċňしてǺ催となったため、学校行事とǲなりƃ武中学と宝塚中学から参加�定

の約 
0 名は}参加となった。また、Ǻ催日もù雨�,りのç�で参加者は 30 名とú人数で�っ

た。この日は、仁川と武庫川の合流ŵで空きƱ、jットkトr、s^ǉなどを回収後に、仁川Á

śā岸にƚ±して河川敷のオオキンケイギクの駆除�業を行った。3月にオオキンケイギクの駆

除�業を行ったÜĥでは、オオキンケイギクに�わり、要注意外来生物にĩ定されているipオ

オf\が�·種になり55�るŻŪがƕǔされた。	

今後に向けて 

	 オオキンンケイギクは、日Ŋ各地で分ăをć'ており、ì¢な駆除は難しいとĘわれる。しか

しながら、そのƆ生ųをĹ3、市民と行政が協力してƥりĎく駆除Ů±に取りƫFとともに、特

定外来生物Í題に5いてのÎƆŮ±がǲ要と考えている。	
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第 11 回武庫川河川敷お掃除会の概要	

武庫川流域圏ネットワーク	 事務局長	 白神理平	

仁川河川敷のオオキンケイギク駆除－阪急電車仁川駅周辺－	

2015 年 6 月 14 日（日）9時 30 分～12 時	
	

梅雨にかかわらず曇り空に恵まれ、参加者は事前登録が 60 名、当日参加が 40 名余
りで合計 100 名。参加者は中学生、大学生、企業の方、兵庫県や流域市の行政関係者、
学校の先生、家族連れの方など、多彩。今回は当日参加の地域の皆さまも多数おられ
たことを、主催者として喜び、周辺自治会のご協力に感謝しています。	

	 特定外来植物オオキンケイギク駆除の第 2 回
目で、種子の拡散防止のために花や蕾を切り取
り、両岸（宝塚市・西宮市各約 500m）で、合計
197kg を集めました。密封し、宝塚市・西宮市に、
回収・焼却を依頼しました。対象地域の黄色い
眺めは、みどりになりました。花は盛りを過ぎ、
種子の回収は注意したものの、花よりはるかに
難しく、今後の課題です。	

 	
	
	
『きれいな花を、何故摘み取るのですか？』というテーマで、
事前に地域住民の方々と何回か会話させていただきました。
また当日、道行く人々が足を止めてスタッフと会話して下さ
いました。200kg の蕾・花・種子にもまして、そのような会
話と、家族連れや中学生が多数参加くださったことが、今回
の宝ものだと考えています。	

	

集合：阪急仁川駅の南⻄ 100 名 

2015 年 3 ⽉ 第 10 回 河川敷や⽯垣で根からオオキンケイギクを駆除、3,100 株 仁川⼝橋の少し上流 

2015 年 6 ⽉ 14 ⽇ 第 11 回お掃除会の会場にて 
	

9 ⽉ 27 ⽇（⽇） 
■ 仁川のオオキンケイギク駆除 ■ 仁川駅周辺 

2015 年 3 ⽉の根、6 ⽉の花に続き、9 ⽉は根から駆除 

11 ⽉ 8 ⽇（⽇） 
■ 第 12 回武庫川河川敷お掃除会 ■ 
恒例のお掃除会でオオキンケイギクにも取り組む予定 
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ĜĞźÍ・Ũ�¤Ǝ・à田周Æ（�ðŜ立ƕĦƲ等学ģ	 生物部）	

ĠĝÕñ・ĤÀß（�ðŜ立ƕĦƲģ	 生物部ưº）	

 
�.��め� 

全ƣ 96km、流域面積 1,730km²の河川である加古川。集水域がìく多くのč流をĚしており、�ð
Ŝに河°をćつ河川水ūの中では、全ƣ・流域面積ともにŜ�Ę大で、一ŭ河川にĈÖされている。

Èには河川敷でſņ大�、�には加古川jラXンなどの地域イhントがƤ�され、ĕĩは地域の人�

が河川敷でUqNンPやSッカーなどを行っている。その�にも、Ƣりや川ƚ3などƓƗなƈ水Ŧ間

としてのó¡もあり、地域住民のþいの場として数多く利用されており、ƓƗなžň環境としてのó

¡もある。そのような加古川にはůŃªü種をはじめコイやオイカワなど多くの生き物が生息してい

る。 
 
�.@4<; 

生物部では、2008年よりī年 4ę 29日に加古川}流域にあるƲ砂åĻ水場の取水路で魚類を中ö
とした生物の調査を行っている。調査場所の取水路はĕĩ 2m Ţ度の水ľだが、この日はĿċのため
15zŢ度まで水がąかれるので、ļくなった水
路にńんでいる生き物の捕獲を行い、生物種の

変化を調6ている。加古川の調査で捕獲できる

�表Śな生き物は、IナN、カワアナゴ、カワ

ヒガイなどの希少種をはじめ、オイカワ、NN、

コイなどのよく見られる魚や、オオクZbV、

guーNu、カluZー、ミシシッピアカミミ

ガメなどの外来種も見られる。捕獲できる種類

に大きな変化はあまりないが、外来種も¶め捕

獲できる生物の量は年�減少している。�年は

例年まで捕獲していたguーNuが捕獲できな

くなるなどの変化が見られた。一ĔŚな�かど

うかを調6るためにŰűŚな調査が必要だ。 
 
 
�.@425 

	 Ŀċのため水がąかれĕĩ 2mŢ度の水ľが、
15zŢ度までļくなる。ļくなった水路にńん
でいる生き物の捕獲を行い、生物種の変化を調

6る。捕獲はタnŲ（½ 2）、S\Ų、ĄŲを用
いて行う。捕獲Ĕ間は年によってƀéのäはあ

るが、̈ � 6Ĕ�Cから 9Ĕ�CまでのŬ 3Ĕ
間で、部¸数は 5´Ƹ16´と年により変¥があ
る。 
 
 
 

½ 1	 調査場所の取水路 

½ 2	 捕獲に�用したタnŲ 
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	 確認できた生物の種数をまとめると

2008 年からƮに、19 §ƹ21 §ƹ27 §ƹ25
§ƹ24 §ƹ24 §ƹ26 §ƹ29 §と変化してい
た。（½ 3）調査をÏめた 2008年の 19種
から年�Åえていき、�年度は 29 種もの
生物を確認することができた。 
種類がÅえているőŗははっきりわか

らない。Šた'の捕獲ăƃや³ÖŽ力がµ

|したこともőŗとして考えられるが、×

Ʃに加古川の生物多ħúがƲくなってい

ることも考えられるため、�õも調査をű

けていく必要がある。 
	  
 
�.����.�&9��E��
� 

2010 年は�確認の種類が多く、カ`
ヒラ、アp、IナN、オオクZbVの 4
種類が新たに確認された。（½ 4）カ`ヒ
ラは�ň捕獲した²Žúがあり、この年

�来捕獲できていない。 
この年に確認されたアp（½ 5）は、
体ƣがŬ 11cmと大きかったため、Ď流
されたアpである²Žúが考えられる。

őŗはÌňもののアpは、šに川で4化

し、ĽでƑ�し、ēはそのĽでĖらして

いた幼魚がĀってくるため、個体のSイ

WはÜさいからだ。2015年は 4Ƹ6zく
らいのţアp（½ 6）が多く見られたこ
とから、Ìňのアpが川をƜ|している

と思われる。 
 

  
 
 

 
½ 4	 確認したůŃªü種 

½ 5	 SイWの大きいアp ½ 6	 SイWのÜさいţアp 

½ 3	 確認した生物種数 

0

5

10

15

20

25

30

種数

30
（種） 
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IナNはƛ­8»の調査で5»確認されており、
捕獲できるものは 20ƶƷŢ度の幼魚でコンクリ
ートがƨĴして水たまりŌ態になっているとこC

にńんでいた。 
外来種のオオクZbVを�めて確認したŷ年の

2011年に、オオクZbVが¾来種を捕Ʊしている
かを調6るためにƉ した。（½ 7）żには�もな
く、�わりに卵ãから大量の卵がř見された。こ

の卵がÿƣし、多くのÜ魚やエdなどが捕Ʊされ

ることになったかもしれない。 
 
 

	.� ��!��と#3AのB% 

ここ数年で、二枚貝に産卵するタナゴ類やヒガイがあまり捕獲できなくなった。タナゴ類は、2010
年から捕獲できておらず（表 1）、Ęõに捕獲できた 2010年ではoリタナゴとカ`ヒラのみだった。
ヒガイは、ƛ­ 8»の調査で捕獲できなかったのは 1»のみだったが、捕獲できる数が少なく生息数
はあまり多くないと思われる。（表 2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
調査をÏめた年には外来種が 1§しか捕獲できなかったが、ŷ年の 2009年ではguーNuが捕獲
でき、そのõ年�調査を行う�とにオオクZbVや、ミシシッピアカミミガメなどの外来生物が数多

く捕獲された。それにつれ、タナゴ類が捕獲されなくなり、Pラfでşすと外来種とタナゴ類の捕獲

種数が®Ĭ例するように変化していた。（½ 8） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1	 タナゴの捕獲ŌĶ 
2008年 � 
2009年 
 
2010年 � 
2011年 
 
2012年 
 
2013年 
 
2014年 
 
2015年 
 

表 2	 ヒガイの捕獲ŌĶ 
2008年 
 
2009年 � 
2010年 � 
2011年 � 
2012年 � 
2013年 � 
2014年 � 
2015年 � 

½ 7	 Ɖ したオオクZbV 
 

½ 8	 確認した生物種数 

0

1

2

3

4

5

6

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

タナゴ類

外来種

6
（種） 
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タナゴや、ヒガイは独特な繁殖を行っており、イシガイなどの二枚貝のエラの部分に産卵する。貝

に卵を守ってもらい、孵化するまで貝に育ててもらう。かつてはイシガイ類とタナゴ類との間に共生

関係があると考えられてきた。しかし、両者の間には共生関係はなくタナゴ類がイシガイ類を産卵場

所として利用しているだけである。イシガイ類の幼生はどんな魚類に寄生しても、変態を完了させる

わけではなく、種によって宿主となる魚種は決まっており、例として挙げるとヨシノボリやオイカワ

などがそれにあたる。 
二枚貝は通常ため池や用水路の砂泥中で生活しており、表面には殻の一部（水管のある部分）しか

露出させていない。このため、タニシやカワニナのように人目につくことは少ない。 
用水路は田用水路と生活用水路の二つに分類され、田用水路は幅が狭く流れが緩やかで水草も生え、

多くの二枚貝が生息する場所となっている。生活用水路は日常生活に利用するため、水量が多く水の

流れも速く、泥が底に溜ることがないため堆積する部分は限られる。調査場所の取水路は生活用水路

に分類されており、コンクリート張りの水路である。 
タナゴやヒガイの数が少なくなった原因として二枚貝の減少も考えた。2014年度の調査では二枚貝
を数多く捕獲でき、手で探ればすぐに見つかるほどあったが、2015年度の調査ではほとんど確認でき
ず、貝殻すらあまり見つからなかった。原因として、大きな水質変化が起こり、それに対応できなく

なったためだと考えている。二枚貝の減少はタナゴ類やヒガイの減少にもつながってしまう。 
 
7.まとめと今後の課題 

これまでの調査で、加古川にはまだ希少種が生息していることがわかった。また、二枚貝の減少は

水質汚濁が原因だと考えているため、pHや導電率、重金属類などを測り水質の変化を調査していく必
要がある。ミシシッピアカミミガメをはじめとした外来種も確認できるので、これからも注視してい

こうと思う。一つ一つの取り組みが川の保全に繋がると考えており、そのためには周りの水生植物の

保全も関わってくると思われる。これからは魚類や貝類などの保護だけではなく、その周辺の河川敷

等の環境の保全も考えたい。生き物を守り、共存していくことは個人で取り組むだけではなく、地域

一体で取り組んでいくことが大切だと思うので、地域住民と協力して取り組んでいきたい。 
 
8.参考文献 

1)江崎保男・田中哲夫	 水辺環境の保全	–生物群集の視点から-	 p87-89	 朝倉書店	

	

2)沖野外輝夫	 新・生態学への招待	河川の生態学	 共立出版	



共生のひろば　2016 年３月　 172

�.的)����-"�変化���� 

 

ēĴÍ�|uŞ��下大ƈ§ŉƦ�ê県ŔƄě高Ė	 生物ƒƧ	

Đ本ÖìrĘÂßƦ�ê県ŔƄě高Ė	 生物ƒƠ問Ƨ	

 

�.�
�� 

Ʀ1Ƨ湿地とは	

Ŏた0の�Büō地Äには数多くのİ水湿地がÒ在する。xにたCħの谷ƝƒEĳ水したƒ�にí

ø'れ、ÚŴĞな湿地ではあるが多ĝな生÷Řをŗいている。	

生物ƒでは、Ĥ年¡­áä内にある湿地を調査している。この湿地は、山のwţにあるĺģな場ù

にøí'れており、多ĝな生÷Řをŗいている。この湿地は、�湿地の�ůŅなąŭ�であるekタO

XP^、d_^nP`ンhがŌŹできているžƔな場ùでDある。湿地はu湿地、w湿地、下湿地か

らĜø'れており、u湿地内にあるħからの水がw湿地、下湿地にĬれƆんで、湿地がíø'れてい

る。u湿地では水生植物が見られるが、下湿地は乾燥化が進んでおりw期から後期の植生である。ć、

湿地¶ƅはƚŪがあり、u湿地はたCħ、w湿地r下湿地は水田があったが、ƚŪが無くなり耕�放

棄地となって¦数年のĢĉをřて現在にťる。	

Ʀ2Ƨ遷移に2いて	

遷移とは湿地の環境E植生が変化することである。湿地がíø'れた�期は½のĕƣ�が少なく、

このような環境をÏBlPセンYWEjjカTVZなどのƢŭ植物が��する。Ʀ�ň 1Ƨ時Ɨがřƌ

するごとに植物のƑƤがÅŒし、½にƣ�がūえられると植物は大Á化し、1� をƁすbマガヤENg

oガヤ、dンcTなどが出現すると水を多く吸«するたC湿地は乾燥化してĮĲする。Ʀ�ň3Ƨ	

	 	 	

�ň1	 �期	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �ň2	 w期	 	 	 	 	 	 	 	 	 �ň3	 後期	

 
�.4+�, 

この湿地はすでにdンcTなどが��して日ãしをƎっていたたC、-のままではžƔな湿生植物

がśĲしてしまう©Ġにあった。-こで 2009 年から 2011 年にかけて地ÄのăE行ĀのăととDに、

湿地に��したdンcTなどのċ本植物を伐採し、湿地の植物を保護するととDに植生の変化に2い

て調査を行った。Ʀ�ň4�5Ƨ2012年�Ƙは大ŴĞな伐採�ěは行われず、ƒ·によって植生調査だけ

をŜけてきた。	

今回は、2009年ƫ2015年にかけて活動してきた内×に2いて、伐採を行った場合と、伐採を行わな

かった場合の植生の変化に2いてĥƃしてŠÙする。	

植生調査はXaoー`ĩをĿいて調査を行う。湿地のwでĺòが出ているŖùをƐび、-こにƨƪ

ġăíのďをŷŝし、-の内�の植生に2いて調査を行った。(�ň6)	
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�ň4	 伐採�	 	 	 	 	 	 	 	 �ň5	 伐採後	 	 	 	 	 	 	 	 	 �ň6	 Xaoー`ĩ	

	

�.�% 

1年ņƦ2008Ƨw湿地の伐採	

2年ņƦ2009Ƨu湿地の伐採	

植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	

3年ņƦ2010Ƨ下湿地の伐採	 	

植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	

4年ņƦ2011Ƨ下湿地の伐採	 	

植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	

5年ņƦ2012Ƨ植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	 	

6年ņƦ2013Ƨ植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	 	

7年ņƦ2014Ƨ植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	

8年ņƦ2015Ƨ植生調査Ʀ�ƫ�Ƨ	

	

�.�/2*�変化 

2008年Ʃw湿地の日ãしをƎるdンcTなどのċ本植物を伐採した。	

2009 年Ʃu湿地の伐採をした。-の後植生調査をƖÐし、u湿地に 1ƫ3 区画、w湿地に 4ƫ10 区

画の合ŵ10カùにďをŷŝした。植生調査のŚđ、出現種数のçÀは8�0種となった。	

2010 年Ʃ下湿地のċ本植物の伐採を行った。下湿地に 10ƫ15 区画をƉ¡した。出現種数の合ŵは

137種、çÀは9�1種と2009年とĥべて増¡していた。	

2011年Ʃ2010年にëきŜき下湿地の伐採を 7ĉに行った。植生調査のŚđ、出現種数の合ŵは
150種、çÀは 10.0種と'らに増¡していた。しかし、9ĉの¯ơ 12号の大ƛにより湿地に£
いよく水がĬれたたC、植物がな"�'れたり、ůÜの½が�られたりした。 
2012年Ʃ2011年の¯ơのîƜによる½Ŋàれがあり伐採を行うことができなかった。2011年�Ƙ、

大}数による伐採�ěは行えていない。植生調査だけを行ったが、大ƛのîƜの,いで出

現種数の合ŵは148種、çÀは9�9種と、植物種が�年より減少していた。	

2013 年Ʃ植生調査のŚđ、出現種数の合ŵは 158 種、çÀ 10�5 種と、植物の出現種数DçÀ出現

種数Dこれまでで一ł高かった。¯ơのîƜで減少した植物が、ñ活してきたたCとŠえ

られる。大ƛによる水のĬれがŚđŅにþyをDたらし、植物が増えるŲºとなったとŠ

Ùする。	

2014年Ʃ植生調査のŚđ、出現種数の合ŵは135種、çÀは9�0種となった。¯ơによるîƜDお

02き、伐採D行ってないので大åに減少した。	

2015年Ʃ植生調査のŚđ、出現種数の合ŵは125種、çÀは8�3種となった。Eはり�年同ĝに植

生状況は減少した。これらのŚđから、伐採した時としなくなった後とでは大きく植生が

変化したことが判Ćした。	

図1	 湿地の見¬り図	
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図 2	 出現種数の合ŵ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 図 3	 çÀ出現種数	

 

�.!7�����$5�'6���変化 

	 2011年に¯ơのîƜで植生が変化した。-こで¯ơがĎる�にŌŹ'れた植物種を区画ごとにůに

まとC、-れらをůý�したŚđ、湿地はいく2かのşŪからĜø'れていることがわかった。w湿

地から下湿地=行く?どにØĕƣな環境をÏB植物が出現していて、同じ湿地内でD�¨する植物が

違うことから、水のĬれE水ſ、ĪのÅŒ�合などの環境č�がûÙできる。'らに、¯ơのîƜに

より区画 7 に生öしていたQQj[YWがŰé、şéと�に減少していることがわかった。(図 4)大

ƕの水がĬれて水Ƃができてしまい、乾燥化が進んだたCにこのようなŚđになったとŠえている。

2015年の湿地のŰé、şéととDに�が1ととてD少なく、śĲしないかとてDóƓだ。	

	 	

�ň7	 ¯ơ�	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 �ň8	 ¯ơ後	

	

	 	

�ň9	 QQj[YW	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 4	 QQj[YWの変化	
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6.生態的な変化 

一年草における多年草との割合を調べてみると、伐採を行った後は徐々に一年草の割合が大きくな

り、2012年にピークを迎えた。伐採が行われなくなった後は一年草の割合が徐々に減少している。(図

5)	このような現象は湿地に限らず見られるようで、例えば休耕田を草刈した後に一年草が増えたとい

う報告がある。今回の場合は伐採したことによって、一年草の埋蔵種子が一斉に発芽したと思われる。

一年草の植物ごとの出現区画数を見てみると、植物の種類によって出現傾向が若干違うが、一年草と

多年草の割合と同じく増えた後に横ばいになり 2014 年から減少している。カリマタガヤが 2013 年に

減少しているが、これは、調査時期にカリマタガヤが出穂しておらず判別ができなかった可能性があ

る。(図6)	

	 	

図 5	 一年草と多年草の割合	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 6	 一年草の出現区画数	

	

7.考察 

問題点としては、下湿地の乾燥化が進んでいることだ。現在の状況では、植物の種類は増えている

が、自生している植物はよく水を吸う高茎種が増えている。このままでは湿地の環境が無くなってし

まうので、2009年の時と同じように高茎種を伐採するなどの工夫をするか、このまま遷移を見守って

いくかを検討したい。	

 

8.参考文献 

1)	柏原一凡他(2005)環境と植生の異なる放棄水田における草刈および耕起による植生変化の事例	

日本造園学会誌	68(5),	669-674	

2)	西本孝他(2002)岡山県自然保護センター湿生植物園の植生	 岡山県自然保護センター研究報告	

10,35-48	

3)	西本孝他(2010)内海谷湿原自然再生活動	 岡山県自然保護センター研究報告	 第17号	13-39	
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生Îüª[ĪaÆ�[境ñÿ[�vÔbĹu¬öĂģÙ高ă�Ö	 生ëĩĺ	

Ò本�®[×�¤Ĺu¬öĂģÙ高Ö	 生ëĩĳ�ĺ	

 

�．��め� 

	 生ëĩはċæ�¹ĀであるQYUSVXRのövでの分¦調査とn全à�を2007©から行っている。

2008 ©のQYUSVXRの調査Êに外ÑĀがmrしていることが|Éし、Ü§しを行って外ÑĀをĴ

įし、2009 ©からQYUSVXRの生息数がどのように変化していくのかを調べるたEに標識再捕法

を用いて調査している。(図1)さらに、ğçiで生ëのÂÞëăに�まれる環境DNAを検出することで

生ëの生息ìÝや""まかな生息数がわかる環境 DNA 手法をøり、標識再捕法とĉD合わせることで

さらに精度の高い調査を行うことができるのではないかと考え、��とt�ùāを行った。	

  
x÷1	 QYUSVXR	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	図 1	 推定生息数の変化	

	

�．������	�
 

	 標識再捕法とは ġの生ëがどれBど生息しているのかを調べる調査方法である。ま.、調査 ġ

のÜに数か½、VZTWという捕獲ĎをdÃ'てQYUSVXRを捕獲する。その後、捕獲したQY

USVXRにķīをか'て、性}と体ĭ、体Ĭなどをä定し、£@れの\ĩを{り�って標識として

Åáする。Ĺ標識は生ëのà�に±ıを^えないþ度ĺ\ĨĮ後に再度�,�èから捕獲を行い、\回

目の捕獲数と再捕獲数、その_の標識のあるp体数を調べて、算出­Ĺ��N����		N�全体の生息数	��

捕獲数	��再捕獲数	��標識p体数ĺに°てはEてÜ全体の推定生息数をÛEる。	

 

�．�� 

標識再捕法での推定生息数は 2009 ©から 2012 ©にか'て 1 ©)とに�ãをčりĦしながらp体数

をČ¿していることが分かった。(図1)しかし2013©の調査で、p体数が��すると`ºしていたの

に して実際はã少してしまった。その後は以�のように�ãをčりĦしているが、このような結果

となった��として、再度外ÑĀのmrăが考えられたが、環境 DNA 手法でúěしたとこM外ÑĀの

mrはなかった。ýた4はこれまで行ってきた標識再捕法の精度の信¼性をòった。環境 DNA 手法を

~用した生息数調査実験では標識再捕法での推定生息数を基åとして精度のúěを行ってきたが、標

識再捕法đ体がどれBどの精度で調査できるのかを調べるたE、�� ¯を用いて標識再捕法の実験を行

った。	
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	 標識再捕法の精度をúěする実験を行った。実験方法はま.、基本数を2,000とし、óĒの��¯1,000

pとĸĒの��¯を2,000p用»する。óĒの��¯は標識のeいているQYUSVXR、ĸĒの��¯

は標識のeいていないQYUSVXRとした。(x÷2)は,EにĸĒを1,900p、óĒ100pをąにr

れ、まPべPなくâ0る。そこからêkéに300pを�り出してその_にあるóĒの��¯の数を数え

る。\回)とにどのくらいóい��¯が�まれているのかを数え、それを­Ĺ標識数�再捕獲数�標識

のeいたQYUSVXRの数ĺにfrし、推定数をÛEる。lえ?、300 pのう4óĒの �� ¯が 15

prっていたとすると、­は 300�100�15ļ2,000 となり、推定数が 2,000 で、実際の数との誤差が

0となる。この実験を合Ę 10 �´行い、10 回の¨�をÛEたあと、óĒとĸĒの �� ¯を 100 p.6

rれÌえ、�,ように10回の�´を行い、ÍĈôにĸĒが1,000p、óĒが1,000p、Ę100回の実

験を行い、以]のような結果を³た。	

	

  
x÷2	 óĒが標識p体、ĸĒが標識なしp体	 	 	 x÷3	 	数のúěkÙ	

	

実験の結果Ĺ表1ĺから標識数が多くなるBど誤差が¡さくなることが分かった。しかし、標識数が

300をĢえたあたりからはBとPど変化がなかった。たEÜでの標識再捕法では標識数が200～300�

なので、Í�2,307、Í少1,428、̈ �約1,800、全体の数との誤差は約200となった。生息数を2,000

�とすると約 200 �の誤差がėĤまれるとわかった。結Ğとしては、標識数が多いと誤差が少なくな

ったので、生息数が少ないÜでは高い精度で調査できると考えられるが、ħに生息数が多いÜでは精

度がē4る可能性があると考えられる。	

	

標識数	 結果	 誤差	 Í�	 Í少	

100	 2,240	 240	 3,750	 1,428	

200	 1,832	 �167	 2,307	 1,428	

300	 1,813	 �186	 2,195	 1,428	

400	 1,936	 �63	 2,142	 1,690	

500	 1,944	 �55	 2,343	 1,744	

600	 2,076	 76	 2,278	 1,894	

700	 1,939	 �60	 2,142	 1,810	

800	 1,900	 �99	 2,181	 1,739	

900	 1,993	 �6	 2,177	 1,812	

1000	 1,903	 �96	 1,986	 1,796	

表Ļ	 標識再捕法による検Ě実験結果Ĺ¡数è以]{りÁてĺ	

	 	

x÷4	 標識p体(ó)	
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3 回目と 6 回目以外は基本約 1,700～1,900 となりあまり誤差が出てないことがわかった。(図 2)そ

して 6 回目以外は推定数が全体の数より少ない値で算出されている。このことから標識再捕法は実際

の生息数より少ない値で算出されやすい手法ではないかと思った。そうなると、これまで行ってきた

生息数調査の結果(図1)は、実際の生息数より少ない値で算出されている可能性があると考えられる。	

	

 

図2	 標識数300の場合での誤差	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表 2	 誤差数	

 

5．まとめ 

標識再捕法は信頼できる調査方法であり、結果は実際の生息数より少ない値を示している可能性が

高いということが分かった。今後は、実験方法をさらに検討していこうと思う。今回は基本数を2,000

として実験を行ったが、さらに4,000、6,000と多くして、実際の生息調査に近い条件で実験を行う必

要がある。さらに再捕獲数が 300 だったので、数を変更することで結果がどのように変化していくの

かも調べたい。これからも環境 DNA 手法と合わせて用いることでさらに精度の高い調査方法にしてい

こうと思う。	

	

0
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1000

1500

2000

2500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

推定生息数

誤差

1回目	 1,730	

2回目	 1,730	

3回目	 1,428	

4回目	 1,800	

5回目	 1,956	

6回目	 2,195	

7回目	 1,956	

8回目	 1,730	

9回目	 1,730	

10回目	 1,875	
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ÆÙ山»Ƶ・�Ņƅǜ・本ÒèŲ	 (兵庫県立農業高等学校	 生物部)	

Ĺ本áþ・ŀÑ	 ïǥ兵庫県立農業高校	 生物部ǞÅǦ	

 

�.��め� 

źた?は 2007 年からカワバタモロコについてńƬ¥Ě法を用いた分布調査と保全活動を行ってい

る。(Ë1)また、環境DNAを用いる手法をųり、ńƬ¥Ě法とƉみ合わ9ることでより正確な調査が行

えると考え、大学と¡同研究を行った。ĐĻとして、カワバタモロコの環境 DNA を検出でき、新たな

生息Îを発Ɲすることができた。さらに、環境 DNA から生息数をĕġする手Ňを確立するための実験

を行い、ńƬ¥Ě法と比較した。	

 
�.��*�����
@�!� 

(1)�ÐäÇでの実験	

環境DNAを用いてカワバタモロコの生息数を求めるために、��数によってDNA量にEのような違

いがあるのかを調べる実験を�ÐäÇで行った。(¦Ų2)	

	 実験¯にカワバタモロコの¿��ǌ量を測定し、��数を1µ、10µ、50µとし、水ǆ水を78��

れた�ÐäÇで1ǁ間ǟƕした。また、ネガj^tコントロールとして、0µのäÇも用意した。1ǁ

間後採水を行い、�ÐäÇをőŔした。この�業を3ǁ間にわたって3¼Ćした。採水後は学校でY

ǅを行い、3¼Ć分の§¨したs^ルターを、神戸大学にĘ?ƹ\でDNAの検出�業にº±さ9ていた

だいた。(¦Ų3)分ĺにはリ]ルタイム���法を用いて測定した。	

	

	

	

¦Ų1	 カワバタモロコ(上:	Ǚ、下:Ǘ) Ë1	 推定生息数の変化 

¦Ų2	 ǟƕäÇ ¦Ų3	 実験のŃÜ 
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この実験を行ったƊĻ、生�ǌはカワバ

タモロコの全ǌ量を水量で°った数�と

し、生�ǌと DNA 量のŰ関より回ôü、

 �0.003�(�2�0.7607)をąることができた。

(Ë 2)このƊĻから、��数と DNA 量にŰ

関がƝられたため、DNA 量から生息数を推

測できると考える。しかし、2 ¼Ć目の実

験では同じ��数でもDNA量に大きな差が

あった。原因として、スvースS数のÅ題

で同įに実験を行え8、水ŚなEのÃ辺環

境の変化によって、DNA量に変化があったと考えられる。			

	

(2)q`トープでの実験	

	 �ÐäÇでの実験をƲまえて、より自然環境に近い条件で実験を行った場合、正確なƊĻをąられ

ると考え、校内の水量Ɔ2,000�のq`トープで実験を行った。(¦Ų4)	

	 実験方法は、«めにネガj^tコントロールとしてカワバタモロコをģ流する¯に採水を行った。

;の後、��ǌ量を測定したカワバタモロコを1µģ流し、1ǁ間後にçƟとなる2か所で採水を行っ

た。;の後は、¿��ǌ量を測定したカワバタモロコ9µをƽ±して10µ、40µをƽ±して50µと

し、;れ<れ1ǁ間後に採水を行った。	

;れ<れの水をYǅし、§¨したs^ルターをø島大学にƾ�して DNA 分ĺを行った。�ÐäÇ実

験と同Ńに回ôüを求めたとこY �0.0006�(�2�0.7557)をąた。(Ë3)	

;れNE大きくないq`トープだが、採水yイントの違いで DNA 量に大きな違いが生じることもわ

かった。	

	

(3)噴水池での実験	

	 より水量のÙい場所で実験を行えJ実ǖの池の条件に近くなると考え、校内のůĂ10ǩ、水ŗ40��	

(31,400�)の噴水池で実験を行った。(¦Ų5)また、同įに環境DNAの検出限界水量を算出できると考

えた。	

	 ま8、噴水池の�Ûにカワバタモロコをż動®限するĀでか3をƤƑした。Ņに、ǌ量を測定した

カワバタモロコ1µをか3の�に�れ、1ǁ間後に噴水池の�Ûから1ǩ、3ǩ、5ǩの3ş、3方Âの

Ƣ9か所から採水を行い、サンプルをガ|スs^ルターでYǅして§¨保Ýした。;の後は、10µ、

50µと��数をÖSし、同Ńの�業を行った。§¨したs^ルターはø島大学にƾ�してDNA分ĺを

行った。	

採水するǖは、ǏいĿの�に採水xトルをつけたǆ£で、水をかきま:ないようにŐ意しながら行

った。(¦Ų5)	

¦Ų4	 �用したq`トープ	 Ë3q`トープ実験のŰ関Ë 

Ë2	 �ÐäÇ実験のŰ関Ë 
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この噴水池での実験のƊĻ、生�ǌは全ǌ量を水量で°った数�とし、生�ǌと DNA 量のŰ関より

回ôü �0.0003�(�2�0.7409)をąることができた。(Ë4)この実験のƊĻでは、噴水池の�ĈからのƱ

ǚ、1ǩ、3ǩ、5ǩ3とにĄ&にDNA量がř少すると考えていたが、DNA量の差はあまりƝられなかっ

た。このことから、10ǩŽ度の噴水池では環境DNAがま\べ\なくėĥされたと考えられる。	

Ņに、カワバタモロコの環境 DNA の検出限界水量を求めた。1 µのカワバタモロコから検出された

DNA量はõÏ1,534コrーとなった。採水した1�にŧĶする100"�のサンプルのう?2"�を�用し

たので、2"�から1コrーを検出したとして、1�あたり50コrーが検出限界としてƢ算した。	

31,400ǥ�Ǧ!1,534�50�963,352��µとなり、25�プールにĠ算すると2.6ķもの水量から検出が可能

だとわかった。	

	

�./<�?
�����
-�@�!� 

	 これまでの実験で、回ôüの�が大きくūなっ

たことから、生息環境の違いで DNA のģ出量S分

解ǀ度が違うと考えたため、ため池の水と水ǆ水

を用いて DNA の分解ǀ度の違いを検ƥする実験を

行った。(¦Ų6)	

	 ま8、ため池の水と水ǆ水を用意し、�ÐäÇ

にため池の水を2つ、水ǆ水を2つ;れ<れ用意

した。Ņに、ǌ量を合わ9たカワバタモロコ 5 µ

を;れ<れのäÇに�れ、1ǁ間ǟƕした。1ǁ間

後にカワバタモロコを½り出し、;の後は、6 日

間にわたってň日採水とYǅをƐりƻした。	

	 ƊĻは、�Ƨƿり DNA の分解ǀ度に違いがみられ、水ǆ水より池の水の方がĭく分解されることが

ƥ明された。(Ë5)このことから、自然環境に近いq`トープの分解ǀ度がĭく、�ÐäÇと噴水池で

は分解ǀ度がǃかったことがƥ明された。(表1)DNAの分解はć生物S生�外ǋƈなEが要因の1つと

考えられる。	

	 また、検出できるDNA量は、ため池の水の方が水ǆ水より3.86�少ないことがわかった。(Ë6)た

め池からの DNA 量が少ないと、実ǖの生息数より少ない�が算出されるため、環境 DNA 手法による推

定生息数がńƬ¥Ě法と比べて少なくなったと考えられる。	

	

表1	 水のţďとDNA量の推測	

	

実施日 水温 使用した水 分解速度 DNA放出量

丸型容器 5月 高 水道水 遅 多

ビオトープ 7月 高 池の水 速 多

噴水池 12月 低 井戸水 遅 少

¦Ų5	 採水のŃÜ	 Ë4	 噴水池実験のŰ関Ë	

¦Ų6	 ため池の水と水ǆ水を用意	



共生のひろば　2016 年３月　 182

  

�.)"3&*�.= 

これらのƊĻから DNA 分解はć生物S生�外ǋƈなEの生物ŭ�用によって変化することがわかっ

たので、ため池の環境に近いq`トープの回ôüが一Ū�用できるkータであると考えた。	

A池(水量1,753,200�)ではň年ńƬ¥Ě法を行っており、2014年から環境DNA手法を用いた生息数

調査を行っている。2015年は、B池(水量22,500�)という、A池よりはるかにêさいため池で同Ńの調

査を行い、q`トープの回ôü( �0.0006�)を DNA検出量にあてはめて生息数を算出して、池の大きさ

による推定生息数の違いについて比較した。	

(1)A池ǥ水量1,750,000�Ǧでの推定生息数	

	 ま8採水ƃ所数を検ƣした。噴水池での実験より、1

µあたりの検出限界水量(963,352�)を求めることがで

きたが、¯Ƽの分解実験でため池の水の方は DNA 検出

量が少なくなることがわかった。水ǆ水の方が3.86�

もÙく検出できると�定すると、実ǖの検出限界水量

は(249,573�)の可能ċもある。;うすると A 池ǥ水量

1,750,000�Ǧではı大 7 ƃ所、ı少 2 ƃ所の採水とな

ることから、今回は�間の�である 4 ƃ所で採水を実

īすることにした。	

A池4ƃ所で採水した水から検出したDNA量を、q`トープでąた回ôüǪǨ0.0006�にあてはめた。

ƊĻは 4 ƃ所の推定生息数のõÏは 855 µとなった。ńƬ¥Ě法による推定生息数が 2,852 µだった

ので、1,997µのƦ差となった。(表2)採水yイント#でのDNA量がÙいのは、;の�近にÙくのカワ

バタモロコが集まっていたためだと考えられる。	

カワバタモロコはƒれで回Ǆする習ċをもつので、ƒれからǚれた場所で採水した場合は DNA 量が

Ƙくなる可能ċがある。このため、数か所の�をõÏする方がよいのか、一Ū大きな�だけをĖ出す

るのかを検ƣする必要がある。	

(2)B池ǥ水量22,500�Ǧでの推定生息数	

	 B池での採水ƃ所は水量ŭに1ƃ所で·分なのだが、

今回はõÏをとる目ŭで3ƃ所の採水とした。	

採水した水から検出した DNA 量を、A 池で行った方

法と同じく、q`トープの回ôüにÿてはめてみた。

ƊĻは 3 ƃ所の推定生息数のõÏが 824 µとなり、ń

Ƭ¥Ě法とのƦ差は 434 µとなった。(表 2)これらの

ことから池の大きさなEの違いから、大きい池よりê

さい池のNうが、正確に生息数を求められることがわ

かった。	

今後は大きな池でも正確に生息数が求められるように調査方法を検ƣする必要がある。	

Ë5	 DNA の分解ǀ度の違い	 Ë6	 DNA 量の違い 

¦Ų7	 A池 

¦Ų8	 B池 
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表2	 推定生息数の比較(2015) 

	

 

5.まとめ 

今回の実験で、水質の違いにより DNA の分解量が変化することが判明した。また、同じ池であって

も採水場所によって検出できる DNA 濃度に差があることが判明した。今後は池の大きさによって算出

する方法を変えることで、カワバタモロコの生息数調査に実用可能な技術に仕上げていきたいと考え

ている。環境 DNA による生息数調査は 2 年目なので、今後とも継続して調査を進めることで課題とな

っていることを解決できるようになると考える。今回調査したA池、B池以外のため池でも採水を行っ

てサンプルを集め、池の水量による算出方法を確立する必要がある。	

また、検出限界水量については噴水池を用いて算出したが、自然環境に近い条件の方が正確な DNA

量を求められるので、カワバタモロコがいない池を用いて実験を行うことで正確な検出限界水量が求

められると考える。	
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の応用:	兵庫県下のため池におけるカワバタモロコの分布調査．日本陸水学会第79回大会	

5)高原輝彦・源利文・土居秀幸(2014)	水を調べるだけで生き物がわかる！環境DNAを利用した生物

分布モニタリング法.	日本陸水学会東海支部会編	身近な水の環境科学	実習・測定編.	朝倉書店,	
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採水
場所

池の水1Lあたりの
DNA量

池の水1Lあたりの
推定生体重 (mg)

池全体の
推定生体重 (mg)

池全体の
推定生体重 (g)

池全体の
推定生息数(匹)

推定生息数
の平均

① 297 0.178 312,027 312 294

② 266 0.160 279,679 280 264

③ 2,499 1.500 2,629,190 2,629 2,480

④ 385 0.231 405,441 405 382

2,852

1,997

① 36,830 22 497,199 497 469

② 66,920 40 903,426 903 852

③ 90,330 54 1,219,458 1,219 1,150
1,258
434

標識再捕法による推定生息数
標識再捕法との誤差(2,852-824)

ため池Ａ

ため池Ｂ

855

標識再捕法による推定生息数

標識再捕法との誤差(2,852-855)

824
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ĴĶÝĿ（Ļć北ăò¸	ăò|õ´	ü­ĥ）・x{義�（北摂里山�ùłİ¤�Ĩ�）	

	

	�
� 

・±ķňàĲ�（�Åăċ¯±¡ĤÔÑ）	

・Ł£ňºíıÿ（ăċ}とėøの�ùł¡Ĥłķ）	

北摂里山¯±は、Ûãuの里山とĢNLK北摂u¿Oフィールド>里山Ďû、ýù®様Ë、ü­±ē、

ð�・Ö�O±BK市ò¯±です。³ēxÊのプログmiOĮ39、北摂里山の��G©ª活Ë�の

たEの活動>�りďD}äのĕÍOĂÐし、ÀÍ�
ÁÃ)I開講し9います。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

��
���� � 

・北摂里山Oêしく±BKSnTkmi	

里山Ďûだけで=く、ýù®様Ë、ü­±ē、ð�・Ö�=<Oêしく±Aます。ÁĹ11回の開講

z²。	

・�³した講¾ļ	

ăċ¯±čのĄĊĔGç林gmr\ィP、ü­活動¦�=<O講¾とし9ĭ(ます。	

・ĩµ=フィールド活動	

フィールドでŊĹ�・wę�、ñ木Ħæ=<の³ēOěいます。ú©のğ察G±ēaRTrグF³Ú。	

・活動の`ッ]ワークづくり	

ç林gmr\ィP、ü­活動¦�との� �éOĮ3た|õで、活動の`ッ]ワークOÂ.ます。	

・�+=*I±BKÛĈ	

±ýGĆ�}のÙF��しGすいH'、¨ÛOxÊ>開講します。	

 

#��! 

開�Þáň�ßŉĒÁ�ß��11回Oz²）	

²	 	 ¢ň��¡	
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�	講	×ň18�000��ĉĬ）	

開�場Îň北摂の里山、里山ĺįÚģ=<	

·	 	 Īň里山>ĺÊOÏ7、フィールドでの³ē>���Ė=18ï�vの�Æ=Ùで、ç林gmr

\ィPGü­活動¦�のjrbーとし9里山>ĺNK活動O1L9いKÙ、Ęしくは、~

É、活動OしH'とすKÙ	

	

��������������
��� 
	

第 �回（公開講座Ņö原Ğ±）	

・ö原įÒワークショップi�北摂	

	

第�回（フィールド活動）	

・里山のú©Ħæ、³ē	

・里山Ďû³ē（�ÅÙ式）	

	

	

	

第 1回（講義形式）	

・北摂里山�ùłëÌとは	

・里山の«ą、ð�・Ö�	

第�回（フィールド活動）	

・�Đā里山O¼K�川西市黒川）	

	

第	回（講義形式）	

・北摂里山はÛã}の//M	

・里山��¦�のh`Yjr]	

・里山ī÷のØた=�活þ	

第
回（フィールド活動・講義）	

・里山O活þしたま7づくり	

・wę�り�川西市黒川）	
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※講義の様子は、ブログでご覧いただけます。	

http://hitosato.blogspot.jp/	

	

	

第 7回（公開講座）	

・北摂SATOYAMA国際ワークショップ	

第8回（フィールド活動・講義）	

・昆陽池での里山林整備、野鳥観察	

・北摂の鳥類、台場クヌギと昆虫	

	

第9回（フィールド活動）	

・里山での植樹活動	

・原木しいたけのホダ木づくり（川西市黒川）	

	

第10・11回（講義形式）	

・グループワーク、発表	

・修了式	
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小林÷T・��áû・小林Ë子・東一ªY・ê�j�・è¯{Ā・ 
è¯r¿・³Â�子・�¯æ�・rÑ�û	 (おおばこの会) 

 

◆�
め� 

:たしたち「おおばこの会」は、「野にú+、野に学+、野を¡し、野のą力をïりあう」、こうし

た思いを活動のlÉに¦えながら、地域の中で地域のU々とともに活動しています。また、地域の子

どもたちに、z�を通して自然に親しむ中で動植物の生wのyみの�み�を体験しながら知ってもら

うため、観察会やサポート活動に取り組んでいます。今年�のSな活動は、小野アルプス周辺での自

然観察会、IDル観ö会、小�の生き物ñ·ÿ、ćくé観察会、QÓで*とつのõÖ¨し、野鳥観察

会、小学校の環境体験学習のサポートなどです。:たしたちのG>ールFĒ小野市での活動 2015Ēを
�ÚWします。 
◆!� # 

Ď．自然の生¢にîれる中で、q自の学習をÈめる。 
①小野アルプス周辺での自然観察会 
日	 時：平成 27年 5月 9日（土）、 

平成 28年 2月 6日（土）  
場	 所：小野アルプス周辺 
内	 容：�É観察 
�IDル観ö会 
日	 時：平成 27 年 6月 13日（土）  
場	 所：�Ñ町	 �Ñのüb| 
内	 容：IDルやそのXの生き物、植物など自然を 

観察し親しむ 
③ćくé観察会 
日	 時：平成 27年 9月 12日（土）  
場	 所：鴨池周辺 
内	 容：鴨池周辺でA?L@などのćくéを¨し、 

観察する 
 
ď．自然学習の場・機会の©`、自然とのc生にt�てðĂの 
©  ̀
①小�の生き物ñ·ÿ 
日	 時：平成 27年 7月 25日（土）  
対	 象：32名 

（保護者 8名、小学生	 24名）  
場	 所：小野市P来住町	 前ó� 
内	 容：前ó�にどんな生き物がいるのかを¨し観察する 
�QÓで*とつのõÖ¨し 
日	 時：平成 27 年 11月 1日（土） �ā�中À 
場	 所：小野市ĉÑ町	 hp� 
内	 容：hp�のÄlで小Öを¨し、�Öの×ăやhp�の 

Çれ、地Îの生いØち等を学ぶ 
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③野鳥観察「はじめの一歩	 野鳥観察の方法を学ぶ」 
日	 時：平成 27 年 12月 13日（土）  
対	 象：14名（保護者 4名、一般 2名、小学生 8名） 
場	 所：鴨池周辺（小野市来住町） 
内	 容：自分たちの住んでいる地域にどんな鳥がいるのか、 

鳥の名前や特徴を知り、観察を楽しむ。また観察 
機材についても学ぶ 

 
３．小学校の授業に協力し、自然学習・環境学習のサポート 

①小野東小学校環境体験学習 
日	 時：平成 27年 10月 26日（月）、12月 7日（月）、 

平成 28年	 2月 15日（月） 
対	 象：小野東小学校 3年生  
場	 所：小野東小学校校庭とその周辺の樹林 
内	 容：1年を通して学校周辺の自然を観察し、植物の 

葉っぱや枝、花、果実を使ってアート作品など 
を作りながら自然に親しむ 

 

◆結果 

子どもたちの反応は、活動内容や年齢によって様々です。例えば「野鳥観察」では、子どもたちか

ら「双眼鏡を使うと鳥の様子がよく分かりおもしろい」「鳥の名前や特徴を知り、もっと観察したくな

った」という意見がありました。保護者からは「自然の中で、子どもと楽しい体験ができた。またこ

のような機会を作ってみたいと思います」等という意見がありました。 
 

◆まとめ 

自分たちも楽しみながら、子どもたちへのサポート活動をこれからも継続していきたいと考えてい

ます。また今後の活動については、小野アルプスでの観察会を、子どもたちにも興味を持ってもらえ

るような取組みにしていきたいと考えています。 
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里山いきもの研究所 ～人と野生動物とのより豊かな関係性を目指して〜 

一般社団法人	 里山いきもの研究所	

	 私たちの活動は、調査研究部と普及共育（“人と野生動物とのより豊かな関係を目指す”思い

や行動力を皆さんと共に育んでいく）部、との二つの部門から成り立ちます。	

調査研究部の活動 

	 調査研究部では、シカ・イノシシ・サルなど里山の野生動物の生息状況を把握するために調査

をしています。近年、これらの動物たちによるさまざまな被害の問題が取り上げられています

が、江戸時代の歴史的資料にはすでに獣害問題をうかがわせる記録があり、これらは人と野生動

物との間に今後も続いていく問題といえます。解決方法を考えていく上で、実態の把握は重要な

カギとなります。	

	 シカやイノシシによる深刻な農業被害に対する防除の取り組みと共に、個体数が増加傾向にあ

るならばそれを適正に保つための駆除も行われます。アライグマなど外来種の殺処分は、在来生

物の生態系を維持するために必要な処置であるとされています。しかし、ぬくもりのある命を殺

してしまうことは当然「かわいそう」なことであり、駆除や殺処分に対する市民の理解を得るた

めの働きかけが必要となります。	

	 また、これまで細々と続けられてきた、生きるために食べる、食べるために他の生き物の命を

いただく「命のリレー」も野生動物と私たちの関係を考えるときに忘れてはなりません。	

	 さらに、人里にサルやクマが近づかないようにするための里山での取り組みは、その地域任せ

でうまく解決するでしょうか。	

普及共育部の活動 

	 普及共育部では、このような里山が抱える課題を、多くの人に自分とのかかわりの中で考えて

もらえるようなプログラムを実施していきます。	

	 しかしながら、これらの問題の解決に向けて、人々に深刻なテーマを直接投げかけても、問題

意識をもってもらうのは難しいことでしょう。普及共育部では、まずは野生の生き物たちへの愛

情を育み共に考えていく土台づくりをするために、里山の自然に親しんでもらうことを大切にし

ています。	

 ⼤⼈から⼦どもまで楽しめる
観察会、参加型調査会、⾃然を紹
介する展⽰物の制作、またサルや
ク マ が 出 没 す る よ う な 集 落 の
⽅々と交流する⾥⼭体感イベン
ト。⼩さなお⼦さんと親御さん向
けの⼈形劇や、パネルシアター…
等の活動を今後も予定していま
す。
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尼崎市緑地におけるバッタ類の環境選好性 
 

荒木竜平・本郷岳・山岡大悟・鳥生大祐・山内拳史郎（環境学園専門学校） 
 
【緒言】 
都市化の進行にともなって生息する生物種が減少すること、そして市街地内ではある特定の種に生

息数が偏ることが知られている。鳥類ではこうした研究例がいくつかあるが、昆虫を対象にしたもの

は少なく、バッタ類の生息を担保するための環境条件を的確に考察することが求められている（養父

ほか 2001）。 
本研究では、身近な昆虫のひとつであるバッタ類を対象に、尼崎市の緑地における生息状況とバッ

タ類の環境選好性に注目して調査をおこなった。今回、主なバッタ類の餌であるイネ科草本の被度お

よび草本の高さが、バッタ類の密度に影響しているとの仮説を立て、検証を試みたので報告する。 
【方法】 
調査は、2015年 9月から 11月のうち計 14日、尼崎市内の元浜緑地、尼崎の森中央緑地、大物公園、
猪名川公園、環境学園グランドの 5 か所で、計 31 の調査区を設定しておこなった。各調査区（面積
100～1800㎡）において 5分間、スィーピング（捕虫網を振って採集する方法）をおこない、バッタ
類を捕獲して種名と個体数を記録した。また調査区内のイネ科草本の被度（以下、イネ科被度）およ

び草本の平均の高さ（以下、草丈）を測定した。統計的な解析にはスピアマンの順位相関係数の有意

性検定を用いた。加えて、5 か所の調査地のバッタ類の種数を知るために調査区以外の場所でも任意
に捕獲した。 
【結果および考察】 
調査で確認したバッタ類は 19種・746個体であった。このうち個体数が最も多かったのがオンブバ
ッタの 417個体で、次いでショウリョウバッタ・ホシササキリの共に 56個体、マダラスズの 31個体
であり、この 4種で総個体数の 8割を占めた。 
各調査区のイネ科被度とバッタ類の個体密度には有意な正の相関がみられたことから（スピアマン

順位相関係数の有意性検定、n=25、p<0.01）、イネ科被度が高いところほどバッタ類の密度が高くな
ることが分かった。また、各調査区の草丈とバッタ類の個体密度には有意な正の相関がみられたこと

から（スピアマン順位相関係数の有意性検定、n=25、p<0.01）、草丈が高いところほどバッタ類の密
度も高くなることも分かった。 
イネ科の多いところにバッタ類が多かったのは、今回確認されたバッタ類の多くが草本類を採食す

るバッタ亜目の仲間であったことから、餌を確保できることが理由と考える。一方、バッタ類が草丈

の高いところを好むのは捕食者から身を守るためだと考えられる。バッタ類の捕食者として、視覚を

頼りに餌を探す鳥（例えばモズ・サギ類・チドリ類）の存在が大きいと予想されることから、草丈が

高ければバッタ類の隠ぺい効果が向上し、鳥から捕食される危険を少しでも回避できるのではないだ

ろうか。 
調査をおこなった 5つの緑地のうちバッタ類の種数が最多だったのは、尼崎の森中央緑地の 16種で
あった。ここでは園内にイネ科を含む草本群落が散在している。また定期的に園内の一部で草刈りが

なされているものの、必ず草丈が高い草と低い草がセットで存在している。こうした園内の緑地管理

がバッタ類の生息種数に影響している可能性があり、今後、人為的な影響についても検討する必要が

あるだろう。 
【調査で確認したバッタ類】 
ショウリョウバッタ、マダラバッタ、トノサマバッタ、クルマバッタ、クルマバッタモドキ、 
イボバッタ、ヒシバッタ、ハラヒシバッタ、オンブバッタ、クビキリギス、ホシササキリ、 
ツユムシ、セスジツユムシ、エンマコオロギ、ミツカドコオロギ、ツヅレサセコオロギ、 
マダラスズ、シバスズ、カネタタキ 
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尼崎の森中央緑地における鳥類の生息状況 
 

田中良典・谷山竜一・水野竜佑・江原共百生・加瀬雄大（環境学園専門学校） 
 
【緒言】 
兵庫県尼崎南部の埋立地に創出された「尼崎の森中央緑地」(以下、中央緑地)では、大阪臨海部の自
然環境の再生をはかり、背後に広がる六甲山・北摂山系などの内陸の生態系とつながる広域拠点とな

る森を目指している。ここでは「鳥類による種子散布型の森づくり」を進めているが、鳥の利用実態

の情報は決して多くない。本研究では、植生の異なるエリアごとに鳥類群集も異なると仮説を立て、

調査を行った。加えて日本全国のスズメが減少傾向にあると報告されている(三上 2009)ことから、中
央緑地での現状を把握するためにスズメ調査を行った。 
【方法】 
鳥類調査は、2015年 6月 30日から 11月 27日の間の 21日間、高木区・芝生区・低木区に設けた
調査ルート(130ｍ)を 10 分で歩き、確認された鳥の種名・確認位置を調査用紙と地図に記録した。種
名は目視と鳴き声により現場で同定した。スズメ調査は 10月 9日から 11月 30日の間に 6日、低木
区でのみ行った。その際、おおよその群れサイズ・位置・行動を観察するとともに、捕食者に対する

スズメの反応を記録した。 
【結果】 
調査で確認した3区合わせての合計個体数は3,160羽となった(個体数割合：スズメ72％、ドバト7％、
ヒヨドリ 6％)。各区の個体数は低木区が 2,428 羽と最も多く、次いで高木区が 698 羽、芝生区が 34
羽であった。種数は低木で 21種、高木で 20種、芝生で 8種となった。各区で個体数が多かった種は、
高木区でドバト(206羽)とヒヨドリ(184羽)、芝生区でハクセキレイ(13羽)、低木区でスズメ(2,214羽)
であった。特にスズメは低木区の中での個体数割合が 91％と大多数を占めていた。低木区でのスズメ
調査では、10月に約 500羽、11月に約 200羽確認された。低木区には、低木とイネ科草本の生えて
いる場所と生えていない場所があったが、スズメの群れが多くいたのは前者であった。また猛禽類が

中央緑地の上空に出現した際は、スズメが草本の中に隠れることが常であった。 
【考察】 
本研究により各区を利用する主な鳥は、低木区がスズメ、高木区がドバトとヒヨドリであり、芝生

区は種数・個体数ともに少なく、鳥にほとんど利用されていないことがわかった。3 区のうち個体数
が最も多かったのが低木区であり、その多くがスズメであった。このことから、中央緑地の植生タイ

プの違いが鳥類群集に影響していることが示唆された。中央緑地では「鳥類による種子散布型の森」

を目指しているが、樹木の種子散布に適している鳥はヒヨドリとの報告がある(唐沢 1978)。高木区で
はヒヨドリが優占しており、今後も鳥による樹木（エノキ・ムクノキなど）の種子散布が期待できる。

低木区ではスズメが優占しており、現状では鳥による樹木の種子散布は期待できない。それでもスズ

メがイネ科草本の生えた場所に多く分布していたことから、スズメが草本の種子散布に貢献している

可能性はある。中央緑地での森づくりが始まって高木区が 9年目、低木区が 4年目である。今後もこ
のまま順調に進めば、低木区の低木が高木に成育して、樹木の種子散布に適したヒヨドリなどが増え、

鳥類群集が変化すると予想される。一方、3 区合わせての合計個体数が最も多かったスズメは、主に
低木区に生息していた。今後も森づくりが進み、低木区が現在の高木区のような樹林に近づけば、草

本類がなくなり、やがてスズメが好まない生息場所になると予想される。仮に中央緑地からスズメが

いなくなれば、スズメの捕食者である猛禽類（チョウゲンボウ、オオタカなど）も利用しなくなる可

能性がある。生物多様性の観点からみれば、低木区も重要な環境のひとつであろう。以上のことから、

森づくりを進める中で、現在の高木区だけでなく低木区も残していくことが不可欠であり、その結果、

中央緑地の生物多様性を高めることができると考えられる。 
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草木染めを用いた環境教育プログラムの改善と評価 
 

秦絵梨花・福本菜美（環境学園専門学校） 
 
【はじめに】 
既存の研究によると、草木染めを用いた環境教育プログラムにおいて、参加者から「嫌なにおいが

した」「濃く色がつかなかったため楽しくなかった」などの意見が報告されている（木村・君塚	 2010）。
本研究では「濃く染まらず楽しくなかった」との課題を改善し、野外で開催されるイベントで参加者

が楽しめる草木染めの手法を考案した。また草木染めを通して植物に興味をもってもらえたかどうか、

環境教育としての効果をアンケートにより検証した。その中で、入手の容易なタマネギの皮、ドング

リ（アラカシ）、セイバンモロコシを染料として、糸を染め、ミサンガを編むという新たな企画を試

みたので報告をする。 
【方法】 
2015年 11月 15日、元浜緑地（尼崎市）で開催された「公園で遊ぼう in 元浜緑地」にて草木染め
体験ブースを出展した。参加された小学生 32人に布かミサンガどちらかを選んで染めてもらいアンケ
ートをとった。イベントでは次のような手順で行った。 

1．布かミサンガかを選ぶ 
2．染色液に 20分つけた後、媒染液につける 
3．布は完成、ミサンガは編んでいく（三つ編みか横巻き結び。糸の長さは約 40cm） 
・所要時間	 布：30分	 	 ミサンガ：45～60分 
・参加者：32人（男性 7人・女性 25人）、年齢：3～12歳 
【結果】 
アンケートの結果、すでに植物に興味をもっている人が多かったため、草木染めを通して植物に興

味をもってもらえたかどうかの環境教育としての効果を検証することはできなかったものの、染めた

ものに関係なく 32人全員に楽しんでもらうことができた。「草木染めをまたやりたいか」という質問
に対しても 29人が「またやりたい」と回答した。参加者の様子を観察すると、秋に多量に採取できる
ドングリは、色の変化が大きく好評であった。一方で、セイバンモロコシはきれいなレモン色に染ま

るものの、タマネギやドングリに比べると色が薄いため反応はよくなかった。また保護者も草木染め

に興味を示され「どうして染まるのか」と質問をしたり子どもと一緒に参加したりすることもあった。

ミサンガを体験した 13人のうち 10人は最後まで編むことができたが、残り 3人はできなかった。 
【考察】 
草木染めとして「ミサンガ染め」をするという試みは初めてだったが、体験した人全員に楽しんで

もらえたことから、今後も草木染め体験のイベントプログラムとして活用できると思われる。しかし

最後まで編むことができず断念した人もいた。改善点として、今回は糸の長さが均一だったので、参

加者の年齢に応じて糸の長さを調節し、編む時間を短縮したり糸同士の絡まりを抑えたりする工夫が

必要である。また編み方の種類も一番簡単な三つ編み、やや難しい斜線模様、中高生対象の時は難易

度の高い矢羽模様・モザイク模様等の編み方を採用すると、さらに楽しんでもらえるのではないだろ

うか。ドングリの染料は好評だったため、ドングリが入手しやすい秋季のイベントには適していると

考えられる。セイバンモロコシは色の変化が少ないため、小学生低学年以下の人を対象としたイベン

トには不向きであろう。しかし、外来種であり、農作物への被害も懸念されているため、染料として

の利用は有効と考えられる。イベントでは保護者と一緒に参加する子どもも少なくないので、草木染

めは保護者と一緒に楽しんでもらえるという点で活用できる。実際、草木染めの色の変化を、子ども

だけでなく保護者も楽しそうに見ていたので、草木染めは年齢を問わず、多くの人々に楽しんでもら

えるイベントプログラムだといえる。 
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鳥類の生息状況調査から考える森づくり 
 

水野竜佑（環境学園専門学校） 
 
【緒言】 
兵庫県南部に位置する「尼崎の森中央緑地」(約 29ha)は、「地域を育てる森づくり」を基本理念に
掲げ、失われた自然環境を回復・育成する活動に取り組んでいる。合わせて、大阪臨海部と内陸部の

自然環境を結びつける結節点として、大阪湾一帯での自然環境の広域拠点となることを目標にしてい

る。当地の「森づくりエリア」では県民の参画と協働による森づくりが進められており、「アマフォ

レストの会」をはじめとする、多くの県民、企業、団体が生物多様性に配慮した森づくりに参加して

いる。ここでは「鳥類による種子散布型の緑化」を目指していることから、当地における鳥類の生息

状況の把握を目的に調査を行ったので、そこで得られた知見を報告する。 
【方法】 
2015年 6月 30日から 11月 27日の間の 21日間、調査ルート(130ｍ)をゆっくり歩き、確認された
鳥の種名・確認位置を調査用紙と地図に記録した。種名は目視と鳴き声により現場で同定した。 
【結果と考察】 
尼崎の森中央緑地の鳥類は、留鳥・冬鳥が多いのに対して、夏鳥が少ないことが分かった。これは

鳥類の繁殖期である 4～7月に営巣場所として利用できる環境が少ないことを示している。反対に留鳥
や冬鳥が多いのは採食場所が多く、餌の調達や越冬をするには適した環境があることを示している。

よって、当地に現状より多くの鳥類を誘致するには、夏鳥が繁殖できる環境を提供する必要があると

思われる。例えば、コアジサシ(第 4次環境省レッドリスト／絶滅危惧Ⅱ類)は、「絶滅のおそれのある
野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」において「国際希少野生動植物種」に指定され

ている希少な渡り鳥で、兵庫県には 4～5月頃に南方から繁殖のために渡来する。営巣場所は、砂浜海
岸・河川敷のほか人工的な埋立地・造成地などで、木草などが生えていない砂礫地を好むものの、現

状では埋め立てや海岸付近の緑化にともない、全国的に営巣場所を奪われつつある。阪神地区では、

大阪湾の人工海岸や神戸港周辺の海岸線などが本種の主要な営巣場所となっている。本調査中におい

て、恐らくその繁殖個体群の一部が、尼崎の森中央緑地の工事中の造成地上空で確認されたことから、

当地でも希少なコアジサシが営巣している可能性がある。 
今後も、現状の森づくりを進め、当地全域を緑地化してしまえば、コアジサシは姿を消すことが予

想される。コアジサシをはじめ、多くの夏鳥を誘致するためには、夏鳥の生息状況の把握ならびに営

巣場所の確保が重要であると考えられる。 
 
◆コアジサシについて 
体長約 28cmのチドリ目カモメ科の渡り鳥。
ニュージーランドなどの南半球で越冬し、

4~5 月に日本へ繁殖のために飛来する。河
原・砂浜などで集団繁殖するが、日本では東

京湾・九十九里海岸・大阪湾・九州北部など

の埋立地や人工海岸が大規模な繁殖地となっ

ている。環境省レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類、

国際希少野生動植物種に指定されている。 
 
図1．飛翔するコアジサシが確認された場所 
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įĝ	®・大¡�子・Ò野çľ・×ĝľü・丸山ß子（しぜんクラブ）、	

ÒØņ子（フレミラ宝塚）	

 

��め� 

私たち“しぜんクラブ”は、フレミラ宝塚でŞőしているūŬ者大学“いきいき学Ń・フレミラ”「ě

Á・自然コース」の°ĊĜと»ćĜの�èのグループです。フレミラ宝塚は、宝塚市立の�Ŀ人īĪ

fンター�と�大½児童fンター�のŋ¶施ŏです。ūŬ者と児童が、Aれ¶い、未来をĵく¿íと

して、ĥ�に�ĕをĖめることをģĢに様々な�Ċが行われています。「ěÁ・自然コース」では自然

体ũõ育研究í	 ŕ立®¢Ĝをは)めとし、兵庫県立人と自然の博物館の¢Ĝ÷のòĊをűÞşµő

します。òĊでは、私たちのŖ近な動植物やěÁの変化、Ĝ物多様æなどについて学びます。そこで

学び体ũしたことを活かして、¼¾の子どもたちに�かġ したいという思いから“しぜんクラブ”

を立ち�$ました。	

“しぜんクラブ”のģĢは、¼¾の子どもたちと�Ļに自然を学び、楽しIことです。思いを�え

たい私たちが楽しくなけれ=、子どもたちに楽しさは�わらないと思います。ま+は自然へのŠãを

もってもらう。そして楽しんでもらう。そのĹũが�れ=成長してからもそのことを思い出してくれ

ると思います。	

	

�'.�(",   

	

＜春＞	

・「しぜんと�そFう	 春の山野草さがしとヨモギだんごクッキング」	

（Ò学Ĝ��名とスタッフ1�名が参加）	

õ室で山野草の種類や形Ě・Ĝêについて学んでから、Åに出て実šに春の山野草の観察をしまし

た。宝塚で採ţしたヨモギを使って団子を作り、Ũりや味をé)ながらŐŦすることで、Ť草とよ=

れるŖ近な植物にもŦDられるものが�ることをĨってもらいました。	

	

＜夏＞	

・「しぜんと�そFう	 虫と葉っぱの�ク�ク大ġ見！」	

（Ò学Ĝ1��名とスタッフ��名が参加）	

フレミラ宝塚のÔ内ř動¿で行うĐÞç�のイベントです。「cャンプするĜきものを作ろう」や、

「貝がらでキラキラの昆虫を作ろう」、「虫のñり÷õ室」、「蚊帳遊び」を実施しました。「虫のñり÷

õ室」では、虫ñりĺの使い÷から虫のŎり÷・育て÷まで学びます。大きな蚊帳の�に昆虫を入れ、

その�に入ってĤô虫にŎってもらう「蚊帳遊び」は、とても人気が�ります。	

	

・「夏�み�思Œシリーe�	 動物のŪってどうなってるのŵ」	

（Ò学Ĝ��名とスタッフ�名が参加）	

バラバラになっている、Ă物のシカやイrシシのŪを使い、ŪĈčĂをみんなでĸみ立てました。

Ūの形や大きさ・ŠĴの繋がり÷などを学びました。	

	

・「夏�み�思Œシリーe�	 草木染めにðì！」	

（Ò学Ĝ��名とスタッフ1�名が参加）	
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近隣で採取した草木や自然の材料を使ってバンダナを染めました。アルミや鉄など媒染剤の種類に

よって変化する色の様子も観察しました。	

	

＜秋＞	

・「わっしょいフレミラ秋まつり」	

（来館者が自由参加、スタッフ19名が参加）	

フレミラ宝塚全体のおまつりに、しぜんクラブとして出展しました。アサリの貝がらに布を貼り付

けて作る「貝がらのストラップづくり」、紅葉した葉っぱを使って洋服をデザインする「着せ替えカー

ド作り」、木の枝や木の実を使って自由に作ってみるコーナーなど、子どもも大人も自然の素材を使っ

て工作を楽しめるようにしました。また、夏のイベントでも大人気だった「蚊帳遊び」を秋の昆虫で

実施しました。	

	

＜冬＞	

・「ひとはくKidsキャラバン」	

兵庫県立人と自然の博物館（略称：ひとはく）が行っている宝塚市内の児童館向けのプログラム「ひ

っつきムシ	研究室！－ひっつきムシについて、みんなで研究しよう！」にスタッフとして参加しまし

た。	

 

まとめ 

「蚊帳遊び」では、チョウチョやバッタを手のひらに乗せて最初はビクッとしていた子どもが、帰

るころにはカマキリを手に乗せてニッコリ。「春の山野草さがしとヨモギだんごクッキング」ではヨモ

ギ団子を初めて作る子どもも多く、丸める団子の大きさも形も様々でしたか、美味しいのでお父さん

やお母さんに持って帰りたいという子もいました。そんな子どもたちの成長や反応を見ると、私たち

も嬉しく楽しくなります。	

ペンネームに“虫”という字を入れるほどの昆虫好きだった手塚治虫が幼少時代を過ごした町、宝

塚から、「未来の昆虫・植物博士を育てよう～学ぶそして繋ぐ次世代の子どもたちへ～」をテーマに、

これからも楽しんで活動していきたいと思います。	
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�������	 

�½	 åţ	 ŷ�ě¸自然÷内人のsŸ	

��め� 

セミは幼虫のä期に土中に３Ƅƀ年間棲息しているのでė¦の変�にはたいへんÜÐであるといわ

れている。(のた?ė¦が変わ,てくるとセミの種űやÞが変�してくる。œŘにいるセミの変�は

ĦたちがĘĈしているė¦が変�していることをÝえてくれるのである。	

セミは、w�にでも(れなりのÞがĘ息して�り、種űもŨられている。ŷċø�ではƁ種űŸÖけ

Āによるセミの種űのň�けàは、ちB,とだけQWをŉえれ7、ŋにでもĮ�にできる。セミのÖ

けĀはś�ないしĘきているセミをとることはしない。セミのÖけĀを�ĚするĘきēはいないと考

えられる。ī�からė¦やĘÑįに対する影響がきわ?て¶ない調査が�能である。	

���と���� 

�調査地ƂĥÓ¾ïĎ�ċø�４eĠ�ŕの３c所	

�ċø�� Ƃ®地造成のときにdĳにyられたv®łの¾YSšにŮしたµさなŤ¾� 。

�²«üšƂv�»Ûĉ、²«ü上ĉ、ĊŎąいのíëĪのš、¸}ßŮ。


ċø·é�� Ƃ� の�}がġÙ�ě¸įにĶが,ているので自然ľがÄくÐ$られる。

�調査àĆ	

�0��年Ƅ�0��年、ā年���0�後から	��0�後にかけて、調査場所で４ƄƁ�のÖけĀØŪを行い、

調査場所�に種ű、��をŪŊした。年ýごとのŪŊŃをĂŔ、調査_`によるÅäの«{Úħやė

¦変�īにćĠしながらŪŊÞ|の変動について考察した。	

���� 

クマ アブラ ヒグラ その他 クマ アブラ ヒグラ その他 クマ アブラ ヒグラ その他 小計

2012年 191 40 0 9 0 132 0 75 0 18 138 41 644

2013年 376 25 0 3 0 164 0 60 0 12 102 28 770

2014年 240 27 0 5 0 102 0 23 0 10 84 14 505

2015年 278 70 0 17 0 168 2 67 1 24 189 27 843

小計 1085 162 0 34 0 566 2 225 1 64 513 110 2762

*クマはクマゼミ、アブラはアブラゼミ、ヒグラはヒグラシ

	その他は、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ニイニイゼミの合計

３．寒天橋道２．渦森展望台公園１．渦森北公園

	その他は、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、ニイニイゼミの合計
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úöはす9てp所から×ちŖまれたûëで(れらのôについていた

クマゼミがķ�しĵÿしたものとÍわれる。アブラ、XNXNは��

の¸地から飛来するĨ度で�£ğなクマゼミĕ�である。	

	

	

	

	

	

	

２．²«üš	

íëĪの両}ßŮにはシVが©く、(の葉ńがヒグラシにと,て

õ¬のķ�場所とな,ている。ūëも©いがuëがほとんどでû

gは湿,;い。アブラゼミ、ミbミbゼミのÖけĀはňつかるが

クマゼミは声だけ。クマゼミのÖけĀは�0��年にな,てようやく

１z=つけた。ヒグラシĕ�といえる。	

	

	

	

	

３．ċø·é�� 	

¸をĺæにアブラゼミの�力がÄいのか、� の�}には人±がř
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もáĒがĽす�る'いか­をňかけない。アブラゼミĕ�だがミbミ

b、WクWク、XNXNがpの�ĭ所より©いのもĔÊ。	

	

	

	

	

Ź２０１４年、異変ĞĘƂ	調査ıðŃにあるようにÖけĀÞのµŊが�0�zとŭÀに¶ない。この年

は�çìから	ç中ãにかけて大Ŭをt,た�Ų������がŚŐしながら上ũしてきた。この大Ŭで

	��は大Ŭō¤がĞq、われわれの調査も中þをx~なくされた。ほどなくċø�gのv�»ąいで¹

ºれがĞĘしšőがŜ行h�となり、�3áはŗ�őをŜ,てċø�へ行か47ならなか,た。調査地

d¿はŵ�のた?ŬĄはÎろしいほどの�いで}č、šőをĉれg,たらしい。セミのÖけĀも(の

影響を�けてûëの枝葉にĜまることができずĉされてしま,たものが©Þ出た。この自然災害を予

知したのかセミの�がdŞ間ほどķ�をâ?ているのである。ŜÀ、ċø��ŕでは���0Űからķ�

がĈĞになり、�のķ�ƈƍƅƇが ����Ƅ30á、�は(れからdŞ間ほどşれる。ところがこの年は�の

ƈƍƅƇが ��30にâま,たのである。ŷgのƇƌƋƉ�ĒŸセミのÖけĀがĉされたのはや>をÉないことだ

が、�がâ期に大ťにķ�してきたことは大いにćĠに|する出来lであ,た。	
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Ź年ý�のķ�のÚħŷ年ý��調査á��種ű�をÕれĴグラ[とŃでŃしたものŸ	
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ƇƊ� ƇƊ� ƆƉƌƋ�

ƆƉƌƋ� ƈƇƌƋ� ƈƇƌƋ�

→調査日

2012年 7/18 7/27 8/7 8/21 9/6 ↓ 2013年 7/18 7/25 8/1 8/8 8/22

ｸﾏ♂ 6 44 40 10 10 抜 ｸﾏ♂ 40 100 21 7 9

ｸﾏ♀ 1 16 49 9 4 け ｸﾏ♀ 16 88 42 40 13

ｱﾌﾞﾗ♂ 6 49 34 11 7 殻 ｱﾌﾞﾗ♂ 18 38 23 13 10

ｱﾌﾞﾗ♀ 0 11 44 15 10 の ｱﾌﾞﾗ♀ 2 23 37 15 22

ﾋｸﾞﾗ♂ 20 17 14 5 4 個 ﾋｸﾞﾗ♂ 12 18 10 2 10

ﾋｸﾞﾗ♀ 11 26 26 14 1 数 ﾋｸﾞﾗ♀ 11 11 14 4 10

7月末に4丁目の町内清掃があり、北公園の

抜け殻は全部処分されたので8/1のｸﾏｾﾞﾐの

数値はかなり低くなっている。

0
20
40
60

7/
21

7/
23

7/
25

7/
27

7/
29

7/
31 8/
2

8/
4

8/
6

2015年

ƇƊ� ƇƊ� ƆƉƌƋ�

ƆƉƌƋ� ƈƇƌƋ� ƈƇƌƋ�
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ƇƊ� ƇƊ� ƆƉƌƋ�

ƆƉƌƋ� ƈƇƌƋ� ƈƇƌƋ�

2014年 7/23 7/30 8/13 8/27 2015年 7/21 7/26 7/30 8/3 8/7

ｸﾏ♂ 67 30 11 1 ｸﾏ♂ 24 55 37 29 11

ｸﾏ♀ 51 51 19 10 ｸﾏ♀ 4 15 24 47 13

ｱﾌﾞﾗ♂ 33 25 16 0 ｱﾌﾞﾗ♂ 13 41 28 23 11

ｱﾌﾞﾗ♀ 7 45 12 1 ｱﾌﾞﾗ♀ 8 42 27 29 21

ﾋｸﾞﾗ♂ 29 12 4 1 ﾋｸﾞﾗ♂ 14 15 18 15 9

ﾋｸﾞﾗ♀ 14 20 3 1 ﾋｸﾞﾗ♀ 10 25 24 29 11
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まとめと考察 

１．	セミは土の中で過ごす幼虫期間が長いので棲息には土質と湿度が大きく影響する。	

２．	クマゼミは裸地で硬いところでも棲息しているが、ヒグラシは地上が枯葉や枝で覆われ、かなり

湿気を含んだ場所が必要である。アブラゼミは両者の中間といえるが人工造成地への適応力はク

マゼミに劣るようだ。	

３．	調査場所は相互に300m以内にあるにもかかわらず、3種の産卵場所はほゞ固定されている。鳴き

声から相互の飛来はあるようなので出現の有無は今後の調査に待ちたい。	

４．	自然災害に対してセミはどのような行動をとるのか？	

	 	 ２０１４年の異変の経験を踏まえ、今後はセミの自然災害予知能力についても考察しながら	

	 	 調査を続けていきたい。	
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川久保渓谷の水生昆虫 

	

森本静子（ひとはく地域研究員・NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）	

	

川久保渓谷は京都市西京区と大阪府高槻市の境界にあるポンポン山と釈迦岳を水源とする西水

無瀬川の渓流である。一帯に広がる森林地帯は川久保水源の森と呼ばれ、林野庁が選定する「全

国	 水源の森百選」に選ばれている。川久保集落を抜け、渓流沿いにポンポン山へのハイキング

道を 20 分ほど行くと高槻市が川から取水している川久保浄水場がある。水生生物科ではこの浄

水場付近で有志による調査を 2010 年 5 月 4 日から 2014 年 11 月 28 日まで計 20 回行った。調査

は毎回 3～４人で、約 1時間 30 分行った。その結果、きれいな水、ややきれいな水に棲息する

多くの水生生物を採集した。魚類ではカワムツ、タカハヤ、アマゴ、カワヨシノボリの 4種、甲

殻類はサワガニ、ニッポンヨコエビ、両生類はカジカガエル、ヤマアカガエルを採集している。

水生昆虫は特に多く、幼虫と成虫を合わせて 8目 53 科 147 種を採集した。幼虫の採集は手網

（メッシュ 2㎜）で、成虫は成虫採集用の網で浄水場だけでなくハイキング道沿いの草むらや木

の枝をスィーピングし、集落内の壁やフェンスなどにとまっているものを手で採集した。なお、

筆者は大阪府に棲息するカワゲラを成虫で調査しており、川久保渓谷でも単独でカワゲラの成虫

を主に採集した。その調査結果も含めているのでカワゲラの成虫の採集数が多くなっている。	採集した。その調査結果も含め 成虫の採集 が多くなっている。

“科および属の一種”の一種を省く。種数は 1としてカウントする。	
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水辺の鳥（魚を食べる鳥たち） 

	

高橋剛（NPO 法人シニア自然大学校研究部水生生物科）	

	

水辺で魚を捕る野鳥を見ることがあっても写真に撮る機会は意外に少ない。じっと観察してい

るとダイサギは長い首を利用して水面を見まわし瞬時に水中に頭を突っ込み魚をくわえた。コサ

ギは浅瀬の水の淀みで足先を小刻みに震わせている。コサギの黄色い指先が泥に埋まって行く･･

驚いて飛び出した魚やドジョウをくわえて一気に飲み込む。じっと待って魚を捕る鳥たちは多い。	

ササゴイは堰や魚道、川の中ほどの石の上などでピクリともせずじっと待って遡上してくる魚を

捕る。ゴイサギは浅瀬に入り影を作るようにじっと立ち、魚が寄って来ると捕まえる。アオサギ

も小高い所にじっと立ち獲物を待つことが多い。魚だけではなくカエルやザリガニも食べるので

サギのなかまは田圃でもよく見かける。カワセミは川の流れに突き出した木の枝に止まり、水中

の魚影を見つけると飛び込んで一瞬にして魚をくわえ、水しぶきと共に飛び出してくる。野鳥カ

メラマンの中にはこの一瞬を撮る醍醐味に嵌まってしまっている者も数多く居る。カンムリカイ

ツブリは結構長い時間水中に潜り、思わぬ所に浮かんで必ず沖へと向かって泳いでいく。捕った

魚を邪魔されずに飲み込む為だろうか。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

カワセミ：川の流れに飛び込みオイ

カワを捕って元の枝に戻って来た。	

高槻市桧尾川 2008.03.09	

水辺近くの木の枝にとまって	

カンムリカイツブリ：暫く潜ってい

たが･･魚を咥えて浮かんできた。	

京丹後市久美浜湾 2009.11.26	

コサギ：潮が引い

た干潟でハゼの

なかまを捕る。大

阪市海老江干潟

2013.04.28	

ダイサギ：堰の落

ち込みでじっと

待ち伏せしてや

っと捕まえたオ

イカワ。高槻市芥

川 2011.09.08	

ゴイサギ：浅瀬で

じっと待ち伏せ

してカワムツを

捕る。高槻市桧尾

川 2011.07.12	

ササゴイ：じっと

待ち伏せしてオ

イカワを捕る。枚

方市天の川河口

付近 2013.07.20	

	

コサギ：浅瀬を歩

き回りオイカワ

を捕る。高槻市芥

川 2008.02.23	

	
アオサギ：大きな

タイのなかまを

捕まえたが大き

すぎて、結局飲み

込むことができ

なかった。大阪市

海老江干潟

2009.09.02	

ダイサギ：コサギ

の漁場を横取り

しようと威嚇し

追い払おうとし

ている。	

アオサギ：貯水池

でドジョウを捕

る。ドジョウは頭

をくねらせて抵

抗するも…。高槻

市安満北の町

2011.09.08	
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Ps層�という����DaIの海にあった地層で��とuの�り�しでできています。すごくはくJ

がありました。	
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	 漂着物をrでvいました。すごく.ご2ていました。海rの�りがしました。	
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	 �-貝類�}w~Qな に分�ました。海外から来たものがあって'っくりしました。L物の�も

ありました。	
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	 貝のpoがか�ていたり�うすくなっていたので�見分�るのに�Kしました。調べたあと��に

�+ました。	
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⑥完成 

・漂着物は海外からも来ることが分かりました。	

・恐竜時代にできた地層を見てすごいなあと思いました。	

・イカのこうらがくさかったです。	

・貝の種類を調べるのが大変でした。	
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博物館の@に��動物�つどうヒトたち 

	

福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティアr鈴木ĥ（福井市自然史博物館）	

	

`．博物館の@に��動物 

はじめに 

福井市自然史博物館は、福井市のyÄ市Ĳ¥の�にある¯立xŔ「足Ĥ·」の上に¿(博物館

である。1952 年に開館してから現在までの �3 年間、足Ĥ·をyÄに福井県の自然にőする資料

を収集し、ļåďĕ、Ü�活動を行ってきた。	

2013 年から、足Ĥ·のĂÉĝの実ÉをÚらかにするために 5カ年ĸćで「足Ĥ·Ģ�ļå」を

実施している。今回、3年間行った {類のĂÈļåのÊäを紹介する。	

	

WHCK 

  {類のĂÈþòをÚらかにするために、自動ÒÂカメラ�よびトラッdを用いたļåを行っ

た。	 	 	

�	 自動ÒÂカメラを�ったļå	

|�ļå：2013 年 9 月～2014 年 8 月	

	 	 	 	 足Ĥ·の環境がĈなる 10 ¥øに 1～2 Ņ間自動ÒÂカメラをĺģし、ÒÂŘ½、ĔÓを

ïŁし、本ļåでカメラをĺģする§Ëをň±。	

	 	 	 本ļå：2014 年 8 月～2015 年 8 月	

	 	 	 	 ÒÂŘ½とÒÂĔÓがともにÝ大であったĘãに 1年間カメラをĺģ。	


	 アカネズミのÏÿļå	

	 	 	 ļåß間：2014 年 9 月～11 月	

	 	 	 	 足Ĥ·の環境がĈなる �¥øにシmーマントラッdをĺģし、アカネズミのÏÿを行っ

た。	

�	 ŚĦ類のÏÿļå	

	 	 	 ļåß間：2015 年 � 月～201� 年 1 月	

	 	 	 	 か�わなでŚĦ類（イタチ類、タ^J、アライグマなど）をÏÿ。	

④	 目Ķrĉŀ	

	 	 	 ļåß間：2013 年 4 月～201� 年 1 月（w±ß）	

	 	 	 	 Ïÿļåyなどに目Ñした個体やĉŀ（Ĝ、足ŀ、Śĉ）を記Ŏ。	

RG 

15 Ĕの {類がĐĻされた。このうち、2008 年に出ûされた福井市自然史博物館展示ガ

イド（�下、展示ガイド）にÐłされていないものは、在âĔのイ`シシ�よびニホンザル

と外âĔのシeリアイタチ�よびアライグマのĸ 4Ĕである。一Ö、今回のļåでは展示ガ

イドにÐłされているニホンリスのĂÈをĐĻできなかった。	

	

��め�S? 

	 足Ĥ·には、JXネ、ニホンテンなどをœきŊ·でĵられる {類がほとんどĂÈしてい

ることが分かった。しかし、ニホンリスがğöした�ĨÇがある。また、外âĔ（アライグ

マ、aクbシン、シeリアイタチ）がĂÈして�り、これらが在âĔに�4すÂŗは現時ø

ではwÚである。今Ã、足Ĥ·のŊ·としてのĂÉĝíĨをġÎするためには、«êな環境

（Ĭ¥、ĭĮ¼Įìã、úĮìãなど）のġÎのほか、外âĔが在âĔに�4すÂŗをÚら

かにして³Ěを施すÅĴがある%?う。	
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２．博物館につどうヒトたち－福井市自然史博物館骨格標本作製ボランティア（骨部） 

 

はじめに 

	 福井市自然史博物館では、2005 年よりボランティアを募集し、活動を行っている。現在は、昆

虫、植物、クラフト、骨格標本作製の４分野で活動が行われている。	

	 骨格標本作製ボランティア（通称：骨部）では、これまでにニホンアナグマ、ニホンザル、オ

オミズナギドリ、ニホンジカなどの交連骨格標本を作り、一部は大阪市立自然史博物館で開催さ

れたホネホネサミットにも出展した。今回は、鈴木が担当した 2013 年 4 月から 3年間の活動を標

本展示も交えて紹介する。	

 

活動内容 

① オサガメの解体（2013 年 12 月 4 日） 

	 福井県高浜町で打ち上がったオサガメの死体を梨木学芸員（当時）

と骨部の部員が回収。福井市自然史博物館に運び、解体した。	

	

② ニホンジカの骨格標本作製（2014 年 3 月～7 月） 

鈴木が担当した第 78 回特別展「どうやって決まるの？動物の大きさ

－ミジンコからクジラまで－」（2014 年 7 月 19 日～9月 23 日）でニホ

ンジカの大きさが環境によって変わることを伝えるため、北海道、本

州、屋久島産のニホンジカの交連骨格標本を作製し、展示した。	

 

③ 第 3 回ホネホネサミット（2014 年 10 月 12 日） 

	 第 1 回、2 回に引き続き、骨部は 3 回目も出展した。今回は、特別

展で展示したニホンジカの骨格標本 3 体のほか、カメの骨格標本など

を展示した。また、動物の足型作り体験を実施した。	

	

④	 アオウミガメの標本作り（2014 年 10 月 25 日）	

	 福井市自然史博物館の動物資料保存用の冷凍庫には、2012 年に福井

の海で大量漂着したウミガメが保管されている。この日は、冷凍庫の

スペースを少しでも空けるためにアオウミガメ 2 体を解剖し、標本化

作業を行った。	

	

⑤ ニホンカモシカの解体（2015 年 1 月 24 日） 

	 福井市内で保護され、動物園での治療の甲斐なく亡くなってしまっ

た特別天然記念物のニホンカモシカが博物館に運ばれてきた。屋内に

運びこむのが困難なため、まず屋外で解体作業を行った。	

	

⑥ 哺乳類の皮標本作り（2015 年 8 月 12 日） 

	 イタチ類、ニホンテン、アライグマなどの皮標本を作製した。特に

冬に死亡した個体は、皮下脂肪をたくさん蓄えているため、脂取りが

大変であった。	
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西宮市の海岸動物 

 

渡部哲也（西宮市貝類館） 

 

はじめに 

西宮市沿岸は阪神間では貴重な自然豊かな海岸が残されています。西宮市貝類館では夙川河口（香

櫨園浜・御前浜）および甲子園浜で、大阪湾生き物一斉調査をはじめとして例年 4 回の観察会を行っ

ています。これらの観察会で記録された海岸動物に加え、研究員による調査の結果をふまえて西宮に

どのような海岸動物がいるのかを紹介します。 

 

西宮の浜辺 

 夙川河口：現在では夙川河口の右岸を香櫨園浜、左岸を御前浜と呼ぶのが一般的です。かつては海

水浴場として賑わいましたが、現在は遊泳できません。河口の前に西宮浜という人工島ができたため、

河口からの水が外に逃げにくく、塩分濃度の低い海岸です。干潮時にできる干潟には踊るカニとして

有名なハクセンシオマネキが生息しています。 

 甲子園浜：夙川の東にあり、かつて存在した阪神パークという遊園地跡の一部が水没してできた場

所を含み、コンクリートの残骸が風化し、時を経て転石海岸のようになっています。東側には砂質干

潟が広がっており「浜甲子園鳥獣保護区」として保護されています。夙川とともに干潟の代表的な巻

貝であるウミニナが生息しています。 

 

海岸動物の特徴 

 大阪湾奥部であることから塩分濃度が低く、タカノケフサイソガニやウネナシトマヤガイなどがみ

られる内湾型の動物相です。また、コウロエンカワヒバリガイのような外来種が多いのも都市部の浜

辺に共通する特徴です。一方で近年ハクセンシオマネキなどの希少種も見られるようになりました。 

 

西宮の浜と海岸動物
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図１ 水族園に寄せられたスナメリの目撃場所 

瀬戸内海で出会った小さなクジラの仲間-スマスイのスナメリ調査- 

 

中村清美（須磨海浜水族園） 
 
はじめに 

スナメリは、クジラ目ハクジラ亜目ネズミイルカ科に属

する鯨類です。ハンドウイルカのような吻や背ビレはあり

ません。丸い頭をしており、背中には一条の隆起がありま

す。隆起の上には小さく硬いボツボツがたくさんあります。

日本における主な分布域は、仙台湾～東京湾、伊勢湾・三

河湾、瀬戸内海～響灘、大村湾、有明海・橘湾の 5 つの海

域です。須磨海浜水族園では、瀬戸内海東部海域に生息す

るスナメリを中心に調査研究活動を行っています。 

 

 

活動内容 

 瀬戸内海東部海域は、過去の調査で生息数が減少したと言われ

ている海域ですが、十分な調査研究は行われておらず、不明なこ

とが多く残されています。そこで、スナメリの実態を明らかする

ことを目的に、目視調査や死亡個体の調査、聞き取り調査など様

々な手法を用いて調査を実施しています。 

 目視調査では、船や陸上からだけでなく、ヘリや小型飛行機を

利用してスナメリの探索を行います。死亡個体調査では、海岸に

漂着したものや混獲個体などを対象に剖検を実施します。また、

聞き取り調査では、漁業者などの海事従事者から散歩をしている

一般の方まで海で出会った様々な人たちから目撃情報をはじめス

ナメリに関する情報収集を行います。 

 

 

まとめ 

これまでの調査データの蓄積により、瀬戸

内海東部海域には広い範囲にスナメリが生息

していることが確認できました。特に大阪湾

では関西空港周辺で、播磨灘では北部で、備

讃海域では荘内半島周辺で多く発見されてお

り、これらの海域はスナメリにとって何かし

ら重要な海域となっている可能性が考えられ

ます。今後、さらなる調査研究を続け、瀬戸

内海東部海域に生息するスナメリの生態を明

らかにするとともに、地域での啓発活動を実

施していく予定です。 

 

 

 

船からの目線 

上空からの目線 
 上空からの目線  

当日の様子 
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図 1 ピンセットの紹介展示 

ピン
れKピンセット
れ	し��K 

 

İ«ć大（vm市昆虫ĵ） 
 
は��に 

	 自ã�Ö本を¿うにあたり、その�ı、xĒ、そのtĔ�など、調Ó研究のためのxÕにはピンセ

ットは必ĳの道具である。K に我々自ã�þ�äĵス\ッaにとって、ピンセットは手の一部とい

ってもĦĕではない。	

	 û者は、これまでġ味と¤ìを�=、200本u上のピンセットの�ıを行っている。「�çのAQば」

ではそのうちÿ�0本を手にとってė用することのできる状ºでªôし、Ărを行った�図1�。	

	

	

ピン
れKピンセット
れ	し��Kの4>/3	

ªôにzしたピンセットは、nに昆虫のÖ本xĒやĔ�などを行うための、精¥なxÕを行うí的

のもので、{Ôは 100 円ショップでĠ入できるような¢{なものから��メーカーのĶ{なもの（お

よそ20�000円ö度）のものまで*ま+まである。Ķ{なピンセットはスVスĒの時ĖĒĤ用のものを

çä研究用にÝ用したもので、xりの精¥*やÐğなどに�れたå²をもつ。たと ばスVスの������

õの���������素Ðのピンセットは、įĮĒのものを�ぐò度でかつ、̄ Ĭ性や¯��性のĎ�に§す

る耐ĉĴ性をそな た£�â×ともい るĥ�である。	

	

ピンセットのE�方	

ピンセットは「Ķ{なものが良いもの」ということはo¤である。しかし、Ğ用§�ÒをĄ»に入

れると、すべてのpがどんなxÕにもĶ{なピンセットを使 ば良いというわけではない。なるべく

¢く、それ1れのí的にあったものを選んでもらいたい。ピンセットの選び方のnな要áは1�	形状（ 

みによる）、2�	先端の精度	
�	素Ð：ò*、耐ĉĴ性、ó性の有âなど、4�	{Ô、である。	
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ピンセットの手入れの仕方	

我々にとってピンセットをふくめた日常的に手の一部として使う道具は、手入れの仕方を心得てお

く必要がある。どんなに良い道具を持っても、使っているうちに傷んでしまったものを放置して本来

の性能を発揮することができなくなっては意味がない。ピンセットにおいては先端の形状と精度が使

用者にとって非常に重要で、誤って落とすなどして先端が曲がってしまうと思い通りに使うことがで

きなくなる。そのような時は紙やすりや砥石を用いてピンセットの先端を研ぐことによって、再調整

をすることができる。	

ピンセットの先端の調整は、油砥石（アメリカ産のアーカンサスストーンと呼ばれるものが最適）

を用いるか、市販の耐水ペーパー（粗研ぎ：#400～#800、仕上研ぎ：#1200～#2000）に潤滑油をつけ

ながら研ぐことで行うことができる（図2-4）。	

先端のかみ合わせ精度の悪い 100 円ショップのピンセットであっても、丁寧に先端を調整すれば数

千円もするピンセットと遜色ない使い心地になることは、ここだけの話である。	

	

	

	

	

おわりに	

ピンセットをふくめた道具の選び方や使い方を知ることは研究活動を「愉しむ」ための一つの要素

である。ピンセットをお持ちでない方は、まずは自分専用のものを一本所有し、大切に使ってみて欲

しいと思い、本稿をしたためた次第である。	

尚、先端調整の技術などより詳しいことは、日本昆虫学会の和文誌などに掲載するべく原稿を準備

中であるため、今しばらく俟たれたい。 

図2 ピンセットの研磨による先端の調整例 

図3 研磨によって調整したピンセットの先端；左：未調整、右：

調整済み（写っている昆虫は体長3mmのハネカクシ科の一種） 

図4紙やすりによるピンセットの研磨 
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とりのたまごコレクション 

	

浜口美幸	

 
市販されている鶏のたまごを集めています。	

2013年 7月から集め始め、現在200種くらい集まりました。	

【集め方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これから】集められるだけ集めていこうと思っています。 

① 売り場の写真をとる。 ② パッケージの写真をとる。 

③ たまごの写真をとる。 ④たまごの中身の写真をとる。 

① たまご標本を作る。 
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図 3 vut`lmリq�Vの�%r���
R�!s 

http://gigapan.com/gigapans/114997 
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図 4 hqス_om^f����r86:;sの�#��

http://gigapan.com/gigapans/49310 
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図 5 タスマニア島における海鳥繁殖状況のモニタリング 

http://www.gigapan.com/gigapans/157825 

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/2041-210X.12339/full



編集後記

今年度で「共生のひろば」も１１年目を無事に終えることができました。当館の中核事業なので心の底からほっと

しています。はじまりから１０年が経過したこともあって、年度当初から会合の在り方が検討されていました。１０月ま

で検討が続きましたが結論は従来どおりの形式は中止に。理由は、職員が忙しくなって研究や新しい業務開発が

できない、高度化しすぎ、マンネリ化しているなど色々。さらに、昨年度から館の運営方針が変わり、個人がやりたい

業務だけを担えばＯＫとする、プロジェクト方式と称される先進的な業務管理体制となったことで、担当不在が発生

するなど、不幸にも色んな要因が重なりました。共生のひろばの段取り準備から、広報、まとめなど、時間がとられる

仕事なので、近視眼的な発想に従えば、研究者なら誰しも自発的に引き受けることはまず無いでしょう。そして、意

思決定できない状況が長く続き、多くの方から「今年は開催するのか？」、「分析の方法を相談したい」、「今年は○

○について発表したい」といったたくさんの声が寄せられました。標本を寄贈してくれている方、やる気満々のキッズ、

１年前から準備されている親子、一緒に共同研究している方、有益な観察情報やアドバイスを頂ける方、セミナーを

陰で助けてくれている方など、多くの市民科学者の方々によって当館の運営と自然史研究が支えられていることを

再認識させられました。こうした過程のなかで、中止を再考する議論が再燃し、多くの研究員の参画のもとで新たに

「共生のひろばプロジェクト」として位置づけ、広く一般に公募し、ポスター発表中心で交流を重視するスタイルでの

再スタートとなりました。おかげで、過去最高の参加者、来館者数を記録するほどの盛況ぶりで、すでに来年度の発

表に向けて準備しているとの声が各所から聞こえています。これが何よりの励みです。昨年度の編集後記には、「次

年度以降は、より多くの方が参画できる共生のひろばになるよう、新たな展開を模索」と宣言されており、なんとかこ

の公約が実現できたことが今年最大の成果です。引き続き、ひとはくの「共生のひろば」への応援と参加、そして叱

咤激励をよろしくお願いします。 

（共生のひろばプロジェクト代表 三橋弘宗） 

第１１回 共生のひろば 受賞者一覧 

口頭発表部門： 

館長賞： 相生湾の干潟のカニ調査 ／ 相生子ども里海クラブ あいおいカニカニ調査隊 

名誉館長賞： ありまふじ公園の生き物を観察する子ども講座「生態学実習」 ／ 中峰空・廣田編子（三田市

有馬富士自然学習センター）・佐々木一将・辻新太（講座受講生代表） 

ポスター部門： 

館長賞： 超巨大イヌワシの巣 ／ NPO 法人人と自然の会 カワセミの会 

名誉館長賞： プラナリアのかんさつ ／ 山崎伊織（京都市立岩倉南小学校） 

展示部門： 

館長賞： カメラは見た！ニュータウンの森のなかまたち ／ 中田一真（ごもくやさん生き物撮影係） 

名誉館長賞： こども植物画教室のとりくみ ／ 岸本美季・中嶋惠子・中瀬美絵（レモンリーフ） 
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